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田 邊 正 忠

現在、各国立本学は、大きな転換期を迎えております。

昨年６月に文部科学省は、大学の構造改革の方針を示しました。

その内容は、�国立大学の再編・統合の推進�国立大学に民間的発想の経営

手法の導入�大学の第三者評価による競争原理の導入の提言であります。各国

立大学は，この方針のもとに自主的，かつ積極的に改革に取組んでいます。

本学においては、これらの点については以前から検討を進めており、これら

の提言がなされて以来、より積極的に取組んでいます。

これらの３つの改革を進めにるあたっては、大学の使命であります教育と研

究の高度化、積極的な社会貢献等を行うことを基本的視野に置く必要がありま

す。

本学の建学の理念においても、これらのことが強調され、より具体的に示さ

れています。

本学においては、本学の理念の達成状況を探り、将来の発展、充実を期すべ

く平成８年度以来、５度にわたり、自己点検評価及び外部評価を実施してまい

りました。

今回、平成１３年度においては、従来、隔年で実施しておりました業績集に改

善を加え講座等の組織ごとの教育、研究、社会貢献等の状況を整理し、報告書

を刊行しました。

この報告書が本学の今後の教育研究の高度化、社会貢献の一層の推進に資す

るよう祈念しております。

最後に、この業績集の発刊に際し御尽力いただいた関係各位に深甚の謝意を

表します。
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基礎医学系



教 育

� 講義・実習
第一解剖学講座では、自然科学入門（生物学）、生命科学

講義（発生学）、チュートリアル教育、中枢・末梢神経解剖
学、脈管学、発生学の講義と系統解剖・脳実習を担当してい
る。系統解剖実習は、篤志団体白菊会からの献体ご協力を頂
き、文部科学省が提唱する医学生２人に１体を超える約６０体
が解剖実習に提供されており、より質の高い解剖学教育が行
われているといえる。

� 教育全般について
医学教育の中で解剖学の占める割合は大きく、その重要性

は非常に高い。しかしながら、解剖学の履修内容は膨大で暗
記に頼る部分が多いばかりでなく複雑で難解である。これに
対して学生の興味が引き出せるように、できるだけ機能や臨
床医学と結びついた解剖学教育に努めている。具体的には、
講義資料はもとよりスライド・ビデオ等の視聴覚機材を積極
的に用いたり、幅広い分野から非常勤講師を招き、学生が持
つ医学への好奇心に応えられる医学教育を行っている。
近年の ITの普及に伴って、医学教育においても教育用の

視聴覚機器やコンピュータソフトが利用できるようになった
ばかりでなく、インターネット経由で最新の研究知見や医学
教育に係る情報を誰もが容易に得ることが可能になっている。
これからは、これらの情報をリアルタイムで医学教育に取り
入れたいと考えている。

研 究

� 神経回路網の研究
中枢神経系において、従来呼吸や血圧調節に深く関与する

とされている脳幹扁桃体系のうち、とくに血圧降下時に働く
孤束核結合腕傍核（扁桃体中心核外側亜核）の神経回路網を
取り上げ、BDA法および c―fos免疫組織化学的手法を用い、
さらに電子顕微鏡的解析を行って明らかにしている。また、
末梢神経系においては肺や心臓からの知覚線維の延髄内分布
を線維連絡だけでなく、臓器そのものを直接刺激することに
より発現する中枢内 mRNAを詳細に観察し、胸部内臓知覚
線維の投射部位を検索している。

� アルコールによる中枢神経系異常の研究
１）グリア細胞と脳内アミノ酸
従来の研究のアルコール曝露実験においては、急性或いは

慢性投与による影響をみるものがほとんどであった。しかし
ながら、我々は短期間（４―５日間）のアルコール曝露によ
っても、視床下部視交叉上核や海馬に、アストログリアに変
化が見られることを明らかにした。更に、脳内のアミノ酸の
動態変化についても検討した。この動物においては、タウリ
ン濃度が上昇していることが明らかになった。特に、共焦点
レーザー顕微鏡による観察によると、血管周囲に肥大化した
タウリン陽性グリア細胞を数多く認めた。以上のことは短期
間アルコール曝露でさえ脳に何らかの影響を及ぼしているこ
とを示唆する興味深い所見である。今後はタウリンの生理学
的作用に着目し、アルコールが脳に及ぼす影響について生化
学的アプローチで研究を推進したい。（国内・学内共同研究）

２）胎児性アルコール症候群

妊婦が摂取アルコールにより、胎児性アルコール症候群を
発症することが知られている。我々はこの実験動物モデルを
作成することに成功した。脳発育の盛んな（brain growth
spurt）時期にアルコール曝露した動物では、海馬の歯状回
門領域の神経細胞突起の発育遅延を認める知見を得た。発育
途上にある中枢神経系の一部位に生じた発育遅延が将来の、
行動異常や学習能力低下となって現れるのではないかと考察
している。これに対して、神経細胞の発育や神経突起の伸長
に係る遺伝子の発現について分子生物学手法（differential
display法、RT―PCR法等）を用いて解析したい。（海外研
究施設と共同研究）

３）アルコール曝露と神経内分泌機能
中枢神経系の発達には、遺伝的支配だけでなく環境要因に

起因する障害が数多く報告されている。このことは、発育初
期の脳が環境に対して強い可塑性を有し、発生育児環境・母
子相互関係の重要性を示唆するものである。環境要因による
視床下部―下垂体系の発達障害が、神経内分泌調節機能に及
ぼす影響については、十分に解析されていない。我々は、正
常発育環境から逸脱するアルコール曝露胎仔の、視床下部ソ
マトスタチンと成長ホルモン放出ホルモン（GHRH）による
下垂体成長ホルモン（GH）分泌の相補的な分泌制御に注目
し、GHRHニューロンと下垂体 GH細胞の形態学的・分子
生物学的解析から、神経内分泌機能の発達障害への作用機序
の解明に着手している。特定遺伝子発現を定量出来る RT―
PCR法の応用では、脳内各部位における障害発症に関る遺
伝子発現から、アルコール曝露時間との相関を具体的に示す
ことを目標にしている。（国内共同研究）

� 自己免疫性精巣炎の病態解明
精巣系―免疫系関連の研究を行っている。この研究では、

精子抗原に対する自己免疫応答をとりあげ自己免疫性精巣炎
のモデル動物開発、炎症細胞の組織学的検索、CD４＋helper
T cell lineの確立、リンパ球及び、マクロファージの形態
変化等を対象としている。更に最近では、免疫性造精子障害
疾患モデルを通して免疫性男性不妊症の予防と治療に関する
研究を行っている。（主研究者である伊藤正裕前助教授は、
H１３．４．１付けで、東京医科大学解剖学講座に転勤した。）

� ステレオロジーによる形態計測
形態学における所見の判定においては、観察者の主観や先

入観によるバイアスが拭いきれない点がありこれが、客観性
を失わせる大きな原因であった。我々はこの問題を解決する
ために、脳組織にステレオロジーを適用して、定量性のある
データを提示し、国内では新しい研究方法として確立してい
る。具体的には Unfolding Method、Disector Method、Frac-
tionatorを用いて組織定量している。

社会貢献

解剖学は大学医学部の研究・教育のみならず、医療系学生
の教育にも欠くことのできないものである。当講座では、医
学教育の質の向上と社会貢献性を鑑み、専門学校や消防学校
で解剖学の学外講義を行うとともに、解剖実習の見学を受け
入れている。看護学校、盲学校、歯科技工士・衛生士、柔道
整復士、理学療法士、作業療法士などの専門学校に加えて、
救急救命にあたる救急隊員が、勉学・見学に訪れている。ま
た、平成１１年度には、香川医科大学公開講座において「脳の
科学―その構造と機能に関する実習型学習」と称するタイト
ルで一般市民を対象にわかりやすく講義を行っている。これ
が将来、地域の医学・医療レベルの向上につながるものと確
信している。

第第一一解解剖剖学学

教 授 竹 内 義 喜

助教授 三 木 崇 範

助 手 松 本 由 樹
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教 育

解剖学講座・第二解剖学では、骨学、組織学の授業を通じ
て、人体の構造と機能についての基礎的知識を習得させ、ま
た科学的観察力をつちかうことを目的としている。骨学にお
いては、骨および骨格の構成の名称とその形状のもつ意味に
ついて学ばせ、組織学では、人体を構成する細胞、組織の普
遍的特色、各系統、器官における特殊化を教授することによ
り、人体の構造・機能を網羅的に理解させることを学習目標
としている。
本講座の教育方法の特色は、骨学・組織学とも、午前中に

講義を行い、同日の午後に同一課題の実習を行うという一回
完結方式をとっていることである。講義と実習を連動させる
この方式は、毎年、学生の好評を得ている。講義・実習とも
出席調査を行っているが、講義に出ないと実習の要点がわか
らないので講義の出席状況はよい。
� 骨学講義・実習

講義において、骨学総論および各骨の基本的構造を概説
し、実習において学生が実習手引きにしたがって、骨の観
察を行っている。学生４―５人で１つの骨標本を観察して
いるが、学生の中にはあまり積極的に観察に参加していな
いものも見受けられるので、できれば学生２人に標本１つ
が望ましいと思われる。骨標本の追加購入ついても今後検
討したい。講義時間中には、解剖学用語としてのラテン語
講義および小試験（２回）を行っている。

� 組織学講義・実習
一回完結方式により講義を聴いてすぐ顕微鏡で実物標本

を観察することで、教育効果、効率を高めている。講義で
は、教官が板書を中心として説明し、プリントやスライド
を補足的に利用している。板書に時間がかかるという欠点
があるが、学生にはノートがまとまり、復習や試験勉強に
役立つと好評である。二年前に組織学総論のプリントの内
容を、細胞生物学の成果を取り入れたものに一新した。各
論についても順次新しくしていく必要がある。実習中には、
教官が画像ファイリングシステム、ハイビジョンモニター
を使用し、標本の観察ポイント、補足説明を行っている。
学生には、毎回、組織標本のスケッチをさせ、観察項目の
確認と観察能力の向上につとめている。試験は、ペーパー
試験と５０個の標本を観察させ設問に答える実習試問を行っ
ている。最終試験後に、無記名で学生に講義・実習に対す
る感想と要望を書かせている。これは、各教官の自己反省
と教育改善に役立っている。平成１２年に組織実習室には空
調設備が完備され、夏場の実習も快適に行われるようにな
った。

� 早期医学 I 医学実習 I
医学実習において、本講座は医学史を担当している。学

生自身に研究あるいは調査したいテーマを決めさせ、一定
期間後にその結果を全員の前で発表させている。基本的文
献、資料の紹介や調査の仕方などの相談にものっている。
また、全員にレポートを提出してもらい、良くできたもの
は大学祭などで公表してもらっている。

� 研究医学 医学概論
研究医学 I・医学概論の中で、波多江は、医学概論のコ

ーディネーターをつとめるとともに、「医学概論・総論」
および「医学史 I・II」の講義を担当している。医学概論
・総論では「医学概論とは何か」を講義し、また医学史に
おいては、ヒポクラテス著作集および杉田玄白「蘭学事始」

第第二二解解剖剖学学
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の一部を、学生とともに購読している。

研 究

� ファゴサイトーシスとマクロパイノサイトーシスの機械
的分子機構とシグナルトランスダクション
マクロファージは、活発な貪食細胞で、細菌などの固形

異物や外界の液相をそれぞれファゴサイトーシス、マクロ
パイノサイトーシスによって取り込む。これらの取り込み
現象は、アクチン線維依存性の細胞表層運動であり、多く
のアクチン結合蛋白が関与し、複雑なシグナル伝達系によ
って巧妙に制御されていると思われる。我々は、シグナル
伝 達 系 酵 素 の 一 つ phosphoinositide３―kinase（PI３―
kinase）が、ファゴゾーム・マクロパイノゾームの形成過
程において、phagocytic cupsないし circular rufflesの上
部閉鎖に必要であり、F―actin重合・偽足進展には必須で
ないことを明らかにし、PI３―kinaseがレセプターからの
初期シグナル伝達でなく、機械的分子の制御に直接関与す
ることを示した。さらに、ファゴゾーム閉鎖機構に携わる
mechanochemicalな分子として、myosin Icを同定した１）。
myosin IIの役割についても現在研究を進めている。また、
α―actininの新たなアイソフォーム actinin―４が、古典的ア
イソフォーム actinin―１に比べ、マクロパイノサイトーシ
スの過程により深く関わることを ratio imaging法により
明らかにした４）。Dr. Joel Swanson Lab．（University of
Michigan）との共同研究で、YFP融合―PH domainsと CFP
の ratio imagingによりファゴサイトーシス過程でのシグ
ナル伝達脂質 PIP２, PIP３動態の時間空間的解析を行った。
また、方法論として、抗燐酸化 ezrin/radixin/moesin
（ERM）proteins抗体と抗 total ERM proteins抗体での
二重染色 ratio imagingを応用して蛋白質燐酸化率の可視
化に成功し、この成果を発表した３）。

� カドミウム投与の腎臓近位尿細管のエンドサイトーシス
に及ぼす影響
カドミウム（Cd）投与は、近位尿細管のエンドサイト

ーシスを抑制することにより強い腎毒性を起こすが、細胞
レベルでエンドサイトーシスのどの過程に影響するかはい
まだ不明である。このため、Cd投与による再吸収に関わ
るエンドサイトーシス装置への影響を電顕レベルおよび免
疫組織化学法で調べた。結果として、Cdはエンドゾーム
の H＋―ATPase活性を抑えるため、エンドゾームや頂部
細管の機能不全、それらのオートファゴサイトーシスによ
る自己消化を誘発した。それ故、これらのリサイクル装置
の消失ため、エンドサイトーシスの阻害と細胞表面膜（微
絨毛）の欠損が起こることを明らかにした。

� 腎近位尿細管細胞における傍細胞膜系の三次元構造
腎臓の近位尿細管の上皮細胞では、細管と小胞からなる

滑面小胞体が基底側壁細胞膜に沿って存在し、Ericsson
はこれを傍細胞膜系（paramembranous tubular system）
と名づけた。しかし、傍細胞膜系の三次元構造の理解は未
だ不十分であるため、オスミウム浸軟法による超高分解能
SEM観察を行った。その結果、この構造は近位尿細管の
segment（S１, S２, S３）間でシート状構造からレース状構
造まで著しく異なり、また、ミトコンドリア、小胞体と側
壁細胞膜から成る３つ組；構造的、機能的単位を作ること
を明らかにした。一方、酵素細胞化学法の TEM観察によ
り、傍細胞膜系の G６Pase染色性は S２で強く、S１で中
程度、S３では非常に弱いか欠如することを確かめた。以
上のことから、傍細胞膜系の構造やその G６Pase染色性
から判断して、S１と S２segmentにおいて、傍細胞膜系
は３つ組の構造単位と協調して電解質やグルコースの細胞
内運搬と受動的または能動的輸送に寄与することを形態的

特徴から示唆した。
� エンドゾームと膜のリサイクリングの機構（キュビリン
に注目して）
さかんにエンドサイトーシスを行う上皮細胞には、さま

ざまな種類のエンドゾーム（頂部細管, 取り込み小胞, 取
り込み空胞）が発達している。我々は、頂部細管は取り込
み空胞から形成され、そこから頂部細胞膜へ膜をリサイク
リングする過程に関与していることを明らかにしてきた。
さらに、岡崎生理学研究所との超高圧電子顕微鏡を使用し
た共同研究などにより、頂部細管は細胞頂部で複雑なネッ
トワークを形成し、レセプターなどを含む膜の貯蔵部位と
して働いている可能性を示した５）。また、エンドゾームの
構成タンパク質に対するモノクローナル抗体の作成に成功
した。我々が作成した抗体の一つは、４６０kDaの糖タンパ
クであるキュビリンを認識することが判明した。キュビリ
ンはアポリポタンパク質 A―１（apo A―１）/高密度リポ
タンパク質（HDL）をリガンドとするレセプターである。
そこで、キュビリンと apo A―１/HDLの細胞内局在を、
免疫組織化学的手法を用い電子顕微鏡レベルで、同時に観
察した。その結果、エンドゾームには、キュビリン（レセ
プター）と apo A―１/HDL（リガンド）の分布が異なっ
た数種類のものがあり、頂部細管はキュビリン（レセプタ
ー）の密度が特に高いことを、形態学的に明瞭に示すこと
ができた。現在、さらに解析を進めているが、キュビリン
と apo A―１/HDLの局在を明らかにすることは、レセプ
ター介在性エンドサイトーシス機構解明のモデルになると
期待される。

社会貢献

学会活動として、波多江は、日本解剖学会評議員、日本電
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員をつとめた。荒木は、日本解剖学会評議員、日本電子顕微
鏡学会評議員、日本組織細胞化学会評議員をつとめている。
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（文責：波多江種宣）

第一生理学教室の教育研究分野は、細胞生理学、神経生理
学、筋肉生理学である。特に近年益々その重要性が増しつつ
ある神経生理（脳科学）の領域においては、教育面と研究面
の両方で力を注いでいる。また産学官連携の共同研究や、国
際交流を主軸としての社会貢献面でも努力を払っている。

教 育

� 学部学生教育
学部学生教育においては、OHP、スライドやビデオや

コンピューター実習を活用した多様性のある授業形式を導
入し、理解しやすい内容・具体性に富んだ内容を提供する
ことを心掛け実践してきた。同時に学生が自ら勉強する姿
勢を体得できるようにしてきた。その一例として、神経入
門と筋肉生理については、CD―ROM教育ソフトを用いて
自学自習をさせたが、英語のソフト（テキスト部分の和訳
は学生のボランティアに協力して作成し配布した）にも拘
わらず、非常によく理解できており教育効果が高かった。
学年末に学生に行ったアンケート調査（無記名）でも、学
生自身の CD―ROM教育ソフトを用いた自学自習の評価は
非常に高く、この教授方法は今後も継続して行いたい。ま
たその他の講義に対してもおおむね満足した評価を得たが、
もっと疾患を踏まえた講義をしてほしいとか、最先端の研
究について紹介してほしいなどの要請もあり今後の課題と
していきたい。
実習は重要な授業方法である。講義での内容を確認させ

る意味においても、また生理学的な考え方を体験してもら
う意味においてもである。我々は、感覚系の比較的身近な
題材を用いた実習と、細胞生理学的なアプローチを必要と
する実習と解析を行わせている。幸いにも両実習ともに評
判はよく、今後も継続するつもりである。
研究医学・基礎医学実習については、主として助教授以

下の若手が対応したが、実際に教室で動いている研究に一
研究者として参画させ、研究の何たるかを実体験してもら
った。新カリキュラム下で計画されている課題実習におい
ても同様の方針で望みたい。

� 大学院生教育
大学院生教育については特に力を入れ、少なくとも２年

に１人以上の割合で大学院生の受け入れができている。ま
た、臨床系の教室などからの受け入れも積極的に行ってい
る。
基礎系大学院生であるので、研究者としてのトレーニン

グを行っている。スタッフの誰かを指導者として付けた上
で、できるだけ早期にプロジェクトを持たせ、小さくとも
責任を持って遂行させることで徐々に研究者としての姿勢
を学ばせている。卒業までに JBC他２編の非常に質の高
い論文を作成した学生や、筆頭著者としての論文を４編精
力的に完成した学生などが出ており成果を挙げている。今
後も、やる気のある学生を勧誘して研究の活性化を図りた
い。また医学部に限らず、農学系や薬学系の学生をはじめ
幅広いバックグラウンドを持つ学生に門戸を開放し、多面
的な切り口で我々のプロジェクトの発展を目指していく予
定である。

第第一一生生理理学学
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研 究

我々の研究の目的は、生理学的機能の基礎研究を充実させ、
それを基盤として「疾患」の病態・成因などを明らかにする
ことに貢献し、さらには応用的発展としての診断や治療の新
しい可能性を示していくことである。
１９９８～２０００年の３年間の研究は、神経細胞の可塑性、特に
記憶のメカニズムの分子生理学的解明研究と、癌の発生メカ
ニズムに関する研究、の２本柱で行ってきた。
� 記憶のメカニズムの分子生理学的解明研究

これについては３つの実験系により神経細胞における新
しいカルシウムシグナリング系の解析に迫った。第１は、
カルモデュリン依存性リン酸化酵素（CaMK）の長期記憶
増強（LTP）への関与に関する研究である。CaMK IIが
LTPにおいて重要な働きを司ることは知られていたが、
我々は他の CaMK、即ち CaMK Iや CaMK IVも関与し
ていることを免疫化学的あるいは活性測定法で明らかにし
た１）。またこれに関連して、我々は神経細胞特異的に発現
する新しいカルシウム結合蛋白質 Calbrainを発見し、こ
の蛋白質が、CaMK IIを用量依存性に抑制することを示
し、記憶形成機構への関与の可能性を示した２）。第２には、
興奮性の神経伝達物質グルタミン酸の AMPA型受容体の
GluR２サブユニットの RNAエディティング機構の制御に
ついての研究である。この機構は受容体の細胞外のアミノ
酸を変化させてグルタミン酸に対する感受性を低める機構
で、その結果細胞内カルシウム濃度の上昇が抑えられる新
しくユニークな機構である。我々はすでにエディティング
の触媒酵素を調節する蛋白質を発見しており、目下その機
構の解明を目指している３）。第３には、Phosphohippolin
（Php）という、同じく神経細胞に存在する１回膜貫通型
の蛋白質の発見とその機能解析についてである。Phpは神
経の形質膜上でオリゴマーを形成しイオンチャンネルを形
成するか、モノマーあるいはダイマーで他の機能性膜タン
パク質の制御を行っている可能性がある。神経細胞の発達
・分化・老化などにおいて関与している可能性を目下解析
中である４）。
これらに加え最近では神経型一酸化窒素合成酵素

（nNOS）の制御機構についての研究も展開しており、多
面的なアプローチによる神経細胞可塑性の機構の解明を目
指している。

� 癌の発生メカニズムに関する研究癌関連の研究
この研究についても精力的に取り組み成果を発表してき

た。題材としては、婦人科系腫瘍である卵巣癌と、頭頸部
の腫瘍である喉頭癌を中心に、それらの癌化・進展などに
関与する蛋白質の解明を行った。特に細胞周期に関連する、
サイクリン（Cyn）やサイクリン依存性リン酸化酵素（CDK）、
さらには CDKの阻害蛋白質（CDI）についての解析を系
統的に推進した。まず卵巣癌については、Cyn D１や Cyn
Eの過剰発現や、CDK４や CDK２の過剰発現が、また CDI
である p２７や p１６の発現の減少が、卵巣癌の予後を悪化さ
せる因子であることを示した５,６）。喉頭癌でも同様に、Cyn
D１や Cyn Eおよび CDK４や CDK２の過剰発現と、p２７
の発現の減少が予後を悪化させる因子であることを示し
た７,８）。

� その他
上記研究の他にも、組織修復促進機構関連の研究、環境

ホルモンに関連の研究、希少糖関連の研究も、産学連携を
含めて学内・学外の研究組織との共同研究の形で展開して
いる。

� 研究の総括と今後の展望
�の研究では、既存のあるいは新規に発見した蛋白質の

幾つかの重要な基礎的性質を明らかにした段階であるので、
当プロジェクトに教室の総力を挙げて取り組んでいく予定
である。次なる段階としては痴呆・老化・薬物依存などの
疾患や病態を設定しての臨床応用的な側面を加味した研究
へと展開を図る。�の研究においては、ほぼ Cyn―CDK―CDI
の各要素の卵巣癌と喉頭癌への関与の程度が明らかになっ
てきたので、全体図の作成にかかり、どの要素がこれらの
癌病態において最も重要であるのかにつき評価を行うとと
もに、診断法の確立や、新しい治療法への展開などを考慮
に入れて、関連臨床科とのタイアップを図りつつ進行する
計画である。�の研究は、�や�の研究ともつながりを持
ってくる可能性も有しているが、より地域性や社会性の面
での意味を有する研究として、香川県などの自治体、香川
大学などの大学や研究施設、地元製薬企業などとの連携を
今以上に強化しながら共同研究として進めていく。いずれ
にせよ新教授としての体制がスタートして２年であり研究
体制としてもまだまだ不十分かつ未成熟な部分も多く、今
後如何にして迅速に世界に通用する研究チームを作り上げ
ていくかが最重要課題であり、全員で堅実な努力を重ねて
いきたい。

社会貢献

� 国際交流事業への貢献
本学の重要事業のひとつである国際交流に関しては、徳

田が国際交流コーディネーターとして学内の各種の事業は
もとより、学外においても貢献を果たしてきた。香川県、
高松市、三木町などの地方自治体や、県内の多数の各種国
際交流活動団体の国際交流活動に協力を行っている。２０００
年の活動の例を挙げてみると、１）カナダ大使の香川県訪
問に際して香川医科大学を代表して対応、２）カナダ公使
の訪問への対応、３）香川県の国際化ネットワーク整備事
業外交官招聘事業でのバングラデシュ大使への対応、４）
国際協力事業団（JICA）青年招聘事業でのパキスタン青
年医師及び看護婦の香川医科大への受け入れ事業でコーデ
ィネーターとして参加、５）「かがわ国際交流フェア２０００」
への香川医科大学としての参加、６）三木町のさまざまな
国際交流事業への協力、等々である。このような協力は、
本学が持つ国際交流のノウハウと情報とを地域の国際交流
活動に提供するとともに、地域の交流活動を本学の活動へ
反映させていく意味で重要である。今後も引き続いて各種
交流事業への貢献を続けていく予定である。

� 地域先導研究の推進
平成１１年度より平成１３年度の３年間の計画で、産学官の

共同プロジェクトである地域先導研究「新規微生物酵素に
よる希少糖類生産システムの開発とこれを用いたもみがら
等の地域未利用資源の有効活用に関する基盤研究」が香川
県を実施地域として科学技術庁（当時）より認められスタ
ートした。この中で徳田は香川医科大学の推進委員として
積極的に参加している。また国際希少糖学会の立ち上げに
も関与した。

� 学外施設での講義・講演等
香川県消防学校、日赤高松病院附属看護学校などでの講

義を担当した。また何カ所かの公的施設や病院において依
頼されて講演を行った。

そ の 他

徳田は学内の国際交流活動として、特に学部学生や大学院
生の派遣事業を中心的に行った。また交流校であるカルガリ
ー大学へ赴き、交流活動の円滑な推進のための打ち合わせや
国際共同研究の開発を行った。教室への外国人研究者の受け
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入れも積極的であり研究を通じて国際交流の場を提供してい
る。カナダ・中国などから絶えず何人かの研究者が大学院生
あるいは外国人研究者として来て活発に研究を進めている。
この他にも国際交流委員会、入試委員会、大学院小委員会な
どの委員会活動を行っている。
研究費受入状況としては、徳田が代表で基盤 B２（平成１１

―１２年）、分担として基盤 A２（平成８―１０年）、基盤 A２（平
成１０―１２年）、基盤 B２（平成９―１１年）、基盤 C（平成１０―１２
年）がある。杉本も基盤 Cの分担者である。

参考文献（１９９８年１月―２０００年１２月）

１）Ahmed B.Y. et al．（２０００）Expression and subcellular
localization of multifunctional calmodulin―dependent pro-
tein kinases―I, ―II and―IV are altered in rat hippocam-
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tion. Neurosci Lett２９０：１４９―１５３

２）Yamaguchi K. et al．（１９９９）Calbrain, a novel two EF
―hand calcium―binding protein that suppresses Ca２＋／
calmodulin―dependent protein kinase II activity in the
brain. J Biol Chem２７４：３６１０―３６１６

３）Yamaguchi K. et al．（１９９９）The reversible change of
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２３７
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clin E overexpression in laryngeal squamous cell carci-
nomas. Clin Cancer Res６：４２５３―４２５８

８）Dong YY. et al．（２０００）The overexpression of cyclin
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carcinomas. Anticancer Res２１：１０３―１０８
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（文責：徳田雅明）

教 育

分子生物学的手法が導入された最近の生理学研究の著しい
進展により従来の教科書的概念が毎年の様に刷新されている。
一方で医学教育においては最新の知見を含めた生理学の理解
が臨床医学を学習していく上での必須条件となっている。こ
のような現状をふまえて、第２生理学講座では人体に生じる
様々な生理・病理現象のメカニズムを最新の生理学的知識を
駆使して説明できる力を養う事を教育の最終目標としている。
総論においては、細胞・分子レベルにおける基本的生命現象
の仕組みを講義し、多様な生理現象の根底に存在する生命の
普遍的法則を習得させることを主眼としている。また各論に
おいては、人体の各臓器、器官の機能的特徴を理解させた後
に再度、細胞・分子レベルにまで掘り下げて理解させること
により１つの生理現象をミクロからマクロにいたる様々なレ
ベルで理解する力を習得させる。各論の最後において、各臓
器、器官がいかに協調しながら１つの個体としての生命現象
を維持しているかについて講義している。過去３年間の教育
についての成果と反省点を以下に総括する。
� 第２生理学講義・実習

生理学とくに、当教室担当の呼吸、循環、消化などとい
った神経生理学以外の分野では、各臓器の部品、スイッチ
と特性を論じ、それら相互の個体での統合を把握できるよ
うに講義しなければならない。いきおい、物理学や数学の
ような難しさはなく、すぐ理解可能な様に見えることばか
りで、高校時代までに見聞きした内容が多いと感じ、講義
に出席しない学生が多い。よく学生から試験の範囲が広い
といわれるが、医師になって病人を治すのに必要最小限な
各臓器の特性とその統合を理解しているか試験するわけで
ある。講義に出席せずとも非常に多くのメカニズムからな
る生理学をよく理解した答案を書ける自信があるなら良い
が、よく理解している答案を書くのは少数で、不正確な理
解に基づいた断片的な記述をする人が予想外に多いので試
験は通らない。
講義は個々の項目を網羅的に説明するよりもむしろ重要

な項目に絞って深く掘り下げ、最新の研究成果も紹介しな
がら講義することにより学生自らが考える能力を養うこと
を目指した。しかし実際に定期試験で学習到達度を計ると、
教科書的記述の記憶は暗記して出来ているがそれを生命現
象の理解に活用するまでには至っていない学生が多くみら
れる。今後は不定期の小試験を行い最終試験の部分点にす
る、また討論形式の講義を含めた講義形式にするなど、検
討している。
実習においては、心筋の興奮性、心電図、血圧調節系、

血液の酸素運搬等の項目について行っている。学生と教官
の討論時間を出来る限り多くとり、測定したデータを基に
して生体内部で起こっている事を類推する能力を養うこと
を目標としている。学生はマニュアルに従えば簡単に教科
書通りの結果が得られる項目に関しては興味が薄く、記憶
にも残らない傾向が強いので、実習項目の選定について再
度考慮する必要がある

� 研究医学 Iと医学実習 I
研究医学 Iでは、生理学研究における基本的な知識と実

験技術の習得を目的とし、主として実習形式により指導を
行った。医学実習 Iでは、研究テーマについての解析力、
理解力を養うことを目的とし、当教室の研究およびセミナ
ーに参加する形式で、生理学における先端研究と最新の知
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見を理解できるよう指導してきた。基礎医学研究の手法、
考え方を理解するうえで成果をあげることができたと考え
る。

� 教育全般についての展望
新カリキュラムが実施される予定であるが、これにより

基礎科目との連携のみならず、臨床の病態において、如何
に生理的ホメオスターシスが破壊されているか、さらに正
常なしかし刺激的でない生理的ホメオスターシスが如何に
重要で必要であるかを、理解・実感できることを期待する。
つまり、早期体験で、病態の悲惨さを知ってもらい、その
うえで、生理学を学習して頂けば、その重要性を理解でき
真剣さも増すことが予想される。病態生理学を教育するの
が良いのかもしれない。
研究を通して、生命現象を実感してもらうのも重要と考

える。というのも、大学院生をあずかって、生命現象に対
する基礎的な理解が非常に欠落していることを実感するか
らである。生命科学講議がその役割の一部を担うものと理
解している。

研 究

血圧調節、微小循環調節に重要な生理活性物質の特性、新
規生理活性物質の同定などを、分子生理学的手法を中心に、
研究を行った。対象とした生理活性物質は一酸化窒素、スー
パーオキシドを含む生体内ラジカル、アラキドン酸代謝産物、
内皮由来血管弛緩因子、およびこれらの代謝を行う酵素群、
その遺伝子である。モデル動物としてダール食塩感受性高血
圧ラットやラット心臓、腸間膜虚血再潅流モデル等を用いた。
代表的な研究の成果と今後の課題・展望について述べる
� ダール食塩感受性高血圧ラットの高血圧発症機序の研究

ダール食塩感受性高血圧ラットにおいて、食塩負荷によ
る血圧の上昇に伴い内皮由来血管弛緩因子（EDCF）が産
生されることを明らかにした。さらに、この高血圧モデル
ラットに L―アルギニンを投与することにより、EDCFの
産生が減少し血管内皮機能が改善することを明らかにした。
今後の課題は、（A）食塩感受性高血圧における L―アルギ
ニンの病態改善作用の分子機構の解明、および（B）抗酸
化剤による治療実験を行い、高血圧病態および内皮機能変
化における活性酸素、一酸化窒素の役割を明らかにするこ
と、である。

� 一酸化窒素合成酵素に関する研究
１）一酸化窒素は単なる血管弛緩因子にとどまらず、内皮
機能の恒常性維持、動脈硬化防止にとっても重要な分子
であるため、これを産生する一酸化窒素合成酵素の調節
機構について研究を進めてきた。この目的のため、大腸
菌における同酵素の大量発現系を作製し、精製した酵素
標品について酵素化学的解析を行った。これまでの研究
で、神経型一酸化窒素合成酵素がそのヘム部分において
一酸化窒素以外にスーパーオキシドを産生する事を証明
した。また生体内一酸化窒素の電子スピン共鳴法による
検出に用いられる試薬と一酸化窒素合成酵素との反応性
について解析し、同試薬の応用性について論じた。酵素
化学的解析以外にも、高血圧病態や内皮障害時における
一酸化窒素合成酵素の役割について解析を行っている。

２）内皮型 NOS（一酸化窒素合成酵素）の細胞内活性調
節機構の解明
内皮型 NOSは生体内に存在する他の NOSと比べ、

細胞内で活性を示すためには分子自体に post―transla-
tionalな修飾が必要とされ、また存在部位と活性との間
にも強い相関関係が知られている。我々は細胞内で
eNOS蛋白の輸送に関与している因子と eNOS分子と
の相互作用が生細胞内において細胞に加えられた刺激・

それに対する応答の過程でどのような影響を受けるかの
解析を試みている。

社会貢献

医師になって病人を治すのに必要な各臓器の特性とその統
合を理解した医学生、医学を進歩させうる研究のできる大学
院生を育てるのが、社会貢献と考える。
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H & Kosaka H（１９９８）Is a hypertensinoogenic factor pre-
sent in the kidney of hypertensive Dahl rats? Clin. Exp.
Pharmacol. Physiol．２５：８００―８０４

９）Chen QH, Nishida Y, Zhou MS, Murakami H, Morita
H, Hosomi H, Kosaka H（１９９８）Organ and development
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教 育

生化学講座では生体構成分子の構造と機能、さらに、これ
らの生体内での代謝動態を理解させることを目標にして講義、
実習を行ってきた。また、代謝の異常による疾病や薬剤の作
用点となる代謝過程なども、正常な代謝の理解と併せて習得
させるように努めてきた。
� 講義・実習

講義内容をなるべく教科書に準拠した内容とし、学生の
予習、復習が容易となるように心がけてきたが、内容が膨
大であるため、学生の学習意欲を十分に引き出すことが困
難であった。そこで、前回の講義内容に関する小テストを
毎回実施し、この平均得点で高得点者の最終試験を免除し
たり、平均得点を最終試験の得点に加算するようにした。
この結果、半数以上の学生はかなり熱心に復習を行ってお
り、小テストが学生の学習意欲を引き出す一助となってい
る。しかし、３分の１ほどの学生は、依然として講義後の
復習を行っておらず、最終試験直前に膨大な量を、理解し
ないまま暗記しようとしている。今後は後者の学生に対し
て日々の復習に向かわせる動機付けが、さらに必要である
と考える。
生化学実習の前半においては、分光器・pHメーター等

の今後の実習や将来も頻繁に使うであろう基本的な機器の
原理・操作や基本的な生化学的測定手技に習熟することを
目的としている。さらに、後半の酵素学実習では酵素反応
を理解させるとともに、定量実験を体験させている。しか
し、機器の台数の関係で、６―９人のグループにならざる
を得ず、また基礎的な内容のためか実習に対する興味の薄
い学生が多く、分担して手早く終わらせようとする態度が
以前から目に付いた。そこで評価でも、レポートより学生
の実習態度を重視するようにし、教官がこまめに巡回して
学生が積極的に取り組むように指導している。限られた教
官数ではまだまだ十分ではないが、ほぼ全員の学生が程度
の差はあれ積極的に実習に参加するようになったと考えて
いる。

� 研究医学・医学実習
ともに、生化学研究の現場を体験させるとともに、講義

・実習では伝えることができなかった、医学・生物学上の
テーマに対する生化学的アプローチの考え方・手法を理解
させることを目的としている。このため配属された学生に
は、教官の研究に参加しそのテーマの一部を担うことを求
めた。それぞれのテーマについて背景となる知識も教科書
・英語文献で調べることを通じて、積極的に自習する経験
を積み、本の中だけでしか知らなかった最新の生化学的手
法を自分から計画して取り組んでゆく機会にもなった。学
生も積極的に興味を示し学習効果は非常に高かったと考え
られる。

� 今後の展望
カリキュラム改変により平成１３年度から２年次の講義は

基礎的な事項にとどめ、新たに受け入れる学士入学者とと
もに３年次一学期だけで代謝を中心とした主要部分の講義
を行うことが求められている。このままでは３年次の内容
があまりにも過重なものとなるので、学士入学者を考慮し
つつも、２年次・３年次の学習内容の按分を学生の理解度
を見ながら適宜改変してゆく必要があろう。また、実習も
内分泌学・分子生物学と統合されるが、これまでの基礎的
な内容の重視という方針が効果を上げていることを考え、

生生化化学学
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他講座の実習を円滑に進めるためにも統合実習の前半で従
来の生化学実習で行ってきた基本手技の習得を行う予定で
ある。研究医学は２年次の２・３学期と拡充されたが、ま
だ生化学の講義も受けていない学生を指導することになる
ため、テーマに関連した教科書的な知識の習得にさらに時
間を割く必要があると考えている。これから共用テストが
実施されることも考えて、講義に熱心に取り組んでいない
一部の学生の学習意欲をいかにして高めてゆくかが、今後
の最大の課題であると考えられる。本講座が担当すべきと
考えられるコア・カリキュラムの項目については従来より
ほぼ網羅しているが、さらに重点化をはかりたい。また、
統合講義についても積極的に対応したい。

研 究

シトクロム P４５０を中心としてフラビン酵素、ナイアシン
依存性酵素などの酸化還元酵素の酵素学とこれらの基質とな
る内在性脂質や薬物の代謝を主要研究テーマとしてきた。
� Neurosteroidの研究

脳内でも古典的な内分泌臓器と同様にステロイドホルモ
ンが合成されているのではないかというアイデアが１０数年
前より提唱され Neurosteroidと名付けられてきたが、生
合成に関わるシトクロム P４５０の研究は十分に進められて
いなかった。当教室ではステロイド生合成の律速となる P
４５０sccおよびコレステロールの輸送タンパク質である
StARが海馬や小脳の神経細胞に局在し、神経培養細胞で
もステロイド合成が行われることを報告した１,２）。これま
での Neurosteroid研究ではグリア細胞がステロイド合成
の場であるとされてきたが、我々の研究以後、神経細胞で
ステロイド合成がなされるという報告が相次ぎ、ステロイ
ドの脳内作用において神経細胞自らが合成するステロイド
が重要な働きをしているのではないかというアイデアも生
まれてきた。そこで環境ホルモンの脳内での女性ホルモン
様作用において Neurosteroidとその脳内レセプターの関
わりを検討するために CRESTの研究プロジェクトが発
足し（代表・川戸・東大）、我々も参加することになった。
これは今後さらに発展してゆくテーマと考えている。

� 一酸化窒素合成酵素（NOS）の研究
NOSもシトクロム P４５０の一種であるが、多くのシトク

ロム P４５０が触媒する薬物代謝反応について NOSの関与
は、十分に検討されていなかった。そこで、NOSによる
薬物代謝活性さらにその還元ドメイン（フラビン領域）に
よるマイトマイシン Cの代謝活性等について報告した３,４）。
また、NOSの反応機構の研究もスピントラップ剤を用い
た ESRを利用して続けている５）。

� その他のシトクロム P４５０の研究
以前にパーキンソン病と関わる P４５０２D６の新たなポリモ

ルフィズムを報告したが、このポリモルフィズムについて
さらに解析を進めた６）。副腎皮質の P４５０c２１は反応の特異性
が高いと考えられていたが、この酵素が２０β酸化反応も触
媒しうることを見いだした７）。また、副腎髄質クロマフィ
ン顆粒の電子伝達成分として働いているシトクロム b５６１
の蛋白化学的性質の解明など８）、従来からの、シトクロム
類の酵素化学的研究も続けている。

� レチノイド生合成の研究
当教室で P４５０１A１がレチノイン酸を合成することを報告

して以来、レチノイド生合成酵素の研究も続けている。こ
の P４５０１A１は多くの薬物も代謝するが、これによる発癌剤
ベンツピレンの活性化がレチノイドにより抑制されること
を見いだした９）。我々は、レチノイン酸合成酵素としては
サイトゾールのレチナール酸化酵素が最も重要なものであ
ることやその精製をすでに報告していたが、本酵素をクロ

ーニングし、発現させ、これがアルデヒド酸化酵素と同定
されたことも報告した１０）。現在はレチノイン酸合成の前段
階のレチナール合成を触媒する short―chain dehydroge-
nase/reductaseの研究を進めている。

� 転写因子 Arntの研究
P４５０１A１遺伝子の転写活性を調節する転写共役因子とし

て見いだされた Arntのノックアウトマウスを NIHとの共
同研究で作成した１１）。現在 Arntの機能解析とこれにより
調節される Ahレセプターや他の転写因子との相互作用を
NIH、大阪大、徳島大との共同研究で進めている。

 リポタンパク質の研究
リポタンパク質間の脂質輸送に関与する CETPの反応動
力学についても長年にわたる本研究室のテーマである。最
近の名古屋市大との共同研究により CETPと HDLの選
択的な結合がリポタンパク質間の正味の脂質輸送反応に重
要な影響を及ぼすことを報告した。１２）

社会貢献

市民運動グループ等から年に数件豊島問題などに関連して、
環境ホルモンや薬物代謝に関わる質問を受ける。当教室の研
究テーマと深く関わる問題ではあるが、我々は、これまでい
たずらに不安をあおることを恐れ、社会に対して積極的に発
言してこなかった。今後は、より社会に対して研究成果を還
元してゆく方策を検討すべきであると考えている。

そ の 他

研究を進めるにあたって文部省科学研究費（基盤研究 C２
件）、特別研究員奨励費を得ている。また、外国人留学生３
名を大学院博士課程に受け入れ、２名がレチノイド生合成の
研究と NOSの研究で博士号を取得している。内１名は学内
で西田賞も受賞している。１名は学位取得後も学術振興会特
別研究員となり研究を続けた後帰国している。今後も留学生
の受け入れには積極的に取り組むことを予定している。

Neurosteroidの研究は東大を中心とした共同研究プロジ
ェクトに含まれて発展しており、転写因子研究は NIHをは
じめとして多くの大学と共同で進められている。先端的な研
究上の要請でもある大規模な共同研究には、国内、国外にこ
だわらず積極的に参加し研究を発展させてゆくべきであると
考えている。
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教 育

� 講義・実習
内分泌学講座では、医学科２年次３学期及び３年次１学

期に内分泌学講義を、３年次１学期に内分泌学実習を担当
するとともに、選択科目として研究医学 I（２年次１、２
学期）、基礎医学実習（３年次３学期）を開講してきた。
２年次の内分泌学講義では、従来より分類されてきたホ

ルモンを中心に、各種生体内の生理活性物質の生合成・代
謝とその生理活性に関する総論的解説を行い、まずホルモ
ンの概念からその名称、化学構造や分類について、学生が
平易に理解できるよう努めてきた。また、化学構造から分
類されてきた各種ホルモンの細胞内情報伝達の一般的しく
みについて論じながら、最近の分子生物学の知識を踏まえ
て、ホルモンの作用機序について解説した。さらに、代表
的なホルモンを例に挙げて、臨床的に重要なホルモンの定
量法の基礎について解説した。
３年次の内分泌学講義では、代表的な内分泌器官（膵臓、

甲状腺・副甲状腺、副腎皮質・髄質、生殖腺、視床下部・
下垂体）を臓器別に取り上げ、そこで生合成されるホルモ
ン類の役割や病態との関連など内分泌学の各論について詳
しく論じ、最近の知見を加えて内分泌学の動向を解説した。
講義に際し教科書・推薦図書などを指定したが、授業は毎
回用意したプリントを中心に進め、授業の中で適宜小テス
トを実施して講義内容の理解が深まるよう努めてきた。
３年次の内分泌学実習では、生殖腺（卵巣）の発育や性

周期に関与するゴナドトロピンの作用（生殖内分泌分野）
を、実験動物（ラット）を用いて解析した。実習は学生を
１０班に分けて、動物の取り扱い（飼育とホルモン処理）、
観察、生化学的解析（蛋白質取扱いの基本手技、SDS―電
気泳動、アフィニティークロマトグラフィー、ウェスタン
ブロット分析）、分子生物学的解析（RNA，DNA取扱い
の基本手技、RT―PCR反応、制限酵素処理）について班
毎に実施した。
２年次、３年次の講義については学期末に筆記試験を行

い、３年次の実習については実習の態度及び実習レポート
によって個別に合否判定を行った。そして、最終的な採点
／単位認定は講義・実習の総合評価によって行った。
研究医学 I（２年次）、基礎医学実習（３年次）は、本

講座の主要な研究テーマであるガレクチンの機能解析（研
究の項参照）に学生を参加させる方法で行った。特に、医
学部における生命科学研究で用いる頻度の高い技術である
細胞培養、PCR/RT―PCR、遺伝子クローニング、組換え
蛋白質の発現と精製等の修得と英文読解力の向上（英語論
文の講読）を目標とした。実習最終日には研究結果の発表
・討論と課題論文の和訳発表を行い、実習内容の理解度を
評価した。

� 教育全般についての展望
２―３年次学生を対象とした内分泌学の講義では、基礎

内分泌学（正常機能）を口述、板書を中心とした通常の講
義形式によって行ってきた。従来の講義方式では、膨大な
内分泌学の知識を学生に伝えることは困難であり、また、
今後、講義をより実際の臨床の理解に寄与できる内容に精
選することも必要と考えている。そのためには、臨床系教
官と連携した統合講義の導入や少人数実習による実践的な
実習の確立なども視野に入れたい。また、詳しい内分泌学
の内容については、学生が自学自習できるように、講義内
容をデジタル編集して、いつでも自由に利用できるシステ

ムとして構築することも必要であると考えている。

研 究

� アクチビン／アクチビン受容体ーフォリスタチン系を介
した細胞増殖・分化及びアポトーシスの制御機構
アクチビンは、TGF―βファミリーに属する細胞増殖・

分化因子の一つで、下垂体前葉から分泌される FSHの生
合成・分泌を特異的に促進する物質として発見されたホル
モン様蛋白因子である。その後、アクチビンが発生／分化
・形態形成などに関与することや、アクチビンの情報伝達
に関わるアクチビン受容体（I型、II型）、アクチビン結
合蛋白質（フォリスタチン）が発見された。我々は、徳島
大学、東京大学などと共同研究を進め、脳ー神経系で特異
的に発現する新規アクチビン受容体（IIA―N）１）を見い出
すとともに、アクチビンがアクチビン受容体（I型）を介
して B細胞の細胞死の制御に関わること２）を明らかにした。
一方、フォリスタチンに構造が類似した蛋白質（FRP）
のアフリカツメガエル初期胚における発現を明らかにして、
発生・分化に対する役割の重要性を指摘した４）。また、ア
クチビン受容体（II型）と結合してアクチビンの細胞内
情報伝達系を制御する、新規細胞内 PDZ蛋白質（ARIP―
１）を発見した５）。

� 新規動物レクチン（ガレクチン）の機能解析
β―ガラクトシド構造を持った糖鎖を特異的に認識する

動物レクチンファミリー（ガレクチン）は、無脊椎動物か
ら脊椎動物に広く分布する蛋白質である。現在、哺乳動物
では１２種のガレクチン（galectin―１～１２）が知られている
が、このうち、炎症、癌転移などに関与すると考えられる
ガレクチン―９の機能解析を本学免疫病理学講座と共同で
進め、ガレクチンー９の持つ２個の糖認識ドメインと各々
のレクチン活性が、ガレクチン９の機能発現（好酸球遊走
活性）に必須であることを明らかにした６）。

� コラーゲン結合ドメインを利用した新規 drug delivery
systemの開発
細菌性コラゲナーゼのコラーゲン結合ドメイン（CBD）

は単独で強いコラーゲン結合能を持つ。CBDと細胞成長
因子の融合蛋白質は in vitroでのコラーゲン結合活性と増
殖因子活性を保持し、動物の皮下に投与した場合、投与部
位に長期間留まり細胞増殖を促進した３）。CBDと融合蛋白
質を形成させることによって、蛋白性生理活性因子を薬剤
として利用する際の問題点が解消されるため、様々な新規
蛋白性薬剤の開発が可能となる（本学微生物学講座との共
同研究）。

� 前立腺細胞の増殖・分化に関与する因子の機能解析
前立腺はその発生から分化機能の発現と維持までを男性

ホルモンに強く依存している。前立腺細胞の男性ホルモン
依存性増殖機構を明らかにする目的で、前立腺における細
胞成長因子受容体系の解析を行い EGF―EGF receptor系
の重要性を明らかにしてきた。また、去勢ラット前立腺に
おいて男性ホルモンによって一過的に誘導される遺伝子の
スクリーニングを行い、約３００個の遺伝子を解析した。こ
のうち、約７０％は既知遺伝子あるいはその関連遺伝子であ
り、残りは新規遺伝子であった。新規遺伝子の一つは新し
いアルデヒド還元酵素の一種（aldo―keto reductase）で前
立腺細胞増殖過程における変異抑制機能と関連するものと
考えられた７）。

� 研究全般についての展望
医学部という研究環境で求められる、実用性の高い研究

に主眼を置いて、研究課題の中でも、特に「新規動物レク
チン（ガレクチン）の機能解析」の研究を重点的に推進し
たい。そのため、新しいガレクチンとその受容体の精製や
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遺伝子クローニング、免疫・生体防御系、個体発生・形態
形成系におけるガレクチンの機能解析、アレルギー、自己
免疫疾患の発症と治療に関するガレクチンの基礎研究を進
めながら、ガレクチン遺伝子あるいはガレクチン蛋白質を
利用した臨床応用への可能性を追求したい。

社会貢献

� 大学発ベンチャー企業の設立
２０００年１１月、本学免疫病理学講座の教官らとともにベン
チャー企業（株式会社ガルファーマ）を設立し、取締役に
就任した。現在、新規動物レクチン（ガレクチン）の研究
成果を実用化（診断薬・創薬）するための研究開発を進め
ている。本研究開発事業では、香川県産業振興課の支援の
もと、県から研究室（FROM香川）の貸与を受けるとと
もに、産官学共同研究開発拠点形成支援事業に採択され補
助金の交付を受けた（平成１２年度）。今後、地場企業との
連携を視野に入れた産学官の共同事業を目指している。

� 社会貢献全般についての展望
大学の財産である研究成果をより広く社会に還元するた

め、大学発のベンチャー企業を拠点に、特に地場産業の振
興に役立つ人材の育成などにも寄与したいと考えている。

そ の 他

科学研究費補助金取得状況
１９９８年
特定領域研究��
研究課題「ヘパラン硫酸プロテオグリカンを介した細胞増
殖・分化因子の細胞内代謝機構の解析」
（代表：中村隆範）

１９９８―１９９９年
基盤研究��
研究課題「フォリスタチンドメインを有する蛋白質群の機
能解析」
（代表：中村隆範）

１９９８―１９９９年
基盤研究��
研究課題「膀胱癌の浸潤と転移における変異カドヘリンと
エピテリンの役割」
（代表：西 望）

２０００―２００１年
基盤研究��

研究課題「プロスタスパニン：前立腺特異的に発現するテ
トラスパニンファミリーの新メンバー 前立腺上皮細胞に
おける機能解析と前立腺癌診断への応用」
（代表：西 望）
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教 育

学生に対する講義は総論、各論に分けて行われる。総論で
は、全身各器官に共通した疾病とその原理を学び、各論にお
いて各器官毎の疾病の定義と特徴および顕微鏡所見、病因論
などを学ぶ。ミクロの特徴を知るために光学顕微鏡を使って
病理組織の観察（実習）を行う。
過去３年間の教育について反省と展望を以下に述べる。
� 病理学 II 講義・実習

近年医学全般の知識が飛躍的な増加を示している。元々
病理学の教える疾患の範囲は臨床の全科に及び、疾病論で
は臨床的な現象を基礎医学の知識で説明しなければならず
学生に教える知識は膨大なものとなっている。このため第
二病理学の講義では大部分の内容がプリントとして各時間
毎に学生に配布されている。また大切な事項については学
生自らがプリントに書き込んで完成させる方式を採ってい
る。出席は小テストを行うことによりとっているが、出席
率は９０％と高率である。しかし一部学生は明らかに小テス
トに合わせて入室してきており、出席率は見かけよりかな
り低いと考えられる。

� 研究医学 I、医学実習 Iおよびスーパーポリクリ
研究医学 Iは２年生を対象として夏休みに２週間開講し

た。テーマは「病理学入門」と「白血球貪食能」の２つで
あるが、いずれも興味を持った学生が参加しており基本的
な手技はよくマスターしてくれたと考えている。医学実習
Iでは剖検の材料を使って切り出しから診断までを教室員
と共に行った。毎年、定員としている５名の参加を得て、
一年間勉強した病理学の知識をフルに活用して、診断を行
い問題点について考察を行っているが、病理学を勉強した
後での実習として適したものと考えている。スーパーポリ
クリでは、大部分の学生は外科病理材料の診断に興味を持
って参加している。病理部の協力も得て日常の病理診断業
務を体験し、より高いレベルでの剖検材料の診断、考察を
行っている。

� 反省と展望
講義については教える内容が up to dateに変更され、

且つ無駄がないように工夫されたかどうか問題が残る。今
後学生の医学レベルも考慮し講義内容をより精選してゆく
必要があろう。
実習は顕微鏡による組織の観察が中心となっているが、

もっとマクロの観察も取り入れる工夫が必要である。

研 究

教室で行われている研究は主として３つに分かれる。これ
らについて３年間の進展と今後の展望について述べる。
� 血小板由来白血球貪食能亢進因子（MAPP）と白血球
・網内系機能の関係：血小板は放出物質を介して炎症反応
に関与しているものと考えられるが、阪本らは血小板より
放出される物質内に種々の好中球や単球の貪食能を亢進さ
せる物質を見出した。最近は高分子量の貪食亢進因子であ
るMAPPについて構造や血小板内での活性化の機構が明
らかにされつつある。

MAPPはトランスフェリン（TF）の二量体或いは四量
体が前駆物質となるが、血小板内でトロンビンの作用によ
りMAPPに変換され放出される１５,２０）。さらにMAPPは Fcγ，
R―IIを介する貪食を亢進させる２）。一方、TFには糖鎖の

違い等により多くの microheterogeneityが存在し、MAPP
を形成する TFは TFのごく一部（１０００分の１位）と考え
られる。その白血球への作用は TF受容体（TFR）を介
して起るため、現在は TFRの構造とMAPPの結合様式
が精力的に検索されている。田中はトランスフェリンやそ
の二量体が前駆物質である s―MAPPの網内系細胞の機
能に及ぼす影響を研究した。好中球やマクロファージは貪
食によって活性酸素を産生するが、s―MAPPを添加する
と濃度依存性に酸素の発生は低下した。ヒト好中球により
検討した結果、s―MAPPは、C３biリセプターに作用し、
活性酸素の発生を低下させることが示唆された５）。チオグ
リコレートで誘導されたマウスの活性化マクロファージは
細胞内の鉄が増加するとエフェクター細胞としての機能を
低下させた。さらに鉄を含まないトランスフェリンは未熟
な樹状細胞の成熟に影響を及ぼしている可能性を示唆する
結果を得ている。今後、さらにMAPPおよび各種 TFの
好中球、単球（マクロファージ）、リンパ球、樹状細胞等
の炎症、免疫関連細胞や TFRを多量に有する細胞組織（赤
芽球、腫瘍細胞、胎盤）の機能や増殖との関係について検
索を進める予定である。

� 血液脳関門の痴呆に於ける役割：上野は痴呆性疾患にお
いて、痴呆という臨床症状の出現に血液脳関門障害が大き
な役割を担っていると考え、その治療法の開発を目指して
研究を行っている。まず、アルツハイマー病などの痴呆で
は神経細胞死がおこりやすい部位と障害を受けにくい部位
があることが知られているが、血液脳関門の脆弱性との関
係はいまだ不明である。マウスを用いてその脆弱性の部位
による違いを調べたところ、痴呆で障害されやすい海馬、
扁桃体、脳室周囲白質、嗅球ではもともと血液脳関門が脆
弱であることを見いだした８,１９）。次に、痴呆性疾患の側面
である老化、急性虚血、慢性低潅流などのそれぞれに対し、
動物モデルを用いて研究にあたっている。まず、加齢に伴
い記憶学習障害を自然発症する老化促進モデルマウスにて
加齢に伴い血液脳関門が障害されうることを報告し、さら
に、アルツハイマー病でも障害されやすい海馬や嗅球にて、
障害された血液脳関門機能を持つ微小血管では、血管内皮
細胞や周皮細胞が加齢に伴い障害されることを報告し
た４,９）。また、３０分虚血９０分再潅流させた虚血砂ネズミで
は、神経細胞死を生じる海馬内側部にて、血液脳関門が障
害されていること、そして、その微小血管の超微形態とし
て、vesicular transportが亢進するだけでなく血管内皮細
胞が障害され diffuse leakageが生じることを報告した３）。
次に、血管性痴呆症のビンスワンガー病のモデル動物であ
る慢性低潅流ラットの血液脳関門が障害されている可能性
を指摘し、その超微形態の特徴を現在調査中である。その
他、強い抗原提示能を持つ樹状細胞のモノクローナル抗体
を用い、血液脳関門の脆弱性との関連性を見たところ、嗅
球ではその免疫活性があることを観察し１４）、その意義を調
査中である。
以上、痴呆発症に関わっていると考えられる血液脳関門

障害に血管内皮細胞障害が最も重要であるとの観点から、
今後、血管内皮前駆細胞を用いて、障害血管内皮の治療に
向かいたいと考えている。

� 悪性リンパ腫のクローナリティーに関する研究：山内は
胃リンパ腫２０例、甲状腺リンパ腫１０例について、PCR法
を用いて同一症例の部位別のクローナリテイーの違いにつ
いて調べた。両者とも、MALT typeのリンパ腫は PCR
後の電気泳動でオリゴクローナルパターンを示す事が多く、
かつ同一症例でも離れた病変部間で異なったクローンが認
められた。それに対し、大細胞型リンパ腫は電気泳動でモ
ノクローナルパターンを示し、離れた病変部間で共通のク
ローンが見られた。MALT typeのリンパ腫から大細胞型
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リンパ腫への進展に伴い、オリゴクローナルな増生からモ
ノクローナルな増生となる事が示唆された。
今後、follicular lymphoma及び他部位のMALT typeリ

ンパ腫について同様の解析をする予定である。

社会貢献

受託研究で行っている病理検査では、県内医療機関からの
依頼により年間約４,０００件の診断を行ってきた。その他、病
理診断に関する相談には随時応じている。また、坂出市医師
会での CPC開催を行った（１９９７年、１９９９年）。

そ の 他

外国人留学生としては, 中国およびバングラデシュより２
名を大学院生として迎えることができた。
田中は１９９８年４月～１９９９年２月の間オーストラリアのニュ

ーサウスウェールズ大学（プリンスオブウェールズ病院）で
急性骨髄性白血病の遺伝子治療に関するプロジェクトに参加
した。山内は２０００年５月より２００１年２月の間、文部省内地研
究員として大阪大学医学部においてリンパ系疾患の PCR法
によるクロナリティーの検出についての共同研究を行った。
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教 育

� 講義・実習
講義の目標として以下の点を掲げている。

１）免疫系各臓器の個体発生、構造、機能を理解し、さら
に各免疫臓器間の相互関係を総合的に理解することに努
めること。

２）免疫グロブリンおよび免疫グロブリン遺伝子の構造と
機能を理解すること。

３）主要組織適合抗原（MHC抗原）とその遺伝的特徴、
およびMHC抗原の構造・機能、疾患との相関について
学習する。これを基礎にして、T細胞による抗原認識機
構や、同種移植片拒絶の機構（移植免疫学）の理解へと
進む。

４）免疫系を構成する細胞の種類と機能、細胞が産生する
種々の因子（リンフォカイン、インターリューキンなど
のサイトカイン）の作用を理解する。免疫学の働きは、
これらの細胞や因子の相互作用にもとづく、いわゆる免
疫調節系として営まれることをよく理解しておく必要が
ある。T、B細胞の各種分化段階や、免疫細胞系細胞の
サブセットを特徴づける表面マーカー（表面分子）につ
き学習することも重要な課題である。

５）臓器特異的および全身性自己免疫疾患の発症機序を理
解するために、主として動物モデルで得られた成果から
導かれた理論を足場として、ヒト疾患の機序を考察する。

６）腫瘍抗原、腫瘍と宿主の免疫学的相互関係（腫瘍拒絶
と腫瘍の免疫応答回避機構）を理解する。

７）免疫不全症の種類とその特徴を学習する。患者の診断
に必要な細胞性免疫や体液性免疫機能の測定法の原理を
知る。

実習としては以下の項目を理解する。生きた細胞を用いるこ
との留意点と古典的な方法と新しい方法での解析を通して免
疫学の進歩を理解させる。

１）ヒト末梢血からのリンパ球の分離精製（比重遠心法）
２）Tリンパ球の同定（Eロゼット法）
３）単球の同定（ラテックス貧食法）
４）T、B細胞百分率検査、T細胞サブセット解析（フロー
サイトメトリー２カラー分析法）

� 教育全般についての展望
免疫学は“疫病から免れる”（im―munitas）こと、すな

わち感染から身を守ることを主目的とした学問である。免
疫学の発展は関連した学問の進歩による新技術をいち早く
取り入れた結果、急速に進歩し、新しい学問体系を形成し
た。現在でもその進歩は止まることなく行われているが、
講義・実習の中で免疫学が特に医学の一分野として生体防
御機構や疾病の病理発生機序の理解、さらには病気の診断
や治療に貢献しているかを学生諸君に理解してもらうか、
また今後、我々は医学の進歩に貢献するためにどのような
スタンスで研鑽すべきかを考える手助けになることを考え
ている。
講義の中では最低限必須の項目に絞って、それらの考え

や事象がいかに発見されてきたかの歴史的背景についても
教示し、ただ単に物を知っているだけでなく、自ら考え新
しいことを創造することの出来る学生を一人でも多く育て
ることを目標にしている。

研 究

� エカレクチン／ガレクチン９の研究
我々はこれまで炎症反応局所における細胞反応を惹起す

る T細胞由来の遊走因子について研究を進め、種々の疾
患においてこれらの遊走因子が重要な作用を示すことを明
らかにしてきた。最近、抗原刺激で T細胞が産生する好
酸球遊走因子としてエカレクチン／ガレクチン―９を同定、
クローニングに成功した。現在このエカレクチンを中心と
して他のガレクチンの生物作用及びその調節機構について
の基礎的及び臨床応用に関する研究を国内、国外の多くの
研究者と共同研究を行っている。行っている研究を箇条書
き的に列記すると
１）癌局所におけるガレクチンの作用と臨床応用について
２）免疫アレルギー局所の細胞反応におけるガレクチンの

役割
３）ガレクチンの生物作用について
４）ガレクチン産生調節機構の解析
５）ガレクチンの生物作用発現機構

� ガレクチン９受容体の精製と同定
１）生理活性と関係した細胞膜表面の結合タンパク質の精

製と同定。
２）結合蛋白によるシグナルトランスダクション

� ガレクチン９誘導因子の精製と生物学的効果
１）ガレクチン９誘導因子の精製と同定
２）悪性腫瘍、自己免疫、およびアレルギー疾患に対する

影響
� ガレクチン９の特異的糖鎖結合と生物学

特異的結合糖鎖の同定と生物学的重要性

我々の教室では現在、上記の研究を中心として免疫学的、遺
伝子工学的手法を用いて行っている。しかしながら、このガ
レクチン９に限らず生体防御機構においてより重要な作用を
示す因子の発見に対して常に積極的な姿勢でいたい。

社会貢献

� 日本学術振興会特別研究員等審査会専門委員
� 経済産業省「アルコールを利用した蛋白アレルゲン活性
低下剤の研究開発評価分科会」委員

そ の 他

大学は独立行政法人化を前に、従来の大学像に捉われず新
しい大学での研究を真剣に模索する必要がある。現在、平島
らが中心に本学大学院プロジェクトとして複数の基礎及び臨
床系教授と研究テーマ「ガレクチンファミリーの生理機能と
病態解析」を立ち上げ、今後の大学院教育・研究に一つの方
向性を示している。将来的には地場企業も含めた社会のニー
ズに応える必要があると思われる。昨今の技術移転や産学共
同の機運にのって、昨年、エカレクチンに関する特許をもと
に大学発のバイオベンチャーとして株式会社ガルファーマを
設立、現在本社を香川に置き、香川県の支援も受け独立行政
法人化へ向けての一つのモデルとなるべく努力している。
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教 育

当講座の教育目標はバランスの取れた総合力のある医師及
び研究者を育成するための一科目として医動物学を捉えてい
る。具体的学習目標は次の３項目である。１）寄生虫、衛生
動物各種の系統的関係を理解し、それらの特徴的な形態、生
態さらに代謝、免疫等の機作を理解する。２）臨床における
寄生虫及び衛生動物性疾患の病理及び症状、そして形態学的
及び免疫学的検査法を含む診断法、さらに治療法について習
得する。３）地球レベルでの寄生虫性疾患の現状を理解する
と共にその対策法について学習する。
� 医動物学講義・実習

上記の目標に沿って７５時間の講義・実習を行っているが、
講義後出来るだけ早い機会に当該項目の実習を行ない、理
解度、記憶度を高めるのに役立っている。また、個人単位
の実習のため自分の努力が直接結果に反映される事が学生
の励みになっている事と、個々の時間は少なくても出来る
だけ多くの標本を観察する経験を重ねることにより学生の
観察力の増加に役立っている事が特徴である。学生は良く
勉強し、ほとんどが１回の試験で合格しているので、一応、
上記目標は達せられていると思われるが、最近の知見や興
味ある内容をどんどん取り込んでより魅力的な講義にすべ
き努力が常に必要と思われる。

� 研究医学 I、医学実習 I
目的としては我々が行っている研究を実際に体験する事

により、２年生においては実験の基本的手技を、３年生で
は研究の組み立て方、データー整理および論文作成法につ
いて身につける事を目指している。また、医学実習 Iにお
いては学生の希望に応じて他研究機関への受け入れもお願
いし、過去に宮崎医科大学での寄生虫免疫診断、北海道で
のエキノコックス調査、日本蛇族研究所での蛇毒研修、ジ
ンバブエでの熱帯病研修など学外で主体的に活動する学生
も見られている。本コースは学生の将来の研究の基礎作り
に役立つと共に世界的な視野の拡大に有益なものと考えて
いる。

� 看護学科での医動物学教育
村主は看護学科の環境生態学の一部として医動物学を担

当し、約８時間の少時間の中に顕微鏡実習を取り入れた理
解し易い授業を心掛け一応の成果を挙げている。

� 学外における教育貢献
村主は毎年岡山大学ではアレルゲンを中心としたダニ学、

清心女子大学においては食品寄生虫学、さらに２０００年には
奈良県立医科大学において分子寄生虫学の特別講義を行な
っている。また、香川県立医療短期大学では非常勤講師と
して医動物学の講義・実習を担当しており、他大学での医
動物関係の授業に専門分野で貢献している。
今後の展望および目標
医学科においては平成１４年度からはカリキュラムの改変

により、新しく課題実習、統合講義、統合実習が始まるが、
教育目標に沿った中で具体的学習目標を最近示されたコア
カリキュラムを中心に時間数に応じた内容に変更する必要
がある。

研 究

当研究室では立場上、分子生物学、生態学及び疫学的研究
と様々な分野の研究を行っている。
� 分子系統学的研究

医医動動物物学学
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ミトコンドリア DNA中の Cytochrome C oxidase subunit
１（CO１）遺伝子の塩基配列に基づく分子系統学的研究
を行なっている。原虫類のリーシュマニア属には３０以上の
種とそれぞれに多くの株がある事が知られている。しかし、
この原虫は５µmと小型のため形態学的特徴に乏しく、従
来は病原性の相違、地理的分布、生化学的性状により分類
されていたが、まだ不明の点が多く残されている。我々は
遺伝子の塩基配列による系統関係の解析が最も有用な分類
群の生物だと考え、南米エクアドルの患者より分離した虫
体及びクローン化された培養虫体３０数種及び株を材料に、
CO１遺伝子の一部をシークエンスし分子系統学的研究を
行った１―３,１１,１８,１９）。さらに現在シカゴ大学の Chang教授との
共同研究として５４の種及び株について研究を進めている。
また、リーシュマニアの媒介昆虫であるサシチョウバエ

についても南米産の材料で１７）、アフリカ睡眠病の媒介昆虫
であるツエツエバエについてもケニア産のもので１６）CO１
遺伝子のシークエンシングを開始している。
一方、原虫のアメーバ、ランブル鞭毛虫等の種はミトコ

ンドリアを持たないため、これらの生物の代謝系と進化系
統学的位置は非常に興味深い問題である。我々は解糖系酵
素の遺伝子の一つとしてランブル鞭毛虫のホスホエノール
ピルビン酸カルボキシナーゼに注目し、この遺伝子の全塩
基配列を決定した。その系統的位置を分析した結果、本種
の本酵素は古細菌のグループに入ることが明らかになり、
従来の知見とは異なる事が判明した。

� マラリアに関する研究
ソロモン諸島においてマラリア駆除の研究を行い４）、

PCRによる吸血蚊からのマラリア原虫検出法１５）、マラリ
ア吸血後の蚊の飼育温度とオーシスト形成の関係１４）、
Anopheles の抗原成分の分析１３）、マラリアのオーシスト形
成に及ぼす活性酸素の影響２１,２２）についての研究を行った。
また、疫学的な研究に分子生物学的手法を取り入れるた

めの研究を行い、ソロモン諸島で得られたデータを用いて、
１回経産蚊のマラリア陽性率から sporozoite rateを算出
するモデル６,２０）を提唱した。

� 衛生動物学的研究
本学の病棟におけるゴキブリ駆除対策を１９８６年より継続

しており、ゴキブリ指数１以下と、ゴキブリがほとんど見
当たらない状態を維持している。この実際例に即してこれ
までの結果をまとめた１２）。

� 寄生虫の診断
学内外からの寄生虫、衛生動物に関する検査依頼にもこ

れまで同様継続して協力している。今期は、Bolbosoma 属
鉤頭虫症１０）の症例の発見と、PCRにより血清からニュー
モシスチスを検出する方法７）を共同研究として発表した。
この検査法は従来の特異抗体を必要とする免疫診断と異な
り、どの研究室でも行えるという利点を有する。

� その他
地域に密着した研究として、香川県、徳島県下のサワガ

ニにおける宮崎肺吸虫の研究８,９）、岡山県の日本脳炎患者
数の変動要因の解析５）を行った。
また、長年の走査電子顕微鏡による研究成果に基づいて、

寄生虫学分野における走査電子顕微鏡技法について執筆し
た２３）。
今後の研究については、分子生物学的手法による原虫類

における進化の研究を続ける共に蠕虫類にも対象を広げ、
種同定、診断法の改良へと進めて行く。また、マラリアの
基礎研究、疫学の分野への分子生物学的手法の導入にも取
り組んで行く予定である。

社会貢献

学内外からの寄生虫、衛生動物に関する検査・同定依頼、
疥癬等の駆除法の指導依頼に答えている。また、病棟でのゴ
キブリ駆除対策も継続中である。今後も学外からの要望に応
えて行くことで社会に貢献したいと考えている。

そ の 他

村主・原田は、中南米におけるリーシュマニア症の研究で、
国際学術研究の、また村主はマラリア伝播阻止の研究で、基
盤研究（A）のそれぞれ分担者として平成１０～１２年に科学研
究費の助成を受けた。また、村主は文部省短期在外研究員と
して平成１１年８月から約６ヵ月間、米国ロックフェラー大学、
ケニア国際家畜研究所、英国ケンブリッジ大学において原虫
類の分子生物学について研究を行なった。現在、米国ロック
フェラー大学およびシカゴ大学、さらにケニア国際家畜研究
所と分子生物学的共同研究を行うと同時に国内でも岡山大学、
自治医科大学、高知医科大学、徳島大学、長崎大学と共同研
究を行っており、国内、国外とも幅広く交流を持っている。
村主は学内では今期は福利厚生委員を務めた。
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２２）Harada, M．, M. Owhashi and S. Suguri．２０００．Effect
of superoxide on the formation of oocysts of Plasmo-
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教 育

� 講議・実習
薬理学授業では、薬物療法の基礎知識の修得のみならず、

薬物を生命科学研究の道具として捕らえ、生体の反応を把
握・比較・評価する方法を身につけることを目標としてい
る。特に、後半部は医学科における教育課程で重要な位置
を占めると考えており、特に薬理実習において実践されて
いる。
薬理実習の特徴は以下の通りである。
１）総ての課題において大小の実験動物を使用する。
２）実験結果報告は発表会形式を取り入れる。
１）では研究に利用される動物の取り扱い方を身につける
他、これら動物に対する畏敬と感謝の念を持つよう指導
されている。

２）では実験で得られた結果を解析し討議するだけでなく、
報告する機会を実習時間と同等の時間を設けて、解説す
る能力および報告する態度を学習修得するものである。
これらの課程は学習者が課題に対する理解を深めるだけ
に留まらず、解説説明するに至る順序を考慮させ、表現
能力を養うことを目的としたもので、技能・態度の行動
目標の範疇に入る。これらはかなりの期待度をもって達
成されていると考られる。

� 展望
限られたスタッフで、より細分化された薬理学の知識内

容を履修させるために、パソコンを利用した薬理学電子教
科書（薬理学に関する知識の修得）、あるいは薬物投与に
より生体に起こる現象をシュミレーションを体験する教育
手法を導入する意向である。しかし、実際に生体を用いて
生理機能や薬物に対する反応を観察することは、医学科教
育において必要不可欠な事象と考えられる。動物実験に対
する社会的反響を十分ふまえた上で、現行の実習体制をも
堅持する必要があると考える。

研 究

� 微小透析法による腎間質内生理活性物質動態の把握
ファイバー型微小透析プローブを開発し、ATP７）、ア

デノシン及びその代謝物、アンジオテンシン、cGMP、NO
x等の生理活性物質の腎間質内動態を把握することを可能
とした。これから、１）腎間質中にアデノシンは豊富に存
在するが、主に adenosine deaminaseによりイノシンへと
分解され、細胞への再取り込みは、全体の数％以下である
こと、２）Na、Clイオンの再吸収増加によるアデノシン
産生量の増加と腎血流量および糸球体濾過量の変化には、
密接な関係があること、３）エンドトキシンショック３）
や低酸素血症時２）における腎障害に、腎内アデノシン動
態が大いに関与すること、４）ハロタン麻酔による腎血流
の著明な減少は、腎内 NO産生抑制によるものであること
１）など報告した。科研；基盤（B）（１９９９～２００１）

� 血管壁における酸化ストレス
高血圧症、糖尿病における血管病変の進展への酸化スト

レスの影響について、レニン・アンジオテンシン系の関連
から研究を継続している。糖尿病モデル動物を用いて、そ
の初期糖尿病の段階より酸化ストレスの上昇があり、この
原因のひとつに血管壁での SOD活性の低下があること明
らかにした８）。科研；奨励（A）（１９９９～２０００、２０００～２００１）、
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臨床薬理研究振興財団（２０００）、受託（１９９９）
� 血管遺伝子治療

生体組織への遺伝子導入方法として HVJリポソームを
用いて治療法の確立を目指している９）。また心血管系の
リモデリングに対する転写因子導入による実験的遺伝子治
療の研究継続しており、転写因子 B―mybが障害血管に対
して強力な細胞外基質の産生抑制を伴う新生内膜生成抑制
作用があることを認めた。香川県産業技術振興財団（１９９８
～２０００）

留学生受け入れ状況は以下の通り
Md. Matlubur Rahmann, Bangladesh Agriculture Uni．,
１９９９．４～２００３．３（予定）
岳 旺、青島医学院・薬理・主任教授、１９９８．６～１９９９．６
田 潤侠、中国南京鉄道医科大学・心血管内科、１９９９．４～
２０００．３
李 范珠、遼寧中医学院・薬学部・講師、２０００．９～２００１．８

社会的貢献

研究における貢献
先述したファイバー型微小透析法は当講座で開発確立された
もので、実質臓器において効率の良い透析技術として認めら
れている。

主催学会
第２２回日本高血圧学会総会（１９９９．１０．２１―２３）参加者数２,
０００、香川県県民ホール

参考文献（１９９８年１月―２０００年１２月）
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３）Renal Interstitial Concentration of Adenosine during
Endotoxin Shock. A.Nishiyama, K.Miura, A.Miyatake, Y.
Fujisawa, W.Yue, T.Fukui, S.Kimura, Y.Abe. Eur J
Pharmacol,３８５；２０９―２１６,１９９９
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２０００．
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２０００．
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教 育

微生物学講座の教育に対する基本的理念は、時代の要請で
ある効果的教育論を重視しつつ、かつ個性ある教育を目指す
ことである。過去３年間の教育についての成果と反省点を項
目別に総括する。
� 微生物学講義・実習

出席率を高めるため、出席調査を長年行ってきたが、多
くの学生が出席調査の時のみ出席するという残念な結果に
終わった。平成１２年度より、不定期の小試験を行い、最終
試験の部分点にしたところ、出席率は実質的に大きく改善
され、しかも小試験の解説が復習としての副次的な効果を
もたらした。
実習において、学生は未知の検体からの病原体分離に興

味を示すが、結果が予測される実習項目には積極的でなく、
項目の選定を考慮する必要がある。ウイルス学実習は大阪
大学微生物病研究会観音寺研究所の協力を得て、専門家の
実地指導を、また、平成１２年度より院内感染、針刺し事故
の防止などについて感染対策室・看護部の協力を得て、効
果的な実地指導を行い好評を得た。

� 研究医学 Iと医学実習 I
対象となる学年の学習、経験の差を配慮し、研究医学 I

では、分子生物学の基礎について、セミナー形式と実習形
式で岡部が指導にあたり、医学実習 Iでは、助教授、助手
の研究に参加するという形式で、先端的研究について指導
してきた。いずれも研究体験という意味で一定の効果を得
ていると考える。

研 究

ウェルシュ菌（Clostridium perfringens）及び関連クロスト
リジウム菌の腸管常在性の病原細菌としての特質を、遺伝生
化学的なアプローチにより明らかにすることを目的に、過去
３年間遺伝子解析を行った。対象とした遺伝子は、ホスホリ
パーゼ１）、コラゲナーゼ２―５）、イプシロン毒素６，７）、イオタ毒素８）、
ヒドロゲナーゼの各遺伝子９）、硝酸還元酵素遺伝子群１０）、ヘ
ム合成酵素遺伝子群１１）の遺伝子である。一部のものについて
は、遺伝子の改変により、蛋白の構造解析、遺伝子発現など
の基礎研究ないし応用研究として進展させた。代表的な研究
の成果と今後の課題・展望について述べる。
� ホスホリパーゼ C遺伝子の研究

C. perfringens のホスホリパーゼ Cの遺伝子は、プロモ
ーターの上流に３つのポリ Aトラクトを有し、折れ曲が
り（ベント）構造をとる。このベント DNAの転写におけ
る意義を明らかにするため、RNAポリメラーゼとの相互
作用を中心に検討した。その結果、ベント DNAは、低温
依存的にプロモーターを活性化すること、活性化は DNA
の RNAポリメラーゼとの接触領域を広げ、結合を強める
ことによると報告した１）。今後の課題は、RNAポリメラー
ゼのどのサブユニットのどの領域がベント DNAと結合す
るのか、またその結合がなぜ転写を活性化するのか、を明
らかにすることである。

� コラゲナーゼに関する研究
Clostridium histolyticum のコラゲナーゼ遺伝子と、その

産物を解析した。その結果、遺伝子は２種類存在し、それ
ぞれの産物は C末端領域で切断され、多様なコラゲナー
ゼ/ゼラチナーゼが生じることが明らかとなった４）。これら

２種類の遺伝子と C. perfringens のコラゲナーゼ遺伝子の
セグメント構造を比較し、分子進化のモデルを示した４）。
触媒部位の反応機構について、種々の変異酵素の性状を解
析した。活性中心の Znの結合に関与するアミノ酸残基を
決定し、その役割を論じた５）。
これらのコラゲナーゼの一次構造の比較より、C末端側

にコラーゲン結合ドメイン（CBD）を想定し、これを結
合実験により証明した２）。最近このドメインが、Pro―Gly―
Hypの繰り返しにより形成される三重らせん構造を認識す
ることを各種合成ペプチドを用いた結合実験で明らかにし
た。
このドメインの薬物送達システム（DDS）への応用を

目指して、CBDと fibroblast growth factorの融合蛋白を
構築した。in vivo の実験で、その効果が長期にわたり持
続することを明らかにした３）。DDSとして利用するために
は、結合様式を mimicする分子設計が将来必要となる。
そのために、ドメインの結晶構造、コラーゲン様ペプチド
との共結晶の構造についての解析が重要であり、アーカン
ソー大学と共同研究を行っている。

� イプシロン毒素の研究
C. perfringens の産生するイプシロン毒素が、マウスや

ラットの海馬の神経細胞より神経伝達物質の過剰放出を起
こし、神経細胞を変性させることを明らかにした６，７）。さら
に、シナプトソーム膜に毒素の７量体からなる複合体（膜
透過孔）を形成することを、最近明らかにした。今後の課
題として、レセプターの同定、毒素の構造解析などが重要
であり、この方向で研究を継続する。

そ の 他

過去３年間で日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究
B１件、基盤研究 C３件、奨励研究 A２件、萌芽的研究１件）
の助成を得ることができた。過去３年間の主要な学会発表は、
国内学会シンポジウム３題、国際学会５題であった。また、
松下は平成１０年度の日本細菌学会黒屋奨学賞を受賞した。
カルガリー大学、アーカンソー大学、パスツール大学との

共同研究を積極的に進めたが、このことは国際交流面でも高
く評価できると考える。外国人留学生１名を大学院に迎え、
博士号を取得させることができた。今後も留学生の受け入れ
を推進したい。
次に大学内の委員会活動であるが、岡部は平成１２年度より

入試担当副学長補佐として入試業務全般を担当した。松下は
情報ネットワーク開設時より専門委員として、また附属病院
感染対策室専門委員として、それぞれの管理・運営に貢献し
た。岡部は、遺伝子解析研究に係わる専門委員会の委員長と
して、本学の遺伝子解析研究管理規定、ならびに同倫理審査
委員会規程の制定に努めた。岡部は、遺伝子組換え安全委員
会の副委員長としての業務を担当し、香川大学遺伝子実験施
設の運営委員として、その運営にも協力してきた。今後両大
学間の研究交流にも努力すべきと考える。
地域社会への貢献という点において、南は平成１１年に香川

県立医療短期大学の教授に就任し、香川県の医療・福祉行政
を教育の立場から支援している。感染対策等の教育講演など
果たすべき役割は大きいが、この点での貢献度は低く、今後
より積極的であらねばならないと考える。
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pathic activity. Infect Immun．６８：３８４８―３８５３,２０００．

９）Kaji M, Taniguchi Y, Matsushita O, Katayama S, Miy-
ata S, Morita S, and Okabe A. The hydA gene encoding
the H２―evolving hydrogenase of Clostridium perfringens :
molecular characterization and expression of the gene.
FEMS Microbiol Lett．１８１：３２９―３３６,１９９９．

１０）Fujinaga K, Taniguchi Y, Sun Y, Katayama S, Minami
J, Matsushita O, and Okabe A. Analysis of genes in-
volved in nitrate reduction in Clostridium perfringens .
Microbiology．１４５：３３７７―３３８７,１９９９．

１１）Koyama M, Katayama S, Kaji M, Taniguchi Y, Mat-
sushita O, Minami J, Morita S, and Okabe A. Clostridium
perfringens hem gene cluster contains a cysG B homologue
that is involved in cobalamin biosynthesis. Microbiol
Immunol．４３：９４７―９５７,１９９９．

Key words

protein purification, surface plasmon resonance（BIACORE）,
fluorescence polarization assay（Beacon）, protein engineer-
ing, expression of recombinant protein in E. coli, Northern,
Southern, or Western blotting, primer extension analysis,
monoclonal antibody

（文責：岡部昭延）

－２４－



社会医学系



教 育

� 衛生学および公衆衛生学講義・実習
人間の健康と社会・環境のかかわり合いを理解し、観察、

考究できる能力の開発を目指し、保健医療・公衆衛生活動
論を中心に疫学、環境保健、社会保障、社会福祉、母子保
健、成人老人保健、健康づくり栄養、精神保健、感染症対
策、産業保健、学校保健等について講義をした。環境医学
実習（衛生学）では、健康の成立機序における人間と環境
との接点を重視し、大気、水、室内環境、保健行動等につ
いて分析的実習を行った。また、地域保健実習（公衆衛生
学）では、フィールドの見学実習をふんだんに取り入れ、
開講時より小グループによる課題解決型学習を実施し、い
ち早くチュートリアル教育を実施してきた。

� 総合保健福祉医療学講義・実習
２０００年度入学生より新カリキュラムが導入され、本学独
自の総合保健福祉医療学が設けられている。２０００年１２月よ
り、そのうち、保健医療福祉看護・介護論が開講し、当教
室教官がそのコーディネートと講義・実習の一部を担当し
ている。

� 医学実習�、医学実習�
医学実習�では、保健福祉政策、疫学健康科学、環境保

健、産業保健の４領域に分かれ、医学実習�では、受講者
が希望するテーマを中心に実習を行った。保健福祉施設へ
の長期滞在型実習や国立公衆衛生院への派遣、さらには研
究的なプログラムも組まれており、これらの成果は学生に
よって学会発表もされている。

� 看護学科疫学、基礎保健学、保健政策論講義・実習
看護学科開講以来、本教室では疫学、基礎保健学、保健

政策論を担当している。いずれも保健婦（士）免許のため
の必須科目であり、公衆衛生看護教育の重要な部分を担っ
ている。また、通常の看護教育においても科学性と社会性
を養う上で重要な位置を占めている。

� 展望
これからの医学教育、看護教育は、地域社会が要請する

保健医療福祉従事者の資質として、人間の健康と社会・環
境とのかかわりを理解し、全人的医療が実践できる能力を
担保することが重要である。２０００年からの医学科新カリキ
ュラムでは、総合保健福祉医療学を導入し、社会医学とあ
わせて１～６年次の一貫教育として、この能力の涵養をめ
ざしている。これらの全体的なコーディネートと共に、学
際的分野の講義・実習や、地域社会での実習、及びボラン
ティア精神の育成などをポイントとして、教育にあたって
いきたい。

研 究

� 環境・産業保健部門
１）環境保健に関する研究

室内での揮発性有機化学物質（VOC）曝露が原因とさ
れるシックハウス症候群や化学物質過敏症問題が顕在化し、
実態の把握や曝露影響の評価が急務となっている。教室で
は、防蟻剤処理住宅の室内環境、VOC曝露調査や低濃度
曝露蓄積実験１）等を行い、環境モニタリング、生物学的
モニタリング手法を開発すると共に、生活環境での実態把

握を行い、これらに関する多くの報告を行ってきた。さら
に、現場性に優れた血中ベンゼン等測定法として、携帯型
ガスクロマトグラフによる血中 VOCモニタリング法を開
発している。
一方、自然環境中に排出された化学物質の生殖機能等へ

の内分泌撹乱作用が懸念されている。教室では、可塑剤と
して多用されているフタル酸エステル DEHPの動物曝露
実験を行い、その精巣毒性を確認した。さらに、現代人が
日常的に摂取しているアルコール、カフェイン、抗酸化ビ
タミン等が DEHP精巣毒性に対し防御的に作用すること
を見出した２）。現在、他教室と共同研究を行い、その作
用機序の解明を進めている。

２）産業保健に関する研究
農業従事者の農薬曝露と健康影響に関し、そのモニタリ

ング手法を開発し、permetrin、fenpropathrin等について
農薬曝露の実態を明らかにすると共に、現場指導を行った。
また、産業現場における有機溶剤作業を中心に、個人曝露
や生物学的モニタリング手法の開発と応用を行った３）。
得られたデータ等を基に、現場の作業環境管理・作業管理
に応用性の高いリスクアセスメントシステムの確立と、健
康管理システムの開発を進めている。

� 疫学、予防医学部門
結核、生活習慣病を中心に、発症の時空的分布と疾病の

発現・進展に影響を及ぼす宿主要因・環境について研究を
行ってきた。特に生活習慣病については、それぞれ地域、
職域、学校の異なる設定下に分析を行い、ライフスタイル
と疾病の関係について知見を得てきた。また、遺伝子情報
と従来の疫学的手法をリンクさせた分子疫学では、遺伝子
と生活習慣を多要因として扱い、疾病発症に関する遺伝子
の寄与について知見を得ている４）。
このような疫学的解析・知見を現場にフィードバックし、
予防医学として役立てることが、実践的公衆衛生学として
重要であり、現場と連携をとりながら研究を進めている。
健康教育と環境の整備が重要であるが、前者については、
保健指導、保健教育を行う上で、人の心理行動を理解する
ことが重要となる。教室では集団を対象にした心理学的調
査による健康教育とその評価に関する研究やストレスに関
与する要因について分析を行っている。

� 保健医療政策部門
１）保健医療福祉の計画と評価、活動法に関する研究

現場における保健医療福祉の実践には、計画法、評価
法、活動法の確立が重要である。教室では国家プランで
ある健康日本２１、健やか親子２１等の地方での適用につい
て、各種モデルを構築し、全国の多数の自治体での指導
例を通して実践的研究を行っている。また各種健診の有
効性や健康増進活動のインパクトについても数量的解析
を試みている５）。

２）健康指標に関する研究
集団の健康結果を表す指標には、死亡指標、障害指標、

死亡と障害を統合した指標、QOLに関する指標がある。
教室では国立医療・病院管理研究所との共同研究を行い、
LSMの開発、PYLL，DALY，DFLE，DALEの推定
を行った６）。また、包括的健康度を表す HRQOL（健
康関連 QOL）を地域集団において測定し、その妥当性
と現場での応用性について検証した。

� 総括・展望
１９９８年１月～２０００年１２月における学術発表は、学会発表

２０８、論文１５３、著書・報告書６８であった。学会発表と論文
の比は７２．６％で、研究成果の論文化については高く評価で
きる。これらの多くは、社会医学の使命として、実際の地
域社会の健康・福祉への貢献を旨としたものであり、必然
的に日本語による発表が多くなっている。現状では外国語
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による発表は少なく課題となるが、これについては本学に
おける衛生・公衆衛生学の教育・研究・社会活動のあり方
及び位置づけにも密接にかかわることであり、慎重な検討
を要する。
この期間の研究費助成は、文部科学省科学研究費３件（基

盤研究 B２件、基盤研究 C１件）、厚生省科学研究費８件
（分担研究者）、健康・体力づくり事業財団健康づくり委
託等事業、三菱財団社会福祉助成各１件、地方自治体等よ
り１０件であった。さらに民間助成の活用を進めて行きたい。
また、研究分野が多岐にわたり、各部門において様々な研
究が行われているが、今後もこれらを継続し、統合の学問
としての公衆衛生（学）を追求していきたい。

社会貢献

� 教育貢献（主として保健医療福祉従事者教育）
香川県看護専門学校公衆衛生助産学科、香川県臨床検査

専門学校、香川県立医療短期大学、岡山県公衆衛生看護学
校、徳島県公衆衛生看護学校、新見公立短期大学、香川県
明善短期大学、高知リハビリテーション学院等で保健医療
福祉従事者の養成にたずさわり、環境科学、疫学、公衆衛
生学、保健医療福祉行政、関係法規等、従事者の資質形成
に重要な役割を持つ科目を担当している。さらに当教室の
研究生や研究協力者として、保健医療福祉従事者養成機関
の多くの教員がおり、研究と有機的に連携した教育が行わ
れている。また、保健医療福祉の激動の時代に対応して、
自治体、医療機関等からの要請が強く、双方の十分な打ち
合わせの後に、専門従事者の再教育にあたっている。

� 地域支援（住民への教育活動を含む）
香川県県民健康栄養調査、香川の結核実態調査等、多く

の県および市町村との共同研究を通じ、行政施策への学術
的支援を行っているほか、２０００年からは高松市健康日本２１
計画「健やか高松２１」の策定に主体的に関与している。さ
らに、文部省モデル指定を受けた多度津町、飯山町におい
て、エイズ教育・性教育の学校・地域ぐるみでの推進にも
主体的役割を果たした。また、香川県環境審議会、香川県
都市計画審議会、香川県地域保健福祉問題協議会、香川県
地域栄養改善活動検討委員会、香川県地域がん登録情報管
理委員会、香川県結核・感染症発生動向調査委員会、高松
市健康づくり推進協議会、高松市地域保健推進協議会等、
多くの行政関連の委員をつとめており、過去３年間の実績
は２３件であった。さらに、日本ダウン症ネットワーク、香
川言語障害児を持つ親の会、飯山町保育所健康づくりセル
フヘルプグループ等の育成・運営に学術的支援を行い、住
民組織に対する社会貢献を行っている。その他、地域から
の強い要請もあり、住民向け講演、専門従事者向け講演を
多数行っており、この３年間で教官の講師派遣実績はのべ
１９８件にのぼっている。
� 学術貢献
１９９７年に当教室と地域の関係者を中心に発足した香川環
境保健福祉学会は、環境保健、地域保健、学校保健、産業
保健、地域医療、地域福祉を包括した香川県下唯一の学会
として、香川の環境、保健、福祉現場の学術レベル向上と
人材育成に寄与している。本教室は学会事務局を担当して
いるほか、代表世話人をはじめ多くの役員を務めている。
当学会の全国を対象とした学術雑誌「地域環境保健福祉研
究」はその学術的意義を認められ、２０００年より医学中央雑
誌に収載された。また、１９９８年まで、四国公衆衛生学会の
事務局をつとめ、四国地域の公衆衛生の学術的レベルの向
上と現場従事者への学術支援に寄与した。１９９９年には中国
四国ヘルスプロモーションのための PRECEDE―PRO-
CEEDモデル研修会、第２３回生物学的モニタリング・バ

イオマーカー研究会を主催し、県内はもとより全国からの
参加者を迎えた。その他、教官は日本公衆衛生学会、日本
衛生学会、日本産業衛生学会等多数の学術団体の役員・委
員に就任し、学会活動を通じて社会貢献を行っている。

そ の 他

最近の３年間における留学生・外国人研究者の受け入れは、
大韓民国よりの外国人研究者、中華人民共和国よりの大学院
生がある。また、国際的な政策研究においては、厚生労働省
及び国立医療・病院管理研究所とタイアップして、WHO、
OECDとの情報交換や東・東南アジア諸国の研究者とネッ
トワークをつくり、研究成果の発表等を行ってきたが、これ
を基盤に国際プロジェクトへの発展を期している。

参考論文

１） Fumihiko Jitsunari , Fumiyuki Asakawa , Hiroaki
Shiraishi, Jin―Ok Choi, Shigeru Suna, Kenji Yoshihara,
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Environmental Health and Preventive Medicine ３�：
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nese Worksites, Journal of Occupational Health ４２�：
９６―１０４,２０００
６）星川洋一、直島淳太、田所昌也、平尾智広、福永一郎、
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４）、日本公衆衛生雑誌特別付録：２４１―２４２,２０００
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健康教育、障害児
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講座は内容・運営において全国的にも極めてユニークで人
間環境医学大講座の中の半講座であり、講座の正規職員は助
教授一人である。

教 育

� 講義・実習 医療管理学の講義（６年生）、臨床実習（５
年生）からなる。

� 教育全般についての展望 この点も、一般の基礎医学、
社会医学、臨床医学の講座とは異なったユニークな内容と
なっており、２１世紀の医療、保健、福祉分野の講座として、
学内外に根ざしながら実践的、かつ論理的な教育を展開し
ており、将来の医学教育の骨格の一つと期待できる。

研 究

主たるものは１．腎臓の透析患者の地域医療保健福祉シス
テムネットワーク構築、２．健康教育推進モデル事業（町ぐ
るみで食・生活習慣改善を行い、小児の生活習慣病、骨粗鬆
症、肥満予防などを行う）、３．産業保健医療福祉分野（医
療事故、産業医の倫理に関する疫学・予防医学的研究）、４．
産業医活動充実・強化法の開発、５．重度心身障害児の骨強
化プロジェクト、６．要介護・高齢者についての QOL評価
基準の設定、７．食・生活習慣（特に、３食、睡眠時間）と
自覚的疲労調査に関するコホート研究、８．糖尿病の指導効
果に関するコホート的研究、９．咬合圧と心身の健康状況、
１０．病院経営（病床稼働率、在院日数に関するもの）、１１．
病―病、病―診連携の効果的地域展開法、１２．介護保険制度と
在宅ネットワークシステム、１３．VDT作業とコンタクトレ
ンズ、１４．コンタクトレンズの事前スクリーニングの有効性、
１５．顔の傷跡の評価法、１６．児童生徒の便秘解消方策、１７．
要介護・高齢者の口腔ケア・キュアに関する地域潜在能力、
１８．有機野菜等のマーケットシェア、１９．児童と保護者の受
動喫煙（尿中コチニン分析）、２０．健康ウォークの評価、２１．８０２０
に関する生活等口腔内患者―対照研究、２２．異化合成により
成長する健康情報ネットワークシステム構築、２３．骨強化と
筋力強化（運動負荷による介入効果、限界分析）、２４．職域
における喫煙対策の効果的啓発法開発、２５．地域依存度等医
療需給分析、限界分析、２６．特定機能病院の病床稼働率等向
上に関する実践的研究、２７．特定機能病院の経営等に関する
現在分析と限界分析、地域医療需給分析、２８．国際的視点に
立った障害者、痴呆高齢者の社会医療保健福祉システム構築
などがある。

そ の 他

所属長は県レベル、町レベルでの各種委員をしており、ま
た、全国レベル、県市町レベルでの講演等が多く、医療管理
・社会医学全般に渉り、地域への貢献と期待は大きい。講座
入局希望者は多く、医師、歯科医師のみならず、栄養、スポ
ーツ、工学、経済学、英文学科など他分野のスタッフで構成
されている。医局内では全員がグループネットワークを形成
し、医療、保健、福祉を連携した形で、プライマリケアを骨
格として病院、診療所、老健施設、福祉施設、保健施設、教
育機関、行政機関などで闊達で実質的な教育、研究、地域活
動を展開している。

学術論文（１９９８年１月―２０００年１２月）

１）福永一郎、・・・・、武田則昭、他：地域での保健所医

師の役割に関する一考察市町村保健婦を対象とした意識調
査から、公衆衛生、６２：７９７―８０１，１９９８

２）CHOI Jin―Ok，・・・・，Noriaki TAKEDA et.al. :
Study on Biological Monitoring of Fenpropathrin Expo-
sure in Application by Utilizing Urinary３―Phenoxyben-
zoic Acid Level，Environ. Health Prev. Med．，２�：１４５
―１５０，１９９８

３）武田則昭、・・・・、他：香川県における虚血性心疾患
の市町間医療依存度分析―４３市町の入院医療について―、四
国公衆衛生学会雑誌、４３�：１８２―１９３，１９９８

４）武田則昭、・・・・、他：香川県における悪性新生物の
市町間医療依存度分析―４３市町の入院医療について―、四国
公衆衛生学会雑誌、４３�：１９４―２０５，１９９８

５）福永一郎、・・・・、武田則昭、他：地方におけるエイ
ズ啓発活動に関する実践的検討―香川県多度津町での一経
験より―、四国公衆衛生学会雑誌、４３�：１５６―１６３，１９９８

６）合田恵子、武田則昭、他：子育て等に関する母親の就労
状況別の検討―３歳児健診受診児の母親を対象として―、四
国公衆衛生学会雑誌、４３�：１７５―１８１，１９９８

７）笠井新一郎、・・・・、武田則昭、他：四国の言語聴覚
障害に関する社会資源�―小児編―、四国公衆衛生学会雑誌、
４３�：２１３―２２０，１９９８
８）笠井新一郎、・・・・、武田則昭、他：四国の言語聴覚
障害に関する社会資源�―成人編―、四国公衆衛生学会雑誌、
４３�：２２１―２２６，１９９８
９）武田則昭：骨粗鬆症の予防医学まとめ骨粗鬆症の予防は
社会全体で考えよう、JDHA，１２２：１１，１９９８

１０）崔眞玉、・・・・、武田則昭、他：防除作業における農
薬暴露の生物学的モニタリングに関する研究―尿中３―
Phenoxybenzoic Acidの測定によるフェンプロパトリン暴
露の評価―、四国公衆衛生学会雑誌、４３�：１４３―１４６，１９９８

１１）真鍋佳津子、・・・・、武田則昭、他：結核予防につい
ての高齢者の意識、地域環境保健福祉研究、２�：３２―
３５，１９９８

１２）石田美香、・・・・、武田則昭、他：乳ガンの自己検診
のアンケートにおける一考察、地域環境保健福祉研究、２
�：４４―４６，１９９８

１３）村上淳、・・・・、武田則昭、他：女子短大生にみる骨
端振動法による骨強度測定と食・生活習慣の検討、地域環
境保健福祉研究、２�：５５―５８，１９９８

１４）星川洋一、・・・・、武田則昭、他：服薬に関する住民
特性の類型化についての検討―家庭介護教室におけるアン
ケート調査から―、地域環境保健福祉研究、２�：６３―
６６，１９９８

１５）芝本英博、・・・・、武田則昭、他：傷跡に対する意識
・行動に関する一考察、地域環境保健福祉研究、２�：６７
―７０，１９９８

１６）浅川冨美雪、・・・・、武田則昭、他：農業者の健康と
労働衛生管理―キク防除作業における農薬暴露の状況―、地
域環境保健福祉研究、２�：７１―７４，１９９８

１７）合田恵子、武田則昭、他：男子従業員の健康教育観等に
関する一考察―年齢階層別検討―、地域環境保健福祉研究、
２�：７５―８０，１９９８

１８）武田則昭、・・・・、他：健康教育に使用する医学関連
用語の理解度に関する研究―男性従業員における検討―、地
域環境保健福祉研究、２�：８１―８６，１９９８

１９）實成文彦、武田則昭：老人へのかかわり―今どきの高校
生の意識―、公衆衛生情報、２８�：４２―４３，１９９８

２０）福永一郎、・・・・、武田則昭、他：３歳児視覚健診に
関する検討、保健の科学、４０�：１６９―１７４，１９９８

２１）武田則昭、他：職域における分煙対策とその喫煙習慣へ
の影響、日本醫事新報、３８６２：１００―１０１，１９９８

医医療療管管理理学学

助教授 武 田 則 昭
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２２）吉原健司、武田則昭、他：高校生の老人との関わり状況
―性別、教育課程別の検討―、教育保健研究、１０：６１―６８，１９９８

２３）武田則昭、他：高校生の飲酒とその他ライフスタイル等
に関する検討、教育保健研究、１０：４９―５９，１９９８

２４）武田則昭、他：高校生の喫煙習慣とその他ライフスタイ
ル等を中心とした関連要因に関する検討、教育保健研究、
１０：４１―４８，１９９８

２５）合田恵子、武田則昭、他：都市郊外の道路における交通
騒音レベルと主観的騒音イメージとの関連性―第２報主観
的騒音イメージの有用性について―、教育保健研究、１０：
６９―７５，１９９８

２６）武田則昭、他：個人の喫煙への習癖性に関する調査法、
日本醫事新報、３８６７：１１６―１１７，１９９８

２７）合田恵子、・・・・、武田則昭、他：「児童虐待」に関
する意識等状況調査（II）―母親の立場から―、中国四国小
児保健（第７回中国四国小児保健学会論文集）、８６―８７：１９９８

２８）福永一郎、・・・・、武田則昭、他：胸部エックス線検
診受診状況と関連する要因について若年・中年層住民にお
ける検討、日本公衆衛生雑誌、４５�：６９３―７０３，１９９８

２９）村松園江、・・・・、武田則昭、他：学童の受動喫煙に
関する研究、教育医学、４４�：４５２―４５９，１９９８

３０）福永一郎、・・・・、武田則昭、他：結核新登録患者の
状況分析、公衆衛生、６２：９００―９０４，１９９８

３１）武田則昭：健康体への自己管理（前編）、東京都トラッ
ク時報、６８９：１０，１９９８

３２）武田則昭：健康体への自己管理（後編）、東京都トラッ
ク時報、６９２：８，１９９８

３３）平尾智広、・・・・、武田則昭、他：香川県栄養改善業
務研修会について、四国公衆衛生学会雑誌、４４�：１４４―１４８，
１９９９

３４）武田則昭、他：高齢者に対する結核講演についての検討
その１結核予防を中心とした意識・知識・態度の講演前後
での状況、四国公衆衛生学会雑誌、４４�：１５７―１６３，１９９９

３５）北窓隆子、・・・・、武田則昭、他：非都市部大学生の
二酸化窒素暴露調査、四国公衆衛生学会雑誌、４４�：１６８―
１７２，１９９９

３６）武田則昭、他：「１００の指標からみた香川」等による福
祉と医療に関する一検討その１医師・看護婦数と「老衰」
の視点から、四国公衆衛生学会雑誌、４４�：１８４―１９３，１９９９

３７）武田則昭、他：「１００の指標からみた香川」等による福
祉と医療に関する一検討その２医師・看護婦数と「自殺」
の視点から、四国公衆衛生学会雑誌、４４�：１９４―２０１，１９９９

３８）武田則昭、他：「１００の指標からみた香川」等による栄
養に関する一検討その１医師・看護婦数と「カルシウム」、
「食塩」摂取量の視点から、四国公衆衛生学会雑誌、４４�：
２０２―２１１，１９９９

３９）合田恵子、武田則昭、他：子育て等に関する母親の就労
状況別の検討―１歳６カ月児健診受診児の母親を対象とし
て―、四国公衆衛生学会雑誌、４４�：２１２―２２０，１９９９

４０）三宅康弘、・・・・、武田則昭、他：大学生の１日歩行
数増加と歩行イメージ等の検討―平常生活群と２万歩目標
群との比較について―、四国公衆衛生学会雑誌、４４�：２２１
―２２６，１９９９

４１）児島敦子、武田則昭、他：心臓手術患者における術後せ
ん妄発現の危険因子に関する研究―多変量解析による心理
要因の重要性について―、臨床精神医学、２８�：５７５―５８３，
１９９９

４２）小倉永子、武田則昭、他：小学校養護教諭の結核諸問題
に関する行動科学的研究（第１報）結核に対する意識、知
識、態度、取り組み・行動の現状について、学校保健研究、
４１�：２１―３３，１９９９

４３）小倉永子、武田則昭、他：小学校養護教諭の結核諸問題

に関する行動科学的研究（第２報）結核諸問題への取り組
み、行動状況について、学校保健研究、４１�：３４―４４，１９９９

４４）Fumihiko JITSUNARI, ・・・・, Noriaki TAKEDA et.
al. : Tissue Concentrations of Chlordanes in Mice after
Long―term Exposures to Technical Grade Chlordane at
Indoor Air Levels, Environmental Health and Preventive
Medicine, ３�：１８４―１８９,１９９９

４５）真鍋佳津子、・・・・、武田則昭、他：小規模町におけ
る腎臓疾患問題と、その解決にむけての包括的アプローチ
への試み、四国公衆衛生学会雑誌、４４�：４８―５１，１９９９

４６）村松常司、・・・・、武田則昭、他：大学生の健康習慣
に関する研究、教育医学、４４�：５３７―５４８，１９９９

４７）三宅康弘、・・・・、武田則昭、他：CT上 multiple low
density spotsを呈した肝硬変を合併し若年男性に認めら
れた全身性エリテマトーデスの１例、日本臨床免疫学会誌、
２２�：２３―２９，１９９９

４８）芝本英博、武田則昭、他：現代の野菜に対する意識に関
する一報告、香川県明善短期大学研究紀要、３０：１７―２４，
１９９９

４９）武田則昭、・・・・、他：喫煙状況と生活習慣改善等に
関する行動科学的検討―職域において―、香医大看学誌、３
�：３３―４４，１９９９

５０）武田則昭、・・・・、他：要介護高齢者における口腔歯
科保健・衛生状況―年齢階級（８０歳未満、８０歳以上）別検
討―、日本歯科医療福祉学会雑誌、４�：２６―３６，１９９９

５１）武田則昭、・・・・、他：要介護女性高齢者における口
腔清掃等の関連ケア状況―年齢階級（８０歳未満、８０歳以上）
別検討―、日本歯科医療福祉学会雑誌、４�：３７―４５，１９９９

５２）江草正彦、武田則昭、他：要介護女性高齢者における生
活および口腔諸機能に関する検討、日本歯科医療福祉学会
雑誌、４�：４６―５５，１９９９

５３）武田則昭：IV．生化学的検査産業医学関連物質「コチ
ニン」、日本臨牀「広範囲血液・尿化学検査、免疫学的検
査�―その数値をどう読むか―」第５版、５７（１９９９年増刊号）：
４７１―４７７，１９９９

５４）Fumiyuki Asakawa，・・・・, Noriaki Takeda, et.al. :
Method for Analyzing Urinary Toluene and Xylene by
Solid―Phase Microextraction（SPME）, and Its Applica-
tion to Workers Using Organic Soivents, Bulletin of
Environmental Contamination and Toxicology,６２：１０９―
１１６,１９９９

５５）呉羽晃徳、・・・・、武田則昭、他：尿中代謝物量検査
と有機溶剤作業者の自覚症状との関連―その総合的取り組
みを試行して―、産業医学ジャーナル、２２�：１３―１８，１９９９

５６）合田恵子、・・・・、武田則昭、他：視聴覚教材を用い
た歯科保健指導におけるむし歯等の認識の変化についての
一考察―小学校児童の学年別検討―、地域環境保健福祉研究、
３�：４９―５５，１９９９

５７）芝本英博、武田則昭、他：偏食の成立原因（経験内容）
とその後の克服状況に関する一考察、地域環境保健福祉研
究、３�：６９―７３，１９９９

５８）武田則昭、・・・・、他：事例等にみる要介護高齢者の
口腔ケアとキュアの地域展開法―香川県において―、地域環
境保健福祉研究、３�：１１３―１１８，１９９９

５９）武田則昭、他：日常診療における産業医活動の現状と課
題―産業医と職域の立場から―、地域環境保健福祉研究、３
�：１３２―１３５，１９９９

６０）Masaya TADOKORO, ・・・・，Noriaki TAKEDA, et.
al. : Analysis of Beta３Adrenergic Receptor Gene Poly-
morphism Using Noninvasive Samples Obtained at
Scheduled Infant Health Checkups． , Environmental
Health and Preventive Medicine, ４�：１９０―１９８,２０００
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６１）武田則昭：産業保健調査・研究にみる香川県下事業所に
おける「たばこ問題」の概括、Helice，６：８―１０，１９９８

６２）武田則昭：ジュネーブ短期滞在にみた心の労働衛生の
「光と影」，Helice，８：２４―２９，１９９９

６３）武田則昭：産業保健推進センターを利用して・・・・・、
産業保健２１，５�：巻頭、１９９９

６４）武田則昭：産業保健調査・研究にみる香川県下の事業所
における「健康情報管理の現状」の概括、Helice，１０：１２―
１３，２０００

６５）武田則昭：期待される２１世紀の歯科衛生士像、香川県歯
科衛生士会会誌、２０：８―９，１９９９
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Key words

医療情報応用科学、医療政策予測学、医療倫理・社会科学、
学校保健医療管理学、職域保健医療管理学、タバコ問題情報
・システム総合管理学、骨粗鬆症問題情報・システム総合管
理学、歯科口腔領域情報・システム総合管理学、医療保健福
祉システム学、医療静態・動態経済学

（文責：武田則昭）

－３０－



法医学講座には、１）教育、２）研究、３）実務の３つの
使命がある。これらの項目に沿って、この３年間を総括し、
今後の展望を述べる。

教 育

法医学講座の基本的な教育理念は、時代の複雑化、医療の
高度化、権利意識の向上がみられる日本において、臨床現場
にも役立つ効果的で実務的な内容の法医学を学ぶことを目指
している。
� 法医学講義・実習

講義は主として、プリントおよびスライド供覧を基礎に
して行っている。講義時間と司法解剖が重なる場合は解剖
見学を取り入れ、学生の質問や解説等も行いながら進めて
おり、教育効果は大きいと考えている。また、スライド供
覧では、具体的な症例を直視できない学生もおり、教育方
法改善の課題かもしれない。インターネット上には法医学
分野のウエブサイトも少なくないが、積極的活用はこれま
でに行えていない。スタッフの意識レベルと技術レベルで
の向上が必要である。
実習は血液型、中毒および死体検案書作成など、臨床に

おいても経験し、要求される内容にしており、おおむね好
評を得ていると考えている。DNA鑑定や新しい中毒例な
どについても取り入れつつあるが、必ずしも十分に達成で
きてはいない。
単位認定の学則に基づき、根拠を持って判断するために、

全講義について出欠を取っている。講義中の小テストを課
すなどをして、講義の理解度を知る試みも行っているが、
必ずしも十分とはいえない。講義中のお喋り、メールに勤
しむもの、睡眠に陥るものも少なくないが、これらの解決
は模索の段階である。

� 研究医学と医学実習
研究医学と医学実習には毎年定員いっぱい、時にはオー

バする程学生が当法医学教室に配属して、熱心に実験、実
務に励んでおり、いずれも学生から好評を得ている。
研究医学�では、DNA多型や中毒学的内容について学

生の興味に基づき課題を設定している。DNA型判定のた
めの基礎的な技術修得、マウスの覚醒剤や塩素中毒におけ
る行動学的観察や分析化学的アプローチも行っている。
医学実習�では、死体の検案や解剖補助を基本とし、さ

らにお酒に強い弱いを知るための ALDH IIの遺伝子型判
定や親子鑑定での各種血液型や DNA型の検査、また、実
際の中毒例の薬毒物検査について、学生が検査できるよう
になるまで指導している。英文論文の紹介も義務化してい
る。また、香川県警察本部および高松海上保安部の協力を
得てそれら施設の見学、高松地方裁判所での裁判傍聴も取
り入れている。
医学実習�では、主として解剖補助、検案活動および兵

庫県監察医務への見学を取り入れている。なお、兵庫県監
察医務に関しては経済的な補助がないために、学生負担を
必要としているが、今後の検討課題と思われれる。また、
感染防御という視点からは、解剖室の改善は計られたもの
の、その他の感染防御についても学生負担を必要としてお
り、これらを考慮した改善策が望まれる。
いずれも、法医学における実務、社会的役割、研究活動

の一端を体験できるという意味で好評を得ていると考えて
いる。

� 解剖見学
ほぼ全ての司法および行政解剖の見学を、学生に開放し

ており、この３年間に延べ１０００人を超える学生が参加して
いる。医学科のみならず、看護学科の学生も見学に参加し
ており学生には非常に好評である。

� 後継者育成
基礎医学を志向する医学生が比較的少ないが、この３年

間に本学出身者のうち東京大学大学院大学および新潟大学
の各法医学講座に２人の大学院生（１５，１６期生）を送りだ
している。この間の法医学教育の成果の一つといえる。人
材の発掘は全スタッフの協力による。助手の木下（７期生）
は兵庫医大講師（法医学、平成１３年１月）となり、後任に
は窪田（１２期生）が採用された。

研 究

この３年間、１）アルコール関連―特にアセトアルデヒド
と生体との反応―、２）DNA多型を基礎とした個人識別、３）
薬毒物中毒およびそれらの機器分析法の開発を３つの柱とし
て、学内では第一解剖学、麻酔・救急医学、精神神経医学、
第一内科学、婦人科学の各講座と、他大学とは兵庫医大、順
天堂大学、麻布大学、神戸学院大学、外国とはブリストル大
学とそれぞれ共同研究を進め、北里大学、韓国科学捜査研究
所とも情報交換を行っている。
井尻はアルコールの代謝産物アセトアルデヒドについて、

これまでの研究の集大成を、第８３次日本法医学会総会（広島）
で特別講演１）を行い、好評を得た。飴野（清）はアルコール
代謝とアルコール代謝酵素の遺伝子型やアセトアルデヒドア
ダクトと中枢神経系との関連を岩橋ら（麻布大学）と共同し
て２，３）、また、木下、窪田はアセトアルデヒドが視床下部―下
垂体―副腎軸に影響することを Dr.Harbuzら（ブリストル大
学）と共同して解明した４，５）。遺伝学的に日本人の約半数は飲
酒後の血中アセトアルデヒドが高くなり、この現象は欧米人
にはみられない。日本人について、飲酒に伴う諸種の生体反
応を知る上で、アセトアルデヒドの影響を検討することは必
須である。今後は、アセトアルデヒドの脳内神経伝達物質へ
の影響の解明を検討課題としている。飴野（清）は前処理が
比較的簡単な固相マイクロ抽出法による生体からの薬毒物分
析法の開発を検討し、一定の成果を得６）、また、新規に販売
されたカーバメート系農薬の中毒死例７）を、木下はクロム中
毒など種々の中毒症例８，９）について報告している。新しい薬毒
物や多種の薬物摂取による中毒例も増加しており、簡便で迅
速な分析法の開発と修得が要求されている。飴野（節）は CYP
２E１の遺伝子多型とアルコール依存、CYP２A６の遺伝子
多型とニコチン依存との相関を解明し１０）、また、Lewis血液
型は乳幼児期から成人に達する間に変化することについて、
その成因を、表現型、遺伝子型、抗原量から研究し、生後６
ヶ月で遺伝子型と一致することを明らかにした１１）。現在、乳
幼児期と成人における Lewis血液型の糖鎖構造の相違の有
無の解明が当面の課題である。

実 務

この３年間における司法および行政解剖は１８４体、親子鑑
定は７件、死体検案は３０件、意見書等の発行は２０件である。
現在、香川県下における変死体等検案対象となる約１２００体の
うち、その４～５％を解剖している。全国平均をやや上まる
ものの十分とはいえず、当面、１０％以上を目指している。ま
た、本学附属病院救急部へ搬送された中毒患者について、薬
毒物の定性、定量分析も一部行っている。新しいタイプの中
毒例も増加しており、一層の充実を計る必要があり、組織的
な対処が出来るようにすべきと思われる。

法法医医学学

教 授 井 尻 巌

助教授 飴 野 清

助 手 飴 野 節 子 窪 田 高 子
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そ の 他

過去３年間で文部科学省科学研究費（基盤研究Ｃ３件、奨
励研究Ａ２件）の助成を、また朝日ビール奨学金、大和日英
奨学金、南海育英奨学金を得ることができた。過去３年間の
主要な学会発表は、国内学会２９題、国際学会１８題であり、論
文発表は欧文１９編、和文１９編、著書１編である。また、飴野
（清）は日本アルコール・薬物医学会雑誌の優秀論文賞（平
成１１年度）１２）を受賞した。木下は文部省長期在外研究員とし
てブリストル大学（英国）に留学し、計２年間の留学を果た
した。麻酔・救急医学からの派遣大学院生は学位１３）および解
剖資格認定医を取得した。
この間、中国（綿州医学院）、韓国（韓国科学捜査研究所）、

バングラディシュ（ダッカ大学）から３人の外国人留学生を
受け入れ、内２名を大学院に迎え、博士号取得のための研究
に従事している。今後も留学生の受け入れを推進したい。
大学内の委員会活動では、井尻は平成１２年度より機器セン

ター長として、機器センターの管理運営を担当し、その他に
教育評価委員や医療事故対策委員など、医学部のみならず附
属病院関係の各種委員会の委員として、その重責を果たして
いる。飴野（清）は DNA組み換え委員会、学生委員会の各
委員として、平成１２年度より開始されたチュートリアル教育
の準備スタッフとして活躍・貢献をしている。また、飴野
（節）助手は平成１１年度より設置されたセクハラ委員会の相
談委員として、女性保護の立場から貢献している。
社会貢献では、実務にも記載したように、香川県下での犯

罪死体やその疑いのある死体の司法解剖、行政解剖本学救急
部で取り扱う異状死体、ならびに高松市の地域における検案
の一部を、昼夜や土日に関係なく行っており、地域社会への
貢献は大と考えている。これは、法医学講座の全スタッフの
理解と協力で成り立っている。
井尻は四国管区警察学校、高松高等検察庁の検察事務官、

司法修習生および香川県警察における法医学の充実と一層の
向上のための、特別講義や解剖見学などを行い、また、飲酒
運転の危険性についてはドライバー向けの分かりやすい論文
を発表し１４）、その一部は交通事故防止のパンフレット１５）に採
用されている。日本法医学会理事（平成１２年５月就任）とし
て学会運営の中心的役割も果たしている。飴野（清）は香川
県警察医会の幹事として総会と年２回の勉強会を中心的に担
っている。
これまでは、社会貢献としては、主として警察関係者、法

曹関係者、警察医などの各専門分野を対象にした活動を行っ
てきた。多くの幅広い市民に対する、法医社会医学的立場か
らの、犯罪や虐待の防止、さらに薬物濫用防止等へのアプロ
ーチは、必ずしも十分とはいえない。今後の課題と考えてい
る。学内外への法医学教室の広報活動として、香川医大のウ
ェブサイトに法医学教室のホームページを開設した。教室ス
タッフ、講義予定、実習の内容や様子、研究テーマ等を紹介
している。この方面での一層の充実を目指している。
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教 育

� 内分泌・代謝
講義は糖尿病／内分泌代謝の全般にわたり、生態現象の分

子レベルでの理解から、より臨床的な疾患の把握までを目標
に行っている。特に臨床においては、具体的な症例を提示し、
学生と討論することによって疾患の把握を行っている。実習
では、糖尿病／内分泌疾患患者を専門医と共に診察し、血糖
管理の実際、糖尿病合併症の管理、内分泌負荷試験の理解、
内分泌疾患の画像診断および治療の実際を学んでいただいて
いる。
教育全般についての展望：内分泌代謝学は医学のなかでも進
歩と理解が進んだ学問であり、論理的な理解が必要な学問で
もある。基礎的なホルモンの作用機序は受容体から遺伝子転
写までにおよび、疾患の成り立ち、合併症の発生機序、症状
の理解、治療の機序を論理的に理解できるように努力してい
る。教育全般については、従来の定説にこだわらず、最新の
知識の普及と最新の考え方の理解に努めている。また従来の
ような知識の提供だけでなく、症例の把握のための一助とし
ての考え方を学生が考察できるよう手助けしている。
� 血液
医学部４年生からの血液学に関する系統講義では、臨床上

重要な血液疾患を中心に、最新の造血幹細胞移植や細胞療法
に関する知見を混じえながら、学生自らが興味をもって勉学
する姿勢を持てるよう工夫して行っている。また高学年を対
象とした臨床講義では、実際の症例を呈示し、疾病を疾患単
位として捉えることなく、個々の患者さんの中にある病態と
して捉え、その中で、どのような治療法が選択されるのかを、
EBMや告知に関する問題も含めて行っている。少人数によ
る臨床実習においては、病歴聴取、理学的所見の取り方、末
梢血や骨髄標本の観察を通じて、学生自らが診断プラン、治
療プランに参画できるよう配慮している。また１，２年生を対
象に研究医学として白血病に関する分子生物学的研究を開講
し、臨床医学における基礎研究の重要性を勉強してもらって
いる。
� 呼吸器
第一内科呼吸器グループの担当する領域は主として臨床呼

吸器病学、および感染症学の一部である。特に呼吸器疾患は、
命と直結する呼吸を司る呼吸器の病気であることから、臨床
的な重要性の極めて高い分野であると考えている。呼吸器病
学、および感染症学はカバーする分野が極めて広く、かつ結
核、インフルエンザ、およびタバコの害など社会との関わり
の大きいテーマも含まれている。よって講義を実施するに際
しては、社会における役割という観点を深く認識しつつ、広
い視野から展開している。また胸部 X線の読影技術につい
ては、全ての臨床医に求められる極めて重要なテーマである
ことから、この教育についても実習などの場を利用して重点
的に実施している。さらに第一内科、第二外科、放射線科、
および病理部との合同カンファレンス（第二、第四月曜日、
隔週で実施）の場を利用して、個々の呼吸器疾患の治療方針
を専門医の十分な discussionの後に決定するというシステム
を利用し、多角的な臨床教育を実施している。また視聴覚機

材を多く用いることにより、視聴覚に訴えるわかりやすい講
義を心がけている。また院内感染対策については病院の質と
深く関連する問題であることから、総論的な講義を卒前に実
施している。卒後研修としても、将来の優れた内科医を養成
するため胸部 X線写真の読影技術を重点的に教えている。
さらに院内感染対策については、実践的な知識を習得するた
め卒後研修の機会を設けることにより教育している。なお平
成１２年度の講義実績としては以下のものがあげられる。
１）医学部学生に対して：１年生体験医学（１単位）、４年
生講義（８単位）、５年生ポリクリ前実習（理学的所見の取
り方、１単位）、５年生臨床講義（２単位）、５年生ポリクリ
実習（胸部 X線写真読影、毎週火曜日）、５年生ポリクリ実
習（重症回診、毎週金曜日）、６年生２次ポリクリ２）看護
学科など：看護学科講義（結核１単位、慢性閉塞性肺疾患１
単位）、香川県立南高校講義（年５回）３）病院内研修など：
医事課感染症講義（年１回）、看護部感染症研修会（年１回）、
卒後医師研修（４月）院内感染対策、卒後医師研修（１１月）
抗菌薬の使用方法
� 膠原病
慢性関節リウマチを中心とした膠原病は、多臓器に原因不

明の炎症を起こし、患者の日常活動性を種々の程度に障害す
る難病である。よって、講義を実施するに際しては、個々の
症状の解説ばかりでなく‘系統的多臓器疾患’としての疾患
の特質を理解させる目的でできるだけ症例呈示を行い、整形
外科、皮膚科、眼科、他分野の専門内科を含めた集学的治療
の必要性を解説している。同時に自己免疫疾患としての現在
に至るまでの治療指針の展開と今後解決すべき課題につき解
説している。平成１２年度の講義実績：１）医学部４年生講義
（１０単位）、５年生臨床講義（２単位）、５年生ポリクリ病棟
実習（抗核抗体の観察、隔週水曜日）、外来実習（毎週月・
木曜日）、６年生２次ポリクリ、２）看護学科講義（膠原病
１単位）

研 究

� 内分泌・代謝の研究
１）糖尿病の研究：糖尿病研究のメインテーマは、膵 β細
胞におけるインスリン生成／分泌の調節機構を明らかにし、
これを臨床にフィードバックして、糖尿病治療に役立てる
ことである。現在の研究は、インスリン遺伝子転写調節に
おけるサイトカインの影響、情報伝達、新たな転写因子の
同定を行っている。またインスリン抵抗性改善薬の新たな
作用についても検討している。（１―６）

２）動脈硬化の研究：糖尿病も含め代謝性疾患は、動脈硬化
の危険因子である。現在、動脈硬化性疾患は増加しており、
様々な疾患の根幹を成している。我々は、抗動脈硬化作用
を有する HDLに着目し、ヒト HDL受容体の同定および
その機能解析、HDLの主蛋白 Apolipoprotein A１の転写
調節機構を明らかにしてきた。到達目標としては、HDL
受容体を用いた遺伝子治療を検討中である。（７―１４）

３）遺伝性内分泌疾患の研究：多発性内分泌腺腫症１型は、
常染色体優性遺伝の疾患であり、原因遺伝子 meninの変
異が報告されている。我々は、本疾患患者の遺伝子診断、
meninの内分泌臓器での機能解析を行っている。（１５―２７）

� 血液の研究
１）造血因子の細胞内シグナル伝達機構及びその臨床応用に
関する研究
窪田らは、PI３―kinaseと非受容体型チロシンキナーゼ Src
を介するシグナル伝達経路の生物学的な機能と分子生物学
的なメカニズムについて解析を行い新知見を得、報告し
た。（２８）

２）B細胞における Tecチロシンキナーゼの機能解析に関
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する研究
北中らは１９９８年世界に先駈けてヒト B細胞における Tec
チロシンキナーゼの発現、シグナル伝達系への関与を報告
し、１９９９年には Tecに結合する分子としてクローニング
された BRDG１（BCR downstream signaling１）の、B
細胞抗原レセプターシグナルにおける機能を解析した。
２０００年度には、p６２（Dok―１）が B細胞において、Tecの
下流に機能することを報告し、Tecの B細胞シグナル伝
達における重要性を確立した。（２９―３１）（自治医科大学間野博
行博士との共同研究）

３）CD３８分子の架橋刺激による白血病細胞増殖の抑制、ア
ポトーシスの誘導に関する研究
近年、CD３８分子の架橋刺激が、急性リンパ性白血病細胞
の増殖を抑制し、アポトーシスを誘導することが判明した。
北中らは、細胞内ドメイン欠失ミュータント CD３８の解析
から、抗 CD３８抗体によって誘導される細胞増殖抑制には
CD３８分子の細胞内ドメインが必要無い事を、１９９９年に明
らかにし、２０００年急性骨髄性白血病細胞においても抗 CD
３８抗体が細胞増殖の抑制、アポトーシスを誘導する事を見
い出し、細胞株を用いた再構成系でも同様の結果を得た。
以上より、モノクローナル抗体による CD３８分子の架橋刺
激は、細胞の帰属を超え、共通するメカニズムにより細胞
増殖の抑制、アポトーシスの誘導をもたらす事が明らかと
なった。（３２―３４）（St.Jude小児病院研究所 D.Campana博士と
の共同研究）

４）造血幹細胞移植治療成績向上に関する基礎研究
造血幹細胞移植（特に、自家移植）では、移植片の中に混
在する腫瘍細胞の除去が治療成績の向上の為に必要である。
窪田らは、移植片の中に混在する腫瘍細胞を除去するため
に、a）光感受性のあるポルフィリン誘導体を用いた新た
な方法（香川大学との共同研究）、b）白血病細胞の生存
・増殖に必要な PI３―kinaseを標的分子とした分子標的療
法について基礎的な検討を行っている。さらに、末梢血幹
細胞移植のための末梢血中の造血幹細胞採取時期の決定の
ために、自動血球測定装置を用いた簡便な測定法を導入し
成果をあげている（神戸大学輸血部との共同研究）。また
大西らは、フローサイトメリー法を用いた定量的 T細胞
レセプターレパトアの解析による造血幹細胞移植後の
GVHDおよび抗腫瘍免疫（GVL）の診断法について検討
している。（３５―３９）（また、移植合併症である口内炎の治療に
関する基礎研究も行っている。）

５）造血器腫瘍の性状に関する臨床研究
種々の興味ある経過を呈した造血器腫瘍やその由来細胞株
の性状解析を行うことにより、腫瘍の成因やその治療法に
関する基礎的研究を行った。（４０―４６）

６）骨形成とサイトカインに関する研究
当科で樹立された単球系細胞株のサイトカインによる分化
と骨形成に関して検討し、報告した。（４７，４８）

� 呼吸器の研究
主な研究テーマと、そのテーマに関する実績を以下に示す。

１）臨床呼吸器病学
個々の症例を詳細に観察することにより得られる新しい知
見に関する症例報告を積極的に行ってきた。また他施設共
同試験による臨床研究（気管支喘息、肺癌、間質性肺炎、
および非定型抗酸菌症７５，７９，８５）など）の結果、さらに院内感
染肺炎、肺癌の診断と治療、および基礎研究５０，６９，７７，７８）、およ
び間質性肺炎の臨床的検討などに関して、多数の原著論文
を発表している。

２）院内感染症について（分子生物学的診断も含めて）
ハベカシン耐性メチシリン耐性黄色ブドウ球菌の院内感染、
Pseudomonas cepacia によるネブライザー汚染、およびMy-
cobacterium chelonae による気管支ファイバースコープ汚

染など院内感染の事例を科学的に証明し、その対策も含め
て、多数の英文論文を発表している。

３）間質性肺炎の病態生理４９，５１，５３，５５―５７，５９，６０，６４―６６，６８，７０，７３，７４，８１，８３，８８―９０）

特発性間質性肺炎は前癌病変であるとの仮説の下に、様々
な臨床研究を展開してきた。まず間質性肺炎における気道
上皮細胞内 p５３蛋白の過剰発現を明らかにするとともに、
p５３遺伝子に多彩な point mutationの存在することを明ら
かにした。また患者血中に surfactant protein Aを発現す
る上皮細胞が流れていることを証明した。
間質性肺炎病態の鍵は上皮細胞にあるとの仮説の下、上皮
細胞特有の細胞骨格蛋白であるサイトケラチンに着目し、
サイトケラチンの病態への関与を臨床的、および基礎的研
究を展開してきた。臨床的検討では、肺癌の腫瘍マーカー
として用いられているサイトケラチン１９フラグメント
（Cyfra２１．１）を測定し、各種間質性肺炎、および皮膚
筋炎に合併する間質性肺炎において Cyfra２１．１が高値を
とることを示した。さらに基礎的研究として、間質性肺炎
を合併した皮膚筋炎患者血清中に抗上皮細胞（肺胞上皮の
モデルである A５４９細胞）抗体の存在することを示し、そ
の抗原がサイトケラチン８、および ADAM１０であること
を示した。さらに特発性間質性肺炎患者においても抗サイ
トケラチン８抗体の存在すること、および抗サイトケラチ
ン１９抗体の存在することを明らかにした。

４）各種呼吸器疾患における好中球エラスターゼの関与５４，７２，９０）

院内感染肺炎、成人呼吸窮迫症候群、慢性閉塞性肺疾患、
喫煙者、間質性肺炎、肺アスペルギルス症、およびカリニ
肺炎などにおいて、気管支肺胞洗浄液、または血清中の好
中球エラスターゼを測定し、その臨床的意義を明らかにし
てきた。また G―CSFの投与により血漿中の好中球エラス
ターゼがどのように変動するかを明らかにした。
研究業績として、最近、数年間は年間１５編前後の英文論文
を発表している。基本的な理念としては、臨床に直結した
研究、すなわち臨床研究に重点をおくという方針を貫いて
いる。

� 膠原病の研究
臨床研究として、難治性病態に対する薬物療法を中心とし
た治療法の工夫を関連病院との連携の中で行ってい
る（９４，９５，９６）。さらに、生命予後を左右する合併症としての間
質性肺炎に対して、当科呼吸器グループとの共同研究で、
診断や治療法について検討を行っている（９６，９７）。
基礎的研究としては、全身性エリテマトデスを中心とした
膠原病において病態の主役をなす細胞性免疫異常の是正方
法を考案している。その解析手法として、従来の表面抗原
解析に加えて apoptosis・増殖・分化の各特異的刺激に対
する反応を計測しており、その過程で成長ホルモンがステ
ロイド剤の免疫抑制効果を修飾することを見出した（９８）。
また、T細胞刺激に用いる抗 CD３抗体の種類によって、
CD４陽性 T細胞と CD８陽性 T細胞との間で増殖反応に
差があり、シクロスポリン Aに対する感受性にも差があ
ることを見出した（投稿準備中）。
さらに、T細胞レセプター刺激によって誘導された CD４
陽性 T細胞の増殖は、CD４抗体の添加によって抑制され
ると同時に apoptosisが亢進することを見出し（投稿準備
中）、Th１型細胞への分化には非 T細胞分画の共存が必要
であることが推測された。

社会貢献

� 内分泌・代謝
臨床的には、国民病である糖尿病の新たな治療法の探索、

糖尿病に伴う動脈硬化症の発生メカニズムの解明と新たな治
療法の開発、遺伝性の内分泌疾患の診断技術の改善を行って
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いる。また医療関係者および一般の人々の糖尿病／内分泌代
謝性疾患の理解のために、講演会および著作を積極的に行っ
ている。さらに厚生省の班会議のメンバーとして疾患のさら
なる理解を深めている。
� 血液
現在まで多くの自家あるいは血縁者間幹細胞移植を行って

きたが、２００１年からは骨髄バンクの認定施設として、非血縁
者間骨髄移植も行っていく予定である。また、造血器腫瘍治
療成績向上のために先進的医療法の開発およびその臨床応用
に取り組むとともにその啓蒙活動も行っている。
� 呼吸器
呼吸器病学、および感染症学はカバーする分野が極めて広

く、かつ結核、インフルエンザ、およびタバコの害など社会
との関わりの大きいテーマも含まれている。よって講義を実
施するに際しては、社会における役割という観点を深く認識
しつつ、広い視野から展開している。なお平成１２年度におけ
る講演などの実績としては以下のようなものがある。医師会
等における講演（年１２回）、香川県立高松高校（タバコの害
について、年１回）、長寿大学（年１回）
� 膠原病
膠原病・リウマチ領域の患者は、その主症状によって多科

に分散しており、系統的疾患であることの説明が不十分であ
る場合が多い。よって、患者（および家族）や保健婦を対象
とした保健所難病指導（県難病対策事業、年２～３回）や、
患者友の会での講演（年１回）などで、病態や症状の説明、
新しい治療の展開などについて説明している。
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９５）猪尾昌之, 他：慢性関節リウマチに対する Cryofiltra-
tionの位置づけ．日本アフェレシス学会雑誌１９９８：１７�：
１８６―１９４

９６）Hiroki Mitsunaka, et.al. : Combined use of cy-
closporine A with methotrexate in refractory myositis*.
Scand J Rheumatol２０００：２９�：１９２―４
１徳田道昭：PM/DMにおける肺病変の診療＊＊．リウマチ
科２０００：２３�：３６―４３

９７）J. Fujita, N. et.al. : Elevation of cytokeratin１９frag-
ment in serum in patients with pulmonary fibrosis asso-
ciated with polymyositis/dermatomyositis. J Rheumatol
１９９９：２６：２３７７―２３８２

９８）Hiroaki Dobashi, et.al. : Growth hormone increases
the CD４／８ratio in splenic lymphocytes in glucocorti-
coid―treated rats. Endocrine J２０００：４７（Suppl）：S２９―
３２

（文責：徳田道昭）
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教 育

� 講義・実習
心臓・大血管、腎臓および脳循環といった広義の循環器

病学教育について、それぞれの領域での講義の達成目標を
以下において、カリキュラムを構成した。１）心臓・大血
管：心電図、カテーテル法、超音波法および心筋シンチな
ど循環器特有の検査の基本手技と意義の理解。心血管疾患
の病態の理解と治療。２）腎臓：腎機能と腎疾患の病態の
理解。透析療法の手技と意義の理解。３）脳循環：脳循環
生理と疾患の病態の理解。脳血管障害の診断法とリハビリ
テーションの理解。さらに、臨床実習においては、各循環
器疾患の診断および治療計画の立案ができることを目標と
して、できるだけ多くの臨床データに触れるように構成し
た。
したがって講義題目は、「循環器学総論」を始めとして、

「各種検査」「疾患各論」および「特殊治療」から構成し
た。それぞれの項目においては、診療、研究におけるエキ
スパートを講師としてあてて、最新情報が常に講義の中に
いかされるように工夫した。たとえば、カテーテル法と超
音波法との併用によって開発された血管内エコー法は、当
科において開発を進めたものであり、これについては「動
脈硬化と血管内エコー法」といった講義題目を設けて up-
dateに対応した。腎臓病学においても血液浄化法の進歩
と多様化は急激であり、また、脳血管疾患においてもステ
ントを用いた最近の治療法やMRIによる脳病変診断の進
歩を取り入れている。

� 教育全般についての展望
循環器病は、いわゆる一般内科としての特色に加えて、

救急医学としての側面を持っている。これに対応できる医
師の育成は、今後の達成目標の一つとして重要である。ま
た、医学自体が、遺伝子治療や再生医療の実現によってそ
の様相を変えつつあり、循環器病学においても動脈硬化の
遺伝子制御や心筋再生治療について、社会倫理と言った面
も含めて教育内容を拡大する必要がある。

研 究

� 心臓研究室
冠動脈疾患および心不全の病態解明および治療法開発を

目的として基礎的アプローチと新しい超音波法など臨床的
アプローチによる研究を行った。冠動脈硬化の基礎的研究
としては、酸化 LDLが血小板由来遊走促進因子やエンド
セリン１を介してヒト冠動脈平滑筋細胞の遊走を促進し冠
動脈硬化を進展させる可能性を示し１、アドレノメデュリ
ンや Vitamin Eにより抑制されることを明らかにした。
さらに心不全の病態解明には、心不全におけるミトコンド
リア脱共役蛋白の動態に注目し、ラットの心不全モデルを
用いてミトコンドリア内の脱共役蛋白の発現を心不全発症
からの病期による経時的変化を世界に先駆けて報告し、ミ
トコンドリア内脱共役蛋白の心不全における心筋エネルギ
ー代謝調節に果たす可能性を示した２。

超音波法を用いた心不全の病態生理学的研究としては、
糖尿病性心筋障害心不全の発生機序の解析を行った。近年、
心エコー法を用いてラットなどの小動物の心機能解析が可
能となったが、我々は本法を用いて II型糖尿病自然発症
ラットの左室拡張機能解析を長期的に行い、前糖尿病段階
から左室拡張障害と病理組織学的異常が認められることを
発見し、本法および本動物モデルの糖尿病による心機能障
害の研究に果たす有用性を明らかにした３。また、新開発
された心筋超音波造影法による心筋灌流定量評価の研究を
行った。近年、冠動脈疾患による心筋灌流異常を非侵襲的
に評価するために心筋超音波造影法の技術開発が急速な進
歩を遂げたが、我々は California大学 San Diego校との
共同研究によって冠動脈疾患による心筋灌流異常のイメー
ジングおよび定量評価法を動物モデルで行い、臨床的有用
性明らかにした４。
現在は心筋超音波造影法による虚血や再灌流障害の画像

診断に関する臨床研究を進展させながら、超音波造影剤に
抗動脈硬化作用を有するペプチドや血管新生作用を有する
遺伝子を結合させ、血管壁や心筋に導入するシステムを開
発し、超音波造影法を診断法から動脈硬化および心不全治
療法へと変換を図る研究を推進中である。さらに心不全に
おける脱共役蛋白の動態、心肥大とカルディオトロフィン
の関連に関する基礎研究を行っている。

１）Kohno M, Ohmori K, Wada Y, Kondo I, Noma T, Fu-
jita N, Mizushige K, Mandal AK. Inhibition by eicosap-
entaenoic acid of oxidized―LDL―and lysophosphatidyl-
choline―induced human coronary artery smooth muscle
cell production of endothelin. J Vasc Res．２００１；３８：
３７９―３８８．
２）Noma T, Nishiyama A, Mizushige K, Murakami K,

Tsuji T, Kohno M, Rahman M, Fukui T, Abe Y, Kimura
S. Possible role of uncoupling protein in regulation of
myocardial energy metabolism in aortic regurgitation
model rats. FASEB J．２００１；１５：１２０６―１２０８．

３）Mizushige K, Yao L, Noma T, Kiyomoto H, Yu Y,
Hosomi N, Ohmori K, Matsuo H. Alteration in left ven-
tricular diastolic filling and accumulation of myocardial
collagen at insulin―resistant prediabetic stage of a type
II diabetic rat model. Circulation．２０００；１０１：８９９―９０７．

４）Masugata H, Cotter B, Peters B, Ohmori K, Mizushige
K, DeMaria AN. Assessment of coronary stenosis sever-
ity and transmural perfusion gradient by myocardial
contrast echocardiography. Circulation．２０００；１０２：１４２７
―１４３３．

� 腎臓研究室
基礎研究として１）圧ナトリウム利尿反応の解析、２）

Nitric Oxide（NO）の腎血行動態への影響、３）動脈硬
化発症進展機構の細胞生物学的解析と進展阻止法の開発、
４）超音波顕微鏡の腎炎モデルへの応用などを研究課題と
している。ラットを用いた圧ナトリウム利尿反応を対象と
した研究では、低カルシウム食下での圧ナトリウム利尿反
応や生理食塩水負荷時の圧ナトリウム利尿反応における
NOの役割を検討している。さらに、NO合成慢性阻害時
の圧ナトリウム利尿反応について検討し、NO合成阻害薬
による腎血行動態への影響についても研究した１。超音波
顕微鏡を用いた腎炎モデルへの応用に関する検討としては、
超音波顕微鏡を用いた実験系を確立し、腎炎モデル及び糖
尿病性腎症モデルに対する超音波顕微鏡による腎組織の定
量的解析の有用性を見出した。さらに、超音波顕微鏡の有
用性を利用し、ヒトにおける腎組織への応用も検討してい
る２。動脈硬化発症進展機構の細胞生物学的解析と進展阻
止法の開発としては、酸化ストレスによる動脈硬化進展機
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構について細胞培養を用いて検討している。
一方、臨床研究として、１）維持透析患者における腎不

全の病態解析、２）超音波診断法の腎疾患への応用と腎血
行動態解析法の開発、３）血液透析をはじめとする血液浄
化法の各種病態への応用などを課題としている。維持透析
患者における薬物相互作用に関する臨床研究では、リン吸
着薬と胃酸分泌抑制薬との薬物相互作用を明らかにし、新
しいリン吸着薬の使用法を提言した３。超音波法による腎
血行動態解析法の開発に関する研究では、超音波造影法の
非侵襲的腎機能評価の有用性を確立した後、超音波造影剤
の治験開発研究を経て、現在、超音波造影剤を用いた腎超
音波ドプラ法による局所腎循環を検討している。各種血液
浄化法については、持続緩徐型血液透析法の臨床応用を検
討し、全身性アミロイドーシスへの血漿交換療法の有用性
を検討し、さらに本学婦人科と共同で子宮癌に対する血液
透析併用シスプラチン大量動注療法を開発した。

１）Yuasa S, Li X, Hitomi H, Hashimoto M, Fujioka H,
Kiyomoto H, Uchida K, Shoji T, Takahashi N, Miki S,
Miyatake A, Mizushige K, Matsuo H. Sodium sensitivity
and sympathetic nervous system in hypertension induced
by long―term nitric oxide blockade in rats. Clin Exp
Pharmacol Physiol．２０００；２７：１８―２４．

２）Hitomi H, Kiyomoto H, Hashimoto M, Aki Y, Uchida K,
Takahashi N, Fukunaga M, Mizushige K, Senda S,
Sakamoto H, Matsuo H, Yuasa S. A new approach for
glomerular leisions : Evaluation of scanning acoustic mi-
croscopy（SAM）for experimental glomerular disease in
rats. Ultrasound Med Biol．２０００；２６：５７１―５７７．

３）Takahashi N, Shoji T, Matsubara K, Hitomi H, Hashi-
moto M, Kiyomoto H, Uchida K, Miki S, Hirohata M,
Ishizu T, Akiyama K, Mizushige K, Matsuo H, Yuasa S.
Effect of histamine H２―receptor antagonist on the
phosphorus―binding abilities of calcium carbonate and
calcium lactate in hemodialysis patients. J Am Soc
Neph．１９９９；１０：１０９０―１０９４．

� 脳血管研究室
脳梗塞：虚血性脳梗塞急性期患者において、脳浮腫が増

大し頭蓋内圧が上昇することにより、生命維持中枢を圧迫
する事が脳梗塞急性期の主要死亡原因であることが知られ
ている。虚血性脳血管障害急性期に微小血管周囲の basal
laminaが崩壊し血管透過性が亢進する。我々はこの血管
透過性亢進における血圧コントロール・angiotensin II・
thrombin・plasminogen activatorの関与の検討を行った。
angiotensin II（ATII）の虚血性脳血管障害後の脳浮腫に
おけるその昇圧作用に依存しない増悪作用を示した１。さ
らに虚血性脳血管障害を認めた組織中に protease（matrix
metalloproteinase（MMP）、plasminogen activator（PA）
等）が過剰発現していることを報告し、これらの過剰発現
した proteaseによって basal laminaが分解され血管透過
性を亢進し、脳浮腫の増大や虚血性脳神経細胞障害の一因
となっている可能性を示唆した２。また、特異的な thrombin
阻害薬を用いることにより、serine―proteaseである内因
性 thrombinが虚血性脳神経細胞障害や脳血管透過性の亢
進に関与しておりその阻害によって著明にこれらの改善を
認めることを証明した３。
動脈硬化：我々は糖尿病性動脈硬化症に興味を持ち研究を
行っている。特に NIDDM患者における頸動脈肥厚に対し
ACE阻害薬がその進行を抑制する効果を持っていること
を世界に先駆けて報告した４。

１）Hosomi N, Mizushige K, Kitadai M, Ohyama H, Ichi-
hara S―I, Takahashi T, Matsuo H : Induced hypertension
treatment to improve cerebral ischemic injury after

transient forebrain ischemia. Brain Res．１９９９；８３５：１８８
―１９６．

２）Hosomi N, Lucero J, Heo JH, Koziol JA, Copeland BR,
del Zoppo GJ : Rapid differential endogenous plasmino-
gen activator expression following acute middle cerebral
artery occlusion. Stroke．２００１；３２：１３４１―１３４８．

３）Ohyama H, Hosomi N, Takahashi T, Mizushige K,
Kohno M : Thrombin inhibition attenuates neurodegen-
eration and cerebral edema formation following tran-
sient forebrain ischemia. Brain Res．２００１；９０２：２６４―２７１．

４）Hosomi N, Mizushige K, Ohyama H, Takahashi T, Ki-
tadai M, Hatanaka Y, Matsuo H, Kohno M, Koziol JA :
ACE inhibition with enalapril slows progressive intima―
media thickening of the common carotid artery in
NIDDM patients. Stroke．２００１；３２：１５３９―１５４５．

社会貢献、その他

香川県を中心とした医師会講演、市民講座を多数行ってお
り、またチュートリアル教育を２０００年秋に四国の医科系大学
で初めて実施したが、第二内科として全面的に協力した。科
学研究費は基盤研究（C）２本、奨励研究（A）１本、福田
記念財団助成金２０００年、２００１年度各１本、地域振興財団助成
金２００１年度１本、動脈硬化奨励会助成金１本および２００１年度
文部科学省大学院重点特別経費（生活習慣病における血管・
標的臓器障害に関する学際的研究）の研究助成を受けている。

Key words

radioimmunoassay , northern blotting , histopathological
methods, immunohistochemistry, Doppler echocardiography,
myocardial contrast echocardiography, uncoupling protein,
carotid atherosclerosis, ultrasound imaging, angiotensin―
converting enzyme inhibition, pressure natri―uresis, nitric
oxide, scanning acoustic microscopy, renal contrast echo
method

（文責：河野雅和）
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教 育

昭和５８年４月より第三内科学教室の系統講義は始まった。
担当分野は、消化器病学と神経内科学であり、消化器疾患に
は、肝疾患、消化管疾患、膵胆道疾患が含まれる。
消化器疾患は内科的疾患の中でも発生頻度が高く多臓器に

渡るため、疾患の種類も豊富である。さらに、お互いの臓器
は緊密に関係しており、消化器疾患全般に精通する必要があ
る。消化器疾患の日常診療には種々の検査手技が頻用されて
おり、これらを臨床実習で実際に見学してもらうことにより、
学生の興味を高めるとともに、疾患の理解を深めるよう勤め
ている。
神経内科学には、解剖学や生理学などの基礎知識が必要不

可欠である。神経障害による症候はある程度一定の規則にし
たがって出現するため、論理的かつ筋道の通った神経内科学
を理解していれば、ベッドサイドの診察だけでもある程度診
断を確定しうる。したがって、神経内科学の教育においては、
系統講義と臨床実習をうまく関連させる必要がある。
講義担当者は、数年前までは、疾患別分野のチーフ（講師

クラス）が主に担当していたが、ここ数年は助手クラスの若
手も講義を担当するようになった。これにより、講義にもあ
たらしい風が吹き込まれ、学生の興味を高めることができた
と考えている。

研 究

� 肝癌研究
肝癌の治療を主体にして各種テーマを設けて臨床研究を

行っている。肝癌は２０１５年までは増え続ける疾患であるこ
とが統計的に判明しており、内科領域でもさらに肝癌治療
の研究が進むことが予想される。第三内科では、腹部超音
波診断を主体とした各種画像診断を用いて早期肝癌の発見
に努めており、早期肝癌に対しては局所治療としてエタノ
ール注入療法、ラジオ波焼灼療法を展開している。肝硬変
症においては、肝臓の尾状葉の大きさで肝予備能が推定出
来ること１）などの画像を利用して肝予備能を判定すると共
に、進行肝細胞癌に対しては経カテーテル的肝動脈塞栓療
法２）さらに皮下にリザバーを埋め込み間歇的に低濃度化学
療法を継続して行い長期予後の改善３）を得られるかを検討
している。基礎研究としては、肝癌の治療薬の開発も行っ
ており、肝細胞癌の分化誘導を促すことにより発癌抑制が
可能かを検討している。
平成１０年－１１年度科学研究費 基盤 C―２）４）

� 肝疾患における肝細胞障害機序解明に対する免疫学的検
討
自己免疫性肝炎において、アポトーシスと関連するタン

パク質である bcl―２発現 CD４陽性 Tリンパ球が患者末梢
血中に有意に増加していることを見出し、これが肝細胞障
害の一因であることを報告した５）。また、C型肝炎で CD
２８陽性リンパ球が肝細胞障害と関連していることを報告し
た６）。また、C型肝炎ウイルス（HCV）の中に存在する細

胞障害性 T細胞（CTL）が認識する CTLエピトープの
うち、特に日本人に多い HLA―A２４分子によって提示され
る broad reactive CTLエピトープを同定し報告した７）。

� 癌と細胞周期の研究
細胞周期に関連するタンパク質として、cyclinおよび cy-

clin dependent kinase（Cdk）があげられる。我々は、肝
細胞癌８、９）、肺癌１０）、大腸癌１１）で cyclin D, Eの蛋白量、お
よびその活性が極めて増量すること報告してきた。今後、
他の消化器癌で検討する予定である。

� 消化器癌における癌遺伝子、増殖因子の研究
肝細胞癌、胃癌、大腸癌で癌遺伝子 pp６０c―src１２―１６）ある

いは増殖因子 EGF
receptor１７）の活性が増強することを報告してきた。また、

これらの癌において pp６０c―srcの活性が増強する要因とし
て、Cskの活性低下が関与していることも報告してきた１５、１６）。
今後他の消化器癌で検討すると共に、他の癌遺伝子につい
ても検討する予定である。


 消化管グループの研究
研究内容は、内視鏡的生検によって採取した組織を用い

た胃粘膜の細胞間コミュニケーションや胃粘膜エネルギー
代謝に関する研究１８、１９）。また、Barrett上皮と腸上皮化生２０―２２）、
大腸腫瘍と白斑の関連２３）、微小血管病変たとえば gastrican-
tral vascular ectasia（GAVE）と大腸 angiodysplasia、ま
た虚血性大腸炎２４）についての研究をすすめている。そして、
消化管の運動機能異常の病態解明、消化性潰瘍、腫瘍の診
断治療などの研究にも積極的に取り組んでいる２５）。さらに、
日々経験した貴重な症例は、学会に発表し論文にまとめて
いる２６―３４）。

� 胆膵グループの研究
１９８８年以来、胆嚢疾患の診断と治療を目的に、内視鏡的
に十二指腸乳頭からカニューレを胆嚢内に挿入する内視鏡
的経乳頭的胆嚢内挿管（ETCG）を行ってきた。この手技
を用いて、診断面では胆嚢の詳細な粘膜を描出する胆嚢二
重造影３５）、高解像度を有する高周波細径超音波プローベを
直接胆嚢内に挿入して、詳細な病変の観察を行う胆嚢内細
径超音波検査を、治療面では、胆石に対する直接溶解療法３６）、
急性胆嚢炎の治療としての胆嚢ドレナージ３７）などを行って
きた。最近では胆嚢胆汁を採取し、分子生物学的アプロー
チから癌の早期発見や確定診断に役立てようとしている３８）。
また、総胆管結石に対する治療として、乳頭をバルーン

で拡張する治療法も行ってきた。原発性硬化性胆管炎
（PSC）の治療、研究にも取り組んでいる。本邦では少
ないとされていた腸炎の合併も従来の報告より多く合併す
ることを報告してきたが３９―４１）、最近では同様の報告が他施
設からも相次いで報告されるようになった。
また、あたらしい処置具の開発として、プレカットの際

に、ガイドワイヤー操作と造影が同時に可能なパピロトー
ムの開発もおこってきた４２、４３）。

� 神経内科グループ研究業績 ―神経変性疾患の運動機能
障害の病態生理と治療法の研究―
正常者の運動機能、とくに大脳の運動関連領域の機能に

関して、経頭蓋磁気刺激（TMS）を用いて研究を行って
きた４４）。また脊髄小脳変性症の一つである DRPLA患者の
感覚運動関連機能に関して TMSを用いて検討を行った４５）。
神経毒性があるかもしれないとされる L―dopaをラットに
慢性投与し、ドパミンニューロン終末活動への影響につい
て検討した４６）。最近では、パーキンソン病や脊髄小脳変性
症の TMSを用いた治療法の開発や認知機能障害の解析に
取り組んでいる。
―神経変性疾患の自律神経機能の解析と診断法の研究―
自律神経障害に基づく家族性失神患者について解析を行

った４７）。また迷走神経性失神や嚥下時に出現する失神患者
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について自律神経機能を検討した４８、４９）。現在は、パーキン
ソン病や多系統萎縮症における自律神経機能に関して、心
電図 QTc時間や認知機能との関連について検討を行って
いる。

社会貢献

社会貢献として市民に対しての啓蒙活動も積極的に行って
いる。平成１０年５月には高松市において“肝臓を大切に”の
題で市民公開講座を開講し、たくさんの市民に参加して頂い
た。肝疾患を分かりやすく説明すると共に、日常生活からの
注意点にも言及した。同年９月には大内町で“今、注目され
ているおなかの病気”の題のもと市民公開講座を行った。平
成１２年５月には“肝炎ウイルスと肝癌：その治療戦略”とい
う公開講座を行った。

そ の 他

� 主催学会
国際学会
第２回日米自己免疫性肝疾患会議（ハワイ）
１９９８年９月５日～８日
第３回日米自己免疫性肝疾患会議（広島）
１９９９年１０月３１日
第４回日米自己免疫性肝疾患会議（ハワイ）
２０００年９月１４日～１６日

全国学会
第３５回日本消化器免疫学会総会（高松）
１９９８年７月３、４日
第３回日本肝臓学会大会（広島）
１９９９年１０月２８、２９日

地方会
第６９回日本消化器病学会四国支部会（高松）
１９９８年５月３０日

� 留学生および海外留学
現在までに計１３名の留学生を積極的に受け入れているが、

１９９８年から２０００年の間では、７名受け入れた。７名の国籍
の内訳は、中華人民共和国５名、ベトナム１名、ウルグワ
イ１名である。また、医局員の海外留学にも積極的で、現
在までに NIH、ワシントン州立大学、米国国立癌センタ
ー、マイアミ大学内科、英国王立研究所神経学、同分子生
物学、独ハンブルグ大学、米国スクリプト研究所自己免疫
センター、米国カリフォルニア大学医学部などに留学して
いる。待遇は国家公務員や、正規職員研究員（有給）であ
る。

� 研究費受け入れ
文部省科学研究費補助金（１９９８年―２０００年）
田川由美．自己免疫性末梢神経障害の発症機序の解明と
診断・治療法の確立
渡辺精四郎．リコピンによる LECラットの発癌抑制の
検討
有馬啓治．C型肝炎ウイルス特異的ペプチドワクチンの
開発

その他、厚生省特定疾患の研究班（スモン調査研究班、難
治性の肝疾患調査研究班など）にも参加している。
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１９）佐々原勝幸、内田善仁、松田和也、鎌野周平、川端英博、
亀井美奈子、西岡幹夫．慢性胃炎患者における Adenosine
Triphosphate投与による胃粘膜エネルギー代謝および粘
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２１）松田和也、香川俊行、内田善仁、西岡幹夫．食道癌の発
生機序．消化器科２９：２３７―２４４，１９９９．

２２）香川俊行、松田和也、内田善仁、西岡幹夫．Barrett食
道における腸上皮化生の診断．消化器科２６：４４９―４５３．１９９８．

２３）井上秀幸、内田善仁、西岡幹夫、志和正明、松浦達雄．
白斑と大腸腫瘍．消化管の臨床５：２９―３３，１９９９

２４）川端英博、内田善仁、亀井美奈子、香川俊行、鎌野周平、
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３８）胆嚢癌診断における内視鏡的胆嚢内挿管の有用性 ―胆
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４１）当科における原発性硬化性胆管炎の７例（パネルデイス
カッション９）．江崎徹、内田尚仁、西岡幹夫：第３６回日
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都）．２０００．５．

４３）福間博基、内田尚仁、江崎徹、小原英幹、西岡幹夫：ガ
イドワイヤールーメン付プレカット用パピロトームの使用
経験．Gastroenterol endosc．４２：２０３１―２０３５．２０００

４４）T. Touge，J.L. Taylor，J.C. Rothwell，Reduced excit-
abilities of the cortico―spinal system during the warn-
ing period of a reaction task.
Electroenceph. clin. Neurophysiol．１９９８；１０９：４８９―４９５．

４５）T. Touge，N. Ichihara，N. Ishibashi，M. Ikeguchi，I.
Sasaki，H.
Takeuchi，Afferent and efferent excitabilities of the
transcortical loop in patients with dentate―rubral―pal-
lidoluysian atrophy. J. Neurol. Sci．２０００；１７６：２８―３６．

４６）M. Tsukaguchi，H. Takeuchi，T. Touge，K. Deguchi，
I. Sasaki，M. Kamoda， M. Nishioka，Reduction in ter-
minal excitability of nigrostriatal dopaminergic neurons
in rats following chronic L―dopa administration.
Neurosci. Res．１９９９；３４：５５―５８．

４７）J. Mathias，K. Deguchi，M. K.M. Bleasdale―Barr，J.
Kimber，Frequency of familial history in neurally―medi-
ated syncope. Lancet１９９８；３５２：３３―３４．

４８）K. Deguchi，C.J. Mathias，Continuous haemodynamic
monitoring in an usual case of swallow induced syncope.
J. Neurol. Neurosurg. Psychiatry１９９９；６７：２２０―２２２．

４９）C.J. Mathias，K. Deguchi，Bleasdale―Barr K，S. Smith，
Familial vasovagal syncope and pseudosyncope : obser-
vation in a case with both natural and adopted siblings.
Clin. Auto. Res．２０００；１０：４３―４５．

Key words

尾状葉、肝予備能、TAE、リザーバー、肝癌、治療薬、自
己免疫性肝炎、bcl―２、C型肝炎
CD２８、HCV、HLA―A２４、癌、細胞周期、消化器癌、癌遺
伝子、増殖因子、胃粘膜、細胞間コミニュケーション、胃粘
膜エネルギー、Barrett上皮、腸上皮化生、GAVE、虚血性
大腸炎、胆嚢内挿管、ETCG、細径プローベ、直接胆石溶解
療法、胆嚢ドレナージ、テロメラーゼ、原発性硬化性胆管炎、
パーキンソン病、脊髄小脳変性症、経頭蓋磁気刺激、多系統
萎縮症、自律神経機能、失神

（文責：内田尚仁）
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１９９９年４月以降は教授の窪田をはじめ新しい医局スタッフ
を中心に漸次、制度ならびに各人の意識も継続的に改革中で
ある。（いまなお進行中。）

教 育

� 講義（M４）
これまで、コマ数（全２１）としては皮膚科総論ならびに各

論を一通り勉強するには十分な時間と思われた。可能な限り
窪田自らが授業を行なう方針であるが（現在は５０％強）、皮
膚科専門医資格を有する助手以上の数人の医師にもいくつか
の得意分野のテーマを分担してもらっている。各授業のあと
には図１に示すような学生からの評価表（無記名）を回収し、
学生諸君がコメントしてくれた授業の評価、質問、疑問点を
毎回まとめ、次回の講義のはじめに学生に対して答えるよう
に努力している。（最終講義の時にはこれらの意見や質問を
まとめたものを学生諸君に供覧することとしている。）

� 臨床実習（M５）
基本方針として皮膚所見の見方の訓練を第一義としている。

一回の BSLグループが１０人と多数なので、二人一組にして
受け持ちの患者さんに対応させ、担当医とともに実習を行な
っている。午前中は外来診察へ参加させ、問診や皮膚所見の
取り方を実際に行なう。午後は病棟実習とM４の講義のみ
では不十分であった重要テーマについてもう一度、各医師が
ミニクルズスを行ない、学生諸君の知識の確認を図っている。
毎週水曜日は皮膚外科実習として皮膚科手術やレーザー治療
の見学とし、またコンニャクを使っての皮膚縫合練習も行な
っている。BSL最終日には各担当患者や、その疾患につい
ての発表会を行なわせるが、他の学生からも積極的に質問を
させ、学生同士で点数をつけて評価しあうことで、単なるレ
ポート提出とはならないように心掛けている。また、時間的
余裕のあるときには皮膚科症例問題を各自に施行している。
各 BSLのあとにはM４講義と同様、学生からの評価表（無

記名）を回収し、学生諸君が書いてくれた BSLの評価、質
問、疑問点を毎回まとめ、よりよい BSLとなるよう努力し
ている。しかし、まだ改善すべき問題は山積しており、医師
サイドならびに学生サイドの意見を加えてさらに改良する予
定である。

� 特別講義（M６）
特別講義としては卒業まじかの学生諸君には将来をふまえ

て、ここ数年は市中の病院勤務医、および開業医から見た皮
膚科というものをそれぞれ話してもらうよう計画した。学生
諸君の進路決定に役立つものと考えている。
なお、試験形式についても改変を行なった。すなはち、M

４系統講義後の試験は夏休み前に前半部の試験をまた年度末
にはポリ前チェックのなかで、後半部の講義の試験を行なう
こととした。この結果、従来はポリ前チェックのみ皮膚科１５
題と限定されていたものが、問題数を増やすことで、万遍な
く教科書の内容をフォローすることが可能となった。とくに
夏休み前におこなう前半試験では五者択一形式ではない記述
式や論述式などの多彩な試験形式を採用している。しかし、
卒業試験に関しては、M６は医師国家試験も間近に迫ってい
るので、すこしでも学生諸君の国試対策の助けとなるよう完
全に国試レベルでおこない、すべて五者択一形式に統一した。
さらに情報公開の一つとして、すべての試験直後には模範

解答を医局前に貼り出し、問題も回収せず学生諸君に自由に
もって帰ってもらって、すみやかな自己採点と自習を可能と
した。
五者択一形式の試験を中心に各試験の結果はその平均点と

標準偏差を割り出し、各問題ごとの正解率も計算して問題を
作成した各医師に公表し、互いにより適切な問題作成に努め
るよう意識させた。

研 究

皮膚科単独での研究は血管新生に及ぼす諸因子の検討と培
養ヒト血管内皮細胞を使ったコラゲンドロップ法による血管
新生モデルの確立を目指している。この血管新生モデルにコ
ンピュター画像解析を応用することで血管新生の定量化をは
かり、いくつかの薬剤や物質の血管新生に及ぼす影響を検討
し、今後は皮膚の潰瘍治療薬としての応用も期待される。
１９９９年以降、大学内の基礎教室との共同研究も活発に行な
っている。大学院生の中井が第二生理学教室で、ヒト血管内
皮細胞や平滑筋細胞の NO産生とその制御に関する研究を行
なっている。
化学教室との共同研究は抗アレルギー剤と Caシグナル伝

達系の関係について指導を受けている。抗アレルギー剤の特
色を Caシグナル伝達系の面から捉え、皮膚科臨床の場では
作用機序や中枢性の副作用をふくめたうえでの抗アレルギー
剤の個別化の可能性を検討している。
さらに吉田講師や森上助手は免疫病理学教室との共同研究

により免疫病理学教室平島教授により新しく発見されたガレ
クチン―９の皮膚疾患での発現ならびに、悪性黒色腫の転移
能との関連についての検討を行なっており、すでに一部のデ
ータは全国レベルでの皮膚科学会で発表している。
沼原講師は、数理科学、デジタル画像技術を応用した研究

を行っている。１９９０年より皮膚の免疫システムの要である表
皮ランゲルハンス細胞の空間配置システムの検討を行ってお
り、その成果を英語論文２篇を含め邦文論文や単行本にも発
表している。さらに、１９９９年以降は文部科学省統計数理研究
所共同研究プログラムとして、同研究所の調査実験解析研究
系空間事象研究部門 種村正美教授との共同研究を行ってお
り、国際学会での発表も予定している。また、１９９９年以降、
デジタル生体医用画像の「色」再現性についても研究を行っ
ている。
他大学との共同テーマとしては、大阪医大の薬理学教室の

協力を得て、肥満細胞特有のプロテアーゼであるキマーゼの
細胞生物学的活性の解析の一つとして血管内皮細胞の分化や
細胞接着因子発現に対する作用を検討している。
臨床研究としては、尋常性乾癬に対するステロイド軟膏外

用とビタミン D３軟膏外用の連続療法を日本で先駆けておこ
ない、すでにその結果を論文発表した。また現在、アトピー
性皮膚炎に対するステロイド外用と免疫抑制外用薬との有効
的な併用治療についても医局全体で研究を進めている。
今後の皮膚科基礎研究面充実のためにもは研究専任の人員

の確保が望ましい。
科学研究費の申請に関しては従来とは異り、１９９９年以降は

助手以上は全員、義務として各自が研究テーマを教授と相談
の上作成し、申請するようになった。１９９９年からは毎年、小
額ながら着実に採択数も増えている。（基盤研究 C２、奨励
研究１～２）そのほか、吉田講師はリリアオリリー研究財団
からの奨学金を受けている。

社会貢献

窪田は日本医師会および四国新聞主催の公開セミナーに
て”痒みと皮膚病”についての講演を行なったり地域情報誌

教 授 窪 田 泰 夫

助 手 井 下 哉 恵 勝 浦 純 子

松 岡 由 恵

皮皮膚膚科科学学
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への皮膚アレルギー病についての解説をおこない、香川県の
医療、福祉を皮膚科臨床の立場から支援した。今後は地域の
医師会との連携と協力によりアトピー性皮膚炎に対する正し
い情報の供給を進めていく予定である。
沼原講師は、中心に、全国レベルの学際的学会として 形

の科学シンポジウムを２０００年に香川医科大学において当教室
で主催した。全国より数学者・物理学者・生物学者・医学者
など幅広い分野より約１２０名が参加し盛会裡に終わった。
また、一年に２回、日本皮膚科学会香川地方会の開催を行

なった。県下の勤務医、開業医とのあいだで貴重な症例の診
断や治療を検討する場として有効に利用している。
香川県下におけるより緊密な病診連携ならびに基礎医学と

の融合を図る目的で、アレルギー、ウイルス感染、創傷治癒
など多彩なテーマとした研究会や懇話会をあらたに設立、開
催し、全国から特別講演を招聘した。これには免疫病理学教
室や形成外科教室をはじめ多くの当大学他科との協力が不可
欠のものとなっている。このような場を利用して皮膚科を問
わず、広い範囲の他の分野の勤務医、開業医、基礎医学者と
の意見交換を活発に行なっている。

そ の 他

学内の委員会活動についてであるが、窪田は治験審査委員、
倫理委員、国際交流委員などを務めている。また入試面接委
員としては問題作成からそのよりよい評価法について検討を
はじめている。
沼原は卒後研修実務者専門委員会、MRSA感染対策特別

委員会（座長）を始めいくつかの委員を務めている。

主要論文（１９９８年１月～２０００年１２月）

１）研究・教育の場におけるフォトレタッチソフトの活用法
―効率的に図や書類を作成するために―
沼原利彦
日皮会誌 １０７・１８０８―１８１０ １９９８年

２）Removal of Stem Cell Factor or Addition of Monoclo-
naAnti―c―KIT
Antibody Induces apoptosis in Murine Melanocyte Pre-
cursors
Masaru Ito，Yoko Kawa，Hirotake Ono，Mitsuhiro Okura，
Takako Baba，Yasuo Kubota，Sinichi Nisikawa，
Masako Mizoguchi
THE JOURNAL OF INVESTIGATIVE DERMATOL-
OGY
１１２・７９６―８０１ １９９９年
３）Skin manifestation of a patient with mitochondorial en-

cephalomyopathy with lactic acidosis and strokelike epi-
sodes
Yasuo Kubota，Tosiya Isii，Hirosi Sugiyama，Yu―ichi
Goto，Masako Mizoguchi
J Am Acad Dermatol ４１・４７０―４７３ １９９９年

４）Comed―like acantholytic dyskeratosis of the face and
scalp : a new entity?
Toshifumi Nakagawa，Michi Masada，Tetsuya Moriue，
Takashi Takaiwa Bri J Dermatol １４２・１０４７―１０４８
２０００年
５）Stem Cell Factor and/or Endothelin―３Dependent Im-

mortal Melanoblast and Melanocyte Populations Derived
From Mouse Neural Crest Cells
Yoko Kawa，Masaru Itou，Hirotake Ono，Mari Asano，
Nagako Takano，Shiho Ooka，Hidenori Watabe，Eri Ho-
saka，Takako Baba，Yasuo Kubota，Masako Mizoguchi

Pigment Cell Research １３・７３―８０ ２０００年
６）結節性黄色腫を伴った Prader―Willi症候群の１例
沼原紀予、中川俊文、沼原利彦、高岩 堯、河田真由美、
大西鐘壽
日皮会誌 １１０・４１―４６ ２０００年

７）血管内皮細胞の皮膚生物学
窪田泰夫
日皮会誌 １１０・１０９９―２１０６ ２０００年

８）デジタルバイオカラー研究会
沼原利彦、西堀眞弘、田中 博
日皮会誌 １１０・２０５１―２０５２ ２０００年

９）ヒト毛乳頭細胞の stem cell factor分泌に対する各種サ
イトカインの影響
小尾麗子、河 陽子、久志本常人、窪田泰夫、溝口昌子
日皮会誌１１０・２１９１―２１９７ ２０００年

１０）A Case of Black Dot Ringworm a Review of Japanese
Cases
Shiho Ooka，Masato Kashima，Yasuo Kubota，Atsushi
Noguchi，Shinichi kawai，Yuka Nakamura，Rui Kano，
Shinichi Watanabe，Atsuhiko Hasegawa，Masako Mi-
zoguchi Journal of Dermatolgy ２７・６５８―６６３ ２０００年

１１）「肌色」のしくみと、「肌」を記録するデジタル画像技術
に求めるもの
沼原利彦、INNERVISION １５�・１７―２０ ２０００年

図１：各授業のあとに回収する学生からの授業評価表

Key words

endothelial cells，cell culture，angiogenesis，NO，galectin，
atopic dermatitis，psoriasis，therapy，Langerhans cells，spa-
tial distribution，digital image

（文責：窪田泰夫）

（無記名）
（皮膚科講義に対する評価）
２００１年 月 日
（悪かった） （良かった）

１ ２ ３ ４
a） 学生を理解、尊重したか？

b） 学生に知識を論理的に伝えたか？

c） 学生からの質問を促したか？

d） 教材は優れていたか？

e） 分かりやすかったか？

f） 知識が増加したか？

g） 熱意があったか？

h） 声の大きさは聞き取りやすかったか？

i） 全体的評価

自由記載欄：（講義に対する質問や意見を書いて下さい。）
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教 育

� 講義・実習
医学部では、医学科・看護学科ともに診断学、症候学の

総論に始まり、代表的精神疾患である精神分裂病、感情障
害についての講義。さらに物質依存、器質性脳症候群、て
んかん、神経症、心身症などの疾患について講義、さらに
近年問題になっている児童青年期、老年期領域の諸問題、
リエゾン精神医学についても触れている。また、六年生の
臨床実習２では大学病院にとどまらず民間病院やクリニッ
ク、精神保健福祉センターなど様々な領域での参加型体験
実習をおこなっている。
ここ数年は、非常勤講師として臨床心理士を目指す香川

大学教育学部人間発達環境課程発達臨床コースの２年次学
生に「医学概論」の講義もおこなっている。

� 教育全般についての展望
学生が、精神障害者に対する医療に際して“疾病を抱え

た人間”と“疾病そのもの”の両面を総合的に理解できる
ように考えている。また、精神障害者の社会復帰について
の仕組みと地域精神福祉保健についての理解もできる医師
・看護婦を育成できるように考えており、十分な実力のあ
る研修医・看護婦が養成できているとおもわれる。また、
医学部卒前臨床教育の中で、精神医学がコアカリキュラム
として位置づけられ、来年度よりクリニカルクラークシッ
プが十分行えるよう少人数臨床実習にきりかえ、不安抑う
つなどプライマリケアで遭遇する病態に対処できるように
と計画している。

研 究

� 側頭葉てんかんの実験動物モデルを用いた研究
キンドリングモデルにおける GABAトランスポーター、

興奮性アミノ酸受容体、興奮性アミノ酸トランスポーター
のてんかん原性における研究をおこなってきた。

� アルコール依存症における臨床および分子生物学的研究
精神疾患を合併する物質依存者の臨床的研究を多施設に

わたっての大規模研究をおこなった。また基礎研究として
は、アルコール依存症とアルコール代謝に関わる CYP２
E１、アルデヒド酵素の多型性研究、また脳障害の原因と
考えられているアセトアルデヒドアダクトの脳内分布の研
究をおこなってきた。

� 精神分裂病など内因性精神病の遺伝子解析と動物モデル
を使った研究
精神分裂病など内因性精神病におけるドーパミン受容体

サブタイプの発現様式や症状との関連性を分子生物学的に
研究してきた。また覚醒剤精神病モデルであるアンフェタ
ミン慢性投与動物での行動学的研究をおこなってきた。

� 神経性無食欲症の病型及び合併精神障害の推移に関する
研究
神経性無食欲症における病型とそれに合併する精神障害

の推移を経時的に追跡し予後や診断の問題を詳細に研究し
た。

社会貢献

 国際
WHO Expert Advisory Panel on Drug Dependence
and Alcohol Problems
Board of Directors of ICAA（International Council of
Alcohol and Addictions）
International Advisory Board of `Addiction`
Editorial Aduisary Board of 'Alcohol and Alcoholism

� 国内
日本アルコール・薬物医学会理事長
日本アルコール精神医学会理事長
日本てんかん学会理事、長期計画委員、Juhn and Mary
Wada奨励賞選考委員長

� 地域
香川医科大学公開講座「精神の医学」
香川県精神保健福祉協会会長
香川県精神医療審査会委員
香川県精神医療懇話会世話人（代表）
香川大学教育学部非常勤講師
労働基準局労災委員
精神保健福祉センター嘱託医
大内保健所嘱託医
巡回教育相談員（香川県教育委員会）
親の会相談員（高松市教育委員会）
大島青松園嘱託医
城南小学校スクールカウンセラー
中部保健所嘱託医

そ の 他

� 主催学会・研究会など
第４８回日本病跡学会総会
第２４回日本心身医学会中国四国地方会
第７回四国四大学精神科卒後研修会
香川分裂病研究会
香川うつ病研究会
香川不安不眠研究会
香川老年痴呆研究会
第２８回香川県精神医療懇話会、（精神分裂病治療の最前
線ーすべての治療スタッフのために）

� 研究費受け入れ
・平成９年度～平成１２年度科学研究費補助金（基盤研究�
�）物質（アルコール、覚醒剤）依存及び関連神経障害
の脳の病態における分子生物学的研究（研究代表者）

・厚生省精神神経疾患研究委託費；精神作用物質性障害の
脳内機序並びに診断治療に関する研究（分担研究）

・厚生省精神神経疾患研究委託費；新技術を用いた難治て
んかんの診断法と治療法の開発（分担研究）

・精神神経系薬物療法基金；妄想性障害の病態と成因に関
する分子生物学的研究（研究代表者）

・奨励研究�エタノール受容体の同定とアルコール依存の
治療に関する研究

・奨励研究�側頭葉てんかんにおける AMPA受容体の役
割に関する分子生物学的研究

・奨励研究�悪性症候群モデルの作成と antisense法によ
る症状抑制に関する研究

教 授 洲 脇 寛

助教授 森 本 清

助 手 川 西 聖 子 中 村 光 夫

宮 武 良 輔 渡 辺 岳 海

土 井 朋 子 平 尾 徹

精精神神神神経経医医学学
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� 受託研究員受け入れ
明治製菓�受託研究員受け入れ（新規抗てんかん薬開発
のてんかんモデル研究）

� 措置入院（精神保健福祉法第２７条１項）の精神鑑定
６件
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アルコール慢性投与マウスの脳内のアセトアルデヒドアダ
クトについて

日本アルコール・薬物医学会雑誌 ３４：５４９―５５７,
１９９９

（文責：洲脇 寛）

教 育

基本的方針：小児科学の基本は「小児は大人の縮図ではな
い」と集約される。つまり、発達小児科学を基本とし発達的
変化や病態生理の理解を基本とすることと、従来捨て子にさ
れている小児医療を少しでも改善していくために卒業後少し
でも小児医療を理解していただける医師を増やしていくこと
を目標として教育している。
講義：講義内容は、胎児から成人までの幅広い範囲で、正常
の発達的変化や疾患に至るまでの基礎的内容や病態生理も含
めている。講義時間が限定されるため講義はとくに重要な所
に的を絞り行っている。大学は人から強要されず自分で勉強
するところであるので、基本的に出席は取らず、学生の主体
性に重きを置いている。講義で分からないところは自由に質
問を受けている。講義内容の理解度の評価は学期の区切りと
ポリクリ前に行い、４～６年での総合評価の判定は卒業試験
で行っている。評価の悪い学生についてはレポートなどで不
足部分をさらに勉強していただき理解を深めるようにしてい
る。
ポリクリ：小児科外来、一般小児病棟と母子センター新生児
部で、小児医療の現場の体験と、授業での不足箇所を補うチ
ュートリアル的講義を設けている。病棟実習は、基本的に患
者様を診ることが大事と考えており１日１回は必ず診察する
ことを義務としている。理学所見がうまくとれない場合は主
治医と一緒に所見を取り問題点を指摘し改善を行っている。
外来実習は、実際の医師の診察を見学し、症例によっては患
者様の承諾を得たのち診察を行なわせ、「百聞は一見にしか
ず」のように目、耳、手の感覚を増やしていっている。また、
講義では十分時間を割いてできないような実物のレントゲン
写真、エコーを実際みたりし、またよく診る病気などはスラ
イドなどを利用し詳しく説明、できるだけ質問形式で個々に
答えさせるようにしている。各週末には１週間の症例のまと
めと病態生理及び EBMを基本とした発表をし学生間でのデ
ィスカッションをすすめ受け持ち患者様以外の疾患もより深
く理解できるように行っている。２週間の小児科実習中週の
最初に患者様に紹介を行って以後１度も診察を行わない不真
面目な学生を経験する。このような学生は、患者様家族より
御指摘があったりしたこともあり、注意を喚起するのみに今
まではとどめていたが、今後は再実習なども考慮に入れる。
まじめな学生に関しては十分目的を達成できたと考えている。
この３年間を振り返ると、１週間で１人の患者様では十分に
理解を深められない可能性も考え今年度からは２週間に１人
でしばらく学生の理解度を観察していく予定とした。
スーパーポリクリ：当病院の小児科や母子センター新生児部、
または関連病院での実習を行い、より小児医療に接するシス
テムを採用している。当院での実習は病棟での主治医のグル
ープ別に担当のスーパーポリクリ学生を割り振り、基本的に
主治医グループとともに行動し小児科医の１日を体験してい
ただいている。珍しい疾患や小児科として重要な疾患の患者
様が入院になったときにはグループに関係なく患者様の診察
や説明を行っている。患者様、患者様家族との対応の仕方の

小小児児科科学学

教 授 伊 藤 進

助教授 磯 部 健 一

講 師 今 井 正 日 下 隆＊

助 手 難 波 正 則 河 田 興＊

岡 田 仁 大久保 賢 介

長 野 恵 子 黒 見 徹 郎

＊母子センター新生児部
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練習も含め、毎日の診察を行い、患者様を診るという基本姿
勢を体得していただくことと、教科書では書いていないよう
な臨床に直接つながる知識や、簡単な採血などを指導医の下
で行っている。ポリクリ、スーパーポリクリ共通の問題点と
して医局員数に限りがあり学会などのために人手が不足する
時期にはポリクリ、スーパーポリクリへの講義や対応が非常
に悪くなっている。このような学生間の教育較差をできるだ
け少なくするよう臨床の現場の労力を削って対応するように
しているが、これにも限度があり今後そういうときの対応を
どうすれば平等になるか検討する必要がある。またポリクリ
やスーパーポリクリで勉強したことが卒後の診療においてど
れくらい役に立っているかは不明である。

研 究

高速液体クロマトグラフィーを用いて、新生児期を中心と
したビリルビン代謝および薬物代謝などの研究を行っている。
新生児高ビリルビン血症の光療法におけるビリルビン代謝の
研究においては、（EZ）―cyclobilirubinがその主要な光異性
体であり、その構造決定も１３C―NMRを用いてなされている。
そして、血清中で多く存在する（ZE）―bilirubinを含めて（ZZ）
―bilirubinの光化学反応代謝経路の全容を解明して報告して
いる。薬物代謝については、diazepam，carbamazepineや chlo-
rampenicolなどの薬物を基質として胎児期から成人までの剖
検肝や生検肝を用いて発達薬理学的検討を行なってきた。ま
た、新生児期の低酸素性虚血性脳症の病態解明およびその後
遺症予防のために、近赤外線領域の連続スペクトル測定法に
よる非侵襲的脳エネルギー代謝のモニタリング法の開発に関
する研究を行なってきた。
� ビリルビン代謝

ビリルビンの立体異性体および構造異性体は、同一波長
で検出した場合同じ分子吸光係数を持たないためその補正
が必要である。ビリルビン・ヒト血清アルブミン複合体へ
の照射光源や時間を変化させ、高速液体クロマトグラフィ
ー条件下での分子吸光係数を決定した１）。そして、この測
定法を用いて臨床検査で直接ビリルビンの測定に用いてい
るビリルビンオキシダーゼ法に対する光異性体の分子種の
反応性を検討した２，３）。新生児高ビリルビン血症の生理的意
義を検討するために、ビリルビンの酸化物質を検討した。
一ヶ月健診児の生理的状態では血清 biliverdinおよび尿中
propentdyopents共に血清（ZZ）―bilirubinと有意な正の相
関をもって変動した。生後５日目の病的新生児で酸素投与
の有無とビリルビンとその酸化物質との関係を検討した結
果、今回の検討では有意な結果を得ることは出来なかった
が、biliverdin／（ZZ）―bilirubinより尿中 propentdyopents
／（ZZ）―bilirubinの方がその指標として良いことが見出さ
れた４）。
今後、臨床化学検査と正確なビリルビン測定法との関係や
ビリルビンの酸化物質の意義などについて研究を発展させ
る。

� 薬物代謝など
胆汁酸：胎児期の剖検肝を用いて、タウリン、グリシン

および各種胆汁酸を高速液体クロマトグラフィーで測定し
た。その結果、胎生期での胆汁酸プールとしての肝臓の意
義とタウリン濃度に依存したタウリン抱合型胆汁酸濃度の
増加を証明した５）。
ビタミン Kサイクルの酵素の発達変化：胎児期の剖検

肝と新生児期から青年期までの突然死に近い症例の剖検肝
を用いて、vitamin K epoxidaseとその reductase酵素活
性を検討した。vitamin K epoxidaseは胎生期に高い特徴
的パターンをその reductaseは生後増加するパターンを示
した。その原因として、その epoxidaseが胎生期における

ビタミン K依存性の成長因子の生成に関与していること
が考えられた６）。
活性酸素の役割：新生仔豚を用いて、無呼吸負荷後１００％

酸素蘇生時の肺での O２－の生成を２１％酸素蘇生時と比較し
た。その結果、１００％酸素蘇生時の方が有意に O２－の生成
は増加した７）。
この分野に関しては、出生を転機としたダイナミックに

変化する薬物代謝の発達変化や活性酸素の影響を今後検討
する。

� 非侵襲的脳エネルギー代謝の研究
脳内ヘモグロビン（Hb）の定量化に関する基礎的研究：

非侵襲的に近赤外光を用いて脳組織のスペクトル測定を頭
皮上より行なうため受光部を２点とし、その差スペクトル
を解析する two―point methodを確立し、脳組織を測定し
たスペクトルを透過型スペクトルとして解析する方法を開
発し、ベッドサイドでの脳組織内の Hb量と Hb酸素飽和
度、cytochrome c oxidaseの redox stateを測定する方法
を確立した８，９，１０，１１）。
新生児の脳内 Hb濃度と脳内 Hb酸素飽和度（SbO２）に

関する研究：正期産児における出生後の経時的変化を検討
した結果、脳内血液量は生後早期で高値を示し、２５～４８時
間以降有意に減少した。SbO２は日齢６までは殆ど一定（６０
～７０％）であった９）。さらに生後１５分までのこれらの変動
を観察した結果、脳内血液量は生後２～３分以内に一過性
に増加した。SbO２は生後５～６分には５５％まで急速に上
昇し、その後徐々に約１０％増加した。生後早期の脳循環と
脳内酸素化のダイナミックな変動を捕えることに成功し報
告した８，１２）。
新生児・小児用無侵襲診断システムの開発に関する研

究：脳循環・代謝を測定する方法として、マッチング・フ
ァンド方式による産学連携研究により多チャンネル近赤外
光測定装置を使用し、頭部全体の変化や肝臓・循環器系を
リアルタイムで測定できる新生児・小児用無侵襲診断シス
テムを開発した。臨床応用として�自発的または他覚的刺
激による脳機能モニター、� indocyanine green（ICG）
を利用した局所脳血流イメージング、� ICGを用いた肝
臓での摂取・排泄機能評価などの研究を行っている。

社会貢献

我々小児科学講座の目標は、新生児から一般小児まで診療
できる小児科医の育成、根拠に基づいた医療および新生児の
後遺症なき救命を研究テーマとしており地域社会を含め小児
科学の発展への貢献において計り知れないものがある。また、
小児科学会薬事委員（大西鐘壽、伊藤進）の立場、日本小児
臨床薬理学会の事務局を当講座に置き、小児適応外使用医薬
品の解決および小児臨床薬理全般につき多方面から努力を行
っている。

そ の 他

過去３年間で文部科学省科学研究費（基盤研究（B）２件、
基盤研究（C）５件、奨励研究（A）６件）の助成を得るこ
とが出来た。大学院生の矢口善保医師は、日本未熟児新生児
学会賞を「新生児黄疸に対する光療法―各種光源の比較―」に
より授与された。厚生科学研究として「小児薬物療法におけ
る医薬品の適正使用の問題点の把握及び対策に関する研究」
（大西鐘壽主任研究者）１３）として過去３年間、その分担研究
者（伊藤進）として過去２年間助成を得た。厚生省精神・神
経疾患研究委託費「発達期の脳障害の予防・診断・治療に関
する臨床研究」の分担研究者（磯部健一）として過去１年間
助成を得ている。そして、創薬等ヒューマンサイエンス総合
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研究事業重点研究第４分野稀少疾患治療薬等の開発に関する
研究「難治疾患・稀少疾患を主とした医薬品の適応外使用の
エビデンスに関する調査研究」の分担研究者（大西鐘壽）と
して助成を得た。また、平成１１年度マッチング・ファンド方
式による産学連携事業においても「新生児・小児用無侵襲診
断システムの開発」が採択され助成を得ている。
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教 育

� いかに学生に講義に興味を持たせられるか。
未だ出席のためにだけくる学生がおり、一番前で授業中

に寝ている学生がみられる。対策として、個々の講師がそ
れぞれ講義内容を工夫する。非常勤講師による講義を増や
し、講義内容に多様性を持たせ、学生に勉強に対するモチ
ベーションを高める。学生自身による講義を行なわせ、積
極的かつ自主的な授業参加を求める。

� ポリクリの充実（産婦人科学にいかに興味を持たせられ
るか）。
未だにポリクリの欠席者がおり、医学生にとっていかに

ポリクリが今後の医師となるために重要であるか認識でき
ていない。できるだけ個々の医師によるマンツーマン教育
を行う。学生とできるだけ対話し、それぞれの意見に耳を
傾ける。しかしながら教室員が絶対的に不足しており、今
後いかにして入局者を増やすかが大きな課題である。

研 究

� 周産期情報ネットワークの構築に関する研究
� 先天異常・胎児 DNA診断に関する研究
� 三次元超音波に関する研究
� 子宮腔内超音波に関する研究

 産婦人科領域における galectin動態に関する研究
� 産婦人科疾患の分子生物学的研究
� 絨毛性疾患の治療に関する研究
	 婦人科細胞診断学
� 婦人科悪性腫瘍とテロメラーゼに関する研究
上記研究に対し、積極的に英語論文を書くこととし、多数の
論文が外国の一流雑誌に掲載されている１―５４。

社会貢献

現在、関連病院に坂出市立病院産婦人科医長１名、内海病
院産婦人科医長１名・医師１名、おおにし病院院長１名、三
宅医院（岡山）産婦人科部長１名、高松赤十字病院産婦人科
医師１名、香川県立中央病院産婦人科研修医１名を派遣して
いる。さらに来年度は、香川県立医療短期大学専攻科助産婦
養成課程教授、聖隷浜松病院産婦人科に教室から医師を派遣
する予定である。

そ の 他

現在、秦は厚生労働省の特定疾患対策研究事業『難治性水
頭症』調査研究班の一員として先天性水頭症の遺伝子診断に
関する調査研究を行っている。また留学を大いに奨励し、ゼ
ンメルヴァイス大学（ハンガリー・ブタペスト）産婦人科、
ウイーン大学（オーストリア）産婦人科、国立大阪病院臨床
研究部に教室員が留学した。
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教 育

第一外科学は心臓血管疾患と肝・胆・膵臟および消化管疾
患の診断と外科治療を教え、基礎から臨床まで理論的な考え
を基盤として身に付けられることを重要視した教授方法をと
っている。
� 講議

視覚に訴える講議を中心にし、繰り返し話すことで重要
点を記憶にとどめる様努力している。単に医学知識を教え
るだけでなく、臨床指向を高める工夫と共に、最新の重要
知見も織りまぜながら講議をすすめている。出席を取り、
時に講議のアンケートもとるようにした結果、９０％以上の
出席が続いている。それでも、授業の最初から居眠りをし
ている学生が見られ、学生の普段の生活指導も重要である
が、さらにマルチメデイアを活用した印象深い講議を工夫
する必要がある。今後は基礎・臨床、内科・外科が一体と
なった系統講議をすすめるべきであると考えるが、基礎・
臨床の壁が厚く調整が難しいのが現状である。

� 臨床実習
本学の学生は積極的に診察をする意欲が極めて乏しい。

そこで、実習期間中の講議をいっさい止め、staffに５年
生１人づつの責任を持たせ、医師団の一員として行動を共
にさせている。１学期は６年生を加えた医師団を形成する
ことになり、６年生も５年生の指導にあたっている。この
形態は学生には極めて好評で、臨床への意欲をともに刺激
しあっており、休む学生はなく、夜遅くまで病棟で活動し
ている。病棟での検査や静脈採血などの医療行為を指導医
の基で体験させている。６年生は上級生としての能力を試
される事にもなり、臨床に対する緊張感も得られてよい研
修となっている。しかし、教官の負担は大きく、早朝から
深夜まで学生と行動を共にするので、自由時間や研究時間
をとれないが、人間的なつながりができるのは大きな利点
である。

� 評価
講議の評価は筆記試験と出席率で行っているが、実習評

価は学習態度、服装・身だしなみ、患者への接し方、医学
知識および臨床技能の５項目について指導医が１～４点の
評価を下し、その合計で行っている。さらに、実習の最後
に１２項目に渡り学生自身の自己評価と指導医による評価を
行っている。合格点に達しない学生には夏休みに追加の実
習を科している。臨床実習中は学生の望んでいた講議形式
の授業よりも、医師団の一員に加えて日常の診療をさせる
ことが学生自身の満足感も高いようである。

研 究

一般外科：臼杵講師がサーモグラフィーを用いた癌の進行
度・悪性度を評価した研究を本にまとめ、２０００年には日本サ
ーモロジ―学会を主催した他、温熱画像の国際基準作成会議
に加わると共に、Korean Society of Diagnostic Thermology
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の招待講演を行った。合田助手は In vivo ESRの開発と臨
床応用を行っており、今日まで多くの業績を挙げている。そ
の応用分野は広く細胞レベルから臨床応用まで広げようとし
ている。
消化管外科：消化管手術における手術術式と術後の QOL

の研究をすすめている。難治性胃癌や逆流性食道炎に対する
手術手技の研究は学会のシンポジウムに取り上げられ、自律
神経温存や人工肛門造設の新しい手術手技も発表した。また
体内における薬物動態を考慮した癌化学療法の重要性を明ら
かにした。今後患者や腫瘍の状態に応じた投与方法を明確に
し、癌化学療法の個別化を目指し、有効な抗癌剤投与法の確
立を目指す。術後、敗血症になると腸管吻合部以外の重要臓
器に生体防御反応が惹起され、逆に吻合部において IL―６の
発現および炎症細胞の浸潤が抑制され創傷治癒過程が遷延す
ることを証明した１）。また、胃内容排出機能異常の評価とそ
の病態に関する研究では、バリウムクッキー法を考案し、胃
内容排出機能を簡便・安価・高精度に評価する検査法として
確立させ、現在特許申請中である。
肝・胆・膵外科：肝虚血再潅流障害の機序解明とその予防

に関する研究に力を入れている。肝類洞内皮細胞の形態的、
機能的変化が、肝実質細胞障害に先行して起り、血清ヒアル
ロン酸が肝障害の早期から上昇することを明らかにし（S.
Yachida，et al : Virchows Arch４３３：１７３―１８１，１９９８）、肝切
除後肝不全の早期指標として有用であることを示した２）。肝
臓の虚血再潅流障害の予防に関する研究では PGE１の門脈
内投与が温虚血・再潅流後の肝切除時に肝細胞障害を軽減す
ることを証明した３）。また、D―alloseが肝虚血再潅流障害の
予防に有用であることを証明し、その機序を解明中である（M.
A. Hossain，et al : Transplant P３２：２０２１―２０２３，２０００）。ま
た肝切除後の肝不全の予防に関する研究も精力的に行ってい
る。門脈塞栓術による術後肝不全予防効果発現の要因が、肝
切除時の急激な門脈循環動態変化を予防することにあり（岡
田節雄 他：日臨外会誌 ５９：９２０―９２５、１９９８）、肝類洞内皮
細胞の TNFα産生の抑制が関与していることを明らかにし
た４）。さらに、門脈結紮後は結紮側のみならず、対側の薬物
代謝機能も低下するが、対側の機能はまもなく改善すること
を明らかにした５）。臨床研究では胆道系の進行癌手術に対し
左肝動脈温存肝十二指腸間膜切除術式の考案（T. Maeba，et
al : J Hep Bil Pancr Surg５：２９７―３０２，１９９８）や腹部悪性
腫瘍に対する下大静脈合併切除法の開発などの成果をあげた。
この研究の中で下大静脈浸潤を示す肝癌は画像診断よりも浸
潤範囲が少なく、人工心肺装置を用いないで切除可能な症例
がかなり存在することが判明した６）。さらには肝臓癌の再発
様式と肝内転移・多中心生発癌の研究も続けている。今後も
肝臓の虚血再潅流障害の機序、肝保存法の確立を目指した研
究、進行肝・胆道系癌に対する手術の改良、肝癌再発の機序
の解明などの研究を続ける。
心臓血管外科：ショック時の自律神経活動の研究を続けて

いる。意識下家兎を用いた研究では、腎交感神経活動 RNA
は心タンポナーデの進行につれて増加するが、血圧低下が生
じるレベルでは逆に減少するという２相性の変化が見られた。
RNAの増加には頸動脈洞・大動脈弓圧受容器が関与し、そ
の減少には心臓神経が関与していることを証明した７，８）。ショ
ック時の RNAの低下には脳内のオピオイドレセプターない
しは NOが関与していることが示唆された７，８）。今後脳内の反
射経路の解明を進めていく必要がある。さらに、心臓性ショ
ックは出血性ショックに比較して迷走神経を介した交感神経
抑制が強く働いていることを明らかにした。心筋の虚血再潅
流障害予防の研究では、小腸虚血という遠隔臓器の虚血も２４
時間後の心筋梗塞縮小効果を iNOSを介して示すことを証明
している。さらに、心筋の再潅流時には虚血心筋から出た
prostaglandinsが、圧受容器反射による RNAを迷走神経反

射を介して抑制することを明らかにした９）。このことは虚血
再潅流時に心筋保護効果として働くと考えられる。稀少糖に
よる心筋保護作用に関しても D―alloseの有用性を明らかに
している。今後香川大学農学部との共同研究で、様々な稀少
糖の心筋保護作用に関する比較を行い、その機序の解明を進
める。ドイツの Herz Zentrumとの共同研究で、ヒトの大動
脈弁輪と僧帽弁輪の術前後の動態解析を核磁気共鳴法を用い
て行っている１０）。臨床研究としては人工心肺使用による臓器
障害発生におけるサイトカイン発現の意義について検討を続
けると共に、短時間心筋虚血による preconditioningがその
後の人工心肺使用下の心筋保護にも有用ではないかと考え、
研究を続けている。

社会貢献

県下の病院に出張して消化器疾患・心血管疾患を中心とし
た臨床指導を行うと共に、学外の医師からの診療に関する相
談を常に受けている。学内のカンファレンスにも学外の医師
が自由に参加できるよう配慮している。
学術研究会を企画すると共に、中心的役割を担って一般の

医療レベルの向上に寄与して来たつもりである。さらに、県
内外の医師会の講演会や地方自治体の健康教育講座にも講師
として積極的に出かけ医療の啓蒙に努めた。
また、総合診療部の合田助手を中心に在宅癌化学療法、在

宅ターミナルケアー、在宅経腸栄養などの在宅医療にも力を
入れ、携帯電話による２４時間体制での相談にも応じている。
現在では外来看護婦の支援も得て、全国でも最も進んだ在宅
癌化学療法の専門施設になっていると自負している。
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教 育

� 講義・実習
系統講義の総論では、外科診療に必要な問診・診察法、

消毒法、基本手術手技、創傷治癒、損傷などの項目につい
ての講義を行っている。また各論では、呼吸器、内分泌、
一般外科の各分野における解剖・生理機能、代表的疾患の
病態などについて、更に診断技術の修得や治療計画の作成
能力の育成などを目標とした講義を行っている。また up―
to―dateな情報も盛り込む様に工夫している。系統講義の
評価はペーパー試験で行っているが、あくまで授業内容に
則しかつ国家試験を前提としたものになるように心掛けて
いる。
臨床実習は、学生が外来・病棟・手術場で実際の診断・

治療課程を体験することにより、講義や教科書による知識
を確認・統合することを目標としている。外来実習では患
者さんをどのように診察し、説明をするかを研修させてい
る。このときインフォームド・コンセントの重要性につい
ても説明している。病棟実習では主治医のもと学生に患者
さんを担当してもらい、積極的に接することにより病的状
態のみならず精神的葛藤なども理解できる様にしている。
手術日には担当患者さんと一緒に出棟から帰室までの課程
を体験し、手術場では実際に手術現場にも立ち会う。当然、
内容は教科書で学べない実践的なものになり、外科治療を
「身をもって」体験させている。また、専門分野の知識が
偏らないように、グループ単位に short lectureを行って
いる。臨床実習の最終日には学生を主体とした総括を行う
と同時にレポート提出を義務付けている。これらをもとに
総合評価を行うと共に、学生の意見をもとに自己点検をし
ている。

� 教育全般についての展望
倫理観をもった医師・研究者の育成を目標に、考える授

業、参加する授業を心掛けている。外科学の内容は多岐に
わたるが、教授内容は専門的になり過ぎずにあくまでベッ
ドサイドの実践的な領域とし、その内容が臨床の場で即役
立つように工夫している。更に、学生が自発的に「なぜ？」
という問いかけが常にできるよう手助けし、外科学のみな
らず医学全般を合理的に学習できるような教育を目指して
いる。

研 究

"number oneではなく only one"を目標に、新しい発想で研
究を行っている。まず、肺癌の遺伝子診断・治療法の開発と
して「癌転移抑制遺伝子による集学的治療」、「新規遺伝子に
ついての臨床的研究」、「新たな遺伝子治療」などについての
研究を行っている。また、気管・気管支・肺の再生実験とし
て、「完全吸収型・自己組織再生人工気管の開発」、「人工血
管・人工肺の開発」などについての研究を行っている。更に、
乳癌・甲状腺疾患の診断・治療法の開発として、「乳癌の転
移とガレクチン９の関連に関する研究」、「乳癌の抗癌剤耐性
におけるチオレドキシンの解析」、「メニンによるエストロゲ
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ンレセプター機能制御に関する研究」、「バセドウ病における
チオレドキシンの発現解析」、「樹状細胞を活性化する新しい
癌免疫療法に向けての研究」、「転写阻害因子 N―acetyl―cyste-
ine（NAC）の移植や抗炎症治療への応用」などについての
研究を行っている。
これらの研究に対して平成１２年度科学研究費補助金「基盤研
究（B）：AAVベクター及び受容体介在型導入法を用いた
インテグリン複合体による癌遺伝子治療」、「基盤研究（B）：
細胞増殖因子徐放生成体内吸収材料による組織再生誘導型人
工気管の研究」、「萌芽的研究：肺移植における抗酸化剤と活
性型ビタミン D３による拒絶回避」、平成１３年度科学研究費
補助金「基盤研究（C）：非小細胞肺癌における血管新生因
子の包括的解析と血管新生阻害剤の効果判定」、「基盤研究
（C）：気管軟骨再生を誘導する増殖因子徐放能を有する機
能的生体材料の開発」を得た。

社会貢献

２０００年９月に横見瀬裕保教授を中心に、「気管バンクの設
立と気管移植」が本学倫理委員会で承認され、現在実施に向
けて準備中である。また、県下外科医の臨床・研究活動の促
進を目的として、横見瀬裕保教授により１９９９年１０月「香川県
外科医会」が主催された。更に、県下医師を対象として１９９９
年１１月「文月会特別講演：肺癌外科治療の現状と展望」、２０００
年５月「木田郡医師会学術講演会特別講演：肺癌における遺
伝子診断」、２０００年１２月「香川県内科医呼吸器疾患談話会特
別講演：気管移植：実験的検討と臨床応用に向けて」が講演
された。また、山内清明講師により２０００年１２月「文月会特別
講演：乳癌治療の現状とその展望」、２０００年９月「文月会特
別講演：内分泌外科の現状とその展望」が講演された。一般
市民を対象とては、２０００年１１月の香川医科大学公開講座で横
見瀬裕保教授により「肺移植について」、黄政龍助教授によ
り「肺癌の診断と治療～外科の立場から」が講演された。ま
た、地域産業復興への貢献を目的として、山内清明講師によ
り免疫病理学教室の平島光臣教授らと共にガレクチン９研究
に関する研究結果に基づき特許を取得しベンチャー会社ガル
ファーマが設立された。

参考文献（１９９８年１月―２０００年１２月）

１）木原 実、宮内 昭、前田昌純：甲状腺葉切除にて異所
性副甲状腺を摘出しえた腎性副甲状腺機能亢進症の１例。
日本臨床外科学会雑誌、５９：７５―７７，１９９８．

２）木原 実、宮内 昭、松坂憲一、前田昌純、西山佳宏、
田邊正忠：１３１I―MIBGシンチグラフィ後の術中シンチレ
ーションスキャンによる異所性褐色細胞腫の検出の試み。
内分泌外科、１５：４７―５１，１９９８．

３）宮内 昭、木原 実、松坂憲一、西谷暁子：乳腺部分切
除：針糸による切除範囲の経皮的標識。臨床外科、５３：２３９
―２３９，１９９８．

４）中元賢武、前田昌純、岡本 卓、杉田礼典、亀山耕太郎、
林栄一、桂 浩、小関萬里：mini scope VATSによる診
断と治療。日本呼吸器外科学会雑誌、１２：１―１０，１９９８．

５）亀山耕太郎、前田昌純：肺線維症。新／術前・術後管理
マニュアル、へるす出版、東京、pp５６６―５６７，１９９８．

６）亀山耕太郎、前田昌純：気管支拡張薬。新／術前・術後
管理マニュアル、へるす出版、東京、pp９６４―９６７，１９９８．

７）Bhuiyan M、中元賢武、岡本 卓、杉田礼典、亀山耕太
郎、林 栄一、小関萬里、前田昌純、：トロンボキサン A
２合成酵素阻害剤である OKY―０４６の肺保存における有効
性。日本呼吸器外科学会雑誌、１２：４５４―４６０，１９９８．

８）前田昌純、中元賢武、亀山耕太郎、小関萬里：肺癌に対

する気管・気管支形成術（標準術型の吻合法）。手術、５２：
８３３―８３７，１９９８．
９）杉田礼典、前田昌純、中元賢武、林 栄一、亀山耕太郎、
岡本 卓、小関萬里：肺移植におけるドナー肺保存の研
究：カリウムイオンの影響とカリウムチャンネルブロッカ
ーの効果。日本呼吸器外科学会雑誌、１２：５６０―５７０，１９９８．

１０）前田昌純：窮余の一策。胸部外科、５１：９６６―９６６，１９９８．
１１）亀山耕太郎、前田昌純、中元賢武、那須教生：呼吸器外
科手術への応用。経皮的心肺補助法――PCPSの基礎から
臨床まで、秀潤社、東京、pp１１９―１２７，１９９８．

１２）木原 実、松坂憲一、宮内 昭、前田昌純：５’―deoxy―
５―fluorouridine（５’―DFUR）とMedroxyprogesterone ace-
tate（MPA）の併用療法により長期間完全寛解が継続して
いる Stage IV乳癌の１例。癌と化学療法、２５：２１２３―
２１２６，１９９８．

１３）前田昌純、中元賢武、亀山耕太郎：肺癌に対する気管・
気管支形成術。肺癌の臨床、１：５４７―５５６，１９９８．

１４）Nakamoto K, Maeda M, Okamoto T, Kameyama K,
Sugita A, Hayashi E : Preoperative diagnosis with video
―assisted thoracoscopy with miniaturized endoscopes in
general thoracic surgery : a preliminary study. Chest,
１１４：１７４９―１７５５,１９９８.

１５）Miyauchi A, Sato M, Matsubara S, Ohye H, Kihara M,
Matsusaka K, Nishitani A, Takahara J : A family of
MEN１with a novel germline missense mutation and be-
nign polymorphisms. Endocr J,４５：７５３―７５９,１９９８.

１６）Miyauchi A, Matsusaka K, Kihara K, Matuzuka F,
Hirai K, Yokozawa T, Kobayashi K, Kobayashi A, Kuma
K : The Role of Ansa―to―Recurrent―Laryngeal Nerve
Anastomosis in Operations for Thyroid Cancer. Eur J
Surg,１６４：９２７―９３３,１９９８.

１７）木原 実、松坂憲一、宮内 昭、前田昌純：閉経前乳癌
の補助内分泌療法として腹腔鏡下卵巣摘出術を行った１例。
乳癌の臨床、１３：８３９―８４１,１９９８.

１８）Miyauchi A, Kihara M, Matsusaka K, Nishitani A,
Nishiyama Y : Successful autotransplantation of an adre-
nal gland using a new method of omental wrapping :
report of a case. Jpn J Surg,２９：９６０―９６２,１９９９.

１９）岡本 卓、前田昌純、劉 大革、亀山耕太郎：気管軟骨
の力学的特性：経年的変化および化療の影響について。外
科治療、８１：９９―１００,１９９９.

２０）中元賢武、前田昌純：縦隔胚細胞性腫瘍。元賢武、前田
昌純：縦隔胚細胞性腫瘍。A, Hayashi E

２１）木原 実、松坂憲一、宮内 昭、前田昌純：乳腺間質肉
腫の１例。日本臨床外科学会雑誌、６０：６６１―６６４,１９９９.

２２）前田昌純、亀山耕太郎：気管吻合術。耳鼻咽喉・頭頚部
手術アトラス、医学書院、東京、下巻 pp１３４―１３８,１９９９.

２３）亀山耕太郎、前田昌純：呼吸器障害。手術術式からみた
周術期管理のすべて、長井書店、大阪、pp３４５―３４７,１９９９.

２４）亀山耕太郎、前田昌純、中島 尊、桝屋大輝、劉 大革、
岡本 卓、杉田礼典、林 栄一、中元賢武：Montage型気
管分岐部再建術を試行した腺様嚢胞癌の一症例。日本呼吸
器外科学会雑誌、１３：５８２―５８７,１９９９.

２５）劉 大革、前田昌純、岡本 卓、林 栄一、亀山耕太郎、
杉田礼典、中島 尊、桝屋大輝、中元賢武：気管軟骨の構
造特性：成長に伴う物理生化学的変化。日本呼吸器外科学
会雑誌、１３：４９４―５０３,１９９９.

２６）岡本 卓、前田昌純、劉 大革、林 栄一、亀山耕太郎、
杉田礼典、中島 尊、桝屋大輝、中元賢武、宮武 明：気
管軟骨の構造特性に及ぼす CDDPの影響。日本呼吸器外
科学会雑誌、１３：５１０―５１８,１９９９.

２７）亀山耕太郎、前田昌純、中島 尊、桝屋大輝、劉 大革、

－５６－



岡本 卓、杉田礼典、林 栄一、中元賢武：PCPS下に
右スリーブ肺全摘術を行った肺芽腫症例。日本呼吸器外科
学会雑誌、１３：６３７―６４２,１９９９.

２８）木原 実、東島哲也、小関萬里、大林康二、中村健司、
西谷暁子：多発性消化管重複症に発生した腺癌の１例。日
本消化器外科学会雑誌、３２：２０３０―２０３４,１９９９.

２９）木原 実、東島哲也、小関萬里、大林康二、中村健司、
西谷暁子：急性腹症にて発症し、横紋筋融解症と急性腎不
全を呈したサルモネラ腸炎の１例。日本臨床外科学会雑誌、
６０：１７５６―１７６０,１９９９.

３０）亀山耕太郎、前田昌純、岡本 卓、杉田礼典、林 栄一、
桂 浩、中元賢武、小関萬里：気道狭窄症例に対する
PCPS併用下ステント挿入術。胸部外科、５２：１０７８―１０８３,
１９９９.

３１）Kihara K, Yokomise H, Miyauchi A, Matsusaka K : Re-
covery of parathyroid function after total thyroidectomy.
Surgery Today,３０：３３３―３３８,２０００.

３２）木原 実、横見瀬裕保、宮内 昭、松坂憲一：甲状腺未
分化癌の予後因子の検討。日本臨床外科学会雑誌、６１：１１１４
―１１１７,２０００.

３３）岡本 卓、横見瀬裕保：肺嚢胞切除における遷延性エア
リークの対処。日本胸部臨床、５９：３４９―３５４,２０００.

３４）Huang CL, Yokomise H, Kobayashi S, Fukushima M,
Hitomi S , Wada H : Intratumoral expression of
thymidylate synthase and dihydropyrimidine dehydroge-
nase in non―small cell lung cancer patients treated with
５―FU―based chemothrapy. Int J Oncol,１７：４７―５４,２０００.

Key words

気管移植、気管バンク、人工気管、気管軟骨再生、癌遺伝子、
癌抑制遺伝子、癌浸潤転移、細胞周期調節遺伝子、肺癌遺伝
子治療、乳癌抗癌剤耐性、乳癌免疫療法

（文責：亀山耕太郎）

教 育

� 講義・実習
整形外科学の講義は医学科においては２年次に課題実習、

４年次の２学期より約１９時間の系統講義が、５年次の臨床
実習�が５人のグループで２週間毎に、６年次の臨床実習
�が選択で整形外科（毎年約１４名の学生が選択している）
と理学療法部で受け入れて３週間毎に行われている。６年
次の臨床統合講義には「リハビリテーション治療」、「人工
臓器」、「マイクロサージャリー」のモデレーターを担当し
ている。
看護学科については選択科目である「老人と医用工学」、

「人間工学」を２年次の後期にそれぞれ１５時間受け持って
いる。

� 教育全般についての展望
教育改革によりカリキュラムが変更されつつある。それ

に伴って整形外科学は１年次の早期体験医学には骨折とス
ポーツ外傷を取り上げて整形外科学のイメージ作りをして
いる。２年次の課題実習にはスポーツ選手の体力測定、骨
強度測定法などを取り上げて臨床医学教室で行われる基礎
医学の手法についての理解を深めたいと考えている。４年
次の統合講義の中に運動器、神経学、内分泌学、免疫学、
救急医療、小児科学などに分散し、より効率的に、基礎医
学との関連性を持ちながら編成される。臨床実習は５年次
に現在と同様なシステムで行われる可能性が強いが、クリ
ニカルクラークシップ、ベッドサイドテーテイングの手法
で学生に診断、治療の具体的な経験をより多く積ませるよ
うにしたいと考えている。
平成１６年からの卒後研修のスーパーロテーションに備え

て整形外科の研修計画が立案されている。整形外科医を目
指す研修医が一般内科、外科、救急医療、麻酔等の基礎的
な知識技術を身につけ、その上に専門的な研修を行うシス
テムを早急に構築する必要性がある。日本整形外科学会が
求める専門医としての技量のほかに、医師としての人間性
を高めることも研修医時代に求められている。

研 究

� 骨代謝研究
当教室の研究の中で最も重きを置いているのは骨系統疾

患と代謝性骨疾患の原因究明と治療方法の開拓である。骨
系統疾患の中で易骨折性のある骨形成不全症について小児
期から青年期以降まで経過観察した多数例について報告し
た９）。代謝性骨疾患の中には骨粗鬆症８）、腎性骨異栄養症４）、
副甲状腺機能亢進症、骨軟化症などがあり、その中でも骨
粗鬆症の基礎研究１０，１３，１９）については重点を置いて行ってき
た。ヒト単球細胞株を用いた破骨細胞分化モデル６，１７，１５）を確
立してビタミン D３２０），ビスフォン酸の骨への作用機序２３）

の解明、ビスフォン酸の前投与がラットの不動化による骨
減少を予防できるか３，５，１６，２４）ラット、犬、猿の骨折治癒がビ
スフォン酸投与によって影響を受けるかなどの研究を積極

整整形形外外科科学学
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的に行ってきた１１，２１，２２）。これらの実験の多くは共同研究、
文部省科学研究費補助金によってなされた。

� 骨軟部腫瘍についての研究
骨軟部腫瘍は多くが臨床研究であり２）、骨軟部悪性腫瘍

広汎全摘出術後の再建術，良性骨腫瘍摘出術後の人工骨充
填術の手術成績が報告された。軟骨骨腫に伴う炎症の発生
機序１５）について分子生物学的な検討を行い発表した。

� 脊椎疾患についての研究
脊椎疾患についての研究は臨床例をまとめ、頚髄損傷、

透析脊椎症１８）、リウマチ性上位頸椎病変、骨粗鬆症に合併
した破裂骨折２６）、腰椎椎間板ヘルニヤの再手術例、転移性
脊椎腫瘍、頸椎症性脊髄症、腰椎すべり症２７）、化膿性脊椎
炎、脊髄腫瘍などについて自然経過、術後の成績などにつ
いて報告が行われ、西日本脊椎研究会奨励賞１８，２６）、日本腰
痛学会最優秀論文賞２７）が授与された。

� 手の外科に関する研究
手の外科に関する臨床研究は、透明外套管による２por-

tal鏡視下手根管解放術、画像解析による母指の３次元運
動評価１）、手指外傷に対する創外固定の応用、手指関節部
分欠損に対する骨軟骨移植などについて報告された。基礎
研究は屈筋腱修復に関与する Basic FGFについての研究、
手指の先天奇形と指間間充識アポトーシスとの関係などで
文部省科学研究費を取得している。


 関節外科の研究
人工股関節、人工膝関節の術後経過について７，１２）、変形

性股関節症に対する関節温存手術の長期観察等の臨床研
究１４）がなされ、関節運動解析に関する報告は前十字靱帯再
建術後の片脚着地緩衝能の評価、バレーボール、剣道選手
の動作解析、加重による下肢アライメントなどについて行
われた。

� 研究全般の展望
整形外科学の研究はまず臨床症例の経過観察、術後の成

績をまとめながら先端的な治療方法の開拓をせねばならな
い。基礎研究は臨床との関連性を持ちながら、特に骨代謝
学においては骨の力学的強度、脊椎外科領域では脊髄損傷
の機序、スポーツ外傷のバイオメカニクス解析などについ
て発展させたい。

社会貢献

例年体育の日に香川県整形外科医会と協力し、日本整形外
科学会指定の「骨の日」行事として電話相談、骨の健康相談、
リウマチ友の会総会で講義と健康相談を行っている。平成１０
年１０月１１日には市民公開講座「リウマチの理解のために」を
開催した。毎年４回に亘って整形外科医会と協力して公開カ
ンファランスを行っている。香川県長寿大学、高松市老人大
学においてそれぞれ年１回「腰痛と関節痛」の講義を受け持
っている。

そ の 他

学会の主催：
年２回の香川県整形外科集談会の主催
１９９８年３月１５日 第１４回四国関節・関節鏡セミナー（高松
市）の主催
２０００年６月１日 第１０回中国四国骨代謝研究会（岡山市）
の主催
２０００年１０月１２―１３日 第９５回中部日本整形外科災害外科学
会（高松市）の主催

学会賞などの受賞：
１９９９年度 Sun Valley Hard Tissue Seminor，Alice Jee
Memorial Award（真柴 賛）

１９９９年度 西日本脊椎研究会奨励賞（有馬信男）１８）

２０００年度 American Orthopedic Research Socirty，New
Investigator Recognition Award（真柴 賛）
２０００年度 日本骨代謝学会学術賞（森 諭史）
２０００年度 西日本脊椎研究会奨励賞（渋谷 整）２６）

２０００年度 日本腰痛学会 最優秀論文賞（増本眞悟）２７）

留学生：
中国より５名（内２名国費留学生、１名県費留学生、２名
私費留学生）

文部科学省科学研究費：
１９９８―１９９９年 基盤研究（C）新規ヒト単球細胞株を用い
た破骨細胞実験系の確立
１９９８―２０００年 基盤研究（C）手指の先天奇形（特に合指
症）の成因に関する研究

共同研究：
日本イーライリリー社との共同研究（２０００．１２．５―２００３．３．３１）
骨粗鬆症薬の骨折治療に与える影響の検討

その他の研究助成：
南海育英会教育研究助成
２０００年度 近赤外分光法を用いた下肢関節術後患者の筋内
酸素動態の評価
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Three－dimensional motion analysis（三次元運動解析）

（文責：乗松尋道）
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教 育

� 講義・実習
形成外科学の教育目標は、形成外科分野の医学全体に占

める位置付けを明確にし、当大学の卒業生が形成外科の重
要性を認識して、それを全国に波及させることである。そ
のため、講義と実習は豊富な臨床現場の提示と同時に基礎
分野や他科との連携を重視した内容となっている。
医療総合講義では整形外科に協力する形で、「マイクロサ
ージャリーを用いた組織移植」を行ってきたが、１９９８年か
ら当科主催で救急治療の「熱傷治療」を麻酔・救急科と、
さらに１９９９年から救急治療の「顔面外傷の処置」を歯科・
口腔外科と行っている。また、２０００年には研究医学�で再
生医学の最先端たる培養皮膚の実習をスタートさせている。
特別講義は形成外科学会の重鎮を非常勤講師にお願いして
いる。１９９８年度は難波雄哉長崎大学名誉教授、１９９９年度は
森口隆彦川崎医科大学教授、２０００年度は西村善彦京都大学
教授に来ていただいた。

� 教育全般についての展望
香川医科大学形成外科は外科学講座の１つとして国公立

大学の中では全国に先駆けた独立講座として開学以来開設
されている。つまり、日本の形成外科教育の老舗の１つと
しての責任があり、形成外科分野全般に偏りなく教育を行
ってきた。卒業生が形成外科を専門としないにしても、卒
業生に形成外科の重要性や他科との関わりを理解してもら
う必要がある。臨床実習（ポリクリ）の時間は他の臨床科
の半分であるが、医学実習�（スーパーポリクリ）の選択
は毎年安定しており、１９９８年から２０００年の３年間に１０人が
当科を選択して参加し、参加者中５人が入局している。ま
た、卒後教育も充実しており、学会等にも積極的に参加し
て、専門医試験への対応や大学院での研究も活発である。
秦維郎教授の東京医科歯科大学転勤（１９９９年９月）、朴

修三講師の静岡県立こども病院転勤（２０００年３月）でスタ
ッフが一時減ったが、教育に支障を来たすことなく、２０００
年末の段階で、鈴木茂彦教授、伊藤理講師、宗内巌助手、
川添剛助手のスタッフで教育に従事している。今までの医
学教育の方法に固執することなく、医学教育ワークショッ
プにも参加している。講義内容は歴史的、基本的なものを
踏まえたうえで、特別講義で最新の形成外科医療を教育し
ていただいている。新しい展望として、鈴木茂彦教授の開
発した培養皮膚の臨床応用を再生医学の１つとして目指し、
教育にも還元させている。培養皮膚の臨床応用は２０００年末
に倫理委員会の承認を得た。

研 究

当科では臨床においても、現行の治療法に満足することな
く、より低侵襲で機能面は当然ながら整容的に優れた治療法
の開発に努めている３，６，９，１０，１３，１５，１７，２２―２４，３１，３２，３６，３８，４４３―４６，５０―５５，５７）。また、基
礎的な研究についても、将来の臨床応用に直結するものを目
指している１１，３５，３９）。
� 培養皮膚の開発と臨床応用１６，１９，２０，２１，２５，３４，４０，４１）

真皮成分を含む培養皮膚は１９８０年代より開発されている
が、作製の手間と時間がかかるため、臨床応用が進んでい
ない。当科では２層のコラーゲンスポンジを用いて表皮と
真皮細胞をほぼ同時に培養し、さらに細胞播種密度を減ら
して生体内で表皮細胞を増殖させる方法で移植までの日数
を短縮させる方法を開発した。２０００年末に熱傷や母斑治療

に臨床応用可能となった。
� トラニラスト標的タンパク質の組織内分布１２，１８，２６）

ケロイドや肥厚性瘢痕の内服治療薬としてトラニラスト
が臨床応用されているが、その作用機序は不明である。当
科ではその標的タンパク質が３６―kDa MAGPであること
を同定し、組織内分布について検討した。

� Angiotensin�による血管収縮への superoxideの関
与７，８，３０）

高齢化社会では老人に対する形成外科手術が増加してい
る。皮弁の血行動態の研究は多いが、病態生理下での検討
は少ない。当科ではラットを用い、Angiotensin�作用下
の高血圧モデルでの superoxideの関与について検討した。

� 好酸球遊走活性因子（ガレクチン）の活性部位の検討３３）

最近、創傷治癒における好酸球の重要性が注目されてい
る。T細胞由来の好酸球に特異的な遊走因子であり、β―ガ
ラクトシドに対する親和性をもつレクチンであるガレクチ
ンをクローニングし、その生理活性について報告した。ガ
レクチンは、二つのレクチンドメインとリンクペプチドか
らなる。我々は、２つのドメインの、どちらに生物学的作
用がみられるかを検討した。


 端側神経縫合法について２）

神経移植は端端縫合がなされてきたが、近年、端側縫合
でも効果的な報告がなされている。効果が同じならば、ド
ナーの犠牲が少ない利点を持つ端側縫合のほうが良いこと
となる。当科ではラットモデルで比較し、顔面神経麻痺や
癌切除後再建症例に応用している。

� 唇顎口蓋裂の総合的治療５，２７―２９，４７，４８，５６）

唇顎口蓋裂の治療は形態的、機能的成長を損なうことな
く行わなければならない。当科では、より侵襲が少なく効
果的な手術方法や実施時期を考え、従来法と比較検討して
いる。

� 癌切除後再建への知覚付遊離皮弁の使用１，２）

癌切除後の欠損部位への組織充填の機能的再建の１つと
して、知覚は重要と考える。以前は積極的な知覚再建を行
っていなかったが、遊離皮弁移植後の知覚の回復が思わし
くないため、近年は手術時に知覚神経縫合を行っている。
神経付皮弁のほうが知覚の回復に優れ、口腔底等において
は機能的にも良い結果となっている。

	 頭蓋顔面骨再建手術の工夫４，１４，３７，４２）

先天異常や外傷後の頭蓋顔面骨変形に対して、形成外科
領域でも積極的な治療が行われている。当科ではその骨切
りデザインや骨移植法等に工夫している。内視鏡やモデル
利用で非侵襲的な手術を目指し、骨移植は吸収の少ない有
茎頭蓋骨移植等を考案している。

社会貢献

２０００年は再生医学が国の重要な研究対象の１つとなったが、
讀賣新聞のサイエンス欄の特集として６月１３日に鈴木茂彦教
授が取り上げられた。また、同年１０月頃 TBSテレビの「報
道特集」の再生医学で２回放送された。
１９９９年４月から２年間、四国新聞の日曜日健康欄に香川医
科大学医師会が医療関連の連載記事を載せた。そのうちの
１９９９年５月の３回分、２０００年８月の３回分を当科が担当した。
また、２０００年４月より同記事のイラスト５１回分も伊藤理講師
が担当した。

そ の 他

外国派遣実績
１９９９年６月～８月 朴修三 ハーバート大学医学部（米国

ボストン）

形形成成外外科科学学

教 授 鈴 木 茂 彦

講 師 伊 藤 理
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主催学会
１９９８年１０月２２・２３日 第７回日本形成外科学会基礎学術集会

高松

研究費受け入れ状況
１９９７・９８ 文部省科学研究費 奨励研究 A

伊藤理
移植軟骨の保存および軟骨再生能に関する実験的
研究

１９９８・９９ 文部省科学研究費 基盤研究 B
秦維郎 小坂博昭
皮弁生着における微小循環動態とフリーラジカル
の関与の解明

１９９９・００ 文部省科学研究費 基盤研究 B
伊藤啓 酒井洋 玄丞烋 石河正久 今村利勝
佐々木博昭 鈴木茂彦
生体適合性絹不織布の開発

２０００・０２ 文部省科学研究費 基盤研究 C
鈴木茂彦 伊藤理 川添剛
創傷治癒メカニズムにおける一酸化窒素の関与

参考文献（１９９８年１月―２０００年１２月）主要論文と著書

１）伊藤 理、秦 維郎、朴 修三、松下暢子、川添 剛：
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概 要

香川医科大学泌尿器科学教室は１９８３年に発足し、あらゆる泌
尿器科疾患に対する標準化された治療の提供と、先端科学技
術を駆使した新規治療方法の開発に積極的に取り組んできた。
空前の高齢化社会を迎え、前立腺疾患や排尿障害を有する患
者数の激増に伴い、良質な泌尿器科医の育成が香川県の地域
医療にとっても重点課題の一つとなっていることを深く認識
し、学生教育・若手医師の教育にあたってきた。地域の住民
に対する泌尿器科疾患に関する正しい知識の啓蒙は、在宅看
護症例が増加する中で、今後の重要な課題である。２００１年４
月より初代教授 竹中生昌にかわり、筧 善行を京都大学よ
り第２代教授として迎え、研究面では、ヒトゲノム解析デー
タを駆使した新規治療薬の開発などのテーマでの産学共同研
究の推進を、教育面では、腹腔鏡下手術などによる最小侵襲
治療法の積極的導入とその教育・訓練を、臨床面では医療成
果の重要な要素となりつつある quality of life（QOL）の泌
尿器科疾患での評価方法の開発や、腎移植の推進を通した地
域での臓器移植医療への貢献を重点課題として取り組んでい
る。

教育実績

４年次学生に対する系統講義、５年次学生に対する臨床実
習、６年次学生（希望者）に対する重点的臨床実習（スーパ
ーポリクリ）を通して、泌尿器科学領域の病態生理に関する
基礎的知識の徹底、診断法や治療法の進歩および今後の課題
などを十分に理解させることに努めてきた。セルフアセスメ
ント方式による学生と教官の相互評価を取り入れ、一定の成
果を挙げている。今後はコア・カリキュラムの導入などに伴
い、講義体系の見直しや再構築を行い、最小の時間で最大の
理解度を得られるよう、講義内容をさらにリファインしてい
く方針である。
泌尿器科は、性の問題や排尿の問題といった患者のプライ

バシーに深く関わる専門領域であることから、高潔でかつヒ
ューマニティにあふれる人格が要求される。これは、医師全
般に必要な要件でもあるが、特にこの点が重要となる泌尿器
科疾患の教育の場を通して、学生や若手医師の全人的教育を
意識して遂行し、一定の成果を挙げてきた。

研究実績

１）ラット膀胱化学発癌モデルを用いた膀胱発癌の基礎的研
究

BBN膀胱発癌モデルを用い、各発癌過程における遺伝
子変化や細胞外マトリックスの研究、細胞増殖とアポトー
シス関連分子の研究で数々の業績を挙げてきた。

２）前立腺癌に対する各種薬物投与と転移能に関する研究
各種抗癌化学療法剤やホルモン剤などの投与による細胞

接着因子の発現変化や細胞分裂周期への影響などについて、
いくつかの知見を得た。

３）腎臓癌における細胞増殖能とアポトーシス関連蛋白に関
する研究
ヒト腎細胞癌組織におけるアポトーシスの役割を検討し、

アポトーシスインデックスは腎細胞癌の悪性度や細胞増殖
率と関連することを明らかにした。

４）精巣機能に関する基礎的研究
セルトリ細胞と造精能との関係や、抗癌化学療法剤や環

境変異源物質による精巣機能障害の分子生物学的研究、亜
鉛投与による精子運動能の賦活作用などについての研究を
行い、多くの知見を得た。

以上のような研究の成果の一つとして、教室の香川賢一、張
祥華、山岡伸好、佃 文夫の４氏は、西日本泌尿器科学会

より学会賞（重松賞）を１９９８年より３年連続して授与されて
いる。

社会貢献に関する実績

主催学会
１）２０００年７月１日 第１６７回日本泌尿器科学会 四国地方
会（香川厚生年金会館）

２）１９９８年３月１４日 中・四国泌尿器科 悪性腫瘍研究会
（香川県県民ホール）
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教 育

脳神経外科学講座は、脳を中心とした中枢神経系のみなら
ず脊髄・末梢神経などを含めた総合的な「脳と神経」系の疾
患の診断と外科的治療を神経科学に立脚した理論的な考えを
持って行えることを重視した教育方針を取っている。
� 脳神経外科学講義

総論においては脳神経外科の勉強を進めるにあたり最も
基本となる解剖学の知識を繰り返し教えることで次の神経
学のためのしっかりとした基盤を形成している。各論にお
いては、それら基礎医学知識を応用しチュートリアル方式
でおよそ１０人単位のグループでレポートを作成し、実際に
学生に講義を行ってもらっている。スタッフはその講義を
サポートし、実際の疾患の画像診断や術中写真などを用い
てより理解しやすいものにするようにしている。他人に講
義することにより、その知識を更に印象深く記憶すると伴
に自ら疾患について考えまとめる力を養うことが出来るよ
うになり、脳神経外科学領域のみならず他の領域の疾患に
おいても大いに役立つものと考えている。機能的脳神経外
科、脳腫瘍の分子科学、脊髄脊椎疾患などは、その領域の
日本におけるエキスパートの先生方に特別講演をお願いし
て、最新の知識に触れることにより脳神経外科学に対する
モチベーションを高めるように工夫している。講義の終わ
りには、教官・学生の評価表を配布し、学生の自己到達度
の確認と教官の講義の準備材料にしている。

� 臨床実習
学生が自ら患者さんに積極的に接する姿を見ることが

年々少なくなっているように思われる。実習期間中には講
義形式（クルズス）と担当患者診察などを中心とした教育
行っている。２～３人の学生ごとに患者さんを割り当てそ
の診断と治療にスタッフと伴にあたり、実際に神経所見を
取り検査に一緒に行き手術を見学している。臨床実習期間
中（２週間）の診断と治療は、その疾患の基礎的知識と伴
にレポートとして作成し、実習の最後に発表してもらって
いる。少しでも多くの機会に患者さんに接してもらえるよ
うにとの工夫であるが、時にはカルテやフイルムを写した
だけの人もいて更なる工夫が必要と考えられる。実習期間
中の講義は、少人数で行える利点を活用して実際の頭部
CTや頭部MRI画像を用いて学生に診断を行ってもらい、
卒業後も直ぐに役立つ知識として身に付けてもらっている。
また臨床実習では、cadaverを用いて頭蓋内の血管や神経
を手術用顕微鏡下に観察し、またラットの頚動脈（約１�）
を吻合するなど実際の顕微鏡下手術を模擬体験してもらっ
ており、学生には非常に好評である。

� 評価と今後の課題
学生の最終到達度の評価は実習態度と筆記試験、出席率

で行っているが、学生が行う講義のレポートや臨床実習で
のレポートも成績に加味している。合格点に達しない学生
には、追試あるいはレポート提出など実地診療にあたって
絶対に必要となる minimum requirementを少なくとも習
得できたことを確認している。今後は、学生の積極的な参
加を促せるようなカリキュラムの充実化に努める必要があ
る。

研 究

脳脳神神経経外外科科学学

教 授 長 尾 省 吾

助教授 國 塩 勝 三

助 手 河 井 信 行 松 本 義 人

－６４－



当科の主要な研究課題である重症脳損傷に対する脳低温療
法に関しては、長尾教授・河井助手を中心に多くの基礎研究
とともに臨床応用がなされている。また国塩助教授・松本助
手は、悪性脳腫瘍に発現する薬剤耐性遺伝子を分子生物学的
な手法を用いて検索し、得られた結果にもとづき悪性脳腫瘍
患者ごとに有効と考えられる抗癌剤を選択し投与して、その
有効性を報告している。さらに入江講師・川西助手を中心に、
脳動脈瘤患者や脳血管狭窄性障害に対し脳血管内手術による
脳動脈瘤塞栓術や拡張術を施行し良好な成績を治め、その有
用性を報告している。
� 脳浮腫・脳低温療法研究グループ

急性硬膜下血腫モデルにおいて３３℃前後の脳低温療法が、
頭蓋内圧や脳潅流圧に影響することなく血腫直下の脳浮腫
を軽減することを確認した１）。また凍結脳損傷モデルにお
いては、損傷作成後の脳低温療法が海馬領域でのアポトー
シスを抑制することを確認した２）。さらに局所脳虚血モデ
ルを用いて、再潅流後の脳低温療法が脳梗塞の進展を有意
に軽減することを認め、この軽減に炎症反応の抑制（細胞
間接着因子 ICAM―１の発現と多核白血球の浸潤）が深く
関与することを報告した３）。さらに低体温からの復温方法
が前脳虚血後の海馬の神経細胞生存に影響することを報告
した４）。一方で脳低温療法の合併症の軽減を可能にする目
的で３５℃の極軽度の脳低温療法にアルカリ化剤である
THAMを併用することにより、急性硬膜下血腫モデルに
おいて３３℃の脳低温療法で得られるものと同程度の脳保護
効果を確認した。さらにはラットの脳内基底核部に自家動
脈血を注入し脳内出血モデルを作成し、その後脳低温療法
を加える事により血腫周辺の脳浮腫に対する軽減効果が得
られるかどうかを検討中である。このように各種疾病モデ
ルにおいてその有効性を確認する一方で、麻酔救急医学教
室の全面的な支援の元に現在まで約１００例の重症脳損傷（頭
部外傷、脳卒中）患者に対して脳低温療法が施行されてい
る。この症例数は全国有数であり、今後も脳低温療法のリ
ーダーとして検討を重なると伴に、脳低温療法が主題の一
つである第２４回日本神経外傷学会を２００１年に教室で開催す
る予定である。

� 脳腫瘍グループ
手術時摘出する悪性脳腫瘍より超高速遠心機等を用いグ

アニジン超遠心法で RNAを抽出し、その RNAを用いて
RT―PCR法を用い、multidrug resistance gene（MDR）―
１、multidrug resistance associate protein（MRP）１、
MRP２、mitoxantrone resistant gene（MXR）、topoisom-
erase（topo）II、glutathione s transferase（GST）など
の薬剤耐性遺伝子の発現程度を測定し、デンシトメトリー
により定量化した。また、同時に、培養脳腫瘍細胞にビン
クリスチン、シスプラチン、ニトロソウレア、ミトキサン
トロン、エトポシドなどの抗癌剤を作用させ、それぞれの
薬剤に対する耐性細胞を作成した。これらの耐性細胞にお
いても以上の薬剤耐性遺伝子の RNAの発現量を RT―PCR
法にて測定した。その結果、MDR―１はビンクリスチン、
MRP１、MRP２、topoIIはエトポシド、MXRはミトキサ
ントロン、GSTはシスプラチンの耐性に関することが確
かめられた５）。また、MRPに対するアンチセンスオリゴ
を用いてMRPの発現を抑制するとエトポシドの感受性が
上昇し、遺伝子治療による薬剤耐性克服の可能性が示唆さ
れた（tailored therapy）６）。これらの得られた結果にもと
づき悪性脳腫瘍患者ごとに有効と考えられる抗癌剤を選択
し投与している７）。治療中の患者においてその効果をMRI、
MR spectroscopy（MRS）、MR perfusion（MRP）法など
を用いて評価を行ない、MRIでの腫瘍の縮小、MRSでの
コリンのピークの低下、MRPでの mean transient time
の低下が認められ、本療法が有効であることが示唆された８）。

� 血管内治療グループ
脳血管障害、特に重症くも膜下出血や高齢者頸部内頚動

脈狭窄症に対してより低侵襲の治療法として積極的に脳血
管内手術を行っている。脳動脈瘤については破裂・未破裂
にかかわらず、１９９７年より保健適応の認められた離脱式コ
イル（Guglielmi detachable coil : GDC）を用いて瘤内塞
栓術を施行している。動脈瘤茎部の大きいものではバルー
ンやステントまたは３D―GDCを用いて瘤茎部を形成する
ような方法を用いて瘤内塞栓術を行っている９，１０）。現在ま
でに５０症例以上の瘤内塞栓を行い、術中破裂や再出血例は
認めず、morbidityは７％（いずれも一過性）、mortality
は０％と良好な成績を治めている。さらに高齢者や冠動脈
病変合併例あるいは両側病変の認められる頚部内頚動脈狭
窄症についても、自己拡張型ステントを使用し、より短時
間で低侵襲な血管拡張術を行っている。一方、脳血管内手
術による治療が第一選択とされる硬膜動静脈瘻ではコイル
や液体塞栓物質を使用し、経動脈的塞栓術と経静脈的塞栓
術の併用により安全で効果的な治療法を行っている。

社会貢献

脳神経外科の専門的診察を必要としている県下の関連病院
に出張して医師、看護婦に臨床指導を行うとともに、専門的
治療が必要な場合は大学附属病院に紹介して治療している。
２００１年には全国学会として第２４回日本神経外傷学会、第６
回日本脳腫瘍の外科学会を開催予定であり、また学術研究会
（香川脳血管障害研究会、香川症例検討会、香川周術期研究
会、香川脊髄外科研究会など）を主催し、県内の脳神経外科
医療・学問の中心的役割を果たしている。さらに県内外の医
師会の講演会などにも積極的に講師として参加し脳神経外科
疾患の啓蒙運動に努めている。また四国新聞への投稿、交通
外傷重度後遺症認定、自算会診断書判定、裁判所からの鑑定
書依頼に応じるなど広く社会貢献を行っている。

そ の 他

米国ミシガン大学、国立衛生研究所（NIH）に定期的に留
学生を送り、共同研究を進めるとともに、同大学より教授陣
を講師として招聘し国際交流に務めている。また中国より留
学生を受け入れ、臨床技術（microsurgery）や基礎実験の手
技の教育を行った。
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教 育

� 学生教育
４年次に行われる臨床講義には、ふつうの講義形式の他

に約半分の講義に学生のモチベーションを高めるため、学
生主導型の講義形式を取り入れている。テーマを各グルー
プの学生に割り当て、学生自身がテーマについて調べ、講
義当日に発表するようにしている。指導教官は学生に必要
な情報を提供し、それを参考にして学生が自習し、その上
でわからない点や足らない点を指導教官が補足するといっ
た形で学習する。学生がその内容を講義のときに発表する。
この学習形式では単に知識を得るのではなく、それを消化
し、わかりやすいプレゼンテーションの訓練にもなってい
る。この形式は指導教官の負担も多いが、多くの学生が積
極的に取り組んでいるおり、教育効果もかなりあると考え
られるので、十年以上この形式を続けている。
５年次には２週間の小グループ（約５名）での臨床実習

１があり、６年次には学生の希望する診療科を３週間３ク
ールの臨床実習２が行われる。臨床実習１では各学生が症
例（多くは実習期間中に行われる手術症例）と担当症例に
関連した１テーマをもらい、２週目の最後にひとり約３０分
で、指導教官とグループの学生の前で症例とテーマの発表
を行う。発表後、指導教官が総括を行う。外来・病棟実習、
検査、手術においてはなるべく自分で体験できる機会を多
くとるようにしている。
臨床実習２では２～３名の小人数であるので、クリニカ

ルクラークシップ形式で実習を行っている。マンツーマン
で指導医を決めて、研修医に準じた内容で実習を行ってい
る。大学病院以外に関連病院での実習も行い、耳鼻咽喉科
の一般診療がより詳しく理解できるようにしている。耳鼻
咽喉科の臨床実習は実際に自分で体験する機会を多く取っ
ているので、学生の評価もよい。

� 卒後教育
卒後２年間は大学あるいは研修指定病院で臨床研修を行

い、３年目以降は１～２年間の関連病院への出張を経て大
学へ戻り、６年目で耳鼻咽喉科学会認定専門医の資格を取
得するのが、一般的な研修コースになっている。専門医に
なり、耳鼻咽喉科領域全般の診療技術を習得した後、耳科
学、鼻科学、頭頸部腫瘍学などの専門分野（subspeciality）
の習得を目指す者は大学病院の専門外来にて研修を行い、
一般耳鼻咽喉科医を目指す者は関連病院で勤務に従事する。
卒後研修の２年間、英語専門論文を理解する力を養うた

めに、月に１度、研修医勉強会を７～８年前から行ってい
る。指導医と相談の上、テーマを決め、英文教科書と論文
数編をまとめ、２時間ぐらいで発表する。多くの医局員が
参加して研修医と討論をする勉強会であり、２年間で１人
５回することにしている。多くの研修医が２年後には英語
専門論文を読むことへの抵抗感はなくなっている。

� 今後の展望
平成１２年度の入学生からは統合講義型講義、チュートリ

アル、クリニカルクラークシップを取り入れた新カリキュ
ラムがスタートしている。４年次から臨床系の教育が行わ
れるので、平成１５年度から耳鼻咽喉科の学習内容も変更の
予定である。コアカリキュラムが導入され、講義時間が約
半分になるため、重点的に効率よく教育できるプログラム
を作成中である。臨床実習もコアカリキュラム、クリニカ
ルクラークシップが取り入れられるため、現在の耳鼻咽喉

耳耳鼻鼻咽咽喉喉科科学学
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科臨床実習を根本的に変える必要がある。
平成１６年度から実施予定の研修医制度に対応した卒後研

修内容の見直しを行う必要があり、研修制度の詳細が明ら
かになり次第、見直しを行う予定にしている。

研 究

� 基礎的研究
メニエール病の病因に関与していると推定されている内

リンパ嚢の機能に関して、電気生理学的・形態学的・分子
生物学的に研究を進めている。内リンパ嚢上皮はイオン・
高分子物質の吸収機能を持っており、特にナトリウム・カ
ルシウムイオンの吸収を通して、内リンパシステムの恒常
性維持に重要な役割をしていることが明らかになってきて
いる“１―３”。アルドステロン、ATPなどがナトリウムイオン
輸送の調節因子として働いている可能性を示唆する結果が
得られてきている（４，５）。
鼻アレルギーにおける各種物質の機能を生化学的・免疫

組織学的に調べており、主に IL１６、CD３５、ガレクチン９
について好酸球との関係も含めて研究を進めている。少し
ずつ、新しい知見が得られてきている段階である。
頭頸部扁平上皮癌において、ガン細胞の浸潤・転移に影

響を与える因子（ガレクチン、COX、VEGFなど）と臨
床像・予後との関連を免疫組織学的・分子生物学的手法に
より調べている。
各研究分野とも基礎的研究機関と共同研究を行っており、

このことが研究の発展に寄与していると考えている。
� 臨床的研究

人工内耳装用幼児における言語発達に関する研究を行っ
ており、人工内耳手術前に獲得されている視覚手段が人工
内耳装用後の聴覚による言語獲得に役立つことを示し�、
人工内耳装用により構音が正常化してくる結果を得てい
る�。さらに症例を増やし、長期の術後経過を詳しく観察
し、詳細を明らかにしていく予定である。
開院以来、当科を受診した耳鼻咽喉科疾患（慢性中耳炎

手術症例、副鼻腔疾患、扁桃周囲膿瘍、頭頸部悪性黒色腫）
症例の解析を行った“８―１１”。この結果に基づき、各疾患の診
断、治療の改良を行っている。

社会貢献

地域医療において、大学病院・関連病院における耳鼻咽喉
科診療の量的・質的な充実を目指しており、少しずつ、充実
してきている。しかしながら、教室員が少ないため、地域医
療界の要請にまだ充分に答えていないのが現状である。高齢
者医療・福祉の向上を目的として香川県が行っている高齢者
を対象としたかがわ長寿大学に教室から講師を派遣し、老人
性難聴、耳鳴りについて講演を行っている。

そ の 他

過去３年間で文部科学省科学研究費（基盤研究 C２ １件、
奨励研究 ２件）の助成を得ることができた。

参考論文（１９９８年１月―２０００年１２月）

１）Mori N, Wu D, and Furuta H. Membrane potential in
isolated epithelial cells of the endolymphatic sac in the
guinea―pig. Acta Otolaryngol（Stockh）１１８：１９２―１９７,１９９８．

２）Wu D and Mori N. Evidence for the presence of a Na
―H exchanger in the endolymphatic sac epithelium of
guinea―pigs. Pfluegers Arch―Eur J Physiol ４３６：１８２―

１８８，１９９８．
３）Mori N, Furuta H, Hoshikawa H, and Miyashita T. Ion

transport system in epithelial cells ofthe endolymphatic
sac. In : Sterker O et al, eds. Meniere's Disease１９９９―
Update. : Kugler Publications, The Hague,８３―８７,１９９９．

４）Furuta H, Sato C, Kawaguchi Y, Miyashita T, and Mori
N. Expression of mRNAs encoding hormone receptors
in the endolymphatic sac of the rat. Acta Otolaryngol
（Stockh）１１９：５３―５７,１９９９．

５）Wu D and Mori N. Extra cellular ATP―induced in-
ward current in isolated epithelial cells of the endolym-
phatic sac. Biochim Biophys Acta１４１９：３３―４２,１９９９．

６）野中信之、川野通夫、森 望、中島 誠、越智啓子、渡
邊文美．人工内耳幼児症例の聴覚による言語獲得．Audiol-
ogy Japan ４３：４４―５３,２０００．

７）傍士和香． 人工内耳術後の構音変化． 耳鼻咽喉科診
療プラクティス２ 聴覚の獲得（久保 武編）１９６～１９９頁、
文光堂、東京、２０００．

８）星川広史、古田 浩、森 望．慢性化膿性中耳炎手術症
例の臨床的検討．Otol Jpn ９：５７１―５７５,１９９９．

９）後藤理恵子、星川広史、森 望．頭頸部悪性黒色腫８例
の臨床的検討．耳鼻臨床 ９２：１００７―１０１１,１９９９．

１０）唐木將行、小林隆一、長生幸司、森 望．視機能障害を
来した鼻副鼻腔疾患―当科１６年間の検討― 日鼻誌 ３９：
１１３―１１９,２０００．

１１）宮下武憲、武田純治、山本美佐子、小林隆一、森 望．
扁桃周囲炎・扁桃周囲膿瘍の臨床的観察 ―再発と扁桃摘
出術の適応について― 耳喉頭頸 ７２：５１８―５２１,２０００．

Key words

patch―clamp immunohistochemistry RT―PCR in situ hy-
bridization

（文責：森 望）
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教 育

� 講義・実習
放射線医学は基礎放射線学から臨床放射線医学の広範囲

にわたるが、この領域は近年目覚ましく進歩している。放
射線医学講座の教官は附属病院放射線科・放射線部の教官
及び非常勤講師と共同で分担し、広い放射線医学の各領域
を網羅し、新知見をも取り入れた系統講義を行ってきた。
前期臨床実習では午前・午後の各単位毎に教官が担当し、

診断・治療・核医学の領域の実習を行い、平行して病棟実
習として悪性腫瘍患者を担当させ、レポート提出をさせて
きた。
後期臨床実習では学生１名または２名に対して診断・治

療・核医学領域の教官１名が１週間を通じて担当し、それ
を３週間ローテーションする形式をとって、各領域の放射
線科専門医の１週間の診療を体験させると共に臨床実習を
行わせてきた。

� 教育全般についての展望
学士入学の開始を前提に医学部２年生が課題実習として

基礎・臨床の各科に配属されているが、放射線科の実習で
は臨床領域の実習が主体となり、まだ解剖や病理について
の知識をもたない学生に実習を行わせるには大きな困難が
ある。まだ開始されたばかりではあるが、早期にカリキュ
ラムを再改革し、２年次に基礎医学の領域を学べるような
従前のカリキュラムにする必要があると考える。
将来、コアカリキュラムが導入されると、各コアごとに

放射線医学の各論の講義を行うことになるが、学生はコア
カリキュラム開始前に基礎放射線医学や診断・治療・核医
学領域の総論についての知識を得ておく必要がある。この
ためには期間は短いが集中的に放射線医学の講義を行う必
要がある。
臨床実習では従来と同様の実習を行うが、実習に対する

意識では学生と教官との間に大きな隔たりがあり、この解
決には教官の意識改革だけでなくいかに学生の意識を改革
し、臨床実習に興味をもたせるかが重要な課題である。
放射線医学の臨床実習の現場では、例えば X線透視下

の処置の実習を行う場合などでは、学生の放射線被曝が問
題となる。将来は学生に放射線作業従事者の講習を受けさ
せ、フィルムバッヂを持たせたたうえで実習につかせるな
どの検討が必要と考えられる。

研 究

� マルチスライスヘリカル CTを用いた CT血管造影の研
究

� マルチスライスヘリカル CTを用いた３D画像の研究
� MRIを用いた血流測定の研究
� MR Cisternographyの基礎的臨床的研究

 MR３次元 T２画像による直腸癌進達度診断の研究
� 透析シャント狭窄に対する血管拡張術および血管内ステ
ント留置の研究

� 血管内ステント留置後の内膜増殖抑制に関する放射線照
射効果の実験的研究

	 核医学的手法を用いた腫瘍の良悪性鑑別の研究

� 核医学的手法を用いた悪性腫瘍に対する化学療法の効果
予測に関する研究

� 放射線肺臓炎に関する実験的研究
� 肺悪性腫瘍に対する呼吸同期を用いた放射線照射の研究
� 喫煙と肺気腫・肺癌発生との関係に関する研究

社会貢献

１９９８年１０月に高松で日本核医学会総会を主催した際に、市
民公開講座を開催して放射線および核医学に関する一般市民
の認識を深めた。
香川県福祉事業部の胃癌・大腸癌検診部会委員や肺癌検診

部会の委員を勤めている。
香川県立医療短大の非常勤講師として臨床検査医学科の学

生を対象に放射性同位元素学を分担して講義を行い、医科学
特論の講義も行っている。
公立の事業所の集団検診のフイルムを読影し、肺癌・乳癌

・胃癌等の早期発見に貢献している。

そ の 他

科学研究費等の取得状況では１９９８年度―２０００年度の３年間
で５件の文部省科学研究助成金を取得している。
学会活動も積極的に行っており、国際学会では北米放射線

学会・米国核医学会・国際磁気共鳴学会等に参加し、毎年発
表を行っている。国内の全国学会では日本医学放射線学会・
日本磁気共鳴医学会・日本核医学会・日本血管造影 IVR学
会・日本放射線腫瘍学会等に参加して発表を行っている。

参考論文（１９９８年１月―２０００年１２月）

１）Usefulness of technetium―９９m human serum albumin
lymphoscintigraphy in chyluria.
Nishiyama Y, Yamamoto Y, Mori Y, Satoh K, Takashima
H, Ohkawa M, Tanabe M.
Clin Nucl Med２３；４２９―４３１．１９９８

２）Markedly increased accumulation of Tc―９９m DTPA in
a patient with neurofibromatosis.
Isobe Y, Yamamoto Y, Nishiyama Y, Satoh K, Takashima
H, Ohkawa M, Tanabe M.
Clin Nucl Med２３；５５７―５５９．１９９８

３）False―positive Iodine―１３１whole―body imaging due to
gestational sac.
Nishiyama Y, Yamamoto Y, Takahashi K, Nakano S, Sa-
toh K, Takashima H, Ohkawa M, Tanabe M.
Clin Nucl Med２３；５５７―５５９．１９９８

４）Comparative study of Technetium―９９m―Sestamibi and
Thalium―２０１SPECT in predicting chemotherapeutic re-
sponse in small cell lung cancer.
Yamamoto Y, Nishiyama Y, Satoh K, Takashima H,
Ohkawa M, Fujita J, Kishi T, Matsuno S, Tanabe M.
J Nucl Med３９；１６２６―１６２９,１９９８

５）Iodine―１２３BMIPP and Ga―６７scintigraphy in liposar-
coma.
Yamamoto Y, Nishiyama Y, Ono Y, Fukunaga K, Satoh K,
Ohkawa M, Hamamoto I, Tanabe M.
Clin Nucl Med２３；６０９―６１２．１９９８

６）Pharmacologically stimulated portal flow measurement
by magnetic resonance imaging for assessment of liver
function.
Nakano S, Katoh T, Ohki M, Mori Y, Kageyama J,
Toyama Y, Hino I, Satoh K, Ohkawa M.
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Radiation Medicine１７；２１―２６,１９９９
７）Pedunculated hepatic hemangioma identified on Tc―９９m

DTPA―HSA scintigraphy.
Nishiyama Y, Yamamoto Y, Fukunaga K, Fukuda Y, Sa-
toh K, Ohkawa M, Tanabe M.
Clin Nucl Med２４；１３３,１９９９

８）Tc―９９m MAA perfusion lung scanning in hepato
pulmonary syndrome.
Nishiyama Y, Yamamoto Y, Satoh K, Ohkawa M,
Morotomi Y, Tanabe M.

Clin Nucl Med２４；６１６―６１７,１９９９
９）Tc―９９m MAA Technegas scintigraphy to evaluate the

lung ventilation in patients with oral corticosteroid―
dependent bronchial asthma.
Fujita J, Takahashi K, Satoh K, Okada H, Momoi A,
Yamadori I, Ohkawa M, Takahara J, Tanabe M.
Ann Nucl Med１３；２４７―２５１,１９９９

１０）Differentiation of amall solitary pulmonary nodule
using Tc―９９m MIBI and Tl―２０１SPECT.
Yamamoto Y, Nishiyama Y, Fukuda Y, Satoh K, Ohkawa
M, Tanabe M,
Clin Nucl Med２４；７５１―７５５,１９９９

１１）Visualization of esophageal non―Hodgkins lymphoma
with Ga―６７scintigraphy
Nisiyama Y, Yamamoto Y, Ono Y, Satoh K, Ohkawa M,
Yamauchi A, Tanabe M.
Ann Nucl Med１３；４１９―４２１,１９９９

１２）Quantitative evaluation of pulmonary ventilation dy-
namics using MR imaging : Comparison of smokers and
non―smokers.
Seo H, Mori Y, Nakano S, Kobayashi T, Satoh K, Taka-
shima H, Ohkawa M.
Radiation Medicine１７：１３１―１３５,１９９９

１３）Effect of olprinone, phosphodisterase inhibitor, on
cerebral blood flow assessed with Technetium―９９m―ECD
SPECT.
Yang Yu, Mizushige K, Ueda T, Nishiyama Y, Seki M,
Aoyama T, Ohkawa M, Matsuo H.
J Cardiovasc Pharmacol ３５：４２２―４２６,２０００

１４）Comparison of ９９m―Tc―tetrofosmin with ２０１―Tl and
１２３―I in the detection of differentiated thyroid cancer
metastases.
Nishiyama Y, Yamamoto Y, Ono Y, Takahashi K, Nakano S,
Satoh K, Ohkawa M, Tanabe M.
Nucl Med Commun２１：９１７―９２３,２０００

１５）Comparative evaluation of Tc―９９m MIBI chloride
SPECT in non―small―cell lung cancer mediastinal lymph
node metastases.
Yamamoto Y, Nishiyama Y, Satoh K, Ohkawa M,
Kameyama K, Hayashi E, Tanabe M.
Clin Nucl Med２５：２９―３２,２０００

１６）Visualization of the motor activation area using
SPECT in neurosurgical patients with lesions near the
central sulcus.
Nishiyama Y, Yamamoto Y, Fukunaga K, Satoh K,
Ohkawa M, Kunishio K, Tanabe M.
J Nucl Med２５：２００―２０５,２０００

１７）Diagnostic value of Tl―２０１ and three―phase scintigra-
phy for bone and soft―tissue tumors.
Nishiyama Y, Yamamoto Y, Toyama Y, Satoh K, Ohkawa M,
Tanabe M.
Clin Nucl Med２５：２００―２０５,２０００

１８）Evaluation of radiotherapeutic response in non―small
cell lung cancer patients by Technetium―９９m MIBI and
Thallium―２０１chloride SPECT.
Nishiyama Y, Yamamoto Y, Fukunaga K, Kiuchi T, Satoh
K, Takashima H, Ohkawa M, Tanabe M.
Eur J Nucl Med２７：５３６―５４１,２０００

１９）Comparative study of Tc―９９m MIBI SPECT in pre-
dicting chemotherapeutic response in non―small―cell lung
cancer.
Nishiyama Y, Yamamoto Y, Satoh K, Ohkawa M, Ka-
meyama K, Hayuashi E, Fujita J, Tanabe M.
Clin Nucl Med２５：３６４―３６９,２０００

２０）CT monitoring pulmonary emphysema in smokers.
Satoh K, Kobayashi T.
Diagnostic Imaging Asia Pacific １：２２―２３,２０００

（文責：大川元臣）
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教 育

� 講義・実習
当講座は全国でも唯一麻酔学・集中治療医学・救急医学

をともに学べるである。その特徴をいかして、４年生に対
する系統講義では、麻酔・ペインクリニック・救急・集中
治療を一体化して講義を行い、グループワーキング講義で
は、学生主導のチュートリアルの題材として、当講座の臨
床的特徴であるショック、血液浄化、重症急性膵炎、中毒
などを行なう。
５年生の２週間の臨床実習においては、気道の確保、人

工呼吸、気管内挿管などの麻酔実習、ペインクリニック実
習以外に、ICUでの重症患者の管理、救急での心肺蘇生
実習などがあり、さらに当講座の特徴的実習として、学生
による救急車同乗実習を行っている。これは病院開設当初
から実施していて、高い評価を得ている。
６年生の３週間にわたる臨床実習においては、麻酔科医、

救急医にマンツーマンでついて診療を行い、卒業してから
の研修医生活を疑似体験している。

� 教育全般についての展望
今後のコアカリキュラムのなかでも必須項目にあげられ

ている救急医療実習を当講座が主体となり、救命救急セン
ターで行い、それ以外の麻酔学、ペインクリニック学、集
中治療医学も本人の希望で学べる教育体制を整えていきた
い。

研 究

� 手術侵襲制御の研究
外科サイドで手術侵襲軽減化のために、リンパ節郭清を

控え、縮小手術、鏡視下手術などが試みられているが、当
講座では新たに発見した手術侵襲の指標をもとに手術侵襲
を軽減できる麻酔方法と各種薬剤を発見してきた。現在は
その理論的根拠の解明をしている。

� ウリナスタチンの作用の解明
侵襲に対する生体内防御物質であるウリナスタチンの周

術期の腎機能保護、急性腎不全改善作用などの生理作用を
数多く報告してきたが、現在はその産生機序を分子生物学
的手法を用いて検討している。さらに、ウリナスタチンの
尿中排泄量が手術侵襲の指標となることは報告してきたが、
新たに感染などの指標となるかどうかを検討することで、
今までの CRPにとってかわる、採血のいらない新しい感
染症の診断方法として確立していきたい。

� 自己血輸血の研究
輸血後感染症、GVHDなどの輸血後合併症の予防のた

め、現在自己血輸血が脚光を浴びている。しかし、自己血
といえども貯血とともに自己血は他家血と同様の変化が生
じている。
貯血期間とともに好中球エラスターゼ、IL―６の上昇が

認められ、生体に自己血を輸血することで、生体は高好中
球エラスターゼ血症、高 IL―６血症が生じ、生体に悪影響

を及ぼすを報告し、現在は、白血球除去フィルターなどの
障害を最小限に抑制する方法を研究している。

� 侵襲制御の研究
新しい研究として、各臓器の虚血性障害、敗血症モデル

において各種薬剤の有効性を障害誘導因子であるサイトカ
イン（TNFα、CINC―１、ICAM）の mRNA、蛋白量の発
現からの検討を計画。


 ATIIIの細菌性ショックに対する研究
当講座は ATIIIが細菌性ショック時の抗ショック作用

があり、その作用が各種メディエータ産生抑制を介するも
のである事は明らかにしている。今年度はそれが細胞の核
内におけるものかどうかを分子生物学的手法を用いて検討
する。

� スーパー抗原吸着カラムのグラム陽性菌ショックに関す
る研究
現在、グラム陽性菌の産生するスーパー抗原吸着カラム

がグラム陽性菌によって産生されたスーパー抗原を吸着し
ショックに対して影響を与えるかどうかを検討する。

� 重症膵炎によって生じるショック時における各種薬剤お
よび手技の効果に関する研究
重症膵炎は、重症急性膵炎はサイトカイン産生を介して

遠隔臓器へ及ぼす悪影響がその病態の主座であるとされて
いるが、動物実験のデータは少ない。本研究では日本白色
家兎を用いて実験膵炎モデルををあらたに作成し、そのモ
デル下で各種薬剤および手技の影響を検討する。

	 各種要因におけるショック時の各種メディエータの変動
の研究
いずれも継続研究であり、上記の各種病態時のサイトカ

イン産生を検討するものである。
今後救命センターの発足とともに
� 香川医大救命救急センターのプロセス評価、アウトカム
評価の研究

� 香川県救急医療体制の再構築におけるシュミレーション
評価研究
香川医大と県立中央病院の間に情報通信線を確立し、互

いに三次救急患者の情報を交換する。
� 集団災害および化学災害訓練施行に向けての準備研究さ
らにトリアージ研究などを計画している。

社会貢献

・香川県震災訓練への参加
・高松空港航空機災害訓練における指導
・脳死診断基準と脳死体からの臓器提供訓練を救急部・集中
治療部の指導により実施。

・救急 II課程・標準課程の教育を講座で受け入れ
・救急救命土の就業前病院実習、救急救命士養成中の病院実
習を講座で受け入れ

・ホットラインによる救急隊との連携
・救急車からの心電図電送並びに医師の指示
・香川県防災ヘリコプターによる救急患者搬送システムの構
築。

・２００１年１月より、高松市消防局の司令室に定期的に救急部
医師を派遣

そ の 他

� 学会主宰
第２６回日本救急医学会（１９９８年１１月１２～１４日）
第８回麻酔科・救急医療研究会（１９９９年１１月２日）
第９回中国四国ペインクリニック学会（１９９９年４月２４
日）

教 授 前 川 信 博

助教授 植 木 正 明 小 倉 真 治

講 師 関 啓 輔

助 手 穴 吹 大 介 岩 永 康 之

山 木 良 一 野 萱 純 子

川 口 秀 二 中 野 通 代

中 條 浩 介 田 家 諭

麻麻酔酔・・救救急急医医学学
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２nd International Workshop on Anesthetic mechanisms
（１９９９年１２月８―１０日）：

� 文部省科学研究費受け入れ
１９９８年；基盤 A１つ、基盤 C４つ、萠芽１つ、奨励 A１
つ
１９９９年；基盤 A１つ、基盤 B１つ、基盤 C２つ
２０００年；基盤 B１つ、基盤 C２つ

参考文献

（２０００年の代表的英語論文４編のみ）
１）Ogura, et al.Effects of human antithrombin III on rat

shock.SHOCK．１３：１４９,２０００
２）Xu, et al.Effects of induced hypothermia on renal sym-

pathetic nerve activity and baroreceptor reflex in
urethane―anesthetized rabbits.Crit Care Med．２８：３８
５４,２０００
３）Nogaya, et al.Volatile anesthetics susceptibility in mice

trains evaluated with two end points of anesthesia, Pro-
ceeding of the２nd International Workshop on Anes-
thetic mechanism．４１８,２０００

４）Bekku, et al.. Spinal neuropepides in the two strains
of mice with dfferent anesthetics susceptibilities. Pro-
ceeding of the２nd International Workshop on Anes-
thetic mechanism．５０２,２０００

Key words

ウリナスタチン、手術侵襲、生体反応、自己血輸血、AT III、
スーパーカラム抗原、重症膵炎、ショック、細菌性ショック

（文責：植木正明）

教 育

口腔は食物摂取、咀嚼、味覚、嚥下、吸引、発音などに関
係し、身体の健康保持、増進のための重要な役割を果たして
いる。歯科口腔外科学の基本的教育方針は、口腔領域に原発
した疾患、および全身的疾患に関連して生じた口腔の異常を
正しく診断し、疾病を治療するため、歯科学、口腔外科学を
含む歯科口腔外科学の概念をその学問と技術の両面から理解
し、医学教育の中で特に知識の不足している歯学的事項の概
要を講義・実習で学ぶことにより医師として将来臨床に応用
し得る最低限の歯・顎・口腔に関する歯科口腔外科的な基礎
的、臨床的知識を習得することが大切である。
� 講義・実習

出席率を高めるため、毎回出席調査を行っており、ある
程度の効果はあると思われる。講義形態は従来の知識伝授
型から学生中心型へ移行したいと考えているが、医学生に
歯学の知識をある程度理解させるために知識の詰め込みに
なってしまうのが悩みの種であり、改善が必要と考えてい
る。

� 教育全般についての展望
教育改革としての新カリキュラムの導入に伴い、平成１４

年度から歯科口腔外科学も一部統合講義型に移行するが、
関連講座との連携を深め実のある講義体系を構築する必要
がある。さらに、これまで学生からの評価、同僚評価、自
己評価はほとんどなされていないため、今後積極的に取り
組む必要があると考えている。

研 究

� 骨の代謝と口腔インプラントに関する基礎的・臨床的研
究
顎骨欠損部への骨補填法、歯の欠損に対するインプラン

トの研究を行っており、基礎的研究としては、骨芽細胞様
細胞の増殖や分化に対する免疫抑制剤の影響を明らかにし
た１）。また、総頸動脈血管壁でのヒドロキシアパタイトの
異所性骨形成２）、インプラントの洞底挙上の有用性に関す
る基礎的研究３）、臨床的研究結果を報告した４）。

� 口腔悪性腫瘍の診断・治療法に関する研究
口腔悪性腫瘍の診断、治療法に関する基礎的、臨床的研

究を行っており、特に治療法については、多剤併用白金製
剤による超選択的動注化学療法の効果と薬剤血中濃度、悪
性黒色腫に対するインターフェロン療法の効果について検
討している５―６）。

� 障害者・有病者・高齢者の歯科治療と福祉に関する研究
少子・高齢化社会に突入した我が国にとって要介護者・

高齢者の歯科医療と福祉の問題がクローズアップされてい
る。このような中、歯科医療福祉の観点から有病者、高齢
者、障害者の歯科医療の重要性を検討し、報告した７―９）。

� ESRを用いた放射線被曝線量評価に関する研究
歯牙エナメル組織では、解離性放射線照射によりヒドロ

キシアパタイト結晶格子内部に極めて安定なフリーラジカ
ル（CO３３―）が形成される。ラジカル量は被爆線量に相関
することより、ESR（Electron Spin Resonance：電子ス
ピン共鳴法または EPR : Electron paramagnetic Reso-
nance）Spectrometerで定量することで、被爆線量を知る

歯歯科科口口腔腔外外科科学学

教 授 長 畠 駿一郎

講 師 三 宅 実

助 手 谷 崎 明 弘 大 林 由美子

小 川 尊 明
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ことができる。この原理は、原爆や原発事故による被爆者
の線量測定に使われ、生体被爆線量モニターとして有用な
方法である。

Oximetry：常磁性体酸素感受性物質を移植し組織の酸
素分圧の変化を測定する方法で、ラット脳虚血性梗塞モデ
ル・肝臓虚血モデルでフリーラジカルと酸素分圧を計測し
た１０）。

ESR Dosimetryは従来 X―bandと呼ばれる周波数９．５
GHz前後のマイクロ波が用いられてきた。しかし、水分
を含む試料ではマイクロ波の吸収損失が多いため、生体で
の測定は不可能であった。近年マイクロ波の周波数を１．２
GHz程度（L―bandと呼ばれる）まで下げることで水分の
影響を避け得るようになり、生体から様々な radicalが測
定できるようになった。この L―bandを用いた in vivo
ESR測定は、電子スピン共鳴法を生物医学領域にまで急
速に広めることとなった１１）。

EPR Dosimetryダートマス医科大学放射線医学講座
EPRセンター（主任：Harold M. Swartz教授）で設計、
作製された L―band ESR Spectroscope（１．２GHzのマイ
クロ波周波数）を用い測定した。ヒト抜去歯に０．１―８０Gy
の X線照射を行い、external loop型共振器を用い測定し
た。現在の検出限界は約０．２Gyである。また、生体からの
検出に関してラットを用いた実験を行った。共振器はラッ
ト前歯に専用に作製したツインスパイラル形状の external
loop resonatorである。ラットの口腔に X線照射（０．５―
４０Gy）を行い、ESR装置で測定した。その結果、ラット
中切歯における検出限界は約２．０Gyであった。この約１０倍
の検出感度の差は、検体となった歯牙自体が、ラット中切
歯は２００�、ヒト歯牙は約２gでほぼ試料の大きさに比例
していた。L―bandでは感度自体は低いが、検体量を多く
することで測定限界を上げることが可能である。従って適
切な共振器を開発することでヒトの口腔内で実際の測定が
可能になると考えられる１２）。


 今後の課題と展望
上記について、基礎的・臨床的研究を行ってきたが、今

後、さらに基礎的研究を継続、発展させ、臨床に応用した
いと考えている。

社会貢献

２名の助手が香川県歯科技術専門学校衛生科での講義を兼
担しており、学生の臨床実習を受け入れている。一般市民を
対象としたかがわ長寿大学、香川医科大学公開講座、歯科医
師会の生涯研修である香川県歯科医学会などで講演し、地域
社会に貢献している。

そ の 他

中国から１名、バングラデッシュから１名の外国人留学生
を大学院に迎え、生物学教室との共同研究により学位を取得
させることができた。また、田村大学院生が短期留学推進制
度によりカルガリー大学へ留学、三宅助手が米国のダートマ
ス医科大学放射線医学講座 EPRセンターに留学し、共同研
究を積極的に推進した。このことは国際交流の面からも高く
評価できるものと考える。

参考文献（１９９８年１月ー２０００年１２月）

１）Ogawa T，Tokuda M，Tomizawa K，Matsui H，Itano
T，Konisi R，Nagahata S，Hatase O : Osteoblastic differ-
entiation is enhanced by Rapamycin in rat osteoblast―
like osteosarcoma（ROS１７／２．８）cells. Biochem.Bio-

phys.Res.Commun．２４９：２２６―２３０，１９９８．
２）Ohbayashi Y，Miyake M，Nagahata S : A long―term

study of implanted artificial hydroxyapatite particles
surrounding the carotid artery in adult dogs. Biomateri-
als２１：５０１―５０９，２０００．

３）藤島嘉昭、西原実男、長畠駿一郎：イヌ前頭洞における
サイナスリフトの基礎的研究．第３０回日本口腔インプラン
ト学会（日口腔インプラント誌１４：１０９―１１０，２０００．）

４）藤島嘉昭、西原実男、三宅 実、長畠駿一郎：インプラ
ント経過不良例における臨床的検討．日口腔インプラント
誌１３：６５０―６６０，２０００．

５）岩崎昭憲、谷崎明弘、大林由美子、三宅 実、長畠駿一
郎、高橋則尋：維持透析患者に生じた口底癌に対する癌化
学療法の経験―Nedaplatinの体内動態の検討―．癌と化学療
法２７：２２３１―２３４，２０００．

６）大林由美子、岩崎昭憲、今川尚子、小川尊明、谷崎明弘、
三宅 実、長畠駿一郎：口腔悪性黒色腫に対し Dacarba-
zine，Cisplatin，Nimustin，Tamoxifen併用化学療法と IFN
―β腫瘍内局注を施行した１例．第４５回�日本口腔外科学
会総会（日口外誌４６：１０４３，２０００．）

７）浮田真弓、岩崎昭憲、大林由美子、谷崎明弘、西原実男、
三宅 実、田村暢章、小川尊明、土田佳代、冬木佳美、長
畠駿一郎：香川県身体障害者総合リハビリテーションセン
ター歯科における７年間の心身障害者外来全身麻酔下歯科
治療症例の検討．日歯福祉誌３：１―５，１９９８．

８）藤島嘉昭、西原実男、細川朋子、三宅 実、長畠駿一郎：
香川県厚生連合会滝宮病院歯科口腔外科における８年間の
有病高齢者歯科の臨床統計的研究．日歯福祉誌４：８―
１６，１９９９．
９）細川朋子、三宅 実、小川尊明、藤島嘉昭、大林由美子、
西原実男、谷崎明弘、土田佳代、冬木佳美、長畠駿一郎：
心身障害者の歯科治療についての臨床統計的検討―香川県
身体障害者総合リハビリテーションセンター歯科における
開設後１３年間について―．日歯福祉誌４：１７―２５，１９９９．

１０）Miyake M，O'Hara J A，James P E，Panz T，Swartz
H M : Histological examination of the biological interac-
tions of the oxygen sensitive paramagnetic material
gloxy with various tissues of mice. Proceedings of２nd
International conference on Bioradicals and５th Interna-
tional Workshop on ESR（EPR）Imaging and in vivo
ESR spectroscopy２５２―２５４，１９９８．

１１）Liu K J，Kotake Y，Lee M，Miyake M，Sugden K，
Swartz H M : High―performance liquid chromatograhy
study of the pharmacokinetics of various spin traps for
application to in vivo spin trapping. Free Radical Biol-
ogy Medicine２７：８２―８９，１９９９．

１２）Miyake M，Liu K J，Walczak T M，Swartz H M : In
vivo EPR dosimetry of accidental exposures to radia-
tion : Experimental results indicating feasibility of
practical use in human subjects. International Journal of
Radiation Applicants and Instrumentation Part A. Ap-
plied Radiation and Isotopes５２：１０３１―１０３８，２０００．

Key words

骨代謝、インプラント，超選択的動注療法、インターフェロ
ン療法、障害者、有病高齢者、EPR，ESR，L―band，Dosime-
try，Oximetry，Free Radical，Tooth enamel， Accidental
irradiation
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教 育

� 講議・実習
臨床実習では内分泌症例を中心にデータの読み方を論議

したり、外国症例の診断について自習してもらい、それに
ついて発表してもらっている。学生の学習意欲はグループ
によりかなり異なる。今後も学生の自主性を重んじたポリ
クリにしていきたい。
平成１１年度より早期体験学習で「太る理由・やせる理

由」の講議を担当し、学生の興味が高まるように内容を工
夫し、試行錯誤しているが、学生の反応は必ずしもよくな
い。早期体験学習（研究室めぐり）では、造血細胞移植の
原理を説明した。具体的に超低温フリーザー（－１３５℃）
・プログラムフリーザーを見せながら細胞の凍結保存のメ
カニズムを説明した。

� 教育全般についての展望
最近のポリクリではチュートリアル方式もとりいれてい

る。スーパーポリクリの教育は重要であるが、教官の数が
少なく、技官にも協力をお願いしている。さらに、カリキ
ュラムの充実化に努める必要がある。今後の低学年の臨床
教育（チュートリアル教育、課題実習、統合講義）につい
ては、積極的に参加していくべきであると考えている。

研 究

� 食欲調節に関する研究
肥満遺伝子（Ob遺伝子）がクローニングされ、その分

泌産物であるレプチンの生理学的意義が次第に明らかにな
ってきている。我々は肥満動物モデルである OLETFラ
ットにレプチンを末梢と中枢に投与し、末梢投与では加齢
による体重増加で血中レプチン濃度が高値になると、摂食
抑制効果は認められなくなり、視床下部内 Fosの発現も
減少することを証明した１）―３）。このことより肥満動物に対
するレプチンの末梢投与は、中枢投与と異なり、食欲抑制
効果に否定的である。また最近、レプチンの下流に位置す
る神経系の分子が相次いで発見され、その調節機構の解明
が急速に進んでいる。我々はレプチンの末梢投与によりラ
ット視床下部弓状核の ACTH含有ニューロンに Fos発現
が認められることを証明し、レプチンがプロオピオメラノ
コルチン遺伝子発現に関与していることを明らかにした４）５）。
一方、ニューロペプチド Yもレプチンの支配下にあり、
摂食を増加させるが、その作用の一部はオレキシン神経を
介することを証明した６）。今後もレプチンを中心とした食
欲調節機構に関する研究を継続していく予定である。

� リンパ球の細胞内シグナル伝達
生化学的手法を利用して副次的シグナルを誘導する CD

２８分子に特異的に会合する１００kDaのシグナル分子（pp
１００）を見つけ性格の解析を行った７）。
� フローサイトメリー法を用いた定量的 T細胞レセプタ
ーレパトアの解析による造血幹細胞移植後の GVHDおよ
び抗腫瘍免疫（GVL）の診断法の開発
白血病患者における同種造血幹細胞移植において、骨髄

の造血能の回復と同時に、移植したドナーのリンパ球が患
者の組織を異物とみなして傷害する GVHD（graft versus
host disease）と、残存している白血病細胞をドナーリン
パ球が傷害する GVL（graft versus leukemia）が惹起さ
れる。これらは主要組織適合抗原（MHC）が一致してい

る血縁者間の移植においても観察されることより、両者は
MHCとは異なるマイナー組織適合抗原（mHa）を共通の
抗原として認識する一連の免疫応答であり、組織あるいは
腫瘍細胞における mHaの発現の程度の差により、異なる
組織への GVHDあるいは GVLとして表現されていると
考えられつつある。
これらの同種造血幹細胞移植後の免疫系の再構築を理解

するために、定量性に優れているフローサイトメトリー法
を用いて T細胞レセプターレパトアの解析を行い、同種
造血幹細胞移植後における特異的免疫応答を定量化するこ
とを試みている。

� 造血器の遺伝子診断
PCR法によるWT１の検出と臨床への応用を試みた８）９）。

社会貢献

遺伝子診断に関する啓発活動として 四国新聞コラム医療
の進歩に「遺伝子診断」２０００／５／２８を発表、「怖がらない
で現代病」に「遺伝子診断」として製本化された。
地域社会への貢献として、新見は平成１０年度から、香川県

精度管理専門委員として、香川県下の衛生検査所の指導監督
を行っている。また、香川県立医療短期大学の非常勤講師と
して、教育に携わり、香川県の医療・福祉行政および教育に
貢献している。

そ の 他

平成１１年度香川医科大学学術振興財団研究活動助成を得た。
研究課題「T細胞レセプター（TCR）の多様性を利用した
残存微少白血病・悪性リンパ腫細胞の検出」 大西宏明
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９）大西宏明．造血器の遺伝子診断：PCR法によるWT１
の検出と臨床への応用． 臨床化学会四国地方会シンポジ
ウム ２０００．

Key words

PCR, WT１, GVHD, CD２８, flow cytometry, food intake, im-
munohistochemistry, double stain, ELISA, OLETF rat.

（文責：新見道夫）

－７４－



看 護 学 科



基礎看護学



教 育

カリキュラムの枠組みとして、「人間の成長と発達の過程」
を主軸にし、併せて、その主軸に沿って看護を構成する人間、
環境、健康、看護とこれらの関連性について学習できるよう
「看護概念枠組み」を構成した。カリキュラムの構築は「支
持科目」と「専門科目」に分けられる。よりよい看護を実践
していくための基礎として、人間の生命の誕生をはじめとす
る生物学の基礎を理解することから始まり、人体の構造と機
能について、細胞・組織・器官のあらゆるレベルで理解を深
め、健康とはなにか、人間が病むとはどういうことかを学ば
なければならない。
私ども健康科学講座の担当分野はこれら「人体の構造と機

能」及び「疾病の成り立ちと回復の促進」に関わる授業科目：
人体機能的形態学、認知・行動情報生理学、薬剤療養学、免
疫学特論、及び専門科目である「成人看護学」の成人疾病論、
ナーシングアセスメント、「老人看護学」の老人疾病論の各
授業科目である。
� 講義・実習

担当分野の授業科目の対象学年が専門科目以外は１年次
であり、学習意欲を高めるためにもいかにわかりやすく、
平易に講義するかに留意している。スライド、ビューワー、
ビデオ、パソコンなど視覚的に訴えるのはもちろんのこと、
レジメ、人体模型の提示などあらゆる手段で情報を提供し
ている。
成人疾病論と老人疾病論では総論は私どもが担当してい

るが、各論は医学科臨床系教官の応援を得て、系統別に看
護上重要な疾患を取り上げ、専門的立場から核心をついた
講義をしていただいている。

� 教育全般についての展望
看護学科の教育課程は２００２年度から新カリキュラムに移

行する予定である。私どもの担当分野では、認知・行動情
報生理学が人体生理・病態学と名称変更し、成人疾病論の
講義は１年後期から２年前期に跨ることになった。今後は
課題の発見解決の能力をこれまでにも増して育成していく
ことを主眼とし、そのための基本的な知識や技術を修得す
ることを第一目標にして、グループワークや自己学習の比
率を高めていく予定である。

研 究 １（竹内関連）

� 反覆経頭蓋磁気刺激（rTMS）を用いたパーキンソン病
の治療
池口はパーキンソン病患者で rTMSの効果を検討し、

UPDRSの ADLと運動機能などに有意の改善がみられ、
両側小脳の局所脳血流量が有意に増加した（第３０回日本臨
床神経生理学会、２０００）。更に第１７回世界神経学会議で発
表した（第三内科との共同研究）。

� 変性神経疾患における自律神経機能障害
パーキンソン病、多系統萎縮症症例で心電図 QTc時間

の延長がみられた（第４１回日本神経学会総会）。心電図 QTc
時間の延長は心筋レベルに限局した自律神経異常によるも
のと考えられた。出口、佐々木を中心に研究されている。
（第三内科との共同研究）。

� 老年者と神経疾患患者における多感覚認知機能障害
香川県では老年者の交通事故が多く、その対策として、

香大工学部の塚本教授を発起人として香川交通安全コンソ
ーシアムが設立された。私どもも会員となり、峠、鴨田を

中心に事象関連電位を用いて老年者の多感覚認知機能の異
常について検討を行っている（第三内科および香川大学知
能機械システム工学科との共同研究）。

� パーキンソン患者の健康観と QOL
竹内はパーキンソン病患者で主観的 QOLの検討を行い、

重回帰分析で Hoehn and Yahrの重症度と社会資源サービ
ス利用度スコアが主観的 QOLに強い影響力があることを
明らかにした５）。現在は２００１年度科学研究費補助金（基盤
研究��）の交付を受けた「パーキンソン病患者の健康観
と疾病受容過程」について研究を進めている（老人看護学
伊東との共同研究）。

� 黒質緻密部ドーパミンニューロン活動の検討
塚口はラットにレボドパを慢性投与し、黒質緻密部ドー

パミンニューロンの逆行性電位の域値電位は投与群で有意
に高値を示し、正常ラットでも線条体での外因性ドーパミ
ンの放出が障害される可能性を示唆した２）（第三内科との
共同研究）。

� 香川県におけるスモン患者の検診
香川県在住２４名のスモン患者全員について現状調査を行

い、スモンに関する調査研究班 ２０００年度班会議にて報告
した（成人看護学 Kishi、林との共同研究）。

研 究 ２（平峯関連）

� 胸腺における T細胞のアポトーシスと胸腺ナース細胞
に関する研究
胸腺ナ―ス細胞は、未熟な胸腺 T細胞の分化・成熟のみ

ならず、アポトーシスの誘導と死細胞の貪食・消化に関与
していることを、胸腺ナース細胞株（平峯ら、１９９０）を用
いて明らかにしてきた。さらに、胸腺ナ―ス細胞にはアポ
トーシス細胞のホスファチジルセリンを認識するスカベン
ジャー受容体 SR―BI（HDL受容体でもある）が存在して
いることを見出した（第一内科との共同研究）１）。これら
の結果は、第４４回日本病理学会秋期特別総会（１９９８）の A
演説および総説２―５）として発表の機会を与えられた。第２４回
日本臨床化学会総会冬期セミナー（１９９８）、第６４回日本循
環器学会総会・学術集会および第３３回中国四国臨床衛生検
査学会（２０００）では、アポトーシス全般に関する教育講演
を行った。また、メロシン遺伝子欠損（筋ジストロフィー）
マウスの胸腺の検索から、メロシン欠損と未熟 T細胞の
アポトーシスの関係を明らかにした（阪大院薬学研究科と
の共同研究）６）。

� 自己免疫性精巣炎および男性不妊症の研究
自己免疫性精巣炎のマウスモデル（伊藤、平峯、北条、

１９９１）を用いて、本モデルの精巣炎は単一遺伝子支配によ
るものではないことを明らかにし、第１３回日本生殖免疫学
会シンポジウム（１９９８）で報告した（川崎医大泌尿器科と
の共同研究）７）。また、精系静脈節瘤の男性不妊症患者精
巣では、精細胞のアポトーシスが減少していることを見出
した（神大医学部泌尿器科との共同研究）８）。

� 死への準備教育に関する研究
アポトーシスは、死の概念に変化を及ぼし、さらに死生

観にも影響を及ぼそうとしている９）。そこで、大学入学初
年度の看護学生の講義に自らの研究成果（製作に参加した
「アポトーシス―細胞の死から生命を考える―」のビデオ、
桜映画社、１９９５を含む）を取り入れ、学生の生と死に関す
る意識調査を行っている（基礎看護学との共同研究）１０）。

社会貢献

竹内はパーキンソン病をはじめとする神経難病への理解を
深めるため積極的な啓発活動を行っており、２０００年度には香

健健康康科科学学

教 授 竹 内 博 明

助教授 平 峯 千 春

－７５－



川県の主催による香川県神経難病セミナーでコーディネータ
ーをつとめ、基調講演を行った。また、高齢化とともにアル
ツハイマー病を中心とする痴呆は大きな社会問題となってい
るが、香川県医師会主催の健康セミナーで「痴呆の予防」と
題して講演を行い、さらに同主催の２１世紀の介護を考える会
～演劇と講演で痴呆をよりわかりやすく～でも座長を務めた。
また、２０００年度まで香川県介護実習・普及センター主催のホ
ームヘルパー（難病入門課程）養成研修会でも講師を務めて
きた。
一方、神経難病患者の相談事業、訪問診療にも積極的に取

り組んでおり、大内、坂出、琴平などの保健所で日常生活指
導などの助言を行い、また自助グループである香川県パーキ
ンソン病友の会（あゆみの会）で毎年、講演を行い、最新情
報を提供している。
平峯は１９９９年７月まで香川県臨床検査専門学校非常勤講師

を務め、臨床免疫学を教授した。また、１９９９年４月からは四
国リハビリ学園非常勤講師を務め、免疫学を教えている。
社会貢献は大学の使命として重要な位置を占める。しかし、

公務は多忙を極め、また制約もあり、いかに効率よく役割を
果たすかに腐心している。万難を排し今後とも地域住民の医
療、保健、福祉の向上に少しでもお役に立つことができれば
と願っている。

そ の 他

竹内は１９９５年度から現在の「厚生科学研究費補助金（特定
疾患対策研究事業）スモンに関する調査研究班」の班員を務
め、研究助成を受けている。香川県には現在スモン患者は２３
名在住し、毎年秋に検診を実施している。また、竹内は２０００
年１２月に第６９回日本神経学会 中国・四国地方会を高松市で
主催した。４７題の演題が集まり盛会であった。
学内では、竹内は２０００年４月に発足した保健管理センター

の初代所長に就任した。当面の課題として、定期健康診断の
受診率の向上と結核対策を取り上げた。全学生にツベルクリ
ン反応を実施し、また間接胸部撮影などの受診率も飛躍的に
向上した。
委員会活動では竹内は２０００年４月から、入学試験委員会の

副委員長に就任。主として看護学科に関する入試業務全般を
担当した。また、同じく４月から「香川医科大学看護学雑誌」
の編集委員長として香川医科大学看護学雑誌第５巻第１号を
刊行した。
平峯は１９９５年度から高知医大（免疫学）、大阪市大医（免

疫病理学）の非常勤講師を務めている。
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bral degeneration。神経症候群―その他の神経疾患を含め
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scavenger receptor BI is involved in recognition of
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４）平峯千春、井町仁美、村尾孝児。特集 I. T細胞の分化
をめぐって。アポト―シス胸腺 T細胞の処理とナ―シング
胸腺上皮細胞。臨床免疫３３�：２９８―３０６,２０００．

５）平峯千春。トピックス 免疫機能とダイオキシン。炎症
と免疫８�：６５１―６５９,２０００．

６）Iwao M．, Fukuda S．, Harada T．, Tsujikawa K．, Yagita
H．, Hiramine C．, et al. Interaction of merosin（laminin
２）with very late activation antigen―６is necessary for
the survival of CD４＋CD８＋immature thymocytes. Im-
munology９９�：４８１―４８８,２０００．

７）Tokunaga Y. and Hiramine C. Genetic susceptibility to
the induction of murine experimental autoimmune orchi-
tis（EAO）without adjuvant. J. Reprod. Immunol．４２�：
S６―S７,１９９９．

８）Fujisawa M．, Hiramine C．, Tanaka H．, et al. Decrease
in apoptosis of germ cells in the testes of infertile men
with varicocele. World J. Urology １７�：２９６―３００,１９９９．

９）平峯千春。「個体の生」を支える「細胞の死」アポト―シ
ス。香医大看学誌２�：１―１１,１９９８。

１０）平峯千春、高橋由紀、南 妙子、近藤裕子。「細胞の死、
アポト―シス」から「個体の死」を学ぶ。死の臨床 ２２�：
２２７,１９９９（抄）。

Key words

反覆経頭蓋磁気刺激（rTMS）、事象関連電位、胸線ナース
細胞（上皮細胞）の株化

（文責：竹内博明）
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教 育

� 環境生態学
微生物、特に病原微生物について、医動物学の村主助教

授の援助を仰ぎながら講義を行っている。これらの微生物
による感染症の成り立ちについて、微生物側の要因と宿主
生体側の要因とを総合的に考察することの重要性を常に強
調しつつ講義を進めている。臨床上大きな問題となってい
る院内感染、日和見感染などを正しく認識し、医療従事者
が無益な感染の拡大に関与し，患者の quality of lifeを損
なうことのないよう注意することの重要性をも強調してい
る。

� 代謝栄養学
栄養素の体内における代謝、及び、生活習慣病の予防及

び治療の一環として重要な臨床栄養の基礎について講義し
ている。代謝栄養学は内容が膨大かつ抽象的であるため、
看護学科の学生にとって理解が難しく、敬遠されがちであ
るため、看護の現場を念頭に置き、特に臨床医学の理解の
ために必要な部分を詳しくかつ理解しやすいように、疾患
の病態生理、診断、治療と関連づけて説明するよう配慮し
ているが、試験の成績から判断すると、とても充分な理解
が得られているとは言い難い。そこで、１人又は数人ずつ
研究室に呼び、試験問題及びその関連する事項について「腑
に落ちる」まで繰り返し問答形式による解説を行っている。

� 人体機能的形態学
分担として、解剖学序論、呼吸器系、消化器系及び泌尿

器系の講義を担当している。人体の立体的な構造と形態の
理解は、図、模型などによる説明のみでは容易ではなく、
内臓の三次元的な位置関係、臓器の質感などは充分に伝わ
らない。そこで、時間外の別枠で、第一解剖学の竹内教授
のご配慮により、医学科の人体解剖学実習を見学させてい
ただき、その辺りの問題の解決を図った。人体の諸器官、
諸臓器の実物に直接触れることは、図や模型の遠く及ばな
い強烈な印象として脳裏に刻み込まれるようであり、学生
の評価も良い。しかし、見学実習の現場においても少人数
を対象としたきめ細かい説明が、充分な理解を得るために
は必須であることが判明した。

� 成人疾病論
臨床腫瘍学、貧血、DIC及び HIV感染症を担当してい

る。臨床上の具体例をあげて説明することにより、印象に
残る講義を目差している。

� 情報科学（１年前期）
情報とは何かということを包括的にとらえ、情報の本質に
関する理論や知識を体系化し、その応用として、思考活動、
自己表現の質の向上の育成を目的として「情報科学」で講
義・演習を行っている。
この授業科目は、選択科目であるが受講者は多く、学生は
非常に積極的に授業に臨み、着実にコンピュータ・リテラ
シーを体得している。学生が自由にコンピュータを使用で
きるマルチメディア自習室では、国内はもとより国外の友
人・知人と連絡を取り合い、ホームステイや留学の際の連
絡手段、あるいは就職先、進学先の情報収集手段として電
子メールやブラウザを日常的に使用している。大学入学ま
でのコンピュータ使用経験に、学生間で大きな差があり、
授業の水準をどのように設定するかが課題となっている。

� データとデータ解析（２年前期）
客観的データの収集、仮説の設定、統計学的・疫学的手法
を用いて分析し、仮説の検証、問題解決、意志決定、評価

等を自ら行えるような資質の育成等を目的として「データ
とデータ解析」で講義・演習を行っている。選択科目であ
るためか、当初の受講希望者は多いが授業が進むにつれて
少なくなる傾向がある。このことは、３、４年次に開講さ
れる看護研究や国家試験ひいては卒後の問題解決・意志決
定等の能力の脆弱化につながることも危惧される。
受講者が少なくなる要因として、開講時期の問題があると
思われる。現在は２年前期に開講されているが、１年間の
知識や経験では「データとデータ解析」の重要性が認知さ
れていないのかもしれない。そこで、看護学科カリキュラ
ム検討ワーキンググループで十分に討議し、平成１４年度か
らは３年次に移行される予定である。他の要因として、授
業そのものの改善が必要と思われた。授業の理解度の確認
と併せて、授業の最後にWorld Wide Webを用いて、自
分の学生番号や氏名の入力と簡単な問題に答えるスタイル
を取り入れたところ、受講中断者がほとんどいなくなり、
学生の理解度も把握できるようになった。

� 疫学（２年前期）
人間集団を対象として、人の健康および異常の原因を宿主
・病因・環境の各要因から包括的に考究できる能力の育成
等を目的として、医学科衛生・公衆衛生学と協働して「疫
学」の授業を行い、人口統計、保健統計に関する単元を分
担している。この授業は必須科目であるが、開講時期が２
年前期であり、学習が少々困難であるように思われる。そ
こで、上記カリキュラム検討ワーキンググループで十分に
討議し、平成１４年度からは３年次に移行される予定である。

	 その他
国際保健医療の中のエイズ、及び、ナーシングアセスメ

ントのフィジカル・アセスメント実習（平成９年度）を分
担して担当した。さらに、４年次生６名の看護研究 IIの
論文作成を指導している。


 大学院修士課程
分担として臨床科学及び成人看護学特論 II、成人看護

学演習、成人看護学特別研究、看護研究方法特論、地域看
護学特論 I、地域看護学演習を担当すると共に、成人看護
学専攻の２名の大学院生の研究と論文指導を平成１２年度よ
り行っている。

研 究

� 担癌患者、術後患者や集中治療室収容患者など生体防御
能の著しく低下した易感染宿主の感染予防を中心に看護ケ
アのより良い在り方について、それぞれの医療グループと
共同研究を行ってきた。ポビドンヨードとプロテアーゼ阻
害剤、メシル酸ガベキセート（FOY）の併用が、ヒト好
中球の活性酸素の産生を相乗的に抑制し、約３０％抑制する
両薬剤の併用濃度で、悪性腫瘍の化学療法及び放射線療法
などに伴う口腔・咽頭炎に対し治療効果を有することを明
らかにした１）。又、看護者の手指消毒に最も広範に用いら
れている３種の消毒剤について、MRSAを含む日和見感
染菌が検出された患者の看護処置後の手指消毒の消毒効果
を比較検討した結果、ポビドンヨード製剤が、他の２種の
塩化ベンザルコニウム製剤に比し優れていることを確認し
た２）。

� 香川大学健康管理センター鎌野助教授らとの共同研究と
して、ガリウム・ポルフィリンと high brightness light
emitting diode（LED）を併用した photodynamic therapy
（PDT）が in vitroにおいて白血病細胞の増殖を強く抑
制することを明らかにした。この方法は、自家骨髄及び末
梢血幹細胞移植における造血幹細胞源に混入している白血
病細胞の purgingに有用であり、今後の臨床応用について
検討中である３）。

環環境境保保健健科科学学

教 授 田 中 輝 和

講 師 真 鍋 芳 樹
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� 一貫して、細胞性癌遺伝子産物 Src蛋白質チロシンキ
ナーゼ（PTK）が、白血病細胞の増殖と分化に、どのよ
うに関与しているかを中心テーマとして、第一内科、臨床
検査医学講座、附属病院輸血部及び香川大学健康管理セン
ターのメンバーと共同研究を進めてきた。エリスロポイエ
チン（EPO）により誘導される赤芽球系細胞内シグナル
伝達において、Src PTKが STAT５の６９４番目のチロシ
ン残基をリン酸化することにより、STAT５を活性化する
メカニズムが重要であることを明らかにした４）。

� 成長ホルモンの免疫系、殊に Tリンパ球系に及ぼす影
響５）、さらに EPO受容体からの分化シグナル伝達におけ
る Src PTKと phosphatidylinositol３―kinase （PI３―K）
の役割についても研究を進めている。

� 我が国の平均寿命は著しく延びたことから、健康づくり
の目的は、平均寿命の延伸から健康寿命（痴呆や寝たきり
にならない状態で自立して生活できる期間）の延伸や生活
の質の向上を図るものに変化してきている。このような中、
香川県東部の寒川・大川・長尾町と協働して、地域住民が
自分の健康は自分で作るという考えを持ち、行動できるよ
うな方策を立案、検討している７）。特に寒川町とは在宅健
康管理システムを平成７年から導入し、住民の健康づくり
活動、地域づくり活動を進めている。

� 真鍋は初期から本学のネットワーク整備に携わっており、
平成８年以降は情報ネットワーク管理室副室長も兼務して
いる。平成１１年からは通信・放送機構が推進している研究
開発用ギガビットネットワークへ接続し、北海道大学・東
京大学・愛媛大学等との間でコラボレーションの研究・実
証を行っており、その成果についてはシンポジウムで発表
した８，９）。

社会貢献

田中は香川県国民健康保険診療報酬審査委員会委員として
平成１１年４月まで約５年間協力してきた。
附属病院において HIV感染症の診療を担当している関係

から、香川大学において「HIVに感染しないために─AIDS
について正しい認識を─」と題して特別講演を行った（平成
１１年１２月）。又、骨髄移植推進財団の地区調整医師として、
骨髄移植コーディネイト活動に、骨髄バンク発足当初より携
わっている。
一方、真鍋は、地域と協働して、地域づくり活動ならびに

住民の健康づくり活動を行っている。このような活動は地域
住民をはじめとして、行政、保健医療福祉関係機関、大学等
が有機的に連携して推進していく必要があるが、寒川町では
この連携がまさに実現している。また、県内保健所とも協働
しながら、母子保健対策や結核対策等に関しデータを基にし
た疫学・統計学的アプローチを行い対策を検討している。
また、近隣の医療短期大学や看護専門学校での授業を通じ、
看護学生の資質の向上を図っている。さらに、香川県看護協
会の研修会等で、看護職者の現任教育を行い、問題解決能力、
意志決定能力の向上を図っている。

そ の 他

平成１２年３月までの８年間、厚生省 HIV感染者発症予防
・治療に関する研究班班友として活動した。平成１１・１２年、
文部科学省科学研究費（基盤研究 C１件）の助成を得ること
ができた。また、香川県東部３町からは受託研究の申し入れ
があり、総合診療部、医療情報部とともに研究を推進してい
る。
田中は、学内の委員会活動として、自己点検評価委員会、組
換え DNA実験安全委員会、兼業審査委員会等の委員として

それらの業務に協力してきた。又、遺伝子解析研究に係わる
専門委員会の委員として、香川医科大学遺伝子解析研究管理
規定、香川医科大学遺伝子解析研究倫理委員会規定の制定に
協力してきた。今後は遺伝子解析研究倫理委員会委員として
活動することになっている。
真鍋は、平成５年の香川医科大学情報ネットワーク

（KMSnet）の準備・開設時期から本学の情報ネットワーク
に関係し、平成８年から香川医科大学情報ネットワーク管理
室副室長を兼務した。平成１０年には KMSnetの更新・強化
（KMSnet―II）、平成１１年には通信・放送機構が推進する研
究開発用ギガビットネットワーク（JGN）への接続、民間プ
ロバイダとの接続、平成１２年にはブロードバンド時代の到来
を見越して、全国の大学に先駆けて、ムービーによる情報発
信を行い、本学におけるネットワーク整備に多大に貢献し
た１３）。

参考文献

１）田中輝和、田中恭子、山岡源治、窪田良次、大西宏明、
河西浩一、高原二郎．ポビドンヨードとプロテアーゼ阻害
剤 gabexate mesilate（FOY）の併用によるヒト好中球活
性酸素の産生阻害と治療関連性口内炎・咽頭炎に対する臨
床効果、現代医療 vol．３０：１５０５―１５１０頁、１９９８年。

２）田中輝和、西岡信子、安田壽賀子、速乾性擦り込み式消
毒剤の日和見感染菌に対する消毒効果の比較検討、日本看
護研究学会雑誌、vol.２１：９―１４頁,１９９８年。

３）Kamano H, Okamoto K, Sakata I, Kubota Y and Tanaka
T. Photodynamic effects of gallium―metal porphyrin on
human leukemia cells in combination with high―bright-
ness LED light : Application for autologous bone mar-
row transplantation. Transplantation Proceedings ３２：
２４４２―２４４３,２０００．
４）Okutani Y, Kitanaka A, Kamano H, Ohnishi H, Kubota

Y and Tanaka T. Src directly phosphorylates STAT５
on Tyr６９４ and may play a role in erythropoietin―in-
duced signaling pathway. Blood Suppl．９６：６８３a,２０００．

５）Dobashi H, Sato M, Tanaka T, Mitsunaka H, Yamaoka
G, Tokuda M and Takahara J. Growth hormone in-
creases the CD４／CD８ratio in splenic lymphocytes in
glucocorticoid―treated rats. Endocrine J．４７（Suppl）：
S２９―S３２,２０００．

６）Kitanaka A, Suzuki T, Ito C, Nishigaki H, Coustan―
Smith E, Tanaka T, Kubota Y and Campana D. CD３８―
mediated signaling events in murine pro―B cells ex-
pressing human CD３８ with or without its cytoplasmic
domain. J. Immunol．１６２：１９５２―１９５８,１９９９．

７）真鍋芳樹、原量宏、千田彰一、阪本整司、小西俊雄、十
川昭五、廣瀬正美、広域保健指導ネットワークシステムの
構築、香医大看学誌, ４�,１０１―１０５,２０００．

８）香川医科大学におけるギガビットネットワークへの取り
組み、ギガビットネットワーク・シンポジウム ’９９．．

http : //www.jgn.tao.go.jp/aboutjgn/labo_event/sympo
９９／sympo９９．htm
９）ギガビットネットワークを利用した病院間リアルタイム
コラボレーションの実用化に関する研究、ギガビットネッ
トワーク・シンポジウム ２０００．
http : //www.jgn.tao.go.jp/jgnuser/rd/JGN―P１１４７１．files/
rep―h１２―p１１４７１．htm

１０）香川医科大学インターネット TV局 http : //www.kms.
ac.jp/itv/

－７８－



Key words

monoclonal antibody, immunoprecipitation, western blot-
ting, electroporation, antisense oligonucleotide, fusion pro-
tein, transient gene expression, flow cytometry, hema-
topoietic progenitor cell colony assay, RT―PCR, health
care, active expectances, quality of life, Japan gigabit net-
work

（文責：田中輝和）
教育と研究

� 講義・実習および研究
看護学科に入学した学生が最初に出会う専門科目が「看

護学概説」や「看護理論」である。基礎看護学ではこれら
の科目の授業を担当し、入学直後の学生に看護学への導入
を図る。看護学概説では「人間とは」「健康とは」「環境と
は」「看護とは」など、看護のメタパラダイムや役割機能
についての理解を図るために、講義、文献からの読み取り、
発表と討論、臨地実習を適宜組み合わせた教授法を採って
いる。教育は学生―教官の相互作用により成立し効果があ
がることから、講義においてはなるだけ学生からの発言を
引き出すように心掛けている。しかし、高校まで板書中心
の授業を受けた学生が、主体的・能動的に授業に参加する
ことは難しい。学生は１点・２点の点数に一喜一憂する傾
向が強いものの、授業へ能動的に参加する姿勢に欠けてい
るように感じられる。そこで私たちの単位では教授法を研
究課題としてとりあげ検討している１―２）。看護理論の科目に
おいては、理論家の書籍からメタパラダイムを読み取り、
理論活用と限界について個人またはグループにおいてまと
め発表・討論を行い、グループダイナミックスや、学生が
論理的に発表する態度や批判的思考力を養うような教授法
を行っている。
次に「基礎看護技術論」や「看護援助論」では、看護実

践に必要な基本的技術を教授している。学生が看護技術の
エビデンスが明らかになるように、学内演習時に簡単な実
験を行う単元も組み入れている。しかし、学内経費削減の
時節柄、実習経費も切り詰めざるを得なくなり、その代替
えとして教官研究経費を流用しながら、頭だけで考えるエ
ビデンスではなく実体験の中から科学的に学習できるよう
な教授法の工夫をしている３）。学内演習では学生が患者―看
護婦役割を交互に体験し、技術提供時の安全性や安楽性を
体験できる時間割とし、是非体得しなければならない技術
項目には、実技試験による評価を行っている。また学生が
自分の実技を視覚や聴覚でとらえられるビデオ撮影を行い、
学生自身がフィードバックできるようにしている。技術習
得には、どのような方法を用いれば効率よい技術習得がで
きるかを課題として研究している４）。また「看護援助論」
では事例を使った看護過程を展開し、その成果として学生
の思考能力の向上を評価している５）。
「基礎看護クリティカルシンキング」においても、クリ

ティカルシンキング能力の向上を目的として、医療に関係
ある文献をグループワークによってクリティークし、クリ
ティカルシンキングに関連するさまざまな能力の開発をは
かっている１）。
これらの科目以外にも、学生の習得が期待されている創

造性やその他の能力の向上をはかるために概念の習得には
講義を、思考の育成にはグループワークや個人学習を適宜
組み合わせた教授法をとっている。その他に学生の死生観
の育成を目的とした研究６―１１）の継続や学生の生活態度と授
業との関連を明らかにし、学生への日々の指導に活用して
いる１２―１３）。

� 教育・研究全般についての展望
この２年間、基礎看護学の単位では教官数の充実が計ら

基基礎礎看看護護学学

教 授 近 藤 裕 子

助教授 南 妙 子

講 師 高 橋 由 紀

助 手 近 藤 美 月 岩 本 真 紀
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れた。前年度での授業内容や教授ー学習法を振り返り、課
題となった点を改善して教育にあたっている。しかし基礎
看護学の教官としての経験年数の浅い者が多く、教官自身
が内面充実した状態で学生を教育できるまでに至っておら
ず、まだまだ改善・充実を要する点が多い。今後、教官そ
れぞれが自己研鑽を行っていく必要がある。さらに教育や
学習に関する理論や基本的な知識・技術の充実をはかりな
がら、学生が理解できやすい基礎看護学の内容を教授する
ように、教官自身が努力していくことが今後の課題といえ
よう。

社会的貢献

他の講座や単位と比較して学部学生の授業時間や課外後の
学生の演習を指導する時間が非常に多く、その上、土日には
修士課程学生の授業を担当しており、教官一人当たりの年間
持ち時間数は驚異といえるほど多い。そのため、教官個人の
私生活を犠牲にして教育に関わっている現状であり、社会的
貢献は殆ど不可能な状態である。夏季休業時に T看護協会
の看護管理者研修（ファーストレベル）の講師として継続教
育に関係しているぐらいであり、今後も時間的な面から社会
的貢献へ力を入れることは難しいと考えている。学科内にお
いて教官業務の平均化をはかり、特に担当している授業時間
を均等化するなどの改善策を検討していくことが必要であり、
今後、学科内全体で検討すべき課題といえよう。

参考論文（１９９８年１月―２０００年１２月）
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４）岩本真紀、近藤美月、高橋由紀、南妙子、近藤裕子．ビ
デオ学習のフィードバック機能を利用した学習効果―無菌
操作の学習を例として―．日本看護学教育学会第１０回学術
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への判断―．臨床看護（２５巻３号、３６１―３６５頁、１９９９）．
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教 育

成人看護学の教育の目的は、成人期というライフサイクル
の中の特定な時期におこる成人の健康上の反応及び問題を慢
性期、急性期、回復期、終末期に分類し、看護上どのように
対応していくかを計画し、実践していくかを学習することで
ある。個人を総合的にみて、個人とその家族、個人と回りの
地域の環境などを問題解決のために考慮する。教育方法にお
いては学生が自主的に事例を通し、グループワークで問題解
決をすることがすすめられ、病棟、外来などで実習する前に、
シュミレーション、ビデオ、デモンストレーションなどを通
し、技術や処置法を習得する。
臨地実習は教師と学生が１対８の割合のグループで、演習

を行い、各病棟で学生は現在までに学習した全ての知識、技
術、体験を統合し学習する。担当科目は、成人看護学概論（１
単位）、成人疾病論（４単位）、成人看護対象論（２単位）、
成人援助論（３単位）、成人看護クリティカルシンキング（１
単位）、ナーシングアセスメント（１単位）、成人看護学実習
（８単位）などの合計１８単位で、その中で選択は、クリティ
カルシンキングとナーシングアセスメントの２単位である。
実習時間は合計４年間で、３６０時間である。実習は３年次よ
り始まり、４年次は実習が主である。

社会的貢献

平成１１年１月、当大学の成人看護学単位が中心となり、公
開講座として「これからの高齢社会と家族の課題」を受け持
ち、体験学習を５回行い、大学と地域の交流を進めた。
当病院外来において、糖尿病患者の健康指導を行い、宮武

陽子、林美代子が、セルフケア理論を用いて研究している。
（平成１１年より現在に至る）糖尿病学会（岡山）などでその
結果を発表、平成１３年９月、公開講座においては、糖尿病の
ケアなどを講演。
大森美津子、スピリチュアルケアの分野において、地域の

看護実践、教育に寄与。Kishi Keiko Imaiは、当病院外来
において、造血器悪性腫瘍の患者とその家族を対象に、患者
の治療に対するコーピングについて研究調査を平成１１年より
始め、患者の治療過程において、よりよい看護上の対応がで
きるための指針の作成を行っている。また、平成１３年度９月
より１１月まで、文部科学省日英客員教授 Geoffrey Hunt教授
（University of Surrey）を招くための助成金を授与され、
当大学看護学科大学院の”看護と倫理”の講義を行っている。
学部看護学生は看護と倫理の講義に各学年ごと１回参加する。
また、平成１３年７月にカナダ、カルガリー大学看護学部と当
大学看護学科の国際交流の協定を図った。その結果、３年生
４名が８月２７日より９月５日までカルガリー大学に見学留学
に行った。そして、香川医科大学をカナダに紹介した。また
帰国後、カナダの看護学科の活動を本学の学生に報告し、国
際間の理解を深めた。
平成１２年～平成１３年まで、Kishi Keiko Imaiは香川看護

協会の会員の研究助成金選定委員として大森美津子は論文審
査委員として、香川県の看護職者の研究を奨励することによ

り最終的にサービスの質がよくなるように協力。平成１２年香
川県看護協会にて、実践と理論の関係を講義、協会員の研修
会に協力。

著 書

１）ケイコ・イマイ・キシ、看護学概論、１９９９、放送大学教
育振興会

２）尾方美智子、Keiko Kishi Imai、猪下光、谷洋江：小児
心身症の予防に関する研究―摂食障害と中学生のボディイ
メージ、平成１０・１１年度科学研究費補助金（基盤研究（C）
２、研究報告書２０００，３）

３）宮武陽子、早期退院を実現する患者指導―早期退院実現
を目的とした患者指導のためにおさえておくべきポイン
ト’９８看護部門経営管理情報、日総研、１９９８

論 文

１）森一恵、Kishi Keiko Imai、臨床看護に関する倫理的考
察―患者の自己決定権について、香川医科大学看護学雑誌
３�，１１―１９，１９９９

２）森一恵、Kishi Keiko Imai、杉本知子、音楽療法におけ
る地方老人の情緒的変化による検討、香川医科大学看護学
雑誌４�，７３―８２，２０００

３）森一恵、杉本知子、Kishi Keiko Imai、乳癌患者の看護
の介護過程を事例に使った紹介、クリティカルスタディ、
２１�，２０―２９，２０００
４）Ksihi Keiko Imai、森一恵、杉本知子、老人看護クリテ
ィカルシンキング、カリキュラムに取り入れた授業設計と
指導展開の実際、教務と臨床指導、日総研、１２�，８２―８５，１９９９

５）Kyngas H．, Duffy. M. & Kroll, T．,２０００, Conceptual
analysis of compliance, Journal of clinical nursing,９,５―
１２
６）Kyngas H．２０００, Compliance of adolescents with diabe-

tes. Journal of pediatric nursing. Nursing care of chil-
dren and families．１５�２６０―２６７

７）Kyngas H. A．, Kroll T. & Duffy M. E．２０００, Compli-
ance in Adolescent with chronic disease : a review,
Journal of adolescent Health２６�,３７９―３８８

８）Kyngas H．２０００．Compliance of adolescent with rheu-
matoid arthrit's and connected factors. International
journal of nursing practice．６,２６１―２６７

９）Kyngas H．２０００．Compliance of adolescents with
chronic disease. Journal of clinical nursing９,５４９―５５６

１０）Kyngas H．２０００, Compliance of adolescent with epi-
lepsy. Seizure９,５９８―６０４

１１）宮武陽子、臨床実習経験が看護学生の自己形成に及ぼす
影響―内的経験と自己受容態度・職業自己決定態度の関係、
平成１０年大阪教育大学発達人間学論叢１,８３―９０,１９９８

１２）宮武陽子、林美代子、藤本さとし、山田千明、小野幸子、
―大学病院における糖尿病外来通院患者の実態―第１報―、
香川医科大学看護学雑誌、３�,５９―７３,１９９９

１３）小野幸子、宮武陽子、林美代子、―大学病院の糖尿病外
来における診療体制と保険医療従事者の実態―第２報―香川
医科大学看護学雑誌、３�,４５―５７,１９９９

１４）高木永子、大森美津子、田村由美、看護女子新入生の適
応状態とストレッサ―ならびにコーピングとの関連性、香
川医科大学看護学雑誌２�，４７―５３，１９９８

１５）高木永子、田村由美、大森美津子、臨床看護婦のクリテ
ィカルシンキング―職場環境と CT能力の自己評価との関
連性―、香川医科大学看護学雑誌２�，５５―６４，１９９８

１６）大森美津子、高木永子、小野幸子、臨床看護婦の終末期

看護学科主任・教授 Kishi Keiko Imai

教 授 Helvi Kyngas

助教授 宮 武 陽 子

助教授 大 森 美津子

助 手 林 美代子

助 手 金 正 貴 美
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患者の宗教的ニーズとケアに関する意識、香川医科大学看
護学雑誌２�，７７―８６，１９９８

１７）大森美津子、小野幸子、伊東久恵、高木永子、日本仏教
における生老病死のとらえ方と宗教的活動、―浄土真宗僧
侶２名の面接より―、香川医科大学看護学雑誌２�，１６１―
１８０，１９９８

１８）小野幸子、大森美津子、臨床看護婦の終末期患者の宗教
的ニーズに関する実態―終末期患者の看護経験より―、香川
医科大学看護学雑誌３�，２３―３２，１９９９

発 表

１）Kishi Keiko Imai, Kazue Mori, Protecting patient pri-
vacy on informed consent in the University Hospital.
ICN Pre―conference. The second International Nrusing
Ethic Conference, University of Surry, England June,
１９９９
２）Kazue Mori, Kishi Keiko Imai, The effects made by

nurses to support the autonomy of a patient with ALS.
ICN pre―conference. The second International Nursing
Ethic conference. University of Surry, England, June
１９９９
３）Kishi Keiko Imai, Cultural control over family care

taking behavior and mental Health of female care takers
at Boze Island in Japan. The２nd Biennial women's and
children's, Health Issues : A global perspective. Univer-
sity of Cincinnati college of Nrusing, Hawaii, U.S.A.
August９th―１１th,１９９９

４）森一恵、岸（今井）敬子、音楽療法における痴呆老人の
情緒的変化、第１９回日本看護科学学術集会、１２／,１９９９

５）Health care issues in Japan and Nursing leadership
roles. First Jeanette Pick Health care Leadership day,
University of Calgary, Canada, April,２８th１９９９

６）杉本知子 岸（今井）敬子、森一恵、PBSCT後に再発
した２事例における心理的反応の分析、第２０回日本看護科
学学会学術集会、１２／１５,２０００

７）看護学概論テレビ放送、放送大学（１５コマ）�序論、�
ライフサイクルからみた看護、�環境と人間、�家族と看
護、	文化と看護、
コミュニケーションと看護、�健康
上の反応と看護、�死と看護、看護の倫理と法律、�看
護の技術、�看護の理論と実践、�看護と看護研究、�ア
メリカの看護、�地域社会における看護の役割、�２１世紀
の看護、１９９７, ４月～２００１年８月（４年間）

８）宮武陽子、林美代子、藤本さとし、山田千明、小野幸子、
一大学病院における糖尿病外来通院患者の実態、香川医科
大学看護学雑誌３�,４５―５７,１９９９

９）小野幸子、宮武陽子、林美代子、一大学病院における糖
尿病外来患者の診療および教育・支援活動の実態、香川医
科大学看護学雑誌３�,５９―７３,１９９９

１０）大森美津子、小野幸子、臨床看護婦の終末期患者の宗教
的ニーズとケアに関する意識と実態―終末期患者の看護の
経験者より―第８回日本看護学教育学会、８,１９９８

１１）大森美津子、医療者が死について学ぶ必要性に関する看
護婦、看護学生、その家族の意識の比較、第２２回日本死の
臨床研究会、１１,１９９８

１２）大森美津子、小野幸子、臨床看護婦の宗教的ケアにおけ
る宗教者のかかわりに関する意識と実態―終末期患者の看
護経験者より 第２報―、第９回日本看護学教育学会、８,
１９９９

１３）大森美津子、小野幸子、臨床看護婦の終末期患者の宗教
的ニーズとケアに関する意識と実態―終末期患者の看護経
験者より―、第６回日中看護学会、１０,１９９９

１４）大森美津子、小野幸子、一般の人々の医療施設における
宗教的ケアに関する意識、第２４回日本死の臨床究会、１０,
２０００

１５）Miyoko Hayashi, OR Nursing Service and Its Expen-
ditures, WORLD CONFERENCE ON SURGICALPA-
TIENT CARE,１９９９

１６）林美代子、宮武陽子、小野幸子、藤本さとし、新人看護
婦による糖尿病セルフケア教育アプローチの分析‐１事例
を通して‐、第５階日本糖尿病教育・看護学会、２０００

（文責：Kishi Keiko Imai）
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教 育

� 講義・実習
〔講義〕

老人看護学では、老人看護学概説・老人対象論・老人援
助論・老人疾病論・老人看護クリティカルシンキング・老
人と医用工学の各講義を展開している。そのうち老人対象
論・援助論では、以下の目標を設定している。

・老人の加齢に伴う心と体の変化を理解し、内的・外的環境
の変化に伴う健康障害と生活機能障害を理解する。

・健康障害と生活機能障害のある老人と家族への援助の必要
性を理解し、その方法を習得する。

・老人が自立した快適な生活を送れるための援助の方法およ
び治療を受ける老人の看護を習得する。
近年では核家族化・少子化が進み、老人との密接な接触

を持たずに成長した子供が看護学生として本学にも入学し
てきている。そういった学生に対して、看護の対象である
老人の理解をいかにして深めるかが重要な課題となってい
る。この点に対しては、老人模擬体験や老人食の試食の実
施等によって、老人の身体機能と心理面の変化を学生自身
が体験できるよう工夫するとともに、VTRの活用によっ
て視覚から痴呆性老人の実態を理解できるようにするため
の取り組みを行っている。また、講義の中では実際の老人
の事例を挙げ、学生相互での事例検討を行い、個々の学生
の体験や学びが学生全体へと波及するような授業展開を試
みている。

〔実習〕
老人看護学における臨地実習では、対象である老年期の

患者を理解し、総合的・系統的に看護問題を解決できる能
力と態度の形成を目指している。具体的には、

・老年期にある人の特徴を理解し、日常生活の適応へ向けて
看護ケアの必要性を判断し、計画的に実践評価する基礎的
能力を習得する。

・老年期にある人々の保健、医療、福祉問題と必要な看護活
動を理解する。
という２つの目標を設定し、老人保健施設と特別養護老

人ホーム（１単位）、香川医科大学医学部附属病院（２単
位）における臨地実習を展開している。
１９９８年～２０００年度までの過去３年間において、学生は患
者との相互関係を通して、学内で学んだ知識を統合し、技
術の実践を行い、科目の全過程終了時には、上記の目標を
ほぼ達成できている。
しかし、昨年度の老人看護学実習�における記録の検討

を行ったところ、学生には入所あるいは入院中の対象者に
対する看護の必要性を理解することができていたものの、
対象者が地域に帰った後にはどのような看護が必要となる
のかについての視点が育成されていないという問題も明ら
かとなった。したがって、今後は学生に対してこういった
視点を育成するための取り組みもあわせて行うことが必要
であると考えている。

� 教育全般についての展望
わが国の平均寿命は延長の一途をたどっており、高齢者

の人口は今後も増加することが予測されている。加えて、
２０００年度から介護保険制度が導入されたことにより、地域
・在宅で老人看護を実践する機会が増しているという現状
がある。こういった社会情勢や地域における看護ニーズの
変化と昨年度までに行われた教育効果上の問題点をふまえ、
平成１３年度からの老人看護学臨地実習は、老人保健施設・

特別養護老人ホームでの実習を２単位、香川医科大学医学
部附属病院での実習を１単位へと変更することにした。こ
れにより、生活機能障害や健康上の問題を抱えながらも地
域社会で生活を営む老人と学生の接触する機会が増加し、
教育効果上の問題として挙がっていた学生の視野の狭さの
改善が図られ、さらなる看護の判断と実践の能力向上を目
指したいと考えている。

研 究

配偶者との死別体験をした在宅高齢者に関する研究
研究代表者 杉本知子

本研究は、高齢者の配偶者死別による悲嘆への適応を明ら
かにすることを目的として２０００年度から行っているもので
ある。研究の進行状況については、２０００年１２月に地域社会
で生活をする配偶者と死別した高齢者を対象としたインタ
ビューを行い、現在は調査結果をまとめている段階である。
今後は、この調査結果を国内外で開催される学会発表し、
研究成果の還元を図っていきたいと考えている。なお、こ
の研究は、文部科学省科学研究費補助金（奨励研究（A））
の助成を受けて行っているものである。

社会貢献

伊東久恵
� １９９９年１月実施 平成１０年度香川医科大学公開講座

「高齢社会と家族」
－老人の心理－ 担当
－老人の理解－ 担当

� 平成１０年、１１年、１２年度保健婦助産婦看護婦等実習指導
者講習会（四国厚生支局）

老年看護学講師

参考文献（１９９８年１月―２０００年１２月）

〔発表雑誌等〕
１）看護過程を支援する CDMS（Client Data Management

System）：福崎真由美、森岡多栄子、伊東久恵、月刊新
医療２５�、７４―７６,１９９９

２）日本仏教における生病老死のとらえ方と宗教的活動―浄
土真宗の僧侶２名の面接より―：大森美津子、小野幸子、
伊東久恵、高木永子、香川医科大学看護学雑誌２�,１６１―
１７７,１９９９
３）パーキンソン病患者の主観的 QOL評価：竹内博明、三
野満子、国方弘子、藤本さとし、伊東久恵、日本看護研究
学会雑誌２２�,１７―２６,１９９９

４）音楽療法における痴呆老人の情緒的変化による検討：森
一恵、Kishi Keiko imai、杉本知子、香川医科大学看護学
雑誌４�,７３―８２,２０００

５）乳癌患者の看護：森一恵、杉本知子、キシ ケイコ イ
マイ、クリニカルスタディ２１�,１０４０―１０５４,２０００

〔学会発表〕
１）ターミナル期を在宅で過ごす患者の不安について：杉本
知子、岸（今井）敬子、森一恵、第８回 日本ホスピス在
宅ケア研究会横浜大会 横浜,２０００

２）PBSCT後に再発した２事例における心理的反応の分
析：杉本知子、岸（今井）敬子、森一恵、第２０回 日本看
護科学学会学術集会 東京,２０００ （文責：伊東久恵）
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教 育

� 小児看護学の教育目的は、子どもの成長発達やさまざま
な健康状態に応じた看護について、家族への援助をも含め
全人的に考え実践できる能力を育成することである。その
ため、講義や演習では実証型の授業展開を行い、小人数制
のグループ学習を取り入れ、学生が主体的に、相互で刺激
しあって独自の考え方や見解を持つことができるように工
夫をしている。
小児看護学の担当科目は必修科目が７単位、選択科目が

１単位以上の合計８単位以上の履修である。必修科目は小
児看護学概説・小児疾病論・小児看護対象論・小児援助論
が各１単位、小児看護学実習３単位の７単位、選択課目は
小児クリティカルシンキング１単位、家族看護論が１単位
である。なお小児看護実習�では保育園・幼稚園実習は１
単位（３年次）、子どもの発達段階の理解と養育を学ぶこ
とが目的である。医学部附属病院小児病棟での小児看護学
実習�は２単位（４年次）、子どもの成長発達やさまざま
な健康状態に応じた看護について、家族への援助をも含め
た全人的な看護実践を学ぶことが目的である。

� 平成１２年に大学院医学系研究科修士課程小児看護学専攻
が設置された。修士課程の教育目的は、小児の健全な心身
の発達について人間の生態的観点から理解し、看護学の視
点から小児の健康上の課題および小児と家族への効果的な
援助方法についての理論を学び、研究を行うことである。
授業科目は、小児看護学特論�：２単位、小児看護学特論
�：２単位、小児看護学演習：４単位、小児看護学特別研
究１０単位である。

社会貢献

� ２０００年より香川小児看護研究会を主催し、毎月１回の定
例会を開催した。小児保健・医療・看護に関する研修およ
び共同研究を行うことを目的に約２０数名の会員数を有する。
これまでの研修会のテーマは、小児心身症児への認知療法
的かかわり、自律訓練法（尾方）、小児慢性特定疾患児と
家族への看護トータル・ケア（猪下）、学童肥満児への行
動認知療法（尾方）、小児看護研究の方法�サブストラク
ションの手法を用いて（猪下）、�質的看護研究グランデ
ットセオリー（猪下）等である。広報活動として毎月ニュ
ースレーターを発行し、香川県内の小児保健・小児看護研
究の向上と普及に努めている。

� 香川医科大学小児科と当専攻との共催により、第１回香
川小児保健研究学会を２０００年１２月９日に開催した。演題発
表１８題と特別公演をおこない、香川小児保健研究学会誌の
発行に向けて準備中である。今後も香川県内の地域医療へ
の貢献を深め、病気の子どもと親への支援活動を行う予定
である。その他の学会活動として、２００２年３月３日に日本
看護研究学会近畿・北陸・中国・四国地方会学術集会（会
員１６００人）を香川医科大学看護学科教育棟で主催し、当講
座が学会事務局を務めている。

� 平成１１年度より、香川県看護研修会において約３０名の受
講生に対して、看護研究〔研究計画・方法・論文作成・発
表の仕方〕の指導を尾方美智子・猪下光が担当した。

研究活動

小児看護の研究対象は小児と家族を一つの単位としている。
これまでの研究活動として、小児心身症児と家族への心のケ
ア、自律訓練法、肥満学童教室、発達段階と発達課題と養育
行動、慢性疾患児へのトータル看護、骨髄移植看護などがあ
る。過去３年間の活動を以下に記する。

参考文献

著書等
１）上田伸男、坂井堅太郎、尾方美智子、猪下光他共著：食
物アレルギーがわかる本、日本評論社、１８３―１９４, ３．１９９９．

２）尾方美智子、Kishi Keiko Imai、猪下光、谷洋江：小児
心身症の予防に関する研究―摂食障害と中学生のボデイイ
メージ―、平成１０・１１年度科学研究費補助金（基盤研究�
�研究報告書、２０００．３．

論 文 等

１）渡辺久美、猪下光、近藤益子、太田にわ、池田敏子、中
西代志子：老人の退院時における生きがいと生活活動およ
び生活信条との関連、岡山大学医療技術短期大学部紀要９
�,３３―３９,１９９８．

２）尾方美智子、猪下光、谷本公重、津田芳見：肥満学童に
対する行動療法の効果と母子の自我状態の影響、香川医科
大学看護学雑誌、３�、４７―５６、１９９９．

３）谷本公重、猪下光、尾方美智子：看護学生の幼稚園・保
育園実習前後における子どもへの認知とイメージの変化、
香川医科大学看護学雑誌、３�、７―１４、１９９９．

４）猪下光：看護職のキャリア・ストレスのモデル分析、香
川医科大学看護学雑誌、３�１５―２１、１９９９．

学会発表等

（発表者・共同研究者：演題、学会名、開催地、発表月日）
１）猪下光、尾方美智子、二宮恒夫、津田芳見：若者の摂食
態度と減量行動に関する検討―中学生と大学生の比較―、第
１１０回日本小児科学会、徳島、６．１０,１９９８．
２）尾方美智子、猪下光、二宮恒夫、津田芳見：エゴグラム
に表される不登校児と母親の影響、第７回中四国日本小児
保健学会、山口、７,１９９８．

３）尾方美智子、猪下光、二宮恒夫、津田芳見：小児心身症
への自律訓練法の効果、第１６回日本小児心身症医学会、（集
録 pp．１４２）東京、８．１９９８．

４）猪下光、尾方美智子、二宮恒夫、津田芳見：体重の自己
評価と摂食障害的態度関係―中学生と大学生を比較して―第
４５回日本小児保健学会（集録 pp．１９６―１９７東京）、１９９８．
５）猪下光、尾方美智子、谷本公重、Kishi Keiko Imai：青
年男女の摂食態度の６尺度分析、第１２回日本看護研究学会
近畿・北陸／中国・四国地方会、滋賀、３．２８．１９９９．

６）谷本公重、猪下光、尾方美智子、Kishi Keiko Imai：青
年期におけるダイエット行動に及ぼす影響要因、第１２回日
本看護研究学会近畿・北陸／中国・四国地方会、滋賀、
３．２８．１９９９．

７）尾方美智子、猪下光、谷本公重、谷洋江、二宮恒夫：心
身症患児と母親への自律訓練法、第１７回日本小児心身医学
会学術集会、徳島、９．１０．１９９９．

８）猪下光、谷本公重、尾方美智子：摂食障害児の家族シス
テムと親の養育態度の検討、第１７回日本小児心身医学会学
術集会、徳島、９．１０．１９９９．

９）谷本公重、猪下光、尾方美智子：神経性食欲不振児の欲
求不満反応―P―Fスタディによる―、第１７回日本小児心身
医学会学術集会、徳島、９．１０．１９９９．
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１０）猪下光、谷本公重、尾方美智子：青年の摂食態度の分析、
第４６回日本小児保健学会、北海道、１０．１５．１９９９、小児保
健研究、５９�、３０７、２０００．

１１）谷本公重、猪下光、尾方美智子：中学生の体重評価とボ
ディイメージ、第４６回日本小児保健学会、北海道、
１０．１５．１９９９、小児保健研究、５９�、２９３、２０００．

１２）尾方美智子、猪下光、谷本公重、中津忠則、橋本喬：母
親からみた摂食障害児の乳幼児期―母親面接を中心に―、第
１１３回日本小児科学会徳島地方会、徳島、１１．１９９９．

１３）猪下光、平岡蘭子、谷本公重、尾方美智子、Kishi Keiko
Imai：摂食障害児の家族システムの分析、第１３回日本看護
研究学会近畿・北陸／中国・四国地方会、山口、３．２６．２０００．

１４）猪下光：看護職のキャリア・ストレスのモデル分析、第
１３回日本看護研究学会近畿・北陸／中国・四国地方会、山
口、３．２６．２０００．

１５）猪下光、尾方美智子、吉本百合子、西江都：摂食障害児
の生育過程におけるエピソート―患児と母親へのカウンセ
リングを通して―、第２７回日本看護研究学会学術集会、千
葉、７．２７．２０００．

１６）谷本公重、猪下光、尾方美智子：小児心身症の初診時に
おける訴えの分析、第１８回日本小児心身医学会学術集会、
大阪、８．２５．２０００．

１７）猪下光、谷本公重、尾方美智子：摂食障害の発症より回
復過程に至る母と子の心理的変化、第１８回日本小児心身医
学会学術集会、大阪、８．２５．２０００．

１８）猪下光、尾方美智子、谷本公重、Kishi Keiko Imai：青
年女子の痩せ願望とダイエット行動の実態、第１回香川小
児保健研究会、１２．９．２０００．

１９）猪下光、尾方美智子、谷本公重、Kishi Keiko Imai：摂
食障害児の乳幼児期のエピソート、第１回香川小児保健研
究会、香川、１２．９．２０００．

２０）猪下光、尾方美智子：絵画や箱庭に表現された心理的問
題を有する小児の自己像、第１回香川小児保健研究会、香
川、１２．９．２０００．

２１）猪下光、内田雅代：小児の骨髄移植看護の実態と看護上
の課題、第１回香川小児保健研究会、香川、１２．９．２０００．

２２）谷本公重、鵜川真理子、枝川千鶴子、猪下光、尾方美智
子：化膿性髄膜炎による障害を残した幼児の母親の受容過
程、第１回香川小児保健研究会、香川、１２．９．２０００．

（文責：猪下 光）

教 育

� 講義・実習
１）講義：１９９８年は、学年進行第３年目であり、教官は教授
１人で講義を展開した。教育活動の実際は、母性看護の対
象を理解した上で、妊娠・出産が安全かつ満足にできるよ
うに女性と家族の意思を尊重し、健康生活や親役割への移
行を支援しながら、周産期の母子に関する援助ができる能
力を養うこととした。１９９９年は、学年進行の最終年であり、
助教授１人が着任し教官２人で講義と実習を展開した。
２０００年は、新任の教授と助手が加わり、教官３人で講義と
実習を展開した。講義科目と単位数は次の如くであった。
�母性看護学概説・２年次／１単位・必修、�母性看護対
象論・２年次／１単位・必修、�母性特性・疾病論・２年
次／１単位・必修、�母性援助論・３年次・１単位・必修、
	こどもが生まれる家族の看護・３年次／１単位／選択、

母性看護クリティカルシンキング・４年次／１単位／選
択、その他には、�看護研究�／母性分担：４年次必修、
�看護理論特論／母性分担：４年次必修、これからの保
健医療と看護／母性分担：４年次必修。また、２０００年４月
からは大学院医学系研究科修士課程に看護学の３講座が設
置されたことにともない、大学院教育にも参画した。

２）実習：１９９９年は、母性看護学実習／３単位・必修・４年
次生は、５８名を８グループ編成で展開した。実習場所は香
川医科大学付属病院の産婦人科外来、母子センター、およ
び産婦人科病棟とし、受持ち事例の看護過程展開を中心に
進めた。この実習の教育評価の一部をまとめて報告した（研
究／論文１１）。その他、地域で生活している在宅の女性に
ついて学びを深めるために、２日間の公民館実習（高松市
内３８ヶ所）を展開して、中高年期の母性のライフサイクル
を捉えられるよう工夫した。２０００年は、臨床看護を中心に
した実習計画に変更して、産婦人科病棟、陣痛室・分娩室、
新生児室、NICU、産婦人科外来の５領域別に、小グルー
プで展開した。実習第１週は、実習目標に依拠しながら学
生の問題意識を掘り起こし、新鮮な視点から実習病棟の全
体を把握し、産婦人科外来実習では妊婦１事例を受け持ち、
妊婦健康診査の待ち時間に妊婦にインタビューを実施して、
在宅での看護問題や妊婦の生理的特徴を把握できるよう工
夫した。第２週は、産婦人科病棟で褥婦を受け持ちロイ適
応モデルで看護過程を展開した。第３週はまとめ、個別指
導・評価やテーマカンファレンスを通して、学生が主体的
に学習して学びを共有した結果、多くの学生からグループ
討議の楽しさを体験し思考が深まったという評価を得た。
今後もグル―プ討議を多くする必要が考えられた。

３）学生の研究：看護研究�／３単位・４年次・必修は、１９９９
年では当講座は学生６人を分担指導し、２０００年は学生７人
を分担指導した。学生の研究成果は、第一回香川母性衛生
学会学術集会で口演発表できるような指導を試みた結果、
学生は研究の達成感を得られたという良い反応がみられた
ので、今後も学生からの評価に基づきこの教授方法を継続
する。研究論文は次の７題目であった。１９９９年：�新生児
の目の拭き方―科学的裏付けを明確にするための実験に基
づいた沐浴の保健指導案を考える―・野田知恵子、林寛子、
原田由紀、姫松朝香、松島志穂、長井綾子。２０００年：�高
校生の性別による月経イメージの差異に関する研究―これ
からの月経教育に求められるもの―・益岡享代、�高校生
の人工妊娠中絶イメージの検討―避妊と人工妊娠中絶の性

母母性性看看護護学学
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教育への一考察―・真庭絵里、�男性看護者の職務満足度
を規定する要因と職業意識の関連性の検討・矢立雅章、�
カンガルーケアによる母親の自己概念の変化と癒し過程の
研究・近藤なつき、	カンガルーケアによる父親の感情に
関する研究・増田芙美、
０～３歳の子どもを持つ看護婦
として働く母親の子育て観に関する研究・豊沢亜紀、中村
知美。

� 教育全般についての展望
当講座の教官は、母性を取りまく家族や社会の問題点や、

将来の展望に注目しながら、子孫を創造し、育み、健やか
に成長・発達させる人間の営みを大切にしてアプロ―チす
るケアが母性看護学であると考えて（研究／論文１２）、研
究／論文１３）、社会活動／社会貢献３）、教育活動等を行っ
た。WHOは、１９９４年「リプロダクティブ・ヘルス／ライ
ツ」を採択し、女性のエンパワーメントの向上を啓蒙して
おり、今後もこの視座から、将来看護専門職者として活躍
する学生が、母性看護の基礎的知識を学習でき、学問的な
位置づけや展望を学び、母性看護観を培うよう努める。２
年次生は、母性概念の歴史的変遷を理解して、女性の生涯
に関わる視点を、文献や学生間討論や視聴覚教材等を活用
しながら育めるように構築する。３年次生は、生殖機能が
心身に大きく変化を生じる、妊娠・分娩・産褥・新生児期
を中心に、女性や家族が、安全安楽に子産み子育ての準備
を整えてセルフケアや異常の早期発見ができ、とりわけ、
香川の地域に適した保健指導と看護介入ができるよう学内
演習等で知識の深化を図る。４年次生は、臨地実習で既習
の知識を統合させ、女性の well―beingがより望ましく
wellness型で発達するよう看護実践能力の習得に努める。
現在は、対象者の内的・外的刺激への適応レベルをアセス
メント・看護診断し他職種とリンクして、ロイ適応モデル
のクリティカルな適用の試みが当講座の特徴であるが、今
後は、看護理論を強調しすぎないよう、学生の主体的な看
護観を中心に楽しい臨床看護教育を探求する。
展望として、チュートリアルカリキュラムを研究的視点か
ら導入し、点検評価を工夫して、本学の教育理念を体現で
きる学生の教育に、教官の和の力を大切に日々研鑽する。

研 究

研究活動は、母性をとりまく社会現象全般に関して展開し
た。主な研究課題は、災害時における看護職の役割に関する
研究、妊婦の交通安全に関する研究、社会福祉に関する研究、
不妊女性の心理・社会的背景に関する研究、０―３歳児の子
育て支援に関する研究などで、過去３年間の活動を次に記す
る。

社会貢献

１）１９９９～２０００年まで、災害時の国民の安全を守るために次
の委員会で活動（小野清美）した。消防庁震災対策指導室
「大規模地震時における安否情報等のあり方に関する調査
研究委員会」委員、日本消防設備安全センター「災害トイ
レ製品等性能確認委員会」委員。

２）１９９８～２０００年まで、香川県看護協会主催の看護管理者フ
ァーストレベル研修会で、看護研究１（統計処理、論文の
まとめ方）を白井瑞子が担当し、また同協会の保健婦・助
産婦・看護婦実習指導者講習会で「母性看護学実習の展
開」（白井瑞子、内藤直子）を担当し香川県内の看護職の
質的向上に寄与した。介護保険認定審査委員としても高松
市の委嘱を受け（白井瑞子）た。

３）０歳児を持つ家族に対する支援活動（グルーミングトー
ク＆育児ネットワーク）を、育児不安や児童虐待防止及び

子育て満足感を高める目的で、堺市立文化会館で毎月１回
主催し、１０年間代表を継続しながら（内藤直子）、子育て
講演、身体計測、健康や発達のアセスメント、育児相談を
実施し地域に根ざした母子支援に貢献した。

４）２０００年は香川医科大学母子科学講座と協力して、第一回
香川母性衛生学会の発足会を開催し、当講座が副会長（内
藤直子）と幹事（白井瑞子）及び事務局を努め、香川県内
の女性の健康を守り母性機能を円滑に遂行させるための研
究や知識の普及を図り、人々の福祉に寄与できるよう学術
集会の開催や学会誌の発行などの運営を担当した。
今後も、すべての女性と家族の健康と幸せに寄与できるよ
うに、ジェンダーフリーの視座で、努力していきたい。
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当講座は１９９８年４月に開講され、２００２年３月に一連の課程
を終了する予定である。
当講座は授業開講の前年度（１９９７年）に助教授の赴任によ

り、準備（実習室の整備、臨地実習施設の開設）が行われる
予定であったが、助教授の赴任拒否に始まり、人材確保や講
座整備が追いつかないまま今日に至っている。講座は１９９８年
１月講師、１９９８年４月教授、１９９９年１月助手、１９９９年４月助
教授が夫々赴任したが、２０００年３月講師退職、２０００年６月助
教授退職という状況である。今日までの教育に関する業務は
１９９８年度は３年生５科目の授業、実習室の整備、４年生のた
めの臨地実習施設の準備（関係機関との調整）、地域看護学
担当の助教授１名・助手１名、精神看護学担当の教授（結果
的には講師しか得られなかった）１名．助手２名の候補者探
し、修士課程開設の準備など、１９９９年度は４年生の２科目の
講義、５９カ所での臨地実習、９名の卒業研究が加わり、２０００
年度には大学院（修士課程）学生４名の教育が始まっている。
【講座運営の方針】
当講座は準備の不備やマンパワー不足のため、学生の教育

を受ける権利の保障を最優先に、教育の質を確保するための
最小の研究・実習教育の質を守るために最大の社会貢献を方
針として運営している。

教 育

１） 講義・実習
� 学部教育 当講座は保健婦基礎教育のコアの部分を担
当する。担当科目を図１のように構造化し、地域看護学
の理論・技術を看護学を中心とした保健指導の理論・技
術―個別（健康相談・家庭訪問）、集団（健康教育・地区
組織育成）、在宅看護技術―、公衆衛生学を中心とした地
域看護診断の理論・技術、理論を実践する科目、理論・
実践を統合する科目として位置付けた。講義科目は８科
目で、そのうち６科目が３年生で開講される。病院内看
護を中心に展開されている当学のカリキュラムでは地域
で暮らす人々の健康支援を行う地域看護は看護者の立つ
位置の１８０度転換が必要であるため、学生のイメージを
容易にするためグループ演習・発表を多くとり入れてい
る。当講座の特徴として開講されている離島保健・看護
論では男木島・女木島の現地踏査を実施し、人々の暮ら
しや思いに触れ、僻地や離島における保健活動について
考える機会を提供している。

図１ 地域看護学カリキュラム構造

実習は地域看護が行われている場（図２）である保健所、管
内市町保健センター、市町内小中学校・在宅介護支援センタ
ー・訪問看護ステーション、働く人々を対象とした企業を対
象にコミュニテイを中心に展開している（表１）。

表１ 地域看護学実習施設一覧

卒業研究は、１期生（９名）は「高齢者夫婦世帯の介護負
担の現状と求められるサポートに関する研究」、「O島におけ
る独居老人の生活実態と生きがいの関係」、「いじめ自殺の予
防に対する看護職が担える役割ー１９８９年～１９９８年の１０年間に
おけるいじめ自殺事件より」など訪問調査、文献研究に取り
組んだ。高齢者の研究は２０００年９月、日本看護学会発表、同

地地域域看看護護学学

教 授 池 田 澄 子（１９９８．４．１～）

助教授 今 中 悦 子（１９９９．４．１～２０００．６．１５）

講 師 忠 津 佐和代（１９９８．１．１～２０００．３．３１）

助 手 林 志 保（１９９９．１．１～）

疑問の追求による看護観の確立 看護研究� ３�
↑

クリティカルシンキング １� 実践の考察
↑

実践をとおして理論の統合 地域看護学実習 ３（１３５）

働く人々の健康 産業保健・看護論 １� ↑
↑

地域看護学特論 １�
調査研究によるニーズ把握

対象別保健指導 母性・小児・成人・老人・精神の各講座

家族保健指導
家庭看護学 １� 離島保健・看護論 １�

僻地の保健活動
↑

在宅ケア技術 家族援助論 １�

地域援助論 ２�
地域看護診断

個別－健康相談・家庭訪問 地域看護対象論 ２�
集団－健康教育・地域組織

↑ ↑
看護技術 ← 保健指導 → 公衆衛生の理論・技術

地域看護学概論 １�
地域看護の概念 地域看護の対象
保健婦活動の歴史 諸外国の活動

↑

集団や地域を対象としたもの 地域社会学 情報科学 データとデータ解析 疫学 社会心理学

法的制度 保健政策論 看護と法規 社会福祉・社会保障

看護学基礎知識 各看護学

註）１ 科目名 他講座・非常勤科目名
２ 単位（時間数）

保健所 市町 産業 学校
訪問看護

ステーション

在宅介護

支援センター
計

１９９９年 ６ １５ １ １３ １２ １２ ５９

２０００年 ６ １２ １ １１ １２ １３ ５５

支持科目

施設数

図２ 人々の暮らしと地域看護
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学会論文集に掲載された。２期生（７名）は「高齢者の閉じ
こもり予防への援助のあり方に関する研究―M町高齢者の実
態調査からー」、「養護教諭から見た教師のストレス状況と取
り組み」、「生活排水対策とその処理（汚染源）の実態―食に
焦点をあてて―」など調査研究を行った。
� 修士課程（地域看護学専攻）
２０００年度より、４名の学生に対して、地域看護学特論
�、地域看護学特論�、地域看護学演習、地域看護学特
別研究を金曜日１８：３０―２１：３０、土曜日１０：００―１５：３０に
開講し、竹内博明教授、真鍋芳樹講師、著者と３名で授
業を行っている。

２）卒業状況
保健婦国家試験は１期生６３名受験し合格４９名（合格率

７７．８％・全国平均９０．７％・全国下位より第２位、国立系大
学最下位）であった。多くの不合格者を出した理由はカリ
キュラム構成、科目開講時期、教員の教授能力、保健婦お
よび看護婦の両者を受験することに対する学生の準備など
１講座で対処できる問題は少ない。
保健婦への就職は１期生９名（県内４名、県外５名）、

２期生３名（県内２名、県外１名）、地域看護学修士課程
進学は１期生１名、２期生１名である。

研 究

� 香川県保健婦との共同研究
子育て支援を目指した活動として、「子育てにおける祖

母の役割について」―香川県愛育班に加入する祖母と母親
１３００組の調査に取り組んだ。（論文・学会発表）
� 「香川の島々の健康を考える会」による研究活動

香川県離島で暮らす人々への健康問題に対する支援活動
のあり方に関する研究に取り組み、既存資料の分析や島民
調査を実施中である。

� 講座内における教育評価
「地域看護学実習の評価」―学生の記録・自己評価・意

識調査等の分析（学会発表）
	 他大学・他講座との協同研究

長崎大学医療短期大学（助教授）・本学人間環境医学講
座衛生・公衆衛生学（講師）での研究活動が行われている。

社会貢献

� 委員会委員 １９９８年度より現在まで、香川県老人保健福
祉計画及び介護保険事業支援計画策定検討委員会委員、香
川県母子保健運営協議会委員等の委嘱を受けている。

� 現任教育 香川県中堅保健婦・新人保健婦研修、香川県
看護協会訪問看護婦研修、実習指導者研修などに従事して
いる。

� その他 香川県看護協会主催のまちづくりシンポジウム
や香川県主催の保健活動に関する研修会等でパネリストや
コーデイネーター等、地域と協働する活動に参加している。

そ の 他

講座開設以来、不十分な人材で対応してきた。本来、実習
室整備や、実習施設や不足教員の確保は学科開設準備として
行われるべき業務であり、看護学科開設準備担当部署で評価
・検討されるものであるが、あえて、講座の経過として述べ
た。地域看護学分野は、暮らしのなかでの健康支援が活動主
体であるため、保健活動に従事する看護職は地域に定住して
いる者がほとんどで、教員資格を満たした人材の確保は困難
である。しかし、看護基礎教育では実習を必要としており、
地域のことを熟知する人材が必要とされている。多くの大学

では助教授・講師は地元より実践経験のある有能な人材を確
保し、不足する学歴・研究は就任後補って行く方法が取られ
ている。本学でも５０カ所を超える機関で実習を行っている。
まず、教育が可能な人材を地元から確保することが第１であ
ると考えてきた。本学では学歴・論文数のみが重視され、実
務経験のない教員が採用されるなど教育活動が軽視されてい
るように思える。実践の科学である看護学教育で何を優先す
るかは教育に対する価値観の相違であろう。

参考文献（１９９８年１月―２０００年１２月）

学術論文
� 豊田ゆかり、久坂やす子、遠山尚子、原美香子、篠原登
美子、池田澄子：親準備性に関連する男女の意識―妊娠期
の夫婦意識調査から― 日本看護学会論文集母性看護 pp
１２４―１２６ １９９８年
� 久坂やす子、豊田ゆかり、遠山尚子、原美香子、篠原登
美子、池田澄子：初産妊婦と夫の子供イメージ―性役割観
からの比較― 日本看護学会論文集母性看護 pp１２７―１２９
１９９８年

� 久坂やす子、豊田ゆかり、遠山尚子、原美香子、池田澄
子：親となる意識の形成 愛媛県立医療技術短期大学紀要
pp．３７―４３ １９９８年

	 林志保、多田政子、田中恵子、寺下利美、近藤静江、三
好紀代美、名尾純子、真鍋佳津子、安部紀美枝、池田澄子：
子育てに期待される祖母の役割ー香川県母子愛育会員実態
調査からー香川医科大学看護学雑誌 第４巻１号 pp８３―８９
１９９９年

学会発表
� 豊田ゆかり、久坂やす子、遠山尚子、原美香子、篠原登
美子、池田澄子：親準備性に関連する男女の意識―妊娠期
の夫婦意識調査から― 日本看護学会母性看護（那覇市）
１９９８年

� 久坂やす子、豊田ゆかり、遠山尚子、原美香子、篠原登
美子、池田澄子：初産妊婦と夫の子供イメージ―性役割観
からの比較― 日本看護学会母性看護（那覇市）１９９８年

� 澤田忠幸、久坂やす子、豊田ゆかり、池田澄子：妊娠期
における父性の芽生え 第１０回日本発達心理学会（浦和
市）１９９９年

	 林志保、多田政子、田中恵子、寺下利美、近藤静江、三
好紀代美、名尾純子、真鍋佳津子、安部紀美枝、池田澄子：
子育てに期待される祖母の役割―香川県母子愛育会員実態
調査― 第３３回四国母性衛生学会（徳島市）１９９９年


 林志保、池田澄子、今中悦子：地域看護学実習における
健康相談場面での学び 第３回日本地域看護学会学術集会
（東京都）２０００年

� 伊豆原知恵、大西明子、仁科富美子、林志保、池田澄子：
介護を必要とする配偶者をかかえる高齢者夫婦世帯に求め
られる援助 第３１回日本看護学会地域看護（横浜市）
２０００年

Key words

community health nursing public heath care service
family nursing home care care system design

community health nursing diagnosis
（文責：池田澄子）
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教 育

２０世紀は「こころの時代」と言われ、それまで、精神疾患
をもつ者のみを対象とした法律から、国民のこころの健康を
保持・増進することが盛り込まれた。また、精神障害者に対
する考え方も、社会から隔離するという考え方から、在宅生
活へ、また同じ１人の人間として、ノーマライゼーションの
考え方に立ち、社会参加をすすめていくようになった。
このような中、精神看護に期待される役割も多様化してい

る。たんに、精神疾患をもつ患者の看護のみでなく、全ての
人々があらゆるライフサイクルや発達段階において、こころ
の健康を守るための看護の提供ができる能力が望まれている。
� 講義・実習

上記の目的を達成するために、精神看護学では、精神看
護学概説（１単位１５時間）、精神疾病論（１単位１５時間）、
精神看護対象論（１単位３０時間）、精神援助論（１単位３０
時間）、精神障害者のリハビリテーション（１単位１５時間）、
精神看護クリティカルシンキング（１単位１５時間）といっ
た授業科目を開講し、基礎的な知識や理論の学習から、精
神看護の現状を批判的に検討し、今後看護職が担うべき役
割について考えるといった学習を、講義や演習を組み合わ
せて行っている。
また、臨地実習では、３年次に県立丸亀病院で、精神病

院に入院している対象の特徴や医療活動の実態を把握し、
看護の役割を学ぶことを目的とする見学実習を行っている。
４年次には本学の医学部附属病院精神科病棟で実習を行い、
主に、急性期の対象を受け持ち、対象を１人の人間として
全体的に理解することや、看護者である自己と対象者との
関係の持ち方を検討することに主眼をおいている。編入生
については、精神障害者小規模共同作業所において、地域
で暮らす精神障害者との交流の中から、生活のしづらさや
生活者としての精神障害者を理解する機会としている。

� 教育全般についての展望
看護は実践の科学と言われ、学生は講義や演習で学んだ

知識や技術を実習のなかで統合する。特に精神科領域では、
実習が、はじめて精神障害者と出会う機会となる学生が多
く、体験を通して今まで学んできたことの意義にきづく学
生が多い。よって、講義や演習を行う際に、事例や体験談
を多く用い、学生の理解を深めることも重要であるが、さ
らに実習において、既習の知識を統合できるような、効果
的な働きかけを行っていく必要がある。そのためには、精
神看護学実習での学生の学びや、教員の実習指導の現状を
明らかにし、その効果を評価し、今後の教育活動のあり方
を検討していく必要がある。

研 究

� 精神障害者の家族に関する研究
家族会活動は家族の相互支援を促し、対処能力を高める

といった意義があり、活動が活発になるための支援が課題
となっている。そこで、会の活動に参加する過程で家族が
感じる困難を明らかにし、今後の看護職の支援を検討した１）。
家族の困難は、個人に関するものとグループとしての困難
が見られ、今後の展望としては、それぞれの困難について
の効果的な介入方法の検討を行う必要がある。

� 精神看護学実習に関する研究
精神看護学実習における学生の実習評価表より、学生の

学びの全体的傾向を調べ、一学生の看護過程の展開より、

患者ー看護学生関係の確立過程に伴う患者像について考察
した。結果、患者理解は、情報源が患者との直接の関わり、
カルテ、病棟スタッフから得られるもので、患者の人間関
係の広がりや患者の予後像など、間接的、長期間的なもの
の患者理解は得にくいことがわかった。患者ー看護学生関
係の確立過程では、患者の表面的かつ断片的な理解から、
人格的かつ包括的な理解への変化によって、対人関係形成
に認知の大きな転換点があることがわかった２）。今後、学
生が患者理解をどのようにしていくのか、今回の結果を踏
まえて追跡調査する必要がある。

社会貢献

平成１２年度より、香川県保健婦助産婦看護婦実習指導者講習
会に協力している。
平成１３年６月より、日本精神科看護技術協会の査読委員をし
ている。

参考文献（２０００年４月～２００１年７月）

１）越智百枝：精神障害者地域家族会に参加する家族への看
護職の支援―個々の家族の感じる困難に焦点を当てて―、香
川医科大学看護学雑誌、５�, p．１４１―１５０,２００１．

２）戸田由美子：精神看護学実習�の学び―患者―看護学生関
係の発展段階を中心に―、香川医科大学看護学雑誌、５�,
p．１８５―１９７,２００１．

（文責：越智百枝）

精精神神看看護護学学

講 師 越 智 百 枝

助 手 戸 田 由美子
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教 育

� 講義・実習
物理学の基本法則の理解と応用力の育成を目標として、

基礎的な講義と応用的な講義とを開設している。基礎的な
ものとして、高校物理を受講しなかった学生を対象とした
自然科学入門（物理）、教養課程での物理学として、物理
学�では力学、流体力学を、物理学�では電磁気学、原子
物理学の講義を行っている。他方、応用的なものとして、
生物物理学入門では、生体を理解するための、生物物理現
象論と生体感覚論等を講義し、現代物理学の応用では、物
質をミクロな観点から説明する時に必要な原子物理学と量
子物理学が講義されている（立川、土井）。また、自然科
学実習（物理学）を行っているが、平成９年度学長裁量経
費（３，０００千円）の支援をうけて、実験を共通コア部分と
コース分けしたアドバンス部分とに分けて実習内容の充実
を図かった（平成１２年度完成）。新たなアドバンスコース
実験題目に、NMR実験、超伝導実験、X線撮影実験、マ
イクロ波実験、電子工作実験およびコンピュータ処理を設
置した（立川、土井、寺中）。
他方、物理学以外への支援科目として、情報処理に間す

る基礎知識の習得を目的にした情報科学（実習）（寺中）、
データ処理および各種メディアによる実験結果のプレゼン
テーション方法の科学表現論の部分担当をしている（土井、
寺中）。また、物理学の基本法則の理解と応用力育成を目
標に、力学、電磁気学、波動学および医療装置・器具の原
理などについて学習する看護物理を担当（立川）をしてい
る。さらに、一般教養科目教養特別講義では、コーディネ
ーター（土井）としてプログラム委員会を組織し、医学と
異なる分野で活躍している専門家の特別講演を開設してい
る。

� 教育全般についての展望
近年、物理学の知識が医学、医療、検査等にも応用され

ることが多く、物理的思考力も重要視されるようになって
いる。現代医学に利用されている物理学は、先端的な応用
物理学の色彩が強いが、一方教育面では、高校と大学課程
との間の物理学には、かなりのギャップが存在する。この
ような状況においても、医師は、時代と共に顕著に進化し
ている医療装置・機器を理解し、コントロールする必要が
ある。そこで、教養課程での物理学では、学生が、将来的
な上級学年において、これらの原理を理解できるように、
適切な糸口部分の物理学の導入が課題となっている。

研 究

ジャイロトロンを光源とするミリ波・サブミリ波生体照射
装置の開発研究
本研究は、臨床応用への実用化を念頭にした世界で初めて

の遠赤外線・サブミリ波生体照射装置の開発研究である。こ
の研究は、香川医科大学放射線科、第一外科および福井大学
遠赤外開発研究センタ（出原敏孝代表）との共同研究により、
下記の科学研究費と学内教育研究特別推進経費の支援を受け
て行われたものである。
１）基盤研究 B h１０―１２ミリ波・サブミリ波帯におけるカテ
ーテル照射装置の基礎的研究

（立川敏明代表 ５，１００千円）
２）基盤研究 B h１１―１３ジャイロトロンを光源とするミリ波

・サブミリ波帯カテーテル照射装置の開発研究（立川敏明
代表 １３，４００千円）

３）奨励研究 A h１２―１３ミリ波・サブミリ波の導波管転送に
よる蛋白質変成の定量化

（寺中正人代表２，０００千円）
４）h１２学内教育研究特別推進経費 ミリ・サブミリ波照射
装置用ロッド・アンテナの開発と応用 （立川敏明代表
１，０００千円）

本研究は、大きく分けて二つの項目からなり、（a）照射装
置の開発・整備と、これを用いた（b）組織や生体に対する
照射研究である。
［ａ］照射装置の開発・整備 福井大学ジャイロトロン FU
―�を用いて、生体照射に最も適切なシステムと条件を求め
た。２～４） また，小半径カテーテル導波管の部分結合型およ
びテーパー型モード変換装置を試作し、これを用いて、後述
の照射実験等を行った。１，６～８）さらに、赤外線放射温度計２台
と極細熱伝対温度計とを設置し、被照射体の表面温度と内部
温度とのリアルタイム測定を行った。９～１１）

［ｂ］卵白、牛肉片および生体動物への照射 導波管開放端、
金属ホーンアンテナおよびテフロンロッドアンテナを用いて、
卵白、牛肉片および生体ラット肝臓等への照射実験を行った。
開放端および金属ホーンアンテナ照射では、３～５�離れた
所での照射を、ロッドアンテナ照射では、－１０～５�で照射
し、将来的な有望性を示した。５，９～１１）

社会貢献

県立医療短期大学創立時より、科目「医用電子工学概論・
同実習」の非常勤講師を依頼され、医療応用に必要な上記授
業を行っている（立川）。また、県立高松南高等学校の依頼
により、科目「生理学」の非常勤講師として合計２０時間の授
業を受け持っている（土井）。

そ の 他

研究の欄で示した「ミリ波・サブミリ波生体照射装置の開
発研究」が、世界的に初めての試みであると共に、将来的に
はガン照射装置としての応用が有望であるとして、社会的に
注目され、福井新聞に平成１１年１０月１７日付けおよび平成１２年
１２月１４日付けで、二度にわたり、研究紹介記事が掲載された。

参考文献

１）T.Tatsukawa，T.Shirai，T.Imaizumi，T. Idehara，I.Ogawa，
and T.Kanemaki ;
Ruby ESR over a wide frequency range in the millime-
ter wave region
Int. J. Infrared and Millimeter Waves，１９８５９―８７４（１９９８）

２）T. Idehara，I.Ogawa，Y. Shimizu，and T. Tatsukawa ;
Higher harmonic operations of a submillimeter wave

gyrotrons（Gyrotron FU Series）
Int. J. Infrared and Millimeter Waves，１９８０３―８１６（１９９８）

３）T. Idehara，K.Yoshida，N.Nishida，I.Ogawa，M.Perey-
aslavets and T. Tatsukawa ;
CW operation of a submillimeter wave gyrotrons（Gyro-
tron FU IV）for high stability of the output frequency
Int. J. Infrared and Millimeter Waves，１９７９３―８０１（１９９８）

４）T. Idehara，N.Nishida，K.Yoshida，I.Ogawa，T.Tatsukawa，
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教 育

医学科および看護学科学生の教養教育としての「化学」を
担当している。単科医科大学において教養教育を教育全体の
中でどのように位置づけるかは議論の多いところであるが、
最近のいわゆる『理科離れ』や『学力低下』を勘案し、�col-
lege chemistryの基礎をマスターし科学的思考を養う、�同
時に、化学の成果をどのように生命現象の解明に結びつける
かを主眼として教育を進めている。小林が化学 Iを担当し、
無機化学、理論化学分野を講義し、獅々堀（平成１１年３月ま
で）徳光（平成１１年８月以降）が化学 IIにおいて主として
有機化学分野を担当している。また、選択科目として、小林
は「生体機能の化学」徳光は「生体物質の化学」を担当して
いる。選択科目においては、生命科学の先端的分野について
英文総説、論文を使う、やや高度な教育内容であるが、学生
諸君は十分な能力を持ち心強い。「遠山プラン、工藤声明」
に基づき、大学における教育、研究の国際水準に見合った先
端化、高度化が要請されている。研究教育充実を目的として
教室配属型の教育システムが導入され、化学教室も積極的に
参加して来た。短期間の教室配属型教育には限界があり、強
い研究指向を持った学生に対して、高いレベルの研究教育を
行うことはは難しい側面もある。カリキュラムにこだわらな
い研究教育も重要な課題である。対象を研究意欲の高い学生
に絞り、先端的研究をともに遂行する中で、研究のアイデア
と論理展開、情報収集能力、語学力に加え、先端的研究技術
の習得とこれを用いた研究の遂行、研究成果の公表などの研
究に係わる総合的能力を養成することに取り組んできた。学
会発表はもとより英文論文の発表を含め外部からの評価に耐
えうる成果を挙げている。

大学院教育

大学全体の大学院教育の一端を担当することは当然として、
教養教育担当という立場から、教室に大学院生が入学してく
ることは中々難しいのが現状であり、このことは研究を推進
する視点からも一つの弱点である。平成７年から平成９年ま
で、小山雄太君（秋田大医）が在籍し、平成１２年には岡田美
紀さんが入学し、やはり平成１２年から畠山卓君（秋田大医）
が在籍し活発に研究を進めている。臨床講座とは異なった視
点から、卒業生のみならず全国から大学院生を受け入れる姿
勢とそれに見合う研究レベルが必要と考えられる。

研 究

細胞内カルシウムは細胞内情報伝達因子として筋収縮、分
泌反応、神経伝達物質の放出さらには遺伝子の発現調節にい
たる様々な生理作用を担うことが知られている。
これら多岐にわたるカルシウムシグナルの多くは、カルモデ
ュリン（CaM）や S―１００タンパク質（S―１００）に代表される
EF―hand型カルシウム受容タンパク質を介した情報伝達系
により制御されていることが示されている。CaMと S―１００
の２つの異なるカルシウム情報伝達系に焦点をあて、構造と
機能相関、構造生物学的解析さらにそれらの結果に基づく
EF―hand型カルシウム受容タンパク質の分子多様性を明ら
かにするとともに、この多機能な情報伝達系を解析するため
の低分子プローブの開発および変異体遺伝子を作成し、高効
率導入法を用いて生理機能の解明を行っている。従来から、
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分子プローブを用いて細胞内カルシウム信号系やタンパク質
リン酸化酵素の生理機能を解明することを研究課題としてき
た。このような分子薬理学的方法を発展させる過程で、細胞
外マトリクスタンパク質（３６kDa―MAGP）が S―１００A４の標
的分子であることをつきとめ（平成６、７年度科学研究費
一般研究（B）「新しい細胞外マトリクスタンパク質を介し
た信号伝達系の分子薬理学的・分子生物学的研究」小林良二
（研究代表者）、さらに病態との関連（平成９、１０年度科学
研究費 一般研究（B）「新しく発見した細胞接着蛋白質の
Smith―Magenis症候群発症における役割」小林良二（研究代
表者））分子プローブを探ることで、臨床応用に連結される
ものとなった。これらの分子プローブを用いた生理作用の解
明研究において、さらに S―１００タンパク質ファミリーと低分
子量化合物との相互作用を詳細に検討する必要性を考え、抗
アレルギー薬と S―１００タンパク質ファミリーとの選択的結合
を見い出すことができた。構造生物学的手法と生化学的解析
を結び付ける方法が S―１００タンパク質の構造と機能解明に加
えて、有効な分子プローブ探索になりうると考えられる。こ
れら分子プローブ探索の手法を用いて２種類のリード化合物
を発見し、細胞外マトリックス蛋白質との相互作用について
研究が進行しており、そのうちの１種（tranilast）に関して
は肥厚性瘢痕、ケロイドの治療薬として使用され、個体レベ
ルでの有用性について確認されている。従って、本化合物の
新しい標的蛋白質（S―１００）との相互作用の詳細な解析は S
―１００蛋白質群の機能解析のみならず、新しい創薬法の開発に
繋がると考えられる。
生理機能がより詳細に明らかとなっている CaMの系にお

いては、CaM―KI/IV活性化リン酸化酵素（CaM―KK）の初
めての遺伝子クローニングおよびその構造と機能研究におい
て、下流 CaM―キナーゼの認識機構の解明（J.Biol.Chem.
２７４，１５８３０，１９９９）、CaMによる活性化機構（J.Biol.Chem.
２７１，５６１７，１９９６；Biochemistry ３６，１２８２３，１９９７）等の研究に
より多くの有用な恒常的活性型変異体や dominant negative
変異体を生み出した。これらの分子プローブを用いることで、
１）cAMP―response element binding protein/CREBのリン
酸化を介した遺伝子発現調節への CaM―キナーゼカスケード
の関与（J.Biol.Chem.２７４，２２５５６，１９９９）、２）MAP―キナーゼ
カスケードとのクロストーク（Proc. Nat. Acad. Sci. USA
９３，１０８０３，１９９６）、３）神経細胞における細胞死抑制機構
（Nature３９６，５８４，１９９８）等の CaM―KK分子を介した生理機
能の一端を導き出した。構造生物学的解析に於いては CaM―
KKの CaM―結合はこれまでの CaM―キナーゼとは方向性を
逆することを明かにし（Nat. Struc. Biol. ６，８１９，１９９９）、こ
れは CaM―KKの分子内阻害領域との密接な関連から意味づ
けられた（J. Biol. Chem.２７５，２００９０，２０００）。これまでの CaM
―キナーゼ分子群の構造と調節機能研究を発展させるととも
に、これら機能解析に有用な遺伝子をアデノウイルスを用い
て高効率にヒト神経芽細胞腫、β―細胞等に導入することに
より機能解析を行っている。ヒト遺伝子の配列が明かとなっ
たポストゲノムの現在において、これら遺伝子の網羅的発現
解析が可能となっている。遺伝子発現は、生体内において適
切な時間的、場所的な制御が厳密に行われておりこれらを制
御すると考えられる情報伝達系の研究はまだ始まったばかり
である。特に記憶、学習といった高次神経機能にはカルシウ
ム情報伝達に代表される種々の細胞内情報伝達系が重要であ
ることが明らかとなっており、それらに関与する分子群が同
定されている。新しい遺伝子の発現上昇がこれら高次神経機
能に必須であることは明らかとなっているが、何の遺伝子が
いつ、どのように発現し、生理機能を調節しているかについ
ては不明である。従来の分子薬理学的解析法や遺伝子プロー
ブとアデノウイルス発現系等の新しい技術を組み合わせ、さ
らに DNAマイクロアレー等の網羅的な遺伝子発現解析を可

能にする手法を用いて研究を進めている。すでにカルシウム
／カルモデュリン依存性蛋白質リン酸化酵素カスケードの標
的誘導遺伝子を複数得ている。
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教 育

人間性と創造性の豊かな医師、医学研究者を養成するとい
う基本理念に加え、前回のカリキュラム改正（平成３年度）
の問題点を明らかにし、また時代の要請に応えるという観点
から、平成１２年度に新カリキュラムの導入が行われた。現在
その学年進行中であるが、ここでは主に新カリキュラムにお
ける生物学の教育を中心に述べる。
生物学教育の実施における基本方針は大きく３分されている。
� 入学時学生の生物学の知識に対する平準化（自然科学入
門―生物科学）
センター試験で生物を選択していない学生は入学者の約

半数おり、その知識レベルは中学生並みである。これを平
準化するという目的で、自然科学入門生物学のコースを設
けている。

� 医科大学教養過程レベルの講義（生物科学 I、II）
従来の医科大学教養過程レベルの講義を行い、生物学の基
礎知識を教育している。またコアカリキュラムを導入し、
必要限度の教育ベースを設定している。これにより学生が
基礎医学にスムーズに進行できる事を目標としている。

� より先端的かつ現代的な生物学の進歩の紹介（応用生物
科学、神経生物学）
アドバンストコースとして当教室で行っている研究を中

心とした生物学の講義を行っている。最先端の知識や概念
を教育することで、学生の注意や興味を喚起し、アーリー
イクスポージャーの一翼も担っている。

	 自然科学実習
学生実習も根本的には講義と同様のコンセプトで構成さ

れ、基礎と応用からなっている。つまり基礎部分としては、
従来型の実習内容を更に厳選しコンパクトにして全員に実
施している。それに対して応用は自然科学３科（生物学、
化学、物理学）で選択生を３分し、より専門的な項目を設
定し実習を行っている。


 課題実習
２年次２、３学期の水曜日を除く、週日の午後を当てて

おり、１または２名の学生が教室に配属され、日常の研究
を各教員と共に実習している。

教育全般についての展望
新カリキュラムにおける全体的な改正点は、シラバスの

充実、コアカリキュラムの導入、学生による教員の授業評
価の導入である。ファカルティーデヴェロップメントの一
貫として導入されたこれらの改正により、講義の内容や形
態、進行状況また学生に対する成績評価方法等にも変化が
出てきている。現在、試行錯誤の状態であるが、より適確
で充実した方法が確立されていくと考えられる。
更に情報公開の原則に基づき、講義内容等の開示をホー

ムページで行うことや、成績の評価方法を学生に開示する
ことが必須となると考えられ、現在検討を行っている。
県内５大学での単位互換や、放送大学での単位認定を積

極的に導入し、開かれた大学として地域における教育貢献
を進めていく計画である。

研 究

「神経変性疾患のモデル動物の作成と治療法の開発」という
主テーマで研究を進めてきている。各種モデル動物を作成す
ることで、その病気の原因や病状の進行、増悪の過程を明ら
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かにしている。さらにそのモデル動物を用いて新しい治療法
を開発することで、臨床応用をはかることも目標としている。
今期間中で行った疾患モデルとしては脳虚血、イプシロン毒
素投与、てんかん、脳外傷等である。治療法としては、中等
度低体温療法や各種薬剤を用いてそれらの有効性の検討を行
った。
またこれらの研究も含め、学内、学外、国外の臨床医学の教
室と他の数種のテーマで共同研究を行っている。
各々の研究の概要と展望を以下に述べる。
� 神経細胞死の起こる機序とその抑制

砂ネズミの両側総頚動脈を露出し、クリップを５分間か
けることで脳への血流を遮断し、一過性の脳虚血をおこす。
クリップをはずし、血液を再潅流することで個体は死をま
ぬがれるが、脳の一部である海馬の神経細胞が特異的に死
ぬことが知られている。海馬は空間記憶や学習に関連して
いることが知られているが、この神経細胞の脱落により記
憶障害が起こる。この細胞死がどのような機序で起こるの
か明らかにすることは治療法の開発に密接に関連している
ので、各種の可能性について解析を行っている１，２）。
次に治療法の開発の一貫として、一過性の脳虚血に加え、

外傷を含む神経細胞死に対して中等度低体温療法の有効性
を明らかにした３―５）。
また薬物療法の開発として、竦み足に有効な市販薬ドプ

スが神経細胞死を抑制することを報告した６）。これらは脳
神経外科、香川大学教育学部、基礎スポーツ医学教室との
共同研究である。
細菌産生毒素の研究を微生物学講座と共同で行っている。

Clostridium Perfringensが作るイプシロン毒素は感染す
るとその周辺の家畜を全滅させるといわれている強力な毒
素であるが、その神経系における作用様式は不明であった。
我々はマウスやラットを用いてその毒性を検討し、海馬の
神経細胞死を誘導することや、グルタミン酸抑制薬を用い
ることで神経細胞死を防ぐことができることを報告した７，８）。
脳の特定の部位に慢性電極を挿入し、弱い電位で刺激を

くり返し行う。当初は何の変化も認められないが、十数回
刺激の後、強いけいれん発作をおこすようになる。この現
象はキンドリングと呼ばれ、ヒトてんかんのモデルとなる。
どのようにしてけいれん発作が起こるようになるのかは不
明の部分が多い。この獲得の機序を明らかにすることで、
てんかんの病状がヒトでどのように進行していくのかを明
らかにできる。今回の報告では、キンドリングの形成過程
で脳の特定の部位で神経細胞死が起こり、新しい神経回路
が構築され、異常興奮性が引き起こされる可能性を証明し
た９）。

� 他教室との共同研究
皮膚科学や化学教室とミクロフィブリルに結合する分子

量３万６千のグリコプロテインであるMAGP―３６の薬物結
合性と、ヒトや他の動物における組織の局在を免疫組織学
的に解析を行った１０，１１）。
脳神経外科学、放射線科学、基礎看護学との共同研究で、
ヒトの脳梁の性差をMRIで解析を行った。従来報告され
ているような男女間での面積や形態では統計上有意差を認
めないが、男性の脳梁が女性に較べてより背側に位置する
事を明らかにした１２）。
歯科口腔外科、第一生理学との共同研究では免疫抑制薬の
ラパマイシンが骨芽系骨肉腫細胞株の骨芽系への分化を促
進することとその誘導の機序を明らかにした１３）。
小児外科学との共同では停留睾丸における精原細胞死とア
ポトーシスとの関連を明らかにした１４）。

 今後の課題と展望
各種の神経変性疾患のモデル動物の作成と治療法の開発

の研究を進めてきた。神経細胞が死にいたる過程でおこる

様々な現象の一つ一つを明らかにすることで、病態や病因
に迫ろうとする試みである。この方向は更に発展させる予
定である。さらにアルツハイマー病のモデルを加え、従来
より蓄積してきた神経変性疾患の学殖を応用し、本病の病
態、治療法を解明する。
また各種の新しい治療法の開発を行ってきたが、今後は

十分な有効性と安全性が確認でき次第臨床の場への応用を
はかる。
この３年間に行われたほとんどの研究は学内、学外、国

外の教室との共同研究である。学科目という人的にも予算
的にも脆弱な教室が成果を残すためには共同は必須である。
より専門性の高い各教室との共同研究を計画している。

社会貢献

産学官共同の研究開発として、香川県が推進しているフロ
ム香川に帝国製薬と共同で参加しており、地場産業との研究
開発により抗痴呆薬の開発を開始した（平成１２年度より）。
地域先導研究として香川大学農学部との共同で、伏見製薬等
の協力を得た「希少糖の生産と利用」に参加している（平成
１２年度より）。
赤潮の研究は教室開設当初より行われていたが、一時中断し
ている。しかし社会貢献という面で再開し環境問題等で地域
に貢献する予定である。

そ の 他

過去３年間で文部科学省科学研究費では基盤研究 A １件
（分担、板野）、基盤研究 B（代表と分担、板野） 各１件、
国際学術共同研究（分担、板野）１件、基盤研究 C（代表、
宮本）１件の助成を得ることができた。
海外との共同研究はカルガリ大学医学部神経病理学教室、

メイヨークリニック細胞生物学と行っており、その成果の一
部は参考文献２）として結実している。これらの共同研究は
更に充実させていく予定である。
大学院の留学生は、バングラディシュ１名、中国１名を受

け入れて教育および研究指導を行っている。
学内の諸委員会活動として、板野は教務委員会およびカリ

キュラムおよびシラバス改正ワーキンググループを中心に活
動しており、宮本はチュートリアル委員会で活動をしている。

参考文献（１９９８年１月―２０００年１２月）

１）Miyamoto O, Nakamura T, Yamagami S, Negi T,
Tokuda M, Matsui H, and Itano T. Depression of long
term potentiation in gerbil hippocampus following
postischemic hypothermia. Brain Res. ８７３：１６８―１７２,
２０００.
２）Miyamoto O and Auer RN. Hypoxia, hyperoxia, ische-

mia, and brain necrosis. Neurology.５４：３６２―３７１,２０００.
３）Nakamura T, Miyamoto O, Yamagami S, Hayashida Y,

Itano T, and Nagao S. Influence of rewarming condi-
tions after hypothermia in gerbils with transient fore-
brain ischemia. J Neurosurg.９１�：１１４―１２０,１９９９.

４）Nakamura T, Miyamoto O, Yamagami S, Toyoshima T,
Negi T, Itano T, and Nagao S. The chronic cell death
with DNA fragmentation after post―ischaemic hypother-
mia in the gerbil hippocampus. Acta Neurochir（Wien）.
１４１：４０７―４１２,１９９９.
５）Xu RX, Nakamura T, Nagao S, Miyamoto O, Jin L,

Toyoshima T, and Itano T. Specific inhibition of apop-
tosis after cold―induced brain injury by moderate
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postinjury hypothermia. Neurosurgery.４３：１０７―１１４,１９９８.

６）Yamagami S, Miyamoto O, Nakamura T, Okada Y, Negi
T, Hayashida Y, Nagao S, and Itano T. Suppression of
hyperemia after brain ischemia by L―threo―３, ４―dihy-
droxyphenylserine. Neuroreport. ９：２９３９―２９４３,１９９８.

７）Miyamoto O, Sumitani K, Nakamura T, Yamagami S,
Miyata S, Itano T, Negi T, and Okabe A. Clostridium
perfringens epsilon toxin causes excessive release of
glutamate in the mouse hippocampus.
FEMS Microbiol Lett.１８９：１０９―１１３,２０００.

８）Miyamoto O, Minami J, Toyoshima T, Nakamura T,
Masada T, Nagao S, Negi T, Itano T, and Okabe A.
Neurotoxicity of Clostridium perfringens epsilon―toxin
for the rat hippocampus via the glutamatergic system.
Infect Immun.６６：２５０１―２５０８,１９９８.

９）Umeoka S, Miyamoto O, Janjua NA, Nagao S, and Itano
T. Appearance and alteration of TUNEL positive cells
through epileptogenesis in amygdaloid kindled rat. Epi-
lepsy Res.４２：９７―１０３,２０００.

１０）Furuichi H, Yamashita K, Okada M, Toyoshima T, Hata
Y, Suzuki S, Itano T, Shishibori T, Tokumitsu H, and
Kobayashi R. Identification of tranilast―binding protein
as３６―kDa microfibril―associated glycoprotein by drug
affinity chromatography, and its localization in human
skin. Biochem Biophys Res Commun. ２７０：１００２―１００８,
２０００.

１１）Toyoshima T, Yamashita K, Furuichi H, Shishibori T,
Itano T, and Kobayashi R. Ultrastructural distribution
of３６―kD microfibril―associated glycoprotein（MAGP―３６）
in human and bovine tissues.
J Histochem Cytochem.４７：１０４９―１０５６,１９９９.

１２）Oka S, Miyamoto O, Janjua NA, Honjo―Fujiwara N,
Ohkawa M, Nagao S, Kondo H, Minami T, Toyoshima T,
and Itano T. Re―evaluation of sexual dimorphism in hu-
man corpus callosum. Neuroreport.１０：９３７―９４０,１９９９.

１３）Ogawa T, Tokuda M, Tomizawa K, Matsui H, Itano T,
Konishi R, Nagahata S, and Hatase O. Osteoblastic dif-
ferentiation is enhanced by rapamycin in rat osteoblast―
like osteosarcoma（ROS１７／２.８）cells. Biochem Biophys
Res Commun.２４９：２２６―２３０,１９９８.

１４）Wang ZQ, Todani T, Watanabe Y, Toki A, Ogura K,
Miyamoto O, Toyoshima T, and Itano T. Germ―cell de-
generation in experimental unilateral cryptorchidism :
role of apoptosis. Pediatr Surg Int.１４：９―１３,１９９８.

Key words

ischemia, neurodegenerative disorder, delayed neuronal
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（文責：板野俊文）

教 育

� 講義・実習
数学関係の授業科目およびその内容は以下のようである。

医学科一年生対象
数 学 行列と行列式、連立一次方程式の解法、一変数

および二変数関数の微分積分。
数学演習 数学で履修した内容の復習をかねた演習。
教養特別講義（一部担当）日本の文化に関係する人々を招

聘し、生き様を語って頂く。
統 計 学 確率変数、二項分布、正規分布など統計の基本

的概念の把握する。

医学科二年生対象
統 計 学 点推定、区間推定、帰無仮説検定の具体的な応

用を計る。
応用数学 微分方程式とその具体的な現実問題への応用を

計る。
科学表現論（一部担当）数式の英語表現を紹介する。
課題実習 解析学の分野から適宜選択して、ゼミ形式で実

施する。
� 教育全般についての展望

医学部の教養数学として何が必要なのかを検討し教育す
べき内容を厳選し、それらについて如何に興味を持たせ、
感動を与えられるかということを考え、数学の理解を深め
させ、数学の魅力を感じさせる教育を遂行したい。加えて
数学の医学分野での具体的な応用を講義し、さらなる医学
の発展に寄与したい。

研 究

� 核函数の理論と応用の研究
（特に Nehari問題について）
多くの自然現象について、境界の情報から内部の状態を

知ることが必要となる場合がある。これは数学の世界では
境界値問題とよんでおり、応用上からも非常に重要な概念
である。ある種の状態方程式をみたす函数族については再
生核が存在することが知られている。再生核の理論を用い
る境界値問題を具体的に解く方法を研究すると共に、核函
数論のさらなる理論を構築すべく、Nehari問題の解法、
Ahlfors函数の拡張、より広い一般的な極値問題の解法を
追求する。

� 教養教育の在り方についての研究
昨今の学生の基礎知識のなさについて憂慮し、その対策

として理解させる講義とはどうあるべきかについて研究し、
教養とは何かを問いながら分かる数学から魅せる数学を実
現するための方策を探る。

社会貢献

� 「Matematical Reviews」の reviewer上原正宏
数学関係の雑誌では世界最大・最高の論文紹介誌

「Matematical Reviews」の reviewerとして、毎年、等角
写像や核函数論に関する数編の論文の書評をしてい
る。６）,７）,８）

� 香川大学非常勤講師上原正宏
この２０年、香川大学教育学部で非常勤講師をし、関数論

数学特論 IVなどの授業科目を担当している。これらの授
業を通して、将来教師になる学生達に数学の特に解析学の

数数学学

助教授 上 原 正 宏
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厳しさは勿論、楽しさ、美しさを講義している。

そ の 他

� 教養特別講義で数学教室が招聘した講師は次の先生方で
ある。
平成１１年度 将棋棋士 小林健二八段

俳句作家 津幡久子
平成１２年度 落 語 家 桂こけ枝

俳句作家 津幡久子
女流棋士 清水市代六段

平成１３年度 短歌作家 佐藤東子
� 将棋部顧問としてこれまでに多くのプロ棋士を招いた。
平成１０年度 斉田晴子三段
平成１１年度 山田久美二段 高橋和初段

参考文献

論文
１）上原正宏、Ahlfors函数の拡張と Nhari問題、京都大学
数理解析研究所講究録,１０６７

pp９６―１０７,１９９８
２）Masahiro Uehara, The Nehari Problem for the

weighted Szeg�kernels, （Proceedings of the１st
Congress of ISAAC） Kluwer Academic publishers,

pp２１３―２２１,１９９９
３）Masahiro Uehara, Pictures by Conformal Mapping,

Forma, vol.１６no. １pp１―１５,２００１

講演
４）上原正宏, Ahlfors函数の拡張と Nehari問題, 再生核の
理論とその応用, 京都大学数理解析研究所,１９９８

５）Masahiro Uehara, 等角写像による絵図（Pictures by
Conformal Mapping）, 形の科学シンポジューム, 香川医科
大学,２０００

論文の書評
６）Reviewer : Masahiro Uehara, Reproducing kernel and

conformal mapping in Rn,１９９８
７）Reviewer : Masahiro Uehara, The Szeg� kernel and

special self―correspondence,１９９９
８）Reviewer : Masahiro Uehara, The Ahlfors map and

Szeg�kernel for an annulus,２０００

Key words

Conformal mapping, Reproducing kernel, Szeg� kernel, Ga-
rabedian kernel, Bergman kernel, Nehari problem, Extremal
problem

（文責：上原正宏）

教 育

医学科：他大学での単位既修得者１）を除き、初めてドイツ語
を学ぶ学生の目標としては、辞書を使用してのドイツ語文の
理解、簡単なドイツ語での会話能力の育成があげられるであ
ろう。週２コマ１年間という限られた時間の中でこの目標を
達成するには、使用する教科書選定が大きな要素となる。文
法、読本そして会話文が適度な割合で含まれる教科書として
採用したのは、１９９９年度は「Angewandtes Deutsch mit Gram-
matik fur Ernsthafte」（同学社）、２０００年度は「Deutsch lernen
Deutschland kennen lernen」（三修社）であった。結果的に
は両年度とも１人の脱落者も出さず上記の目標は達成された
と言えるが、幾つかの反省点もある。１９９９年度では、文法説
明が詳しすぎたため学生の予習意欲をそいだ傾向があった。
それで途中からは教師側で独自のプリントを用意して理解の
助けとすることとなった。またこの年度は口頭練習がやや少
なかったことも反省点として挙げられる。前年度をふまえ
２０００年度は会話（発話）能力の育成に重点を置いて授業を進
めた。最終的には過半数の学生から、“Deutsch macht mir
Spaβ”との評価を得たことは教師冥利につきると言えよう。
注１）１９９９年度９９名中６名、２０００年度９１名中８名

看護学科：１９９９～２０００年度、２年３年とも週１コマづつ２学
期間という変則的な時間割が、外国語学習には最大の障害と
なった。自由選択科目であるドイツ語を受講する学生には、
当初新しい外国語を学ぼうとする意欲（Motivation）が大い
に見られた。しかし、ビデオその他視聴覚教材を多用しても
結果的にその意欲を最後まで持続させられず、いわば中だる
み状態が見られた。この原因は教師の力量不足もあるが、何
と言ってもやはり「継続学習」を無視した変則的カリキュラ
ムの故と言えよう。２００１年度からはこの反省をふまえ、看護
学科においても医学科と同様週２コマ１年間に変更されたの
で今後に期待できる。なお使用した教科書は、３年生「新・
問いかけるドイツ語 初級表現練習読本」（三修社）、２年生
「ちょっと使えるドイツ語」（同学社）であった。

研 究

学会発表 １９９８年１１月１４日：第４８回中国四国支部独文学会
「今後のドイツ語授業への私案

―研修旅行参加学生アンケートからの提言―」
ここでの「研修旅行」とは下の【社会貢献】で述べる第１５回
「ドイツ語とドイツ文化研修旅行」のことである。この研修
旅行に参加した学生７３名に帰国直後アンケートをお願いした。
日本で教えられたドイツ語と実際に使われているドイツ語と
の差異を、ほぼ一ヶ月間ドイツ或いはスイス、オーストリア
に滞在し体験した学生の生の声を尋ねるものであった。アン
ケート実施前の予想に違わず或いはそれ以上に、この差異は
大きかった。この結果を基にして今後のドイツ語教育におけ
る文法項目の削減を学会で提言した。学会での反応は大きく、
またある出版社からこの提言に即した教科書作成を依頼され、
現在（２００１年夏）執筆中である。

社会貢献

� 研修旅行引率
九州大学根本道也教授（現長崎外国語大学教授）の指導

のもとに１９８３年から実施の「ドイツ語とドイツ文化研修旅
行」は、全日程約一ヶ月間を、語学研修２）・自主研修旅行３）

・ホームステイ４）の三本柱で構成されている。また旅行開
始の前年１０月から出発直前まで全５回の講習会、その間に

ドドイイツツ語語

助教授 羽 白 洋
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は小グループでの勉強会への出席が参加者には義務づけら
れている。単なる物見遊山の旅行と異なり、参加学生には
事前にまた旅行中に多大な学習が要求されており、ドイツ
語教育の面から見ても非常に有益な企画である。この研修
旅行に羽白は１９９８年２月２８日～４月１日：第１５回、及び
２０００年３月４日～３１日：第１７回の引率教官の一人として参
加した。
注２）ミュンヘン大学 DaF（Deutsch als Fremdsprache）

メンバーによる Sprachkurs
注３）参加学生がドイツ語圏の国々を単独行動で旅行
注４）ドイツ南部バイエルン州の小村 Amerangの家庭へ

滞在
� 香川日独協会

日本・ドイツ両国の民間レベルでの友好関係に寄与すべ
く１９９０年に発足した「香川日独協会」において、羽白は１９９１
年からの理事、１９９２年からの事務局長併任に引き続き１９９８
年５月３１日に副会長に就任した。

そ の 他

大学入試センター教科専門委員
羽白は１９９５年４月１日～１９９７年３月３１日５）の間同委員を委嘱
され、大学入試センター試験のドイツ語問題作成を行った。
注５）同委員の氏名は離任した日の属する年度の翌年度末

日まで非公開のためここに記載
（文責：羽白 洋）

教 育

� 講義
現代ほど健康についての関心が高まった時代はかつてな

い社会現象である。健康・体力を維持・向上させるために
は身体運動が不可欠であり、その意味において現代社会に
おけるスポーツ文化の持つ意義は極めて大きい。生涯スポ
ーツという言葉に象徴されるように、スポーツはもはや単
に学校の授業や余暇に行われるだけのものではなく、あら
ゆる年齢の人々がその健康を維持し、豊かな生活を営むた
めに極めて重要なものとなっている。人の生命を預かる医
師及び看護にたずさわる人々はこの健康について誰よりも
深く考え、自らの健康を維持・管理できる者でなくてはな
らないし、同時に健康の手段としてスポーツ医学について
十分な理解と科学的知識を持つことが必要である。以上の
観点より、講義では身体運動に関わる解剖学・生理学につ
いて筋肉・骨・神経・呼吸・循環・血液・ホルモン・代謝
などの諸点から考察し、各種トレーニング法が呼吸循環機
能及び筋肉におよぼす生理学的機序と具体的な運動処方の
在り方、情動脳、脳波、スポーツ催眠暗示、あるいはスポ
ーツ外傷等について解説している。また、スポーツの歴史
や思想などにも触れ、現代に至るまでのスポーツ文化の変
遷や現代社会におけるスポーツの重要性を明らかにしてい
る。さらに体験医学実習の一環として整形外科教室と合同
でテーピング実習も行う。毎回プリントを配布し、それに
従って講義を進め、補助教材としてスライドやスポーツ医
学に関するビデオ用いている。
講義が単なる知識としてではなく、自らの問題としてス

ポーツや運動について考究し、その生活の中に科学的な理
論に基づいて運動実践と生活習慣を形成するように教育し
ている。

� 実習
スポーツを真に理解し、自らの健康や体力を維持・向上

させていくためには、スポーツに関する科学的な知識の修
得とともに運動の実践が必要である。ことに高等学校卒業
以降運動から離れる者が少なくないことを考え併せると、
大学入学後もその健康や体力を養うために適度な運動を継
続し、それを通じて健全な生活習慣を養うことは極めて意
義のあることである。実習の内容は一学期には主として徒
手体操・ストレッチング・ランニング及び各種スポーツの
基本運動を行い、受験期間に低下した体力の回復を図ると
ともに、スキル・運動能力の総合的な養成を目指す。また、
二・三学期については学生を四つのグループに分け、サッ
カー・硬式テニス・剣道・バドミントンの四種目を６週ご
とにローテイトして行っている。なお、一学期末の三週は
水泳の授業とし、近代泳法（クロール・バタフライ・平泳
ぎ・背泳）の修得をはかっている。
特にスポーツ医学実習の特色は、多種のハードルをセッ

トし、それらをクリヤーする努力を奨励している。例えば
身体障害のない限り５０�完泳できることを合格の条件とし、
泳力テストを行う。ただし、完泳できなっかった者には夏
期休暇中に五日間の水泳実習を実施し、参加したほとんど
の学生が５０�完泳に成功している。

研 究

� 長期的持久運動がマウス海馬神経細胞に及ぼす影響とそ
のメカニズム

基基礎礎ススポポーーツツ医医学学

教 授 根 木 哲 郎

教務職員 住 谷 和 則
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持久運動は筋肉・骨・循環呼吸系に良い影響をもたらす
が、脳神経細胞にどのような影響を与えるかを本研究で検
討している。
基礎スポーツ医学・生物科学・産業医大（健康開発科学）
の共同研究である。

� 先天的脳梁欠損マウスの開発と遺伝的解析
１９８４年、頭部形成に突然変異をもたらすマウスを香川医科
大学の ddN系統で発見した。解析の結果、フラットフェ
イス（FF）の外貌を呈するマウスは脳梁の形成過程に異
常を生じており、現存する FFマウスでは single geneが
関与していると判断ができる。
この貴重な資源の開発と系統の異なるマウス系統（BALB
・B５７・C３H・DBA２）と交配することにより、F１・F
２Back crossでミュータント形質を増している。
基礎スポーツ医学・第一解剖学の共同研究である。

� 依存性物質による高次神経機能への影響
「アルコール曝露実験モデル動物」を使ったプロジェクト
を組み、このモデルを用いてレセプター、細胞内情報伝達
系、新規遺伝子、海馬 LTP、行動・学習、アポトーシス、
脳内ペプチド、ホルモン、フリーラジカル、微細構造変化
等を多方面からアプローチする。
精神神経医学、第一生理学、基礎スポーツ医学、生物科学、
機器センター、法医学、第一解剖学の共同研究である。

社会貢献

数年前に本学の公開講座「スポーツの医学」において運動
生理、運動処方、身体トレーニングの実際などを一般の方々
にわかりやすくレクチャーしている。そして、今後現在研究
中である運動の脳への影響を明確にすることによって、脳や
身体の諸器官とって最適で効果のある運動強度を示唆し、そ
れに基づいた運動処方や運動療法を見い出して健康の維持・
増進に役立たせたい。また、サッカーの香川県国体選手経験
を生かし、香川県内の社会人リーグの審判や学生の指導を多
岐に渡り、意欲的に行っている。

参考文献

� 論文
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８）Miyamoto O. , Sumitani K. , Nakamura T. , Yamagami
S. , Miyata S. , Itano T. , Negi T. , Okabe A : Clos-
tridium perfringens epsilon―toxin causes excessive re-
lease of glutamate in the mouse hippocampus. FEMS
Mocrobiol Lett１８９,１０９―１１３,２０００

� 学会発表
１）中村丈洋、宮本修、山神眞一、住谷和則、河井信行、根
木哲郎、板野俊文、長尾省吾：凍結脳損傷後低体温モデル
における脳循環動態. 第１０回神経損傷の基礎シンポジウム、
全国学会、シンポジウム、１９９８

２）宮本修、住谷和則、中村丈洋、山神真一、岡田泰士、根
木哲郎、板野俊文：マウス海馬のイプシロン毒素によるグ
ルタミン酸放出量の変化. 第７６回日本生理学会、全国学会、
ポスター、１９９９

３）住谷和則、宮本修、山神眞一、岡田泰士、根木哲郎：長
時間の持久運動によるマウス海馬神経細胞の形態的変化.
第５４回日本体力医学会、全国学会、一般口演、１９９９
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血性神経細胞障害に対する持久的運動の影響. 第５４回日本
体力医学会、全国学会、一般口演、１９９９

５）宮本修、中村丈洋、住谷和則、山神眞一、岡田泰士、根
木哲郎、板野俊文：脳虚血後低体温と低用量MK―８０１長期
投与との併用療法. 第７７回日本生理学会、全国学会、一般
口演、２０００

６）住谷和則、宮本修、山神眞一、岡田泰士、板野俊文、根
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会、一般口演、２０００

Key words

hippocampus, glutamate, long―term exercise, neuronal dam-
age, corpus callosum, brain, ischemia, mouse, gerbil.

（文責：根木哲郎）
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教 育

� 分子生物学入門（１年次三学期）
分子生物学の基本原理を習得する事により合理的かつ柔

軟な自然科学の思考法を養うことを目標としている。
DNAという１本の糸について構造、複製、転写、翻訳

など様々な方向から話題を提供した。試みとして講義時間
の三分の一は質疑応答に割き、受講者は討議に参加する者
として進取的にあるいは指名により全員皆質問を実施した。
思わぬ産物は「それは―――とも考えられるが現在未だ re-
main to be unsolved だ。」という類の質問に出会う事で
ある。これにより完全と思っていた自然科学（分子生物学）
にも知識として与えられない未知の穴が残されている（将
来自分達が参加すべき創造作業がある）事を自覚するに至
る。高校までは確立されている知識の暗記が高得点に直結
したが、大学に入ればそれら既成の先入主をいったん解体
して自分なりに再構成していかなければならない。解体再
構成に手を貸すのもこの入門の役目と考えている。
なお、私語、居眠りなどの “習慣病”については極力

この学年の内に悪弊を断ち切るべく努力した。
� 分子生物学（３年次一学期）

生命現象の基本原理を分子レベルで理解し、将来の医学
現場での応用の資とするためにヒト遺伝子の構造、遺伝情
報の伝達と発現、遺伝子変異の機構について習得すること
を目標とする。
ヒトゲノム解析の成果は基礎科学ばかりでなく医学にた

いしても大きなインパクトを与えている。セントラルドグ
マを中心とした分子生物学の基本知識に加えて、遺伝子情
報学（bioinformatics）を取り入れる試みを行った。１２年
度から学外講師として理化学研究所林崎良英プロジェクト
リーダーを迎えゲノム資源の活用例、原因遺伝子同定ある
いは新薬発見のための手段等ホットな講義を展開していた
だいている。１３年度新カリキュラムにおいてもこの領域の
一層の充実をはかりたい。
講義はスライドと要旨プリントを併用した。内容の理解

度を把握するため適宜ノート提出を実施し、講義難易度の
調整を行っている。最近、講義の要点をメモする力の低下
がみられる。成績評価の際、基準以上のノート作成者に加
点するなど筆記習慣の増強策を模索中である。一方、受講
者からの反応はどこに現れるのか。学生からの評価の一つ
の指標は出席率ではあるまいか。高出席率をたもつために
は、第一義的に教授する側の力量が問われる。率の高低を
淘汰の圧力として受け止め、より進化した講義に高めてゆ
きたい。
分子生物学実習は一度に９０名近くの学生数で実施してい

るが、この人数では細かい指導が困難であり、事故にもつ
ながりかねない。早期に解決すべき問題として提案し、新
カリキュラムでは受講者各３０名程度の統合実習：基礎生命
科学系（３年次一学期）として改変される予定である。

� 以上の他に医学概論、研究医学、医学実習を担当した。

研 究

� 単細胞真核生物 Chlamydomonas reinhardtiiの遺伝・細
胞学的研究
１９９８年度から２０００年度にかけて主として重金属結合性タ
ンパクの遺伝子の分離とその改変を試みた。C. reinhardtii
の細胞分裂、べん毛再生能に対する Cu, Zn, Cd等の阻害
効果と閾値を決定した。重金属結合蛋白として metal-
lothionein, phytochelatinあるいは phytochelatin synthase

などが知られているがそれらの Chlamydomonasでの存在
は明らかでない。上記蛋白の内 metallothionein様遺伝子
について単離し、塩基配列を決定した。
また、重金属耐性変異および高感受性変異を作出しそれら
変異株の諸形質および遺伝的挙動について日本原生動物学
会、バイオアッセイ研究会に発表した。耐性株、高感受性
株とも環境科学者の注目するところとなった。富山大学理
学部環境生物学研究室との共同研究により高感受性株は水
環境をモニタ―する生物指標として活用されることが、ま
た耐性株は高濃度の重金属汚染の生物的除去に有効である
ことが示された（バイオアッセイ研究会、日本環境毒性学
会および論文２））。

� 炭化水素分解菌 ODBの系統発生的位置づけと分解能の
利用
ナホトカ号の流出油から分離した石油（炭化水素）分解

菌の内 ODB―G１と G２は特に従来分解が困難であった重
質油を効率よく分解する。DNAを抽出し rDNA他二三の
遺伝子領域についてシークエンスを行い系統発生的位置を
決定し、ODBを利用した環境修復の可能性について提案
した（国際シンポジウム および論文４）に発表）。

� DNA多型分析と遺伝子発現の測定
beta adrenergic receptor遺伝子部分と癌抑制遺伝子 p

５３について塩基配列の変異を検索し、遺伝子型のタイピン
グを行った。前者では肥満体質に関わる形質との関連性論
文６）、後者では悪性化との関連性を論議した 論文１）。
cyclooxygenase（cox―２）について活性の面および遺伝子
発現の面から追跡し、nidus osteoblastにおける cox_２の
役割を考察した 論文５）。ラット内リンパ嚢に発現して
いる mRNAから受容体候補を検索し、組織特異的受容体
を選別した。得られた mRNAについて局在性データを加
味しつつそれらの機能と存在意義を考察した 論文３）。

社会貢献

近年、各種石油類による海洋汚染は深刻な環境問題となっ
ている。このような汚染はタンカーの海難事故や油田事故、
各種工業プラントの事故等により引き起こされるが、いずれ
の場合も莫大な量の油が流出することになり、大規模の環境
被害をもたらす。流出油の除去処理は困難をともない、その
有効な処理技術の確立は重要な課題となっている。軽質油分
は微生物が比較的容易に分解するが、石油汚染で特に問題と
なる重油等の重質油は難分解で、これらを効果的に分解でき
る微生物は見いだされておらずバイオレメディエーション実
用化の大きな障壁となっている。我々はナホトカ号流出油か
ら難分解性の重質油に対して顕著な分解促進活性をもつ炭化
水素分解菌を分離した。この分解菌と既存の微生物と組み合
わせる複合培養から重質油の効果的な処理方法を考案した。
成果の一部を国際シンポジュウムにおいて発表するとともに、
処理技術に対して特許〈平１０―２５５８３０〉および特許〈平１１―
２５０４３５〉を取得した。この技術が海洋汚染油の浄化など環境
修復の強力な助っ人となるべく更に改良を加えている。

そ の 他

平成１０年度香川県科学技術振興財団から研究助成金を得た。
学内業務として佐藤は平成１０年―１２年を通じて遺伝子組み換
え安全委員会委員を担当した。また、平成１０年以来セクシャ
ル・ハラスメント相談員としてその任にあたっている。本学
との共同利用施設である香川大学遺伝子実験施設において運
営委員としてその運営に参画した。

分分子子生生物物学学

助教授 佐 藤 忠 文
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日常業務

１９９８年３月に、生化学検査を中心とする臨床検査搬送シス
テムを導入し、同年に仮運用、翌年本格稼働をはじめた。従
来、測定後にデルタチェックなどの再検・確認作業を行い、
正式な結果報告が夕方近くになっていた日常検査を、混雑時
を除いて１時間程度で行えるようした。同時に、病棟の業務
軽減を目的として、検査部での病棟の採血管準備も開始した。
２０００年７月には、それまで RIA検査で行われていた甲状
腺関連３項目（TSH、FT３、FT４）を化学発光免疫測定装置
を用いて、外来迅速検査（報告まで４０分程度）として開始し
た。９月には、T３と T４の２項目を加えた甲状腺関連５項目
を日常検査として測定をはじめた。この他、１９９８年２月には、
外来迅速検査として、HbAlcと SAAの測定を開始し、それ
ぞれ糖尿病と炎症のマーカーとして診察前検査に利用可能と
なった。２０００年４月には、動脈硬化性疾患に関連の深い LDL
―コレステロールの測定をはじめた。
免疫血清検査では、１９９８年４月に HBs抗原および HBs抗

体検査をより感度のよい EIA法へ、梅毒 TP抗体および HIV
（１型／２型）抗体を凝集法から化学発光免疫測定法へ、
HTLV―１抗体（凝集法、EIA法）および HIV抗体（WB法）
の外注検査から院内検査への移行を行い、緊急時の迅速対応
をはかった。２０００年４月には、自己抗体検査の抗 SS―A抗
体、抗 SS―B抗体、抗 Sm抗体、抗 RNP抗体、ds―DNA抗
体、ss―DNA抗体の院内実施をはじめた。
細菌検査では、日常検査に加えて、院内感染対策の指標と

なる菌の分離状況や菌型データ（血清型、毒素産生の有無お
よび毒素型）の提供を行っている。院内感染対策マニュアル
の作成・改訂にも積極的に関わっている。また、環境調査、
クリーンルームの維持管理にも協力している。２０００年４月に
は、従来のカンジダ抗原に加えて、アスペルギルス抗原の院
内実施をはじめた。
生理機能検査および血液検査では、人員の関係などから予

約検査としている検査項目があるが、患者様の都合に合わせ
るよう、努力している。とくに、検査のみの来院を極力避け
るため、予約検査である呼吸機能検査や出血時間なども実施
日以外にも対応をはかっている。

教 育

５年次学生、６年次学生の臨床実習、病院受託実習生、病
院研修生を受け入れ、教官および技官で講義・実習を担当し
ている。講義内容は、電気泳動法（各種アイソザイム、リポ
蛋白分析）、分析データの統計処理、自動分析装置の原理と
特徴（以上、生化学検査）、フローサイトメトリー、骨髄像
の見方（血液検査）、感染症（梅毒）検査、抗核抗体検査、
免疫測定法（免疫血清検査）、グラム染色（方法、標本検鏡
の意義、代表的な症例）（細菌検査）、術前検査としての呼吸
機能検査（生理機能検査）、上部内視鏡、尿素呼気試験、肝
機能検査（消化器検査）、など。

研 究

� 糖尿病および動脈硬化関連検査法の開発と検討
多田らは、細胞中（白血球および血小板）中の高感度コ

レステロール測定法を開発し１）、糖尿病患者でマクロアン
ギオパチーを伴う群で、単球および血小板のコレステロー

ルエステルが上昇していることを報告した。
糖尿病のマーカーである HbAlcの微量・迅速測定につ

いても検討を行った２）、３）。つまり、他の採血に用いた採血
針に残った約１３µl（２１ゲージ、２２ゲージの場合は約１０µl）
の血液を利用し、溶血剤１．３ml（１．０ml）で希釈溶血する。
これを免疫阻害比濁法で測定する（測定時間：１０分）。こ
の方法は、HbAlc用に採血する必要がなく、患者負担の軽
減になる。また、汎用型自動分析装置で測定でき、糖尿病
外来の診察前検査として有用である。

Lipoprotein（a）〔Lp（a）と略す〕と糖尿病性血管障害の
発症・進行との関連について検討するために、９年間にわ
たり経過観察した４）。Lp（a）の経過中の上昇度と糖尿病性
網膜症、閉塞性動脈硬化症の発症ないし進行度には有意の
相関が認められた。Phenotype IVと判定された３２例にお
いては、虚血性心疾患、脳血管障害、および閉塞性動脈硬
化症の発症ないし進行と、Lp（a）の経過中の上昇度との
間に有意な相関を認めた。
また、グルコース測定法とコレステロール測定法につい

て、当院での検討成績も含めて総説としてまとめた５）―６）。「全
自動免疫測定装置５機種によるインスリン測定値の検討」
〔伊関喜久男、平成１３年度奨励研究（B）に採択〕もはじ
めている。

� 測定法の比較検討における統計手法の評価
２つの測定法を比較する場合、最小二乗法による一次回

帰式と相関係数を用いる報告が未だにみられるが、この方
法は統計手法の誤用であることが指摘されている。それに
もかかわらず、このような誤用が後を絶たないのは、統計
手法の選択に関する十分な認識が育っていないこと、そし
て適切な手法が知られていないことなどが考えられる。稲
毛らは、最小二乗法による一次回帰式にかわるノンパラメ
トリックな回帰分析手法である Passing―Bablok法に注目
し、本手法を測定法の比較検討に適用する際の利点・欠点
を一次回帰式、Deming法などのパラメトリックな回帰分
析手法と比較検討した７）―８）。

� フローサイトメトリー法を用いた造血器腫瘍に関する研
究
フローサイトメトリーを用いた細胞表面マーカー解析に

おいては、Gating法や細胞内抗原検出などによって、腫
瘍細胞の起源・分化段階のマーカーがより精度よく測定で
きるようになってきた。これを利用して、各種造血器腫瘍
の特徴的所見や細分類を試みている。AMLと ALLとの
鑑別に有用なマーカーの検討９）や悪性リンパ腫の１つであ
る diffuse large B―cell lymphomaでの CD５の発現との
関連に関する検討などを行っている。

� フローサイトメトリー法を用いたリンパ球の免疫応答に
関する研究
同種造血幹細胞移植では、移植後の GVHD/GVLが重

要な問題となっている。これに関与している T細胞のク
ローンの性状を明らかにするため、T細胞レセプターレパ
トアの解析を行っている。

� 超音波を用いた組織性状診断法に関する研究
超音波を用いた心筋組織性状診断法としては、心筋より

反射された超音波反射信号のパワースペクトルを求め、In-
tegrated Backscatter（IB）を求める方法がある。しかし、
得られたパワースペクトル波形は、単一の波形成分だけで
構成されておらず、大小いくつかの波形の重合結果である。
本研究では、IB値だけでなく、パワースペクトル波形を
分離分割することにより心筋特性の微細変化を明らかにし
ようとしている１０）〔「超音波反射信号を用いた心筋特性の
微細変化の検出」横井博信、平成１３年度奨励研究（B）に
採択〕。

� 酵母様真菌の鑑別分離培地に関する検討

検検査査部部

部 長 田 港 朝 彦

副部長 新 見 道 夫

助 手 筒 井 邦 彦 野 � 士 郎
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酵母様真菌は、菌交代症や深存性真菌症の原因菌として、
臨床材料からの分離が増加し、検出される菌も多様化して
いる。原因菌種によって病態、予後、治療への反応などが
異なることが多いため、原因菌の正確な分離、同定がきわ
めて重要である。培地中に含有された色素の発色色調の違
いなどから菌種を鑑別する鑑別分離培地がいくつか市販さ
れるようになったので、その真菌の発育支持性、選択性お
よび菌種の識別能ついて比較検討した１１）。
このほか、全国的な薬剤耐性菌の調査研究にも参加して

いる１２）。

そ の 他

前検査部長（任期：１９９８年４月まで）である河西浩名誉教
授は、第２４回日本臨床化学会冬期セミナー（１９９８年３月５日
～３月７日）を香川県琴平町で主催した。現検査部長（任期：
１９９８年５月より）の田港朝彦教授は、第１０回日本臨床化学会
四国支部会総会（２０００年３月１９日）を高松市で主催した。
外国人留学生（大学院生）として、Shahanaz Begum（サ

リシュラ医科大学、１９９４年４月１日～１９９８年３月３１日）を受
け入れた。
日本学術振興会の平成１２年度奨励研究（B）に稲毛敏宏の

「測定法間比較のための基礎的検討・Passing―Bablok法を
中心として」が採択されたが、この研究でとりあげた統計手
法の一部を検査部ホームページに載せている。

文 献

１）Begum Shahnaz, Satoshi Tada, Tatsushi Kajikawa,
Toshihiko Ishida, Koichi Kawanishi.Automated fluorimet-
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chem３５：６６５―６７０,１９９８．
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ing―Bablok法を用いた二つの測定法の比較．第３８回日本
臨床化学会年会．富山市．１９９８．

８）稲毛敏宏．測定法間比較のための基礎的検討・Passing―
Bablok法を中心として．平成１２年度奨励研究（B）．
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超音波医学四国地方会第７回学術集会．高知市．１９９８．

１１）根ヶ山清、宮本仁志、塩田量子．臨床真菌の検査�鑑別
分離培地の評価 日本臨床微生物学雑誌８：５７―６１,１９９８．

１２）根ヶ山清、岩田進、立脇憲一、長沢光章、大塚和久、島
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教 育

� 講義・実習
放射線部の教官は広い領域にわたる放射線医学の系統講

義を放射線医学講座・放射線科の教官と共同で分担して行
ってきた。
前期臨床実習および後期臨床実習でも同様に、放射線医

学講座・放射線科の教官と共同で画像診断・放射線治療・
核医学の各専門領域を分担して臨床実習を行ってきた。
また、放射線部は放射線医学の教育・臨床実習の場であ

ると同時に、関係各科の教育・臨床実習の場でもあり、放
射線部はその場を提供すると同時に全職員が一致して協力
してきた。

� 教育全般についての展望
放射線医学領域の装置・機器は近年目覚ましく進歩して

おり、常に最新の機器・装置を導入したり更新するように
努力し、放射線医学のみならず関係各科の教育・臨床実習
に貢献できるようにしておく必要がある。

研 究

� 喫煙と肺気腫・肺癌発生との関係に関する研究
� マルチスライスヘリカル CTを用いた CT血管造影の研
究

� マルチスライスヘリカル CTを用いた３D画像の研究
� MRIを用いた血流測定の研究
� MR Cisternographyの基礎的臨床的研究
� MR３次元 T２画像による直腸癌進達度診断の研究
� 透析シャント血管狭窄に対する血管拡張術および血管内
ステント留置の研究

� 血管内ステント留置後の内膜増殖抑制に関する放射線照
射効果の実験的研究

	 核医学的手法を用いた腫瘍の良悪性鑑別の研究

 核医学的手法を用いた悪性腫瘍に対する化学療法の効果
予測に関する研究

� 放射線肺臓炎に関する基礎的・臨床的研究
� 肺悪性腫瘍に対する呼吸同期を用いた放射線照射法の研
究

社会貢献

放射線医学の研究テーマの一つである喫煙と肺気腫・肺癌
発生との関係の研究成果をもとに、香川県下の小・中学・高
等学校からの要請を受けて防煙・禁煙についての講演を行っ
ている。喫煙の害・禁煙の必要性についてはパンフレットも
作成して配布し、禁煙活動に貢献している。また、県内外の
様々の事業所からの要請を受けて喫煙の害と禁煙に関する講
演を行い、社会貢献をしている。
講座の教官と共に香川県立医療短期大学の要請を受け、非

常勤講師として臨床検査学科の学生に対して放射性同位元素
学を分担して講義を行っている。

そ の 他

文部科学省科学研究費等の取得状況（１９９８―２０００）では放

射線医学講座の教官と共同で申請し、５件の文部科学省科学
研究費補助金を取得している。
放射線医学の進歩が目覚ましい中で、放射線部の装置・機

器についてみると、平成１１年度にはMRI装置の更新と共に
マルチスライスヘリカル CT装置ならびに AngioCT装置が
導入され、平成１２年度にはリニアック装置の更新と共に高線
量率小線源治療用のマイクロセレクトロン装置が導入されて
稼働しており、診療のみならず臨床教育・研究の面でも成果
を上げている。
平成１３年度中には PET装置も導入され、サイクロトロン

診療棟が完成し、平成１４年４月から臨床稼働が開始される予
定である。放射線医学講座だけでなく関連各科の教育・研究
・診療に寄与することが期待され、高度先進医療の適応取得
にも寄与することが期待される。

参考文献（１９９８年１月―２０００年１２月）

１）Usefulness of technetium―９９m human serum albumin
lymphoscintigraphy in chyluria.
Nishiyama Y, Yamamoto Y, Mori Y, Satoh K, Takashima
H, Ohkawa M, Tanabe M.
Clin Nucl Med２３；４２９―４３１．１９９８

２）Markedly increased accumulation of Tc―９９m DTPA in
a patient with neurofibromatosis.
Isobe Y, Yamamoto Y, Nishiyama Y, Satoh K, Takashima
H, Ohkawa M, Tanabe M.
Clin Nucl Med２３；５５７―５５９．１９９８

３）False―positive Iodine―１３１whole―body imaging due to
gestational sac.
Nishiyama Y, Yamamoto Y, Takahashi K, Nakano S, Sa-
toh K, Takashima H, Ohkawa M, Tanabe M.
Clin Nucl Med２３；５５７―５５９．１９９８

４）Comparative study of Technetium―９９m―Sestamibi and
Thalium―２０１SPECT in predicting chemotherapeutic re-
sponse in small cell lung cancer.
Yamamoto Y, Nishiyama Y, Satoh K, Takashima H,
Ohkawa M, Fujita J, Kishi T, Matsuno S, Tanabe M.
J Nucl Med３９；１６２６―１６２９,１９９８

５）Iodine―１２３BMIPP and Ga―６７scintigraphy in liposar-
coma.
Yamamoto Y, Nishiyama Y, Ono Y, Fukunaga K, Satoh K,
Ohkawa M, Hamamoto I, Tanabe M.
Clin Nucl Med２３；６０９―６１２．１９９８

６）Pharmacologically stimulated portal flow measurement
by magnetic resonance imaging for assessment of liver
function
Nakano S, Katoh T, Ohki M, Mori Y, Kageyama J,
Toyama Y, Hino I, Satoh K, Ohkawa M.
Radiation Medicine１７；２１―２６,１９９９

７）Pedunculated hepatic hemangioma identified on Tc―９９m
DTPA―HSA scintigraphy.
Nishiyama Y, Yamamoto Y, Fukunaga K, Fukuda Y, Sa-
toh K, Ohkawa M, Tanabe M.
Clin Nucl Med２４；１３３,１９９９

８）Tc―９９m MAA perfusion lung scanning in hepato―
pulmonary syndrome.
Nishiyama Y, Yamamoto Y, Satoh K, Ohkawa M,
Morotomi Y, Tanabe M.

Clin Nucl Med２４；６１６―６１７,１９９９
９）Tc―９９m MAA Technegas scintigraphy to evaluate the

lung ventilation in patients with oral corticosteroid―
dependent bronchial asthma.
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Fujita J, Takahashi K, Satoh K, Okada H, Momoi A,
Yamadori I, Ohkawa M, Takahara J, Tanabe M.
Ann Nucl Med１３；２４７―２５１,１９９９

１０）Differentiation of amall solitary pulmonary nodule
using Tc―９９m MIBI and Tl―２０１SPECT.
Yamamoto Y, Nishiyama Y, Fukuda Y, Satoh K, Ohkawa
M, Tanabe M,
Clin Nucl Med２４；７５１―７５５,１９９９

１１）Visualization of esophageal non―Hodgkins lymphoma
with Ga―６７scintigraphy
Nisiyama Y, Yamamoto Y, Ono Y, Satoh K, Ohkawa M,
Yamauchi A, Tanabe M.
Ann Nucl Med１３；４１９―４２１,１９９９

１２）Quantitative evaluation of pulmonary ventilation dy-
namics using MR imaging : Comparison of smokers and
non―smokers.
Seo H, Mori Y, Nakano S, Kobayashi T, Satoh K, Taka-
shima H, Ohkawa M.
Radiation Medicine１７：１３１―１３５,１９９９

１３）Effect of olprinone, phosphodisterase inhibitor, on
cerebral blood flow assessed with Technetium―９９m―ECD
SPECT.
Yang Yu, Mizushige K, Ueda T, Nishiyama Y, Seki M,
Aoyama T, Ohkawa M, Matsuo H.
J Cardiovasc Pharmacol ３５：４２２―４２６,２０００

１４）Comparison of ９９m―Tc―tetrofosmin with ２０１―Tl and
１２３―I in the detection of differentiated thyroid cancer
metastases.
Nishiyama Y, Yamamoto Y, Ono Y, Takahashi K, Nakano S,
Satoh K, Ohkawa M, Tanabe M.
Nucl Med Commun２１：９１７―９２３,２０００

１５）Comparative evaluation of Tc―９９m MIBI chloride
SPECT in non―small―cell lung cancer mediastinal lymph
node metastases.
Yamamoto Y, Nishiyama Y, Satoh K, Ohkawa M,
Kameyama K, Hayashi E, Tanabe M.
Clin Nucl Med２５：２９―３２,２０００

１６）Visualization of the motor activation area using
SPECT in neurosurgical patients with lesions near the
central sulcus.
Nishiyama Y, Yamamoto Y, Fukunaga K, Satoh K,
Ohkawa M, Kunishio K, Tanabe M.
J Nucl Med２５：２００―２０５,２０００

１７）Diagnostic value of Tl―２０１ and three―phase scintigra-
phy for bone and soft―tissue tumors.
Nishiyama Y, Yamamoto Y, Toyama Y, Satoh K, Ohkawa M,
Tanabe M.
Clin Nucl Med２５：２００―２０５,２０００

１８）Evaluation of radiotherapeutic response in non―small
cell lung cancer patients by Technetium―９９m MIBI and
Thallium―２０１chloride SPECT.
Nishiyama Y, Yamamoto Y, Fukunaga K, Kiuchi T, Satoh
K, Takashima H, Ohkawa M, Tanabe M.
Eur J Nucl Med２７：５３６―５４１,２０００

１９）Comparative study of Tc―９９m MIBI SPECT in pre-
dicting chemotherapeutic response in non―small―cell lung
cancer.
Nishiyama Y, Yamamoto Y, Satoh K, Ohkawa M, Ka-
meyama K, Hayashi E, Fujita J, Tanabe M.
Clin Nucl Med２５：３６４―３６９,２０００

２０）CT monitoring pulmonary emphysema in smokers.
Satoh K, Kobayashi T.

Diagnostic Imaging Asia Pacific １：２２―２３,２０００
（文責：大川元臣）
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教 育

� 講義・実習
３年次生の第３学期に総合診療医学の講義を計１４回毎年

行ってきた。その内容は、臨床診断学総論２回（臨床医学
を学習するにあたって、臨床診断学とは）、診断学各論５
回（病歴・現症のとり方、身体所見のとり方、基本的な胸
部診察法、基本的な腹部診察法、基本的な臨床検査法と意
義、診療録・処方箋の書き方など）、主要症候論３回（胸
痛、動悸、浮腫、頭痛、めまい、失神、腹痛、悪心・嘔吐、
便通異常、発熱、腰痛、関節痛、全身倦怠、食欲異常など）、
総合診療医学特論４回（Evidence based Medicine、地域
医療、遠隔医療、在宅医療、老人医療、ターミナル・ケア、
臨床倫理など）である。医療に関する基本概念を認識させ
るという目標を達成するにあたり、過不足ない講義が行え
たと自己評価する。
５年次生が臨床実習を始める前の総合診療医学実習を企

画し、他科に協力を依頼するとともに実習を担当した。総
合診療部が担当した主な内容は、臨床実習心得講義、腹部
診察技法実習、胸部診察技法実習、vital sign、外科診察
基本技法、医療面接実習などである。とくに医療面接実習
では専門の模擬患者に参加してもらい、たいへん有意義な
実習を行うことができた。２０００年からは簡単な Objective
Structured Clinical Examination（OSCE）も取り入れて
いる。実習終了後に学生から感想のアンケート調査を行っ
たところ、おおむね好評の結果を得ている。
約１年間にわたる５年次生の臨床実習では、実際の臨床

現場での実習と Evidence based Medicineの自習を主に行
ってきた。前者では、内科外来で診察法の実際を見学する
とともに診断法の手順を学習させた。また、内科新患の医
療面接にもあたり、総合診療医学実習で学んだ経験を生か
して、患者の病歴を聴取し記録する実践も体験させた。医
療面接に直接携わることは、学生にとっては緊張もしまた
意欲ももてることであり、有意義な実習になっているよう
である。さらに、２週間のうち２回は学外の病院に赴き、
一般病院における診療の現状も見学させた。後者では、臨
床実習の第１日目に Evidence based Medicineを実践する
にあたっての具体的な設問をあたえ、２週間のうちに参考
文献を収集してまとめさせて、臨床実習の最後に発表させ
ている。そして、その発表を教官が審査し、不備な点を修
正してレポートを提出させている。
６年次生の医学実習では総合診療部での実習を希望す

る学生が参加しており、主に医療面接法の復習と強化、学
外での再実習、臨床検査の見学などを重点的に行っている。
５年次生のときと比べると少し余裕がもてて、実習もより
充実している様子が見受けられる。
２０００年から開始された１年次生の早期体験学習では、

VTR、CDなどの教材を用いて臨床医学の入門について概
説したり、先端医療の優れた成果を紹介している。また、
遠隔医療や地域医療の現況についても話題にしている。医
学知識の全くない１年次生にとってはすべてが新鮮であり、
多くの質問がよせられた。

� 教育全般についての展望
総合診療部における学習目標である臨床医学の基礎を学

習し臨床診断学を理解すること、また医療に関する基本概

念を理解しそれを具現化するための知識・技能・態度を身
につけることの初歩は、先に述べた講義・実習で一通り学
習できることと考える。これからの課題の一つに、何年か
先から国家試験に導入されるであろう OSCEへの対策が
ある。総合診療部では２０００年から総合診療医学実習にこの
OSCEを取り入れている。そして、２００１年には体育館を
使用して本格的な OSCEを試行した。ところが、設備や
教官数の不足は否めないところであり、今後さらに充実し
ていく必要性を痛感している。

研 究

� 心疾患と心エコーに関する研究
千田彰一が中心となって心疾患の主要症候である胸痛の

診療について研究をすすめてきた１，２）。そして、心疾患診断
の強力な武器である心エコー検査に関する業績も多く残し
ている３―７）。また、超音波を利用した超音波顕微鏡の基礎的
研究も手掛けている８）。治療の分野では心血管系治療薬の
臨床効果についての検討結果を報告した９，１０）。

� 内視鏡的治療に関する研究
日本消化器内視鏡学会指導医である内田善仁らは、従来

から行われてきた消化管腫瘍の切除術（ポリペクトミーや
粘膜切除術）の改良を研究課題の一つとしてきた。この３
年間には、切除の適応を明確にする non―lifting signの解
析を行って報告した１１―１４）。また、切除標本を効率的に回収
する処置具を開発した１５，１６）。消化管出血の内視鏡的治療に
ついてはその止血効果の臨床成績を発表した１７，１８）。

� 気管支喘息、遠隔医療および病院医療情報システムに関
する研究
岡田宏基が中心となって気管支喘息の臨床研究を行って

きており、特に末梢血好酸球の表面マーカーと重症度との
関係に着目した研究を行ってきた１９）。最近では喘息発作を
早期に発見するためのピークフロー値在宅モニタリングシ
ステムの開発に重点を置いて研究をすすめ２０，２１，２３）、また、
香川県下の喘息治療の現状についてアンケート調査を行っ
た結果を報告した２２）。さらに、遠隔医療の分野にも展開を
広げ、香川医大ならびに香川県の現状について学会および
論文で数多く報告している２４―２７，２９）。岡田はまた医療情報部
副部長として、病院医療情報システムの改善に努め、香川
医大独自に開発したオンライン病歴要約システムの概要に
ついて報告を行っている２８）。

� 酸化ストレスに関する研究
福永 惠は、終始一貫して種々の酸化ストレスの循環器

系、特に動脈硬化進展に及ぼす影響について研究を続けて
いる。その研究は、酸化ストレスで産生されるアラキドン
酸代謝物であり、血管収縮作用・血管平滑筋細胞増殖促進
作用等多くの生理活性を有する isoprostaneの各種循環器
系疾患における病態生理学的役割を検討するものであり、
生体内で最も多い F２―isoprostaneの８―iso―prostaglandin
F２αを研究対象としている。その研究内容は、培養細胞
で本物質の産生機構や細胞内情報伝達機構を解析した基礎
的研究３０,３１,３５,３７,３８,４０,４１）から、経皮経管冠動脈血管形成術で治
療された急性心筋梗塞患者３２,３６）や維持透析患者３４,３９）を対象
とした臨床研究まで幅広い内容を包含し多くの成果を上げ
ている３３,４２）。

� 術後 QOLと在宅癌化学療法に関する研究
合田文則は、外科の立場から種々の手術後の遠隔成績と

QOLの詳細な解析を行い、学会等で積極的に発表してき
た４４―４７）。そして、QOL改善の一端としての在宅療法とくに
癌化学療法の有用性を検討し報告した４８―５１）。これらの成績
は、疾病の医療から総合的な健康社会への医療へと体質変
換していく次代社会の医療に大いに役立つものと期待され

総総合合診診療療部部
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る。

社会貢献

高齢社会を迎えて疾病構造が変化したことに伴い、保健・
医療・福祉を統合した在宅医療・在宅ケアサービスは次代社
会の要求するところであるばかりでなく、地域医療の担い手
たらんとするとき、必須の課題となっている。そこで、医師、
看護婦、栄養士等を対象とした在宅医療の勉強会を企画し、
１９９８年から１９９９年にかけて計１１回開催した。その内容は、呼
吸リハビリテーション４回、CAPD（持続携行型腹膜透析療
法）３回、消化器領域の疾患に対する在宅医療４回である。
この勉強会には院外からの参加もあり、毎回盛況であった。
一般市民を対象とした講演会または市民公開講座等には、

うらら会（血管とともに老いるー活き活きご長寿）、健康教
室（よくわかる高脂血症）、香川医科大学市民公開講座（腎
臓病と内科的治療・日常生活 その１）、それに毎年のかが
わ長寿大学（腹痛、消化管出血）があり、３年間で合計６回
の講演を行っている。
また、医師会等が主催する学術講演会では３年間に１５回、

各学会での特別講演では計１１回の講演を行った。

そ の 他

� 留学生受け入れ
黄 鶴 先生（国籍：中華人民共和国）
研究期間：平成１２年９月１日～平成１３年８月３１日

（一年間）
研究課題：超音波法による心血管機能診断に関する研

究
本国における所属機関・職名：華西医科大学附属第一

医院・講師
本学における資格：外国人研究者

� 主催学会
第７４回日本消化器病学会四国支部例会

（会長：内田善仁）
２０００年１１月１１、１２日
高松：香川県社会福祉総合センター

� 研究費受け入れ
１）文部省科学研究費補助金 基盤研究��「動脈硬化度お
よび内膜依存性血管拡張特性評価のための局所脈波速度計
測法の開発」 １９９９～２００１ 千田彰一ほか

２）文部省科学研究費補助金 基盤研究��「動脈硬化性疾
患進展における酸化ストレスの関与の検討とその制御法の
開発」 １９９８～１９９９ 福永 恵ほか

３）文部省科学研究費補助金 奨励研究�「電子スピン共鳴
法による周術期患者の血中一酸化窒素の測定とその動態に
関する研究」 １９９９～２０００ 合田文則ほか

４）厚生科学研究費補助金 長寿科学総合研究事業 「起立
訓練リハビリテーション機能を有する高機能立位個別型入
浴システムの開発」 １９９９～２００１ 千田彰一ほか

５）財団法人福田記念医療技術振興財団平成１０年度研究助成
金 「超音波ドプラ法に基づく局所脈波速度計測法による
動脈硬化度の臨床評価」 １９９８ 千田彰一ほか

６）財団法人大和證券ヘルス財団調査研究助成金 「高齢者
にとって望まれる保健・医療・福祉の相互連関について：
在宅健康管理システム受験者を対象に」 １９９８ 千田彰一
ほか

７）財団法人南海育英会教育研究助成金 「高齢者在宅健康
管理システム：マルチメディア応用による日常生活内循環
器系指標のモニター」 １９９８ 千田彰一ほか

８）財団法人南海育英会教育研究助成金 「気道閉塞指標の

遠隔監視による致死的喘息発作の早期発見・治療介入と発
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（文責：千田彰一）

教 育

� 講義・実習
最近、ABO型不適合輸血などの輸血事故が多発し、大

きな社会問題となっている。
輸血事故を防止し適正な輸血を推進するためには、輸血

教育の充実が重要である。当院では、卒前教育として血液
型検査・交差適合試験・不規則抗体同定検査などの輸血ル
ーチン検査の実習を行っている。また、「血液製剤の適正
使用について」薬剤部と合同で講義を行っている。造血幹
細胞移植についても第一内科、小児科と合同で講義を担当
している。

� 教育全般についての展望
卒前の輸血教育の課題は、輸血教育が一元化しておらず

各診療科でそれぞれ個々に行われていることである。今後
は、系統的な輸血教育システムの確立が重要である。
また、輸血事故の主な原因のひとつは、不馴れな医師に

よる輸血検査であることから、卒後教育の充実も重要であ
る。平成１３年度からは、卒後の輸血教育として、主に新研
修医を対象に血液型検査・交差適合試験を研修・習得して
もらうことを計画している。

研 究

� 造血因子の細胞内シグナル伝達の解析とその臨床応用に
ついて
主に、脂質代謝に重要な分子である PI３―kinaseと非受

容体型チロシンキナーゼ Srcを介するシグナル伝達経路
の生物学的な機能と分子生物学的なメカニズムについて解
析を行っている。我々は、受容体型チロシンキナーゼを介
する各種造血因子の分化シグナル伝達において PI３―
kinaseが重要な機能を果たしていることを明らかにしてい
る１）。また、共同研究で、CD３８分子が急性リンパ性白血病
細胞の増殖を抑制し、アポトーシスを誘導することを明ら
かにしている２）。

� PI３―kinaseを標的とした分子標的療法
PI３―kinaseは、各種腫瘍細胞の増殖・生存に重要な細

胞内シグナル伝達分子のひとつである。我々は、アンチセ
ンスオリゴヌクレオチドあるいは PI３―kinaseの選択的阻
害剤投与により急性骨髄性白血病細胞の増殖を抑制し、ア
ポトーシスを誘導することを明らかにしている３）。これら
の方法では正常造血機能抑制作用は腫瘍細胞に対するそれ
よりも軽度であり、白血病患者の治療や造血幹細胞移植へ
の応用などの可能性が期待できる。現在、それらの臨床応
用に向けての基礎的な検討をさらに進めている。

� 高輝度 LEDと金属ポルフィリン誘導体を用いた白血病
細胞の photo―purging
我々は、正常造血幹細胞に比し白血病細胞は、高輝度

LEDと金属ポルフィリン誘導体の併用に対して高感受性
を示し、アポトーシスが誘導されることを明らかにした４～５）

（香川大学との共同研究）。この photo―purgingを用いる
ことにより自己の骨髄液や末梢血幹細胞採取液中に混在す
る白血病細胞を除去することが可能である。現在、photo―
purgingの臨床応用に向けての基礎的な検討をさらに進め
ている。

� 自動血球測定装置を用いた簡便な末梢血幹細胞採取時期
の決定
末梢血幹細胞採取時期の決定には、フローサイトメトリ

輸輸血血部部
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ーを用いた CD３４陽性細胞の測定が行われていたが、高価
であり測定に数時間かかっていた。我々は、自動血球測定
装置を用いて簡便に末梢血中の幹細胞を測定する方法（数
分間）を導入し、測定条件などについて検討した。その結
果、末梢血幹細胞採取時期の決定に有用であることが明ら
かになった６～７）（神戸大学輸血部との共同研究）。

� 残存腫瘍細胞の高感度検出法
患者の骨髄や末梢血中に残存する腫瘍細胞を高感度に検

出することは、治療方針の決定や予後の予測などにとって
臨床上極めて重要である。我々は、RT―PCR法を用いて
残存する腫瘍細胞を高感度に検出することを試みている８）。
また、白血病発症に関連した腫瘍細胞の遺伝子解析を多施
設共同研究にて行っている９）。今後は、その適応疾患を拡
大していく必要が有り、検討中である。

社会貢献

香川県血液製剤使用に係る懇談会の委員としての活動や血
液製剤の適正使用についての講演会を通して、県内における
血液製剤の適正使用の普及に努めている。末梢血幹細胞移植
を始めとする造血幹細胞移植は、造血器悪性腫瘍のみならず
各種悪性腫瘍の治療において重要である。しかし、末梢血幹
細胞移植を行うには、末梢血幹細胞採取検体の保存設備・成
分採血装置・造血幹細胞数の測定装置など設備や検査技術が
必要とされる。そのため、一般の総合病院では対応すること
が困難であることが多い。我々は、県内における末梢血幹細
胞移植の普及のために依頼が有れば末梢血幹細胞採取検体の
保存や造血幹細胞数の測定を行っている。また、各病院に末
梢血幹細胞採取検体を安全に運搬するためにドライシッパー
（冷却運搬用容器）を保有している。

そ の 他

附属病院では、県内の約３０％の血液製剤を使用している。
多数の検体を効率よく処理するために輸血検査の自動化を図
るとともに、検体のダブルチェックを行い輸血事故の防止に
努めている。これにより、年間数例の検体取り違えが事前に
見つかっている。今後は、輸血検査の２４時間体制の確立が重
要な課題である。
近年、輸血部の業務は多様化しており、移植関連業務とし

て、HLA検査、造血幹細胞の測定（HPC、CD３４陽性細胞、
コロニーアッセイ）、造血幹細胞の採取・保存を行っている
ほか、自己血採取では、自動血球分離装置を用いてMAP血
・自己血漿を採取・保存している。
今後は、輸血業務の省力化・輸血事故の防止のために、コ

ンピューターによる輸血オーダーリングシステムを導入する
必要がある。
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教 育

� いかに学生に講義に興味を持たせられるか。
未だ出席のためにだけくる学生がおり、一番前で授業中

に寝ている学生がみられる。対策として、個々の講師がそ
れぞれ講義内容を工夫する。非常勤講師による講義を増や
し、講義内容に多様性を持たせ、学生に勉強に対するモチ
ベーションを高める。学生自身による講義を行なわせ、積
極的かつ自主的な授業参加を求める。

� ポリクリの充実（周産期医学・新生児学にいかに興味を
持たせられるか）。
未だにポリクリの欠席者がおり、医学生にとっていかに

ポリクリが今後の医師となるために重要であるか認識でき
ていない。できるだけ個々の医師によるマンツーマン教育
を行う。学生とできるだけ対話し、それぞれの意見に耳を
傾ける。しかしながら医師数が絶対的に不足しており、今
後いかにして入局者を増やすかが大きな課題である。

研 究

� 周産期情報ネットワークの構築に関する研究
� 先天異常・胎児 DNA診断に関する研究
� 三次元超音波に関する研究
� 子宮腔内超音波に関する研究
� 産婦人科領域における galectin動態に関する研究
� 産婦人科疾患の分子生物学的研究
� 近赤外光による新生児・未熟児脳循環動態の解析
� 新生児・未熟児のビリルビン代謝に関する研究
上記研究に対し、積極的に英語論文を書くこととし、多数の
論文が外国の一流雑誌に掲載されている１―５０。

社会貢献

現在、母子センターは香川県における三次医療機関として
地域医療に大きく貢献している。今後、総合母子医療センタ
ー化が急務である。

そ の 他

現在、秦は厚生労働省の特定疾患対策研究事業『難治性水
頭症』調査研究班の一員として先天性水頭症の遺伝子診断に
関する調査研究を行っている。
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tissue. Hum Reprod ２０００；１５：２４３８―２４４２．

３９）Ueno M, Tanaka S, Miyabe K, Kanenishi K, Onodera
M, Yanghong W, Khatun R, Sakamoto H. Dendritic cell―
like immonoreactivity in the glomerulus of the olfactory
bulb and olfactory nerves of mice. Neuroreport ２０００；
１１：３５７３―３５７６．

４０）Ueno M, Akiguchi I, Hosokawa M, Kotani H, Kanenishi
K, Sakamoto H. Blood―brain barrier permiability in the
periventricular areas of the normal mouse brain. Acta
Neuropathol ２０００；９９：３８５―３９２．

４１）Ueno M, Akiguchi I, Hosokawa M, Kotani H, Kanenishi
K, Sakamoto H. The passage of blood―borne horseradish
peroxidase into the amygdaloid area of the mouse brain.
Histochem Cell Biol １９９９；１１２：２６５―２７０．

４２）Kanenishi K, Kuwabara H, Ueno M, Sakamoto H, Hata
T. Immunohistochemical adrenomedullin expression is
decreased in the placenta from pregnancies with pre―ec-
lampsia. Pathol Int ２０００；５０：５３６―５４０．

４３）Hata T, Yanagihara T, Matsumoto M, Hanaoka U, Ueta
M, Tanaka Y, Kanenishi K, Kuno A, Yamashiro C, Oh-
nishi Y, Tanaka H, Hayashi K. Three―dimensional
sonographic features of fetal central nervous system
anomaly. Acta Obstet Gynecol Scand２０００；７９：６３５―６３９．

４４）Yanagihara T, Hata T. Three―dimensional sonographic
visualization of fetal skeleton in the second trimester
of pregnancy. Gynecol Obstet Invest ２０００；４９―１２―１６．

４５）Yamashiro C, Ohnishi Y, Kanenishi K, Hayashi K, Yan-
agihara T, Hata T.Maternal and fetal circulating angio-
genin levels in pregnancies with appropriate for gesta-
tional age and small for gestational age infants. Gyne-
col Obstet Invest２０００；４９：１５６―１５９．

４６）Hata T, Aoki S, Manabe A, Kanenishi K, Yamashiro C,
Tanaka H, Yanagihara T.Subclassification of small―for―
gestational―age fetus using fetal Doppler velocimetry.
Gynecol Obstet Invest ２０００；４９：２３６―２３９．

４７）Hayashi K, Yanagihara T, Hata T. Serum angiogenin
levels during menstrual cycle and pregnancy. Gynecol
Obstet Invest ２０００；５０：７―１２．

４８）Hayashi K, Kawamura T, Endo S, Hata T. Serum
Group II phospholipase A２ levels during menstrual cy-
cle and pregnancy. Gynecol Obstet Invest ２０００；５０：
１２３―１２６．

４９）Hata T, Yanagihara T, Tanaka H. Three―dimensional
sonographic features of fetal sacrococcygeal teratoma.
Int J Gynecol Obstet ２０００；６４：１６３―１６４．

５０）Yamashiro C, Yanagihara T, Hata T. Regression of

－１１５－



liver metastases after high―dose chemotherapy and pe-
ripheral―blood progenitor―cell support in stage IV ovar-
ian cancer.Int J Gynecol Obstet ２０００；７１：２４５―２４８．

Key words

Ultrasound, Three―dimensional sonography, Antenatal diag-
nosis, Intrauterine sonography, Gene diagnosis, Congenital
hydrocaphalus, Adrenomedullin, Galectin, Hepatocye growth
factor, Nitric oxide, Angiogenin , Immunohistochemistry ,
PCR

（文責：秦 利之）

教 育

� 講義・実習
病理部は附属病院の特殊診療施設として平成１１年（１９９９

年）４月に訓令化され人員の確保と本来あるべき業務体勢
の確立に努めてきたが、日常業務もほぼ軌道にのり次の目
標として学生教育へのさらなる貢献を計画している。今ま
で６年生の C.P.C．（clinico―pathological conference）は
病理学講座からの依頼により担当してきたが、平成１４年度
（２００２年）からは５年生の講義として診断病理学と六年生
のスーパーポリクリを担当するように準備中である。附属
病院の診療の一部を担当している部門として臨床教育の一
端を担う必要があると考えている。

� 教育全般についての展望
医学部における教育が講義を中心とした知識を伝授する

教育から、学生が自ら問題を見出し解決する能力を育成す
る体験教育へと教育方法の改善が行われつつある中で、症
例を中心とした臨床教育において病理学の果たす役割は大
きいと考えられる。従来の症例検討では臨床検査の数値と
CTやMRIなどの画像が重要な対象とされてきたが、病
理組織学的方法も evidence based medicineを実践するう
えで重視されるべきであると考えられる。また現代医学は
細分化され、高度に専門化された診療体系のなかで発展し
てきたのであるが、疾病の発生と伸展は全臓器的な関連の
中にあり、さらに一臓器の異常が全身の臓器に様々な異常
状態を誘起することはしばしば体験することである。臓器
相関の病態を病理解剖や C.P.Cを通じて教育されること
が重視されるべきである。

� 医師の卒業教育
上記の教育全般の展望にもとづき合同カンファレンスあ

るいは臨床各科との症例検討会に積極的に参加し、疾患の
病理学的背景についての解説をおこなっている。現在は、
呼吸器疾患合同カンファレンス（２回／月）、消化器疾患
合同カンファレンス（１回／月）、皮膚病理カンファレン
ス（１回／月）、泌尿器病理カンファレンス（２回／月）
があり、各科のスタッフ、研修医、ポリクリ学生などが参
加し診療に直結した教育と研修のみならず、診療方針の討
論などを行っている。

研 究

大学附属病院の病理部の最も重要な業務は病理診断である。
病理診断は病理組織診断と細胞診断に分かれるが、特に細胞
診断は方法が簡便・安価であるとともに診断結果を短時間に
出すことが出来るという利点がある。子宮癌や肺癌では細胞
診断は日常の診療において広く利用され、治療方針や予後の
推定に大きな役割を果たしているが、臓器によってはいまだ
研究開発段階のものがある。我々は中枢神経系腫瘍、肝腫瘍、
消化器系腫瘍などについて細胞計測や症例を中心として研究
をおこなってきた。神経系腫瘍では細胞診は手術中の迅速診
断に非常に有効で、迅速診断のための凍結切片の欠点を補い、
凍結切片では得られない情報を得ることが出来るために迅速
診断の正診率を高めることを明らかにした１，５）。
また肝臓癌の細胞診断については、直径２�以下の小結節

性の初期癌での細胞像の特徴を細胞計測学的に明らかにし、
進行癌や他の類似病変との違いを明確にした２，３，４，６，２０）。
消化管病変の細胞診断については症例を中心とした報告で、

病病理理部部

助教授 小 林 省 二

講 師 羽 場 礼 次

助 手 石 川 雅 士
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夫々の腫瘍がそれぞれ細胞診断学的に特徴を持ち、さらに手
術中の迅速診断の補助診断法として非常に有用であることを
明らかにした７～１２）。
さらに日常の病理組織診断業務において腫瘍および腫瘍類

似病変のなかには診断が困難であったり稀有な症例に遭遇す
るが、それらの症例を免疫組織学的、超微形態学的、分子生
物学的手段で検索しその組織起源や本態について報告するこ
とは、診断病理学の進歩のために非常に重要なことである。
我々の行った多くの報告のなかで主なものを文献として記載
する１３～１９）。

社会貢献

日本臨床細胞学会の香川県支部の支部長として事務局を担
当すると同時に、年間５回の細胞診セミナーと学術集会を開
催し、香川県下の病理医や細胞検査士の診断能力の維持向上
に努めている。

参考文献（１９９８年１月―２０００年１２月）

１）Kobayashi S et al. Squash cytology of pleomorphic
xanthoastrocytoma mimicking glioblastoma. Acta Cy-
tologica１９９９；４３：６５２―６５８

２）小林省二、肝臓癌の穿刺細胞診による診断の問題点。イ
ンターナショナルシンポジウム肝臓癌の細胞診。第３８回日
本臨床細胞学会秋季大会、平成１１年１１月、名古屋

３）Kobayashi S, Morphometrical cytodiagnosis of small
hepatocellular carcinoma in fine needle biopsy. XIII In-
ternational Congress of Cytology, May.１９９８, Tokyo

４）Kobayashi S, Cytological feature of small hepatocellu-
lar carcinoma in fine needle biopsy. XXIII International
Congress of the International Academy of Pathology,
Oct.２０００, Nagoya

５）小林省二、細胞診―２１世紀への展望、第４章判定の実際
１。脳：脳腫瘍迅速診断での対応。臨床検査 ４４巻第１１号
（増巻号）：１２７４～１２７７,２０００年

６）石原明徳、小林省二ほか３名。細胞診―２１世紀への展望、
第４章判定の実際１２。消化器：高文化型肝細胞癌の鑑別。
臨床検査 ４４巻第１１号（増巻号）：１３１９～１３２２,２０００年（平
成１２年）

７）羽場礼次、三木洋ほか６名。術中細胞診が有用であった
空腸原発の悪性類上皮型 GISTの一例。日本臨床細胞学
会雑誌 ２０００年（平成１２年）、３９：１９４～１９８

８）羽場礼次、小林省二ほか６名、Peutz―Jeghers症候群に
合併した小腸巨大過誤腫性ポリープの１例。日本臨床細胞
学会雑誌 ２０００年（平成１２年）、３９：２４２～２４６

９）羽場礼次、小林省二ほか８名。小腸の非上皮性腫瘍およ
び腫瘍様病変の鑑別。ワークショップ消化器の細胞診 第
３９回日本臨床細胞学会秋季大会、平成１２年１１月、大宮

１０）Haba R. Cytological differentiation of non―epithelial
tumor and tumor―like lesions originated in the small in-
testine. The Seventh Thai―Japanese Workshop in Diag-
nostic Cytopathology and The First Annual Congress of
Thai Society of Cytology, Phuket, Thailand, Jan.２０００

１１）山川けいこ、小林省二ほか６名。再発と転移を示した
Polymorphous low―grade adenocarcinomaの１例。日本臨
床細胞学会雑誌 ２０００年（平成１２年）、３９：４８６～４９２

１２）羽場礼次、小林省二ほか３名。膵原発内分泌腫瘍（glu-
cagonoma）の１例。日本臨床細胞学会雑誌 ２０００年（平
成１２年）、３９：５４５～５４６

１３）Kobayashi S et al, Peripheral primitive neuroectoder-
mal tumor（PNET）similar to ganglioneuroblastoma. XXII

International Congress of the International Academy of
Pathology, Oct．１９９８, Nice

１４）Hirakawa E, Kobayashi S et al. Melanin pigmented on-
cocytic metaplasia of the nasopharynx . Vichows
Arch．１９９９；４３４：４５５―４５７

１５）Miki H, Kobayashi S et al. A case of infantile rhabdo-
myofibrosarcoma with immunohistochemical, electronmi-
croscopical, and genetic analyses. Human Pathology
１９９９；３０：１５１９―１５２２

１６）串田吉生、小林省二ほか８名。双胎妊娠に発生し、母体
の男性化徴候を示した hyperreactio luteinalisの１例。病
理と臨床２０００年（平成１２年）,１８：８６１～８６４

１７）Yao Fu, Kobayashi, S et al. Sarcomatoid hepatocellular
carcinoma with chondroid variant : Case report with im-
munohistochemical findings . Pathology International
２０００；５０：９１９―９２２

１８）Haba R, Kobayashi S et al.Intrathyroidal branchial
cleft―like cyst in chronic thyroiditis. Pathology Interna-
tional ２０００；５０：８９７―９００

１９）Sato M, Kobayashi S et al. Difficult cases in endocri-
nology, Large goiter and multiple rib tumors. Endocrine
２０００；１２：１１―１４

２０）小林省二、肝臓、胆嚢、膵臓の細胞診．第３３回中国四国
臨床衛生検査学会教育講演．２０００年（平成１２年）１０月，高
松市．

Key words

diagnostic pathology, cytodiagnosis, histopathology, cytopa-
thology

（文責：小林省二）
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【医療情報部の歩み】
医療情報部は本院における医療情報の量・質の増加、複雑

化に対応するため昭和６２年５月に院内措置により設置され、
初代部長に酒井俊一先生（耳鼻咽喉科学教授）が就任された。
同年から医事会計及び中央診療部門の情報システム化を図り、
平成元年７月から主要な診療・看護業務のオーダエントリシ
ステムを導入し、年次的にそれらシステムの拡充を図ってき
た。スタッフは平成１１年度まではすべて兼任で、部長、２名
の副部長、１名の看護部婦長、６名の医事課医療情報係員が
運営にあたってきた。部長は酒井先生退官の後、戸谷拓二先
生（総合診療部教授）が引き継がれ、さらに平成９年４月か
らは３代目部長として乗松尋道先生（整形外科学教授）が熱
心に操舵手の役割を果たしてこられた。附属病院医療情報部
は平成１２年度にようやく訓令化され、同年１２月に原量宏先生
が専任教授・部長に就任し、平成１３年３月に岡田宏基が専任
助教授・副部長に任ぜられた。

【医療情報部の役割】
� 病院医療情報システムの構築・維持・運用

K―MIND：平成元年７月の病棟管理、食事指示を皮切りに、
平成２年９月以降、処方、検査および指示オーダー、病名登
録の稼働、院外処方指示への対応をした。平成９年４月には
外来予約システムが稼働し、これにより、外来の混雑が緩和
された。平成１２年度より３回目の機器・システム更新作業に
入り、１２年１２月に機器更新を行い、平成１３年末のシステム更
新を目指してシステムの設計・変更、マスタの作製・更新作
業を進めている。本システムでは新たに注射、放射線、手術、
輸血、処置の各オーダーが稼働し、また、看護システムでは
試験使用中であった N―CDMSが本格稼働する予定である。
EMIR：検査や医事システムにより集積された患者情報を検
索するシステムで、病名歴、受診歴、投薬歴および検査部で
なされた血液・尿検査のデータを検索することができ、平成
１０年４月に完成・稼働した。
CDMS：将来の電子カルテ化に先駆けて、EMIRの情報をも
とに病歴要約を作成するシステムを開発し、平成９年１０月よ
り稼働を開始した。本システムでは病歴要約（入院要約）の
ほか、看護要約、薬剤管理指導、理学療法部指導、栄養指導
などの要約を作成することができる１）。中でも病歴要約はこ
れらの中心を占めるものであり、乗松医療情報部長の熱心な
働きかけにより各診療科において要約が迅速に作成されるよ
うになった。本システムはその後入力項目の科別デフォルト
化やテンプレート機能の付加２）、平成１２年末の端末更新にて
入力に要する時間が短縮でき、最近では作製率９０％以上を維
持できている。

� 診療録の管理
診療録の管理は病院運営において非常に重要な要件である。

しかしながら、未返却のまま放置されている診療録（特に入
院）があまりに多数見いだされたため、乗松医療情報部長は
平成１１年から１２年にかけて未返却カルテの一斉返却を各診療
科に指示した。それに伴って診療科別未返却カルテ数を月例
の病院運営委員会で報告するシステムを取ったことで、各主
治医の診療録に対する意識変革が生じ、長期にわたる未返却
カルテは激減した。

� 地域医療情報ネットワークの支援
１）香川県母子保健医療支援システム（周産期医療情報ネッ
トワーク）
平成１０年度から香川県のモデル事業として香川医大母子

センターと町立内海病院、坂出市立病院、県立津田病院の
４施設の周産期管理用電子カルテが ISDNで常時接続さ
れ、周産期医療情報がネットワークを介してスムースに送
られるようになっており、病・病連携、病・診連携に威力
を発揮している３,４）。平成１２年１０月には民間病院（琴平、
林病院）も加入した。平成１３年度には同様のシステムが石
川県、山梨県、川口市にも導入され、今年度中にこれらの
地域が相互にネットワーク化される予定である５）。

２）画像伝送による遠隔診断システム
平成１０年度第三次補正予算で、本学に遠隔診断システム

の設置が認められたため、平成１０年度にシステム構築を行
い、平成１１年秋より本格稼働させた。本システムでは、画
像伝送に世界標準規格である DICOM３．０を採用し、地域
医療機関から公衆デジタル回線等を介して本学に設置した
DICOMサーバに画像伝送を行う。画像の参照は臨床系医
局等に設置した画像ビューアで行う仕様としたため、同予
算にて学内 LANを Gigabit Ethernetにて高速化した６,７）。
本システムの稼働準備と平行して、通信・放送機構

（TAO）が２１世紀の次世代超高速ネットワークとして運
用する研究開発用ギガビットネットワーク（JGN）に係る
研究開発課題に、本学を中心とした研究グループが申請し
た課題「ギガビットネットワークを利用した病院間リアル
タイムコラボレーション実用化に関する研究開発」が採択
され（http : //www.jgn.tao.go.jp／）、地域医療機関も含め
た送信用端末設置に必要な研究費を得ることができた（図）。
JGNを用いては、東京大学医学部産婦人科と双方向遠隔
講義を行い、また、北海道大学放射線科と遠隔画像カンフ
ァレンスを行い、超高速ネットワークの医療分野における
有用性を検証し得た８―１０）。平成１３年度はさらに次世代イン
ターネットの技術的基盤である IPv６に関しても、研究を
スタートさせている。

３）経済産業省による四国４県電子カルテネットワーク連携
プロジェクト
香川県医師会、香川医科大学では、平成１２年度に�四国

産業・技術振興センターが香川県をはじめ西日本地域で実
施した診療所用電子カルテの開発・機能検証に参画した。
香川県医師会の２０の医療機関では、実際の診療現場での活
用により実務的な検証を実施し機能的なカルテ開発に成果
をあげた。平成１３年度はさらに徳島県、高知県、愛媛県と
協力し、四国４県電子カルテネットワーク連携プロジェク
トがスタートしている。

４）ネットワーク利用の在宅ケア
寒川町、大川町、長尾町の３町では、双方向 CATV回

線を用いて心電図、血圧等の情報を収集する高齢者の在宅
管理システムが稼働している。これらのデータはそれぞれ
の町役場の保健婦により一次チェックを行うと同時に、香
川医科大学総合診療部にも転送され、循環器系諸指標の管
理・分析を行い、高齢者の健康管理に非常に成果をあげて
おり９―１１）、合併後のさぬき市においても導入されることが
期待されている。

参考文献（１９９８年１月―２０００年１２月）

１）岡田宏基、原 量宏、久郷敏明、乗松尋道、酒井俊一、
戸谷拓二、吉野紀章、岸本尚士、松原 敞、石川 澄、柳
原啓史、浅利高志．医療情報データベース（EMIR）を利
用した病歴要約の作成．第１８回医療情報学連合大会論文集
p４３２―４３３,１９８８．

２）岡田宏基、原 量宏、吉野紀章、岸本尚士、乗松尋道、
柳原啓史．オンライン病歴要約稼働後の利用状況とテンプ
レート機能を中心とした機能充実について．第２０回医療情
報学連合大会論文集 p４４４―４４５,２０００．

教 授 原 量 宏

助教授 岡 田 宏 基
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３）原 量宏．周産期医療情報の標準化とネットワークを用
いた周産期管理システムの開発．医療情報の共有化を目指
して．平成１１年度医療情報システム調査研究会報告書、四
国産業・技術振興センター、p１０７―１１７,２０００．

４）原 量宏、岡田宏基、乗松尋道．周産期医療情報の標準
化”日母標準フォーマット”とネットワークを用いた周産
期管理システムの開発と運用．医療情報学２０�１４３―１４８,
２０００．
５）原 量宏．周産期 BMEのこれから．日本ME学会雑誌
１４,１,３３―３６,２０００．
６）岡田宏基、原 量宏、吉野紀章、乗松尋道、佐藤 功、
加藤耕二、大川元臣、田中敏朗、松田明良、井上正廣、井
上善久．地域医療機関の多様な要求に応じた実用性の高い
遠隔診断システムの構築．第１９回医療情報学連合大会論文
集 p７３８―７３９,１９９９．

７）岡田宏基、原 量宏、吉野紀章、乗松尋道、佐藤 功、
加藤耕二、大川元臣、田中敏朗、松田明良．香川医科大学
における遠隔診断システム．映像情報Medical３２・６６１―６６５,
２０００．

８）原 量宏、岡田宏基、真鍋芳樹、乗松尋道、櫻井恒太郎、
美代賢吾、大江和彦、堤 治．ギガビットネットワーク
（JGN）を用いた遠隔診断および遠隔講義システムの構築．
第２０回医療情報学連合大会論文集 p８１４―８１５,２０００．

９）岡田宏基、原 量宏、吉野紀章、乗松尋道、佐藤 功、
大川元臣、千田彰一、真鍋芳樹．香川医科大学を中心とし
た遠隔医療システム．第４回遠隔医療研究会論文集 p１―
４,２０００．

１０）原 量宏、岡田宏基、真鍋芳樹、乗松尋道、倉本幹也．
医療における広域ネットワークシステムの構築．DIGITAL
MEDICINE３, ４・１７―２１,２０００．

１１）千田彰一、岡田宏基、福永 惠、合田文則、三原崇文、
内田善仁、真鍋芳樹、阪本整司、原 量宏他．高齢者にと
って望まれる保健・医療・福祉の相互連関について 在宅
健康管理システム受験者を対象に．大和証券ヘルス財団研
究業績集．２３・１０６―１１３,２０００．

Key words

病院医療情報システム、地域医療情報ネットワーク、遠隔医
療、電子カルテネットワーク

（文責：岡田宏基）

教 育

� 講義・実習
医学科の中でリハビリテーションに関する系統講義は取

り入れられていないので、整形外科学の医療総合講義の中
で講義をしている。しかし十分な時間数がとれないため５
年次の整形外科臨床実習の際にリハビリテーション外来や
理学療法部実習を組み入れている。実習では治療の場面の
見学や、治療・検査機器に触れてもらっている。その他、
最新の義肢・装具などリハビリテーション工学や身体障害
者福祉法に関する情報を提供している。
看護学科では、２年次の選択科目「老人と医用工学」でリ
ハビリテーションに関する講義を行っている。内容はリハ
ビリテーション総論から疾患別リハビリテーションアプロ
ーチを紹介している。また附属病院での実習において担当
患者に帯同して理学療法部に来部した際に、その治療内容
について解説するように努めている。
また当部は、理学療法士養成校５校から年間２０名を超える
実習生を引き受けている。特定機能病院としての当院及び
理学療法部の役割を理解させたうえで理学療法的評価・治
療の実習を行っている。その他、研修生制度を利用し県内
の理学療法士に対する卒後教育も行っている。基本的な評
価・治療技術の習得をはじめ２年間で地方学会への発表を
目標に研究活動も支援している。

� 教育全般に対する目標と展望
リハビリテーション医学講座を持たない本学において、

リハビリテーション医学教育は指導教官の不足と時間的制
約により十分とは言えない状況であるが、限られたマンパ
ワーと時間の中でリハビリテーションの重要性を教育し、
将来の訓令化に対処していきたい。理学療法士養成校の実
習生には特定機能病院であり急性期医療を展開している当
院でのリハビリテーションの在り方、及び医師をはじめコ
メディカルおよび患者から信頼される高い評価・治療技術
を習得してもらうよう今後も努力していく必要がある。

研 究

当部での研究活動は、「骨粗鬆症患者、高齢者の体力測定
や効果的な運動療法の開発」、「バイオメカニクス的手法を用
いた動作解析」、「スポーツ外傷の予防法に関する研究」、「筋
電図、運動負荷試験装置を用いた運動生理学的基礎研究」、「最
新の義肢の臨床応用」など積極的に行っている。
今後は、科学的根拠に基づきリハビリテーションの効果を

証明していくことが重要な使命と考えている。従来から行わ
れている筋力増強練習を筋電図や近赤外線分光法を使用し筋
生理学的に解析を行い効果的なトレーニング方法を考案して
いく。また急速に高齢化社会へと変化するなかで、高齢者に
おいても安全にかつ娯楽性を有した筋力増強練習や協調性練
習、バランス練習が行える機器を開発していく予定である。

理理学学療療法法部部

部 長 乗 松 尋 道

講 師 岡 史 朗

理学療法士 田 中 聡 山 田 英 司

森 田 伸 田 仲 勝 一

作業療法士 近 藤 輝 美

研 修 生 岩 間 一 志（理学療法士）

竹 内 豊 計（義肢装具士）

大 学 院 生 宮 本 賢 作（整形外科）

－１１９－



「南海育英会研究助成」より研究助成を受け「近赤外線分光
法を用いた下肢関節術後患者の筋内酸素動態の評価」を２００１
年３月に報告し、現在は同助成を受け「血流制限（低酸素）
状態での筋力発揮に関する筋生理学的検討－近赤外線分光法
と積分筋電図を用いた評価－」の研究を行っており２００２年３
月にはその結果をまとめる予定である。

社会貢献

１９９６年度より香川県体育協会スポーツ科学委員会と協力し
国民体育大会への候補・出場選手を対象に医科学的サポート
を行っている。現在までに対象とした競技種目は高校女子ハ
ンドボール、ホッケー、新体操、ソフトボール、バレーボー
ル、成年男子剣道、少年成年フェンシングと多岐にわたって
いる。
県内理学療法士の教育の場として月１回香川医科大学理学療
法部ブロック勉強会を開催している。毎回２０名を超える参加
者があり症例検討を中心に夜遅くまでまで討論が行われるこ
とが多い。１９９９年１０月には高松市民公開講座を乗松尋道部長
が主催し田中理学療法士が「リウマチに必要なリハビリテー
ションについて」講演を行った。その他、毎年５月に開催さ
れる�リウマチ友の会香川県支部総会には当部から医師、理
学療法士が参加し医療相談会で対応している。また１９９９年度
より田中は香川県立三木高校の社会人講師として総合学科福
祉系列３年生を対象にリハビリテーション論の講義と実技指
導にあたっている。
２０００年１０月６―７日には第２２回国立大学理学療法士学会を田
中学会長、山田準備委員長とし高松市において開催した。鳥
取県西部地震の影響で高松市も震度４を記録したが、大きな
影響なく成功裏に会を終了することができた。
また近年福祉機器や呼吸器疾患に対するリハビリテーション
に関するの講演依頼も増えてきている。
今後も県内理学・作業療法士教育の提供の場として、また地
域からのニーズに応えていく必要がある。

参考文献（１９９８年１月―２０００年１２月）

１）乗松尋道：骨粗鬆症の合併症と QOL．骨粗鬆症診療ハ
ンドブック（改訂版）：９１―９５，１９９８

２）辻伸太郎、田中 聡、宮本賢作、森 諭史、東藤 智、
新田雅英、大西啓一：前十字靭帯再建術後の片脚着地緩衝
能の評価．日整会スポーツ医学会誌１８：１３７，１９９８

３）岡 史朗、小原健夫、有馬信男、宮武昭三、河西 純、
乗松尋道：頚髄損傷患者における上下肢機能と骨密度との
相関．日本整形外科学会誌７２：S６８４，１９９８

４）岡 史朗、小原健夫、有馬信男、宮武昭三、諏訪勝保：
頚髄損傷患者の手に発生した腫脹及び疼痛の検討．日本脊
椎外科学会誌，９�：３４２，１９９８

５）森 諭史、乗松尋道：骨粗鬆症の運動療法．リウマチ科
１９：３５９―３６５，１９９８
６）田中英城、宮本賢作、田中 聡：画像解析を用いた母指
の３次元運動評価の試み．日本臨床バイオメカニクス学会
誌１９：２２９―２３１，１９９８

７）田中 聡、乗松尋道、宮本賢作、辻伸太郎、森 諭史、
山神眞一、竹内豊計：高度足部変形を伴った高段剣道選手
に対する足底装具の効果 ―バイオメカニクス的視点から
の検討―．四国理学療法士学会誌２０：６２―６３，１９９８

８）江村武敏、田中 聡、永岡誠司、乗松尋道、田中英城、
宮本賢作、宇都宮学：足趾形成術後における経時的足底圧
変化の検討．四国理学療法士学会誌２０：９３―９４，１９９８

９）永岡誠司、田中 聡、江村武敏、宇都宮学、高橋謙一、
長尾 篤、青木みゆき：理学療法士としての痴呆患者への

対応．四国理学療法士学会誌２０：４０―４１，１９９８
１０）J.Li，Mori S，Kaji Y，Mashiba T，Kawanishi J，Nori-

matsu Yamamoto E，Fukunaga M : Effect of bisphos-
phonate（incadronate）on fracture healing of long bones
in rats.J Bone Min Res，１４：９６９―９７９，１９９９

１１）Norimatsu H，Mori S，Owan I，Ibaraki K，Honma
M，Hatakeyama S : Long―term follow up of osteogenesis
imperfecta treated by Sofield procedure in childhood.
Program and Abstract Book of the７th International
Conference on Osteogenesis Imperfecta.p６，１９９９

１２）Tanaka S，Yamada E，Emura T，Norimatsu H : The
Analysis of the Jumping Action of Girl Members of
Volleyball Club in the High School．１３th International
Congress of the World Confederation for Physical
Therapy. Yokohama５／２３―２８，１９９９

１３）Yamada E，Tanaka S，Emura T，Norimatsu H : The
Reserch about the Change of Muscular Activity owing
to Difference of Walking Condition―Comparison between
Muscular Activity in Treadmill Walking and in Floor
Walking．１３th International Congress of the World Con-
federa tion for Physical Therapy.Yokohama５／２３―
２８，１９９９

１４）乗松尋道：整形外科痛みへのアプローチ６、腰背部の痛
み骨粗鬆症、南江堂：２４５―２５９，１９９９

１５）乗松尋道：ステロイド骨粗鬆症の診断と治療、運動指導
のポイント、メディカルビュー社：８３―８８，，１９９９

１６）乗松尋道：高齢化社会と骨粗鬆症―現状と展望：治療と
診断８７：９３４―９３８，１９９９

１７）乗松尋道：骨粗鬆症の病態と疫学．リハビリテーション
医学３２：５８３，１９９９

１８）森 諭史、乗松尋道：骨粗鬆症の予防と治療―運動負荷
による骨量増加―若年期の予防・スポーツによる骨量の増
加・維持．最新骨粗鬆症、ライフサイエンス出版：４５８―
４６２，１９９９

１９）竹内豊計、森 諭史、辻伸太郎、田中 聡、山田英司、
江村武敏：大腿再切断を行った一症例．日本義肢装具学会
誌１５：１５６―１５７，１９９９

２０）田中 聡、山田英司、江村武敏、乗松尋道、宮本賢作、
辻伸太郎、東藤 智、森 諭史：高校女子バレーボール部
員の運動機能について―全国常連校の調査から―．四国理学
療法士学会誌２１：３０―３２，１９９９

２１）山田英司、田中 聡、江村武敏、乗松尋道：歩行条件の
違いによる筋活動の変化について－平地歩行とトレッドミ
ル歩行の比較―．四国理学療法士学会誌２１：９３―９４，１９９９

２２）江村武敏、山田英司、田中 聡、乗松尋道：頚髄損傷急
性期における肺理学療法の経験．四国理学療法士学会誌
２１：１１０―１１１，１９９９

２３）宮本賢作、辻伸太郎、森 諭史、東藤 智、田中 聡：
バレーボール選手のスパイク動作における画像解析の試み．
日本臨床バイオメカニクス学会２０：３７７―３８０，１９９９

２４）山田英司、高橋啓介、片田圭一、坂下真樹、島 巌：腰
部脊柱管狭窄症患者における神経性間欠跛行―歩行様式と
歩行可能距離の関係について―．理学療法ジャーナル３３�：
２０３―２０５，１９９９

２５）田中 聡、山田英司、江村武敏、宮本賢作、辻伸太郎、
森 諭史、乗松尋道：剣道愛好家のスポーツ障害と理学療
法．理学療法ジャーナル３３�：５５９―５６７，１９９９

２６）山田英司、田中 聡、江村武敏、赤坂清和：漸増負荷運
動における無酸素性作業閾値と積分筋電図の関係について．
善通寺リハビリ学院卒後研修会誌７：６０―６３，１９９９

２７）乗松尋道：障害児のみかた．J Clinical Rehabilitation
９：１１００―１１０３，２０００
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２８）森 諭史、岡史朗、乗松尋道：老人骨折に対するリハ・
ケア―脊椎圧迫骨折―．リハビリテーション医学３７：５８５―
５８６，２０００

２９）森 諭史、乗松尋道：寝たきりを防ぐための骨折後のリ
ハビリテーション．骨・関節・靱帯１３�：８４１―８４７，２０００

３０）岡 史朗、辻伸太郎、森 諭史、乗松尋道、田中 聡：
脊髄症状を呈した慢性関節リウマチ患者の術後 QOL．リ
ハビリテーション医学３７：１１３１―１１３２，２０００

３１）宮本賢作、辻伸太郎、森 諭史、岩崎智視、乗松尋道、
田中 聡、山田英司、江村武敏：バレーボール選手のブロ
ックジャンプ動作解析―等速性膝伸展筋力との関係につい
て―．日本臨床バイオメカニクス学会誌２１：４７７―４８１，２０００

３２）田中 聡、山田英司、江村武敏、乗松尋道、森 諭史、
河西 純：骨粗鬆症患者の生活体力について．四国理学療
法士学会誌２２：１２１―１２２，２０００

３３）山田英司、田中 聡、江村武敏、赤坂清和：漸増負荷運
動における無酸素性作業閾値と積分筋電図との関係―導出
筋の違いにおける検討―．四国理学療法士学会誌 ２２：１２９
―１３０，２０００

３４）江村武敏、田中 聡、山田英司、森 諭史、辻伸太郎、
竹内豊計：大腿切断者に対する C―Legの使用経験．四国
理学療法士学会誌 ２２：１５１―１５２，２０００

Key words

骨粗鬆症、高齢者、骨密度、動作解析、バイオメカニクス、
スポーツ外傷、義肢装具、筋電図、近赤外線分光法、

（文責：田中 聡）

教 育

薬剤部の教育に対する基本方針は、医師が薬物の吸収・分
布・代謝・排泄に関する理解を深め、患者固有の投与設計が
できるようにすることである。
教育の対象は医学部医学科学生、看護学科学生、そして、他
大学薬学部（薬科大学）学生である。
医学部医学科学生への教育は、６年次生へ医療総合講義の

「薬物療法総論、薬物療法の基礎」として、薬物の吸収・分
布・代謝・排泄に関する講義を、また、「薬物療法総論、薬
物動態と解析」として、薬物の体内動態を数式化し、投与量
と効果の関係を講義している。ある特定の医薬品では投与量
がやや過剰になるだけで患者が中毒症状を呈することがある
ので、リスクマネージメントの立場からそのような医薬品に
ついて特に強調して講義をしている。
同じく、「医療総合講義」の「血液製剤の使い方、血液製

剤使用の適正化について」は輸血部との合同で、「輸液療法、
輸液療法及び IVH」では第二外科学、を中心として、第二
内科学、小児外科学と共に講義をしている。
医学部１年次生に対しては薬剤部全体の見学実習を、４年

次生に対しては早期体験学習として、血液中の薬物濃度測定
および解析を行っている。
看護学科学生に対しては、「薬剤療養学」を半年間講義し、

薬剤部見学実習を実施している。
他大学薬学部（薬科大学）学生に対しては、薬剤業務全般に
亘って実習講義を行い、実習を指導している。

研 究

薬剤部における研究は、医薬品の適正使用の推進を目的と
して、病棟における薬剤管理指導業務を中心に行っている。
先ずは患者様がお薬を必ず飲むように服薬指導を行うことで
あり、コンプライアンスの改善が服薬指導の指標と考えられ
るので、このことに関する研究がテーマの中心となっている。
論文発表、「個々の患者に応じた服薬指導のための服薬自

己調節判別スケールの検討」で、飯原なおみが平成１２年度日
本病院薬学会論文賞を受賞したことは、薬剤部における研究
の方向性が正しかったことを日本病院薬学会が認めたことに
なり、特筆に値する。
医学部医学科大学院生、および他大学薬学部（薬学科）大

学院生の研究は、「小児薬物療法」と「薬物速度論的解析」
を中心に行ってきた。小児薬物療法の問題点は、小児に対す
る臨床試験の実施が困難であるため、小児に対する医薬品の
安全性が確立されていないことが挙げられる。薬物速度論的
解析では、測定した薬物濃度から、薬物の体内での挙動を明
らかにしようとしている。

社会貢献

薬剤部長の森田は、平成１０年４月より、香川県病院薬剤師
会の会長として、平成１２年４月からは香川県薬剤師会の病診
部会長としての要職にあり、香川県における病院薬剤師の資
質向上のため、会の運営にあたっている。
副薬剤部長の塚本、薬剤主任の福岡、薬剤師の小坂は、香

川県病院薬剤師会の理事として、また、薬剤主任の朝倉は、
会報編集の委員としてその責務を果たしている。
この他、香川医科大学ホームページに薬剤部ホームページ

を作成し、薬剤部を紹介し、薬剤管理指導業務支援のための

薬薬剤剤部部

部 長 森 田 修 之

副部長 塚 本 豊 久
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手順および医薬品情報の公開を行っている。

そ の 他

治験管理センターでは、治験薬の臨床試験計画の適正さ、
治験同意書のチェック等治験を受ける患者さんの人権を守る
ための業務を行っている。患者さんへの説明を行い臨床試験
の実施を推進するために、臨床治験コーディネーターとして
薬剤師が配置されている。
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教 育

看護部の教育目的は「進展と多様化する医療に対応できる
看護職を育成し、質の高い看護を提供する」ことである。教
育目標として、�香川医科大学医学部附属病院の看護に求め
られる実践能力を習得する。�判断能力・問題解決能力を高
め、主体的に意思決定できる人材を育成する。�職業人とし
て、成長することを目指すとともに、心身のリフレッシュを
図る。を掲げ院内研修を企画している。
� 継続教育

院内研修については、平成１１年度までは、段階別教育を
体系化し、卒後１年目から３年目までを第１段階、中堅看
護職員研修を第段階、管理者対象研修を第�段階と全看
護職員対象の研修を実施してきた。平成１２年度より新人、
経年別、中堅看護婦・士、専門領域別、看護管理、看護研
究、全体研修、パート職員研修と枠組み変更をした。過去
３年間実施した研修回数と総時間・延べ受講者数は以下の
とおりである。
平成１０年度 ４３回 １８２．５時間 延べ受講者数 １８３７人
平成１１年度 ４５回 １７４ 時間 延べ受講者数 ２１２５人
平成１２年度 ６４回 ２１０．５時間 延べ受講者数 ２６０５人
中堅看護職員のリーダー研修�は、宿泊研修とし、平成

８年度より毎年、京都大学人間科学部教授の杉万俊夫先生
より「かやの理論」を学びグループダイナミックスの理解
を深めてきた。修了者には証書の授与をし、キャリアアッ
プのステップとしている。卒後３年目では看護観の確立を
目指して、「私の看護観」をテーマにグループワークを中
心とした宿泊研修を行っている。職場を離れての研修はリ
フレッシュすることができ、現場のことをより深く考える
機会となり効果的であった。
平成１２年度には、専門領域研修として、緩和ケア、スト

ーマケア、創傷管理、クリティカルケア、感染管理、看護
研究等を中堅看護職員が主体的にコースを選択できるよう
設定した。この結果、開催回数・総時間数・受講者数とも
増加をみた。評価については、研修会毎のアンケート・受
講生のレポート・委員会で内容の評価を行い次年度に繋げ
ている。
院外研修については、組織にとって必要な人材育成の他、

自主的に継続教育のため参加しているものとがある。
平成１０年度は１０２コースに参加職位別延べ人数では、看

護部長・副看護部長・看護婦長が８０人、副看護婦長１０４人、
看護婦２８７人である。厚生省主催による「第２１回エイズカ
ウンセリング研修」・日本看護協会主催の「臓器移植法と
看護」文部省主催の「治験コーディネータ養成研修」等、
社会のニーズに対応すべく受講をして、全体に復講をした。
平成１１年度は１０４コースに看護部長・副看護部長・看護

婦長は７３人、副看護婦長１１５人、看護婦・看護士３１５人で
治験コーディネータ研修・認定看護管理者（サードレベ
ル）研修を受講した。認定看護管理者（サードレベル）で
は看護婦長が第１回認定看護管理者認定審査に合格し、リ
ーダー研修等で講師を務め活躍している。
平成１２年度は１３５コースに看護部長・副看護部長・看護

婦長が６９人、副看護婦長１００人、看護婦・看護士４０８人であ
った。認定看護師資格取得のためにWOC看護コースに入
学し平成１３年７月に資格を得ている。看護協会主催のリス
クマネジャー養成研修にも受講しており、専門領域の実践
者の育成を図っている。

� 看護学科学生の実習について
平成８年に当大学に看護学科が開設された。実習施設と

して、臨床側の教育的環境の整備が求められている。主に
看護婦長が窓口となり、オリエンテーション・受け持ち患
者の選定・カンファレンス等への参加をし、教育的指導を
側面から教官と連携しながら指導に関わっている。
看護部門の立場から、医学科・看護学科の実習前オリエ

ンテーション・診療従事者オリエンテーションも実施して
いる。特に研修医に対して、医療人として、「チーム医療」
の重要性について強調し、真の協働について訴えている。

� 今後の展望
本院は、平成１３年３月に日本医療機能評価機構から病院

機能の評価の結果、認定証を受けた。審査結果から課題と
した看護実践能力評価については、看護婦長を中心に重点
検討として看護実践能力評価ツールの作成と看護職員の能
力開発の取り組みを開始した。

研 究

臨床における看護研究推進と質的向上を目指して、看護学
科教官との共同研究を行っている。看護学科教官からの直接
指導を受けることができ、看護学科開設による臨床側のメリ
ットとなっている。過去３年間の院外発表総数は５９件でその
内、学会発表が３８件、研究会発表２１件、雑誌等投稿が１４件で
ある。継続した研究への取り組みと患者ケアの質向上に向け
た研究と研究結果の活用を行い、EBN（Evidence―Based
Nursing）に基づいた看護を提供していくことが今後の課題
である。

社会貢献

在宅療養を支援し、患者の QOLを高めることを目的に、
外来患者相談室の名称で平成１１年度に内科外来に隣接し、業
務を開始した。平成１１年・１２年度に継続看護システムの検討
会を持ちシステム化を確立した。診療報酬上算定できる条件
である個室で３０分以上の指導を糖尿病患者・ストーマケア・
CAPD等慢性疾患患者に行っており、毎月の実績報告をし、
在院日数の短縮化を図るため、早期からの指導を意図的に行
っている。看護婦による療養指導の算定件数は、平成１１年度
１９１件・平成１２年度４２８件と増加している。
研修生・見学者を受け入れることも大学病院の使命と役割

とされており、香川県看護協会主催の看護管理者（ファース
トレベル）研修における看護情報システム見学では毎年、５０
人程度の受け入れをしている。また、「看護の日」事業の看
護体験では、高校生から一般まで２０人前後を受け入れてきた。
社会体験学習では香川県立高松東高校の生徒１０年度８名、１１
年度１３名、１２年度１１名が体験参加しており、職業選択能力や
働くことに対する望ましい見方・考え方を持つ機会となって
いる。その他にも、中学生への職業ナビゲーンション・香川
県立高松南高校専攻科の生徒が周産母性看護の授業の一環と
して講義と見学、平成１２年度はアメリカのユタ大学看護学部
から７名の見学があり、国際交流の一端を担った。
近隣病院の開設と高度医療にあたっての研修も担っている。

また、看護職として糖尿病サマーキャンプでのサポート・ボ
ランティア研修での看護実技の指導他社会の要請に応じてい
る。因みに看護部が対応した研修・見学者総数は、平成１０年
度１４５名・平成１１年度１４２名・平成１２年度１４１名である。

そ の 他

放送大学受講の推進

看看護護部部

部 長 大 杉 和 子

副部長 阪 井 眞利子 松 原 幸 子

森 岡 多栄子
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（文責：森岡多栄子）
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寄 附 講 座



教 育

� 講義・実習
本講座は寄付講座としての基盤に立ち、薬物情報、とり

わけ新薬開発の諸過程における重要な視点（体内動態、薬
効発現およびそれらに基づく DDS設計など）を中心に系
統的に現実的課題を明らかにしつつ教育してきた。特に学
部学生を対象とした「基礎医学実習」においては、例年数
名を受け入れ、本学での講義、実習の他、帝國製薬�の研
究所という新薬開発現場での教育を重視してきた。参加学
生からの評価も高く、この体制は今後も継続したいと考え
ている。
また、新しいカリキュラム体制に対しては、上述の視点

だけでなく、昨今社会問題にもなりつつある臨床試験の基
準（GCP，GPMSPなど）についても対応できればと考
えている。また、看護学科学生の教育等にも積極的に寄与
したい。

� 教育全般についての展望
医療のなかに占める薬物療法の重要性をいかに系統的・

総合的に教育するかということは、現在の医学教育に問わ
れている課題であろう。他講座との連携も図り、積極的に
取り組みたい。

研 究

� ヒスタミン D３誘導体カルシポトリオール（MC９０３）の
前臨床及び臨床研究。
本講座開設当時より取り組んできた（参考文献１―３）

本薬剤が、難治性皮膚疾患のひとつである尋常性乾癬に対
する新薬（軟膏）として承認を取得（平成１２年１月、商品
名：ドボネックス軟膏）し、同年６月より上市された。乾
癬治療剤として重要な地位を占めつつある。

� アスピリンの新効能に関する研究
本研究も本講座開設直後より取り組んだ研究テーマであ

るが、アスピリンに皮膚損傷修復作用があることを世界で
初めて見出した。この知見に関して、まず日本を含む世界
各国で特許出願を行い、現在多くの国で登録されつつある。
また、アスピリン軟膏について学内（皮膚科学講座、形

成外科学講座、第一生理学講座）および学外（九州大学、
熊本大学、富山医科薬科大学、東北大学等）との共同研究
体制を組み、その効能・効果および作用機序についての検
討を行っている。

� 希少糖の生理作用の解明および抗炎症剤の虚血性脳疾患
への応用の研究
これは、文部科学省・科学技術総合研究委託費を受けた

地域先導研究、および香川県産業支援財団からの支援を受
けた学内外との共同研究であり、現在現実的にみて有用な
知見が得られつつある。

� 今後の展望
今後とも上記のように現実的な課題をテーマとし、新薬

の創製に資することを目標に努力していきたい。
� 学会開催

本講座が中心となり、第１５回日本 DDS学会を高松市に
おいて主催開催した（１９９９年７月）

社会貢献

本講座が中心となり、特定分野（例えば DDS）で全国レ

ベルの研究コンソーシアムを構築し、新薬開発の技術進歩に
貢献したい。また、地域共同研究を通じ、地域の発展のため
にも積極的に貢献したい。

参考文献

� 鈴木登志郎、加藤利博、北垣忠厚、小野正博、白川清美、
永田充宏、小西良士
Calcipotriol（MC９０３）の 抗 原 性 試 験 J. Toxicological
Sci．２１，４５７―４６３（１９９６）

� 北垣忠厚、小熊義宏、横田二三夫、小野正博、白川清美、
永田充宏、小西良士
Calcipotriol（MC９０３）の変異原性試験 J. Toxicological
Sci．２１，４６５―４７４（１９９６）

� 鈴木登志郎、加藤利博、北垣忠厚、小野正博、白川清美、
永田充宏、小西良士
Calcipotriol（MC９０３）軟膏の皮膚毒性試験 J. Toxicologi-
cal Sci．２１，４７５―４８４（１９９６）

参考文献（１９９８年１月―２０００年１２月）

� Galer Bradley S. Caldwell Larry J. Ono M. Akazawa
M. Konishi R．帯状疱疹後神経痛（PHN）に対する局所
Lidocainパッチ Drug Delivery System １４�・２７１，１９９９

� 川畑誠一郎、中山大輔、川田光裕、稲付昌弘、筒井貴子、
稲本千子、永田充宏、小西良士 アスピリンの外用剤化及
び新しい局所効能の検索� Drug Delivery System １４
�・３３５，１９９９

� 稲本千子、川田光裕、川畑誠一郎、稲付昌弘、筒井貴子、
永田充宏、小西良士 アスピリンの外用剤化及び新しい局
所効能の検索� Drug Delivery System １５�・３７０，２０００

� Tamura N, Tai Y, Sugimoto K, Kobayashi R, Konishi
R, Nishioka M, Masaki T, Nagahata S, and Tokuda M.
Enhanced Expression and Activation of Ca２＋／
calmodulin―dependent protein kinase IV in hapatocellu-
lar carcinoma. Cancer ８９・１９１０―１９１６,２０００

� Ahmed BY, Yamaguchi F, Tsumura T, Gotoh T, Sugi-
moto K, Tai Y, Konishi R, Kobayashi R, and Tokuda M.
Expression and subcellular localization of multifunc-
tional calmodulin―dependent protein kinases―I, ―II and―
IV are altered in rat hippocampal CA１neurons after
inducation of long―term potentiation. Neuroscience Let-
ters ２９０・１４９―１５３,２０００

特 許

� 溝渕憲子、瀬戸小百合、川田光裕、小西良士、徳田雅明、
畠瀬修 アセチルサリチル酸含有皮膚損傷治療剤
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New drug development, pharmacotherapy, DDS（Drug de-
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clinical practice）, GPMSP（good post―marketing surveil-
lance practice）
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共 同 施 設



研 究

� 腎細胞外プリン体に関する研究
今までは困難とされてきた腎臓で応用可能な実質臓器用フ

ァイバー型微小透析プローブを開発し１―４）、エンドトキシンシ
ョック・低酸素血症に伴う急性腎不全時における腎間質中ア
デノシンの役割を証明した２,３）。さらに、腎不全時では腎細
胞外アデノシンは腎循環・腎機能に多大なる影響を及ぼすも
のの、生理的条件下では腎細胞外アデノシンよりもむしろ
ATPがこれらを調節していることを見い出した４）。特に腎細
胞外 ATPレベルは腎自己調節による腎血管抵抗値の変化に
非常に高い相関を示しており、腎灌流圧変化によって調節さ
れる細胞外 ATP分泌が腎自己調節能を制御していることを
証明した４）。
� 循環血行動態と自律神経の研究
各種病態モデルを含むラットの腎神経活動を直接測定し、

循環血行動態への自律神経系の役割を調べることを目的とし、
麻酔下のみならず、無麻酔状態での研究に取り組んでいる。
血管拡張因子である一酸化窒素が体液性因子の一つであるア
ルギニンバゾプレシンを介して交感神経活動の調節に関与し
ていることを報告した５）。また求心性腎活動を測定して、腎
臓に化学受容器が存在することを発表した６）。今後さらに腎
神経を介した腎生理の研究を中心に進めていく。

参考文献

１）A. Nishiyama, A. Miyatake, K. Kusudo, T. Syokoji, W
Yue, T. Fukui, Y. Aki, S. Kimura and Y. Abe. Effects
of halothane on renal hemodynamics and interstitial ni-
tric oxide in rabbits. Eur. J. Pharmacol．３６７：２９９―３０６,
１９９９．
２）A. Nishiyama, A. Miyatake, Y. Aki, T. Fukui, M. Rah-

man, S. Kimura and Y. Abe. Adenosine A１receptor an-
tagonist KW―３９０２prevents hypoxia―induced renal vaso-
constriction. J. Pharmacol. Exp. Ther．２９１：９８８―９９３,
１９９９．
３）A. Nishiyama, K. Miura, A. Miyatake, Y. Fujisawa, W.

Yue, T. Fukui, S. Kimura and Y. Abe. Renal interstitial
concentration of adenosine during endotoxin shock. Eur.
J. Pharmacol．３８５：２０９―２１６,１９９９．

４）A. Nishiyama, D.S.A. Majid, K.A. Taher, A. Miyatake
and L.G. Navar. Relation between renal interstitial
ATP concentrations and autoregulation ― mediated
changes in renal vascular resistance. Circ. Res．８６：６５６
―６６２,２０００．

５）Fujisawa, y．, mori, N．, Yube, K．, Miyanaka, H．, Mi-
yatake, A．, ＆Y. Abe. Role of Nitric Oxide in the
Regulation of Renal Sympathetic Nerve Activity Durling
Hemorthage in Canalous Rats. Am J Physiol．２７７：H８
―H１４,１９９９

６）Yoshihide Fujisawa, N. Yoshiga, H. Miyanaka, A. Miy-
atake, Y. Abe AFFERENT DISCHAGES OF RENAL
NERVE FROM INTRARRENAL SENSORY RECEP-
TORS．
国際高血圧学会．米国シカゴ．２０００年８月

７）H. nakao, K. Ogli, S. Yokono, J. Ono, A. Miyatake The
effect of volatile anesthetics on light induced phosphory
―lation in spinach chloroplasts. Toxicology Letters１００

１０１：１３５―１３８,１９９８
８）劉 大革、前田 昌純、岡本 卓、林 栄一、亀山耕太
郎、杉田 礼典、中島 尊、桝屋 大輝、中元 賢武、宮
武 明
気管軟骨の構造特性：成長に伴う物理生化学的変化
日本呼吸器外科学会雑誌１３―４：４９４―５０３,１９９９

９）岡本 卓、前田 昌純、劉 大革、林 栄一、亀山耕太
郎、杉田 礼典、中島 尊、桝屋 大輝、中元 賢武、宮
武 明
気管軟骨の構造特性に及ぼす CDDPの影響
日本呼吸器外科学会雑誌１３―４：５１０―５１８,１９９９

１０）古川 愛造、大西 平、冨田 修平、宮武 明、市川
佳幸
哺乳類肝細胞細胞質からの新しい NADP＋依存性レチノ
ール脱水素酵素 mRNAのクローニングと機能解析
生化学７１：８―１５８,１９９９

１１）Taira Ohnishi, Aizo Furukawa, Shuhei Tomita, Akira
Miyatake, and Yoshiyuki Ichikawa Co―localization of
Steroidogenic Enzymes in Rat Brain. International Sym-
posium on Molecular Steroidogenesis the５２nd yamada
conference. Nara Japan Aug．２４：５７,１９９９

１２）Taira Ohnishi, Aizo Furukawa, Shuhei Tomita, Akira
Miyatake, and Yoshiyuki Ichikawa LOCLAZATION OF
CYP２７IN RAT BRAIN． １１th International Conference
on Cytochrome P４５０Sendai Japan Aug．２９―Sep．２：１９９９

１３）Yoshihide Fujisawa, Noriko Yoshiga, Hiroshi Miyanaka,
Akira Miyatake and Youichi Abe Afferent discharges
of renal nerve from intrarenal sensory receptors．
第７３回日本薬理学会年会横浜 平成１２年３月２３―２５日

１４）Sigekazu Yuasa, Xiuping Li, Hirofumi Hitomi, Mayuko
Hashimoto, Hiroshi Fujioka, Hideyasu Kiyomoto, Koichi
Uchida, Tetsuo Shoji , Norihiro Takahashi, Shigehiro
Miki, Akira Miyatake, Katsufumi Mizushige, and hirohide
Matsuo SODIUM SENSITIVITY AND SYMPA-
THETIC NERVOUS SYSTEM IN HYPERTENSION
INDUCED BY LONG ― TERM NITRIC OXIDE
BLOCKADE IN RATS. Clinical and Experimental
Pharmacology and Physiology２７：１８―２４,２０００

１５）古川 愛造、大西 平、冨田 修平、宮武 明、市川
佳幸 Peroxisomeに局在する NADP＋依存性レチノール
脱水素酵素の cDNAクローニングと機能解析
第７３回日本生化学会大会 横浜 １０月２０００年 生化学 ７２
―８：８６９,２０００

１６）冨田 修平、姜 厚波、上野 智雄、菅原 剛彦、竹田
潤二、F.Gonzalez、高浜 洋介、古川 愛造、宮武 明、

市川 佳幸
ARNTの胸腺細胞特異的ノックアウトマウスの解析
第２３回日本分子生物学会 年会 神戸市 １２月１３―１６日
２０００年

１７）Nishi―N ; Matsushita―O ; Yuube―K ; Miyanaka―H ;
Okabe―A ; Wada―F Collagen― binding growth factors
: production and characterization of functional fusion
proteins having a collagen― binding domain. Proc―
Natl― Acad― Sci― U―S―A. Jun９；９５�：７０１８―２３,
１９９８

１８）Nishi―N ; Shoji―H ; Miyanaka―H ; Nakamura―T An-
drogen―regulated expression of a novel member of the
aldo―keto reductase super family in regrowing rat pros-
tate. Endocrinology. Sep；１４１�：３１９４―９,２０００

（文責：宮武 明）
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教 育

� 講義・実習
主として学内ネットワークを利用して、実験動物学関連

分野や各種データベースに対する情報提供を行ってきた。
� 教育全般についての展望

実験動物学の関連諸分野は、複合科学的性格が強い。近
年ゲノム科学等の進展により実験医学全般との区別がすで
に無くなっている。基礎医学の一分野として、体系的な教
育が必要であり、特に大学院教育に対する貢献が今後より
必要になる。

研 究

� マウスにおけるがん関連宿主遺伝子の遺伝子マッピング
等に関する研究
マウス肺腫瘍関連遺伝子のマッピングを行うとともに、

新規に育成したマウス系統において発がん実験を行った。
参考文献３）
� 生物遺伝資源としての野生マウスの遺伝的変異に関する
研究
野生マウスにおける遺伝子の多型性を調べることにより、

種としてのマウスの地域間変異および進化学的解析を主と
して行った。

参考文献１）２）４）
� 米国における実験生物系統保存およびデータベース公開
に関する調査研究
在外研究員制度により上記調査研究を行った。

そ の 他

系統保存費等によりヒト疾患モデル等で使用される、新し
いマウス系統育成および維持・保存。特に Kirschbaum記念
マウス系統の維持保存事業、受精卵凍結保存事業および系統
特性解析を行った。

文 献

１）A New inbred strain JF１established from Japanese
fancy mouse carrying the classic piebald allele
Tuyoshi Koide, Kazuo Moriwaki, Kikue Uchida, Akihiko
Mita, Tomoko Sagai, Hiromichi Yonekawa, Hideki Katoh,
Nobumoto Miyashita, Kimiyuki Tsuchiya, Toennes J.
Nielsen, Tosahihiko Shiroishi
Mammalian Genome９,１５―１９（１９９８）

２）Nucleotide sequences of the mouse globin beta gene
cDNAs in a wild derived new haplotype Hbbw1

Yoshihiro Ueda, Nobumoto Miyashita, Kiyohiko Imai,
Yoshiyuki Yamaguchi, Katsumi Takamura, Masaaki No-
tomura, Toshihiko Shiroishi, Tsuyoshi Kawashima, Lei
Ning, Chunyan Wang, Xiaomei Wu, Kazuo Moriwaki
Mammalian Genome１０,８７９―８８２（１９９９）

３）Muptiple Genes Governing Biological Functions in the
Genetic Backgrounds of Laboratory Mice and Asian
Wild Mice
Kazuo Moriwaki, Nobumoto Miyashita, Yasunori Yama-

guchi, Toshihiko Shiroishi
Hiai H, Hino O（eds）：Animal Models of Cancer Pre-
disposition Syndromes.
Prog Exp Tumor Res. Basel Karger,３５：１―１２（１９９９）

４）A new inbred strain MYS established from Indian
house mouse, Mus musculus castaneus.
Kimiyuki Tsuchiya, Tetsuo Morita, Nobumoto Miyashita,
Yuri Imura, Ikuyo Nakahara, Hidetoshi Ikeda and Ed-
ward M. Gururaj

九州実験動物誌１６：２３―２５,２０００

Key words

遺伝子マッピング 系統保存 受精卵凍結保存
（文責：宮下信泉）

施設長 教授（併） 平 島 光 臣

助教授 宮 下 信 泉
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教 育

� 講義・実習
放射線業務を従事するに当たっては、法令により定めら

れた教育・訓練を受講することが義務付けられている。こ
れに伴い当実験室では、新規者を対象に年に２回、また、
更新者を対象に年に１回の教育・訓練を実施してきた。内
容としては、新規者には、規定に沿って作成された教育・
訓練の手引きを元に、講義と実技を実施している。また、
更新者に対しては毎年内容を変え、ただ漠然と講義を受け
るのではなく関心を持って聴講してもらえるよう実施する
側として、内容を厳選して実施した。
また、教育訓練だけではなく、医学部学生（医学科３年

生）を対象とした”基礎医学実習”も行ってきた。興味を
持って当実験室にやってくる学生に応えるべく、五感で捕
らえることができない放射線を、その特徴的な性質を利用
して視覚的に捉えたり、音として捉えたりの基礎的なこと
を初め、動物や培養細胞などを用いて特異的な性質を捉え
るなど、広範囲に学習できる内容になるよう設定した。結
果として、この実習期間中は、学生自身が興味と関心を持
って意欲的に課題に取り組む姿が見られた。

� 教育全般についての展望
放射性物質を利用した領域は、現代社会の中で増加の傾

向をたどっている。しかしながら、一昨年（１９９９年９月３０
日）に起きた JCO核燃料加工施設での被ばく事故を契機
に、一般公衆の放射線に対する不信感が増大したことは歪
めない。このことを踏まえ、学内の研究を推進することは
元より、今後は各教育機関若しくは一般市民に対し、要請
があれば“放射線を知る一つの機会”を提供することも必
要になると考えている。難しい専門用語を日常の言葉に置
き換え、高度な技術を身近な手段に変換する媒介的役割を
担う立場であると認識している。

研 究

� 高分子吸水材を利用した放射性有機廃液の固体化の研究
放射性廃棄物の一つ、有機廃液は各事業所毎に保管もし

くは焼却処理することになっているが、焼却処理に際して
はダイオキシン発生を代表に、複数の問題点を抱き合わせ
ているため、事実上の選択が難しい。そこで、代替手段と
して高分子吸水材による液体シンチレータの固体化を検討
した。大抵の事業所から排出されると考えられる数種の代
表的な有機溶媒をモデルとして調査した結果、固体化が可
能であることが判明し、現在は実用化に向け検討中である１）。

参考文献（１９９８年１月―２０００年１２月）

１）須田博文、宮田佳世子、西本一幸 高分子吸水材を利用
した放射性有機廃液の固体化 第１０号生物学技術研究会報
告（１９９９）３４―３７貢

そ の 他

昨年度、医学部での放射線作業従事登録者数は２１５名であ
り、実際に当実験室を使用した人数は６５名であった。また、
この近年における使用人数を見ても、例年ほぼ同数の使用者
数が見られている。書類を申請し、受理されれば時間外及び

休祭日の利用も可能になることから、使用時間はほぼ２４時間、
使用状況もほとんど毎日となっている。
また昨年度中、提出された実験計画書は４８題目あり、この

計画書のもと１２講座が当実験室を利用して研究を行った。こ
れに伴い、現在使用が許可されている核種は、当実験室にお
いて最も使用頻度が高い P－３２をはじめとした２３核種にのぼ
る。なお、このうち実際に保有している核種は７核種であり、
その総量は７３１MBqとなっている。
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（文責：中村隆範）
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